
小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語によるコミュニケーションにお
ける見方・考え方を働かせ、外国
語による聞くこと、話すことの言語
活動を通して、コミュニケーションを
図る素地となる資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

外国語によるコミュニケーションにお
ける見方・考え方を働かせ、外国
語による聞くこと、読むこと、話すこと、
書くことの言語活動を通して、コミュ
ニケーションを図る基礎となる資質・
能力を次のとおり育成することを目
指す。

外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方を働かせ、外国語による
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動を通して、簡単な情報や考
えなどを理解したり表現したり伝え合っ
たりするコミュニケーションを図る資質・
能力を次のとおり育成することを目指
す。

外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方を働かせ、外国語による
聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの
言語活動及びこれらを結び付けた統合
的な言語活動を通して、情報や考えな
どを的確に理解したり適切に表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る
資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。

目標における柱書のイメージ

小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語によるコミュニケーションを図
る素地となる資質・能力を、コミュ
ニケーション活動及びコミュニケー
ション活動を支える活動などを通し
て、次のとおり育成することを目指
す。

外国語によるコミュニケーションを図る
基礎となる資質・能力を、コミュニケー
ション活動及びコミュニケーション活動
を支える活動などを通して、次のとおり
育成することを目指す。

外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及び
コミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目
指す。

現
状

改
善
イ
メ
ー
ジ

838

●●する資質・能力（資質・能力の趣旨）について、●●することなどを通して（学習過程） 、次のとおり育成することを目指す。(参考)

⚫学校種の段階的な高度化は３つの資質・能⼒の目標において具体的に示すこととし、柱書においては、小学校の外国語活動と小中
高の外国語科との違いや各校種の共通点と相違点を踏まえて端的に記載。

⚫学習過程の書きぶりについては、従来の「言語活動」を「コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動など」と整理
したことを踏まえて修正。

※下線：当該学校種の前の学校種等との相違点

2-2 外①

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

外国語



小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語を通して、言語や文化につ
いて体験的に理解を深め、日本語
と外国語との音声の違い等に気付く
とともに、外国語の音声や基本的な
表現に慣れ親しむようにする。

外国語の音声や文字、語彙、
表現、文構造、言語の働きなどにつ
いて、日本語と外国語との違いに気
付き、これらの知識を理解するととも
に、読むこと、書くことに慣れ親しみ、
聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと
による実際のコミュニケーションにおい
て活用できる基礎的な技能を身に
付けるようにする。

外国語の音声や語彙、表現、
文法、言語の働きなどを理解すると
ともに、これらの知識を、聞くこと、読
むこと、話すこと、書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活用でき
る技能を身に付けるようにする。

外国語の音声や語彙、表現、文
法、言語の働きなどの理解を深める
とともに、これらの知識を、聞くこと、
読むこと、話すこと、書くことによる実
際のコミュニケーションにおいて、目
的や場面、状況などに応じて適切
に活用できる技能を身に付けるよう
にする。

目標における「知識及び技能」のイメージ

現
状

改
善
イ
メ
ー
ジ

⚫ 端的に記載する観点から、各言語材料の記載は「外国語の特徴やきまり」とするとともに、領域に関する記述は「目標」からは省略。

⚫ 小・外国語：「読むこと」「書くこと」は外国語活動で取り扱っていないことから、まず慣れ親しんだ上で身に付けるというプロセスが重要で
あり、この点は引き続き明示。日本語と外国語との違いに気付いた上で理解するというプロセスについては「内容」で明示
し、端的に記載する観点から「目標」からは省略。

⚫ 高：「目的や場面、状況などに応じて」については「適切に」を補足するものであるため、端的に記載する観点から「目標」からは省略。
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小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語を通して、言語や文化につ
いて体験的に理解を深め、外国語
の音声や基本的な表現に慣れ親し
むようにする。

外国語の特徴やきまりを理解すると
ともに、読むこと、書くことにおいて慣
れ親しみ、これらの知識を実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる
基礎的な技能を身に付けるようにす
る。

外国語の特徴やきまりを理解すると
ともに、これらの知識を実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を
身に付けるようにする。

外国語の特徴やきまりの理解を深
めるとともに、これらの知識を実際の
コミュニケーションにおいて適切に活
用できる技能を身に付けるようにす
る。

※下線：当該学校種の前の学校種等との相違点 ※赤字：現状と改善イメージとの相違点

2-2 外②  

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

外国語



小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

身近で簡単な事柄について、外国
語で聞いたり話したりして自分の考え
や気持ちなどを伝え合う力の素地を
養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、身近で簡単な事
柄について、聞いたり話したりするとと
もに、音声で十分に慣れ親しんだ外
国語の語彙や基本的な表現を推測
しながら読んだり、語順を意識しなが
ら書いたりして、自分の考えや気持ち
などを伝え合うことができる基礎的な
力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や
社会的な話題について、外国語で
簡単な情報や考えなどを理解したり、
これらを活用して表現したり伝え合っ
たりすることができる力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や
社会的な話題について、外国語で
情報や考えなどの概要や要点、詳
細、話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、これらを活用して適
切に表現したり伝え合ったりすること
ができる力を養う。

目標における「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」のイメージ

現
状

改
善
イ
メ
ー
ジ

840

小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

ごく身近な事柄について、外国語で
聞いたり話したりして自分の考えや
気持ちなどを伝え合う力の素地を養
う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、身近な事柄につ
いて、聞いたり話したりするとともに、
音声で十分に慣れ親しんだ外国語
の語彙や基本的な表現を読んだり
書いたりして、伝え合うことができる基
礎的な力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、様々な話題につ
いて、外国語で簡単な情報や考えな
どを理解したり、これらを活用して表
現したり伝え合ったりすることができる
力を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、幅広い話題につ
いて、外国語で情報や考えなどを的
確に理解したり、これらを活用して適
切に表現したり伝え合ったりすること
ができる力を養う。

⚫ 小・外国語活動：話題の整理を踏まえ修正。

⚫ 小・外国語：話題の整理を踏まえ修正。「推測しながら」「語順を意識しながら」は「内容の取扱い」で明示し、端的に記載する観点
から「目標」 からは省略。

⚫ 中高：話題について、「日常的な話題」や「社会的な話題」は「内容」で明示すること、また、「身近な社会的な話題」を位置付ける
ことから、 「目標」では「様々な話題」、「幅広い話題」とする。

⚫ 高：端的に表すため「概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図など」を省略。

2-2 外③

※下線：当該学校種の前の学校種等との相違点 ※赤字：現状と改善イメージとの相違点

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

外国語



外国語における「学びに向かう⼒、人間性等」の４要素の例

841

②（例）
• 他者との違いを知り、相互理解を深める
• 対話や協働を通じて、多様な主張や価値観、感

性に触れ、自らの考えを広げたり深めたりする

①（例）
• 外国語や外国語によるコミュニケーション、自らと異

なる他者の文化等に対して興味・関心を持つ
• 自分の考え・意見を持ち、外国語で伝えようとする

変化が激しい不確実な社会の中で、学びを通じて自分の人生を舵取りし、社会の中で多様な他者とともに生きる⼒を育む

※「初発の思考や行動を起こす力・好奇心」と、「学びの主体的な調整」「他者との対話や協働」との往還を通じ、粘り強く継続的に思考・行動する経験が繰り返され、「学びに向かう力、人間性等」が育まれる

学
び
に
向
か
う
⼒
、
人
間
性
の
高
ま
り

教師の指導を含む他者からの
フィードバック、書籍等との対話、
多様な他者との協働・共感や
対立の乗り越え等を通じて学び
を支える態度

他者との対話や協働

各教科等で育成された知識及
び技能、思考力、判断力、表
現力等を土台として、初発的な
思考や行動を起こす力

初発の思考や行動を
起こす⼒・好奇心

学びの主体的な調整
自分の思考や行動を客観的
に把握し認識（メタ認知）
しながら学習を自己調整し、
思考や行動を修正したり次の
思考や行動に繋げたりする力

※創造性等と関連

思考や行動を自身の豊かな人生や
より良い社会に向けていく人間性

往還 往還

往還

往還
往還

往還

学びを方向付ける人間性

※民主主義、共生社会、持続可能な社会、
環境、個人と社会のウェルビーイング、アイ
デンティティ、 エージェンシー 等と関連

③（例）

• 外国語を身に付けることによる自己イメージを持ち、
自己イメージと現実とのギャップを埋めようとする

• 聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮し、状況に
応じて修正する

• 自らのコミュニケーションを省察してよりよい表現を考
える等、次の機会に向けて準備をする

• 外国語や外国の文化との比較を通じて母語の影
響を受けた表現や思考の癖等に気付き、必要な
修正につなげる

④（例）
• 目的意識をもって外国語の学習に継続して取

り組もうとする
• 外国語を学ぶ困難の経験を多様性の包摂や

多文化共生に対する理解につなげる
• 伝わらないもどかしさや伝わる自己肯定感の高

まり等を経験しながら人間同士のコミュニケー
ションへの意欲を高める

• 外国語によるコミュニケーションを継続し、対話
を通して多様な他者と信頼関係を構築する

• 持続可能な発展に向けて、外国語の使用を
通じて国内外で新たな価値を創造したり課題
を解決したりする

※上記例は告示にあたり別途検討

2-2 外④外国語



外国語における「学びに向かう⼒、人間性等」の整理

１．当該教科等の学習で育みたい学びや生活
    に向かう態度

① 外国語によるコミュニケーションなどへの興味・関心、
     伝えたい考え等の形成

② 他者との対話・協働を通して考えを広げ・ 深めよう
とする態度

③ 自己イメージを持ち、自らを振り返りながら学習を
調整する態度

842

③自己イメージを持ち、自らを振り返りながら
学習を調整する態度

④他者との相互理解を深めようとする心情

①外国語によるコミュニケーションなどへの
興味・関心、伝えたい考え等の形成

②他者との対話・協働を通して考えを広げ・深めようとする態度

２．当該教科等の学習で育みたい情意・感性

④ 主体的に他者との相互理解を深めようとする心情

【中学校外国語でのイメージ】
外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち（①）、他者との対話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに（②）、
自らの学習を調整して（③）、他者との相互理解を深めようとする態度（④）を養う。

１と２を踏まえ、

2-2 外⑤

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討。解説は前ページや「AI時代に外国語を学ぶ本質的意義」の整理も踏まえて作成

外国語



目標における「学びに向かう⼒、人間性等」のイメージ

小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語を通して、言語やその
背景にある文化に対する理解
を深め、相手に配慮しながら、
主体的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとする態度
を養う。

外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、他者に配慮
しながら、主体的に外国語を
用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度を養う。

外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しな
がら、主体的に外国語を用い
てコミュニケーションを図ろうとす
る態度を養う。

外国語の背景にある文化に
対する理解を深め、聞き手、
読み手、話し手、書き手に配
慮しながら、主体的、自律的
に外国語を用いてコミュニケー
ションを図ろうとする態度を養う。

現
状

改
善
イ
メ
ー
ジ
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小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校

外国語によるコミュニケーション
などに興味・関心を持ち、粘り
強く自分の考えや気持ちを伝
えるとともに、相手を理解しよう
とする態度を養う。

外国語によるコミュニケーション
などに興味・関心を持ち、他者
との対話・協働を通して考えを
広げたり深めたりするとともに、
自らの学習を調整して、他者と
の相互理解を図ろうとする態
度を養う。

外国語によるコミュニケーション
などに興味・関心を持ち、他者
との対話・協働を通して考えを
広げたり深めたりするとともに、
自らの学習を調整して、他者と
の相互理解を深めようとする態
度を養う。

外国語によるコミュニケーション
などに興味・関心を持ち、他者
との対話・協働を通して考えを
広げたり深めたりするとともに、
自らの学習を調整して、他者
との相互理解を深め、外国語
の習得に継続して取り組もうと
する態度を養う。

2-2 外⑥

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

※下線：当該学校種の前の学校種等との相違点 ※赤字：現状と改善イメージとの相違点

外国語



外国語の新たな「見方・考え方」のイメージ（案）

現
状

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、

社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、

コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること（101字）

見方

考え方

外国語及び外国語によるコミュニケーションを

文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、

多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自分の考えを伝え、相互理解を図ること（91字）

見方

考え方

844

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討。解説は「AI時代に外国語を学ぶ本質的な意義」の整理も踏まえて作成

改
善
イ
メ
ー
ジ

見方

考え方

外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉えるとは、外国語で他者とコミュニケーションを行うには、社会や世界との関わりの中
で事象を捉えたり、外国語やその背景にある文化を理解するなどして相手に十分配慮したりすることが重要であることを示している。

また、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、 再構築することとは、多様な人々との対話の中で、目的や場
面、状況等に応じて、既習のものも含めて習得した概念（知識）を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、課題を見いだして解
決策を考えたり、身に付けた思考力を発揮させたりすることであり、「外国語で表現し伝え合う」ためには、適切な言語材料を活用し、思考・判断して情報を整理す
るとともに、自分の考えなどを形成、再構築することが重要であることを示している。
外国語によるコミュニケーションの一連の過程を通して、このような「見方・ 考え方」を働かせながら、自分の思いや考えを表現することなどを通じて、生徒の発達の段
階に応じて「見方・考え方」を豊かにすることが重要である。この「見方・考え方」を確かで豊かなものとすることで、学ぶことの意味と自分の生活、人生や社会、世界
の在り方を主体的に結び付ける学びが実現され、学校で学ぶ内容が、生きて働く力として育まれることになる。さらに、こうした学びの過程が外国語教育の主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につながる。その鍵となるものが、教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。

2-2 外⑦  

（参考：解説）

外国語



思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

総合的な発揮
領域 内容項目例

（第１学年相当）
内容項目例

（第２学年相当）
内容項目例

（第３学年相当）

コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、様々な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理したり、既
存の知識などと関連付けたりすることが
できる。【理解する】

・ 情報や自分の考えなどを整理し、表現
等を工夫して伝えることができる。
【表現する】

・相手の考えなどを受け止めながら、情報
や自分の考えなどを整理し、表現等を
工夫して伝え合うことができる。

【伝え合う】

話題 日常的な話題について
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

聞くこと 条件 簡単な語句や文で、はっきりと話されれば

できること （ア）必要な情報を聞き取ることができる ・・・

読むこと 条件 簡単な語句や文で書かれた

できること （ア）必要な情報を読み取ることができる ・・・

話題 日常的な話題について（身近な話題について、（自分にとって）興味・関心のある話題について）
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

条件 簡単な語句や文を用いて

話すこと
（やり取り）

できること （ア） 自分の考えや気持ちなどを即興で伝え合うことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
・・・

話すこと
（発表）

（ア）自分の考えや気持ちなどを即興で話すことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
・・・

書くこと （ア）情報や自分の考え、気持ちなどを文で書くことができる
・・・

「統合的な理解・総合的な発揮」の設定の趣旨や授業改善に向けたねらい

知
識
及
び
技
能

統合的な理解 領域
内容項目例

（１学年相当）
内容項目例

（第２学年相当）
内容項目例

（第３学年相当）

英語の特徴やきまりに関する知識を、コ
ミュニケーションの中で組み合わせて使う
ことにより、英語による理解や表現の質
が高まることを理解している。

英語の特徴や
きまりに関する
事項

ア 音声 音声の特徴を理解し、読んだり話したりする際に活用できる ・・・

イ 符号 符号の意味や使い方を理解し、読んだり書いたりする際に活用できる ・・・・

ウ 語、連語及び慣

用表現

語、連語及び慣用表現の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだりする際に活用できる ・・・

エ 文、文構造
及び文法事
項

文、文構造及び文法事項の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだり、話したり書いたりする際に活用できる
• 文 ・・・

③ 英語で聞く・読む・話す・書くことに向けて、英語の特
徴やきまりを学ぶことの意義を理解している姿を端的
に表す。これにより、単に単語の意味や文法を覚える
のではなく、そうした知識を、コミュニケーション活動で
組み合わせて使うことにより、英語を聞く・読む際に理
解しやすくなったり、話す・書く際により自分が伝えた
いことが表現できるようになるなど、理解や表現の質
が高まることを実感できる授業づくりへの改善を促す。

① 外国語を学ぶ意義の議論を踏まえ、コミュニケーションを行う目的や場面、状況など
に応じた情報や考えの整理・表現の工夫・互いの考えを伝え合うことを目指すことを
明確化しつつ、国際的な通用性のある外国語能力を育成する観点から、国際的
な基準であるCEFRの分類（Reception・Production・Interaction）を参照し、理解す
る・表現する・伝え合うに分けて記載。

② 一定の言語体系が習得されており、各技能の熟達が言語運用能力に直結する母
語の学習とは異なり、未習得言語の学習では特に４技能をバランス良く育成し、実
現可能なコミュニケーションの水準を全体として高めていくことが重要であることから、
国語のように技能領域別ではなく、コミュニケーションの意味のまとまり別に示している。
これにより、４技能をバランス良く発揮させるような授業づくりを促す。
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小
学
校

外
国
語
活
動

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

ごく身近な事柄について、
・ 情報などを聞き、内容を捉えようとしている。【理解する】
・ 相手を意識しながら、自分の考えなどを話して伝えようとしている。【表現する】
・ 相手を意識しながら、自分の考えなどを伝え合おうとしている。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

音声や基本的な表現に慣れ親しむことで、日本語と外国語の音声の違い等に気付くとともに、言語や文化の違いや共通点を体験的に理解している。

外
国
語

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近な事柄について、
・ 聞いて情報を整理し、音声で十分に慣れ親しんだ表現等の意味を考えながら読むことができる。【理解する】
・ 自分の考えなどを整理し、表現等を選んで相手に話して伝えるとともに、音声で十分に慣れ親しんだ表現等を用いて、書いて伝えることができる【表現する】
・ 相手の考えなどを踏まえ、自分の考えなどを、表現等を選んで伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

中
学
校

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりすることができる。【理解する】
・ 情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・ 相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

外国語活動・外国語 小学校・中学校
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統合的な理解・総合的な発揮
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小
学
校

外
国
語
活
動

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

ごく身近な事柄について、
・ 情報などを聞き、内容を捉えようとしている。【理解する】
・ 相手を意識しながら、自分の考えなどを話して伝えようとしている。【表現する】
・ 相手を意識しながら、自分の考えなどを伝え合おうとしている。 【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

外
国
語

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近な事柄について、
・ 聞いて情報を整理し、音声で十分に慣れ親しんだ表現等の意味を考えながら読むことができる。
【理解する】

・ 自分の考えなどを整理し、表現等を選んで相手に話して伝えるとともに、音声で十分に慣れ親しんだ表現等を用いて、書いて伝えることができる。
【表現する】

・ 相手の考えなどを踏まえ、自分の考えなどを、表現等を選んで伝え合うことができる。
【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

中
学
校

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりすることができる。【理解する】
・ 情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝えることができる。
【表現する】

・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝え合うことができる。
【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。



高
等
学
校

英

C

総

合

I

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・基本的な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形成すること

ができる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

英

C

総

合

Ⅱ

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・多様な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形成することが

できる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、基本的な構成等を用いながら表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、基本的な構成等を用いながら表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

英

C

総

合

Ⅲ

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・やや複雑で多様な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形

成することができる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、構成や表現等を工夫して詳しく伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、構成や表現等を工夫して詳しく伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

外国語活動・外国語 英語コミュニケーション（総合）Ⅰ～Ⅲ（高等学校）
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統合的な理解・総合的な発揮
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高
等
学
校

英

C

発

信

I

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

英

C

発

信

Ⅱ

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

英

C

発

信

Ⅲ

思考⼒、
判断⼒、
表現⼒等

総合的な
発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して詳しく伝えることができる。【表現する】
・相手の考えを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して詳しく伝え合うことができる。【伝え合う】

知識及び
技能

統合的な
理解

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

外国語活動・外国語
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英語コミュニケーション（発信）Ⅰ～Ⅲ（高等学校）

統合的な理解・総合的な発揮
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次の単元では、教科書で「紹介する」活動が扱われているな。

新出文法は「接続詞」か。教科書をなぞって活動するだけでは、子供たちは
「英語で伝え合いたい」という気持ちにはならないだろうな。それに、学習内容を
深く理解したり技能を身に付けたりできないだろうし、資質・能力も身に付きにく
いだろうな。

そもそもこの単元では本質的にどういう資質・能力を育てたいんだっけ?

まず、学習指導要領の記述を確認してみよう。

目標

見方・考え方

生徒が「英語で伝え合いたい」という気持ちをもち、既習事項と本単元で学ん
だ内容などを活用しながら「分かった！できた！」と思える単元を構想したいな。

生徒の実態や、育成したい資質・能力、小学校を含む前後の学習内容や
教科書の該当ページなどを踏まえ、「コミュニケーション活動」と「コミュニケーション
活動を支える活動」の往還を位置付けると、この単元に充てられる授業時数は
何時間になるかな。

本単元では、「話すこと［発表］」に焦点を当てて指導してきたから、
パフォーマンス課題を設定して、「知識・技能」、「思考・判断・表現」を見取るこ
とにしよう。

デジタル学習指導要領を使えば、評価規準例も一括で見られるから便利だ
な！

本単元における「コミュニケーションを行う目的や場面、状況など」や、学習内
容、学習の流れが決まったので、評価計画を立てるか。育成したい資質・能力
をきちんと見取れる評価にしたいな。

他教科や小学校を含めた前後
の学習内容も確認できる。デジ
タル学習指導要領では解説の
記述や評価規準例も見られる。

デジタル学習指導要領（イメージ）

生徒が最終的に「統合的な理解」「総合的な発揮」を身に付けられるように
学習内容と活動を考えればいいのか。「コミュニケーションを行う目的や場面、
状況など」の設定が鍵になるね。

「コミュニケーション活動」と「コミュニケーション活動を支える活動」とを往
還する学習過程の中で、子供たちが、学んだ表現や文法事項等を使い、
本単元におけるコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて表
現できるようにしよう。

デジタル学習指導要領では、学習指導要領解説の記述や、小学校を含
む前後の学習内容なども確認できるから個に応じた指導・支援を考えられる。

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み
合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを
理解している。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
様々な話題について、
• 情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付け

たりすることができる。【理解する】
• 情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝えること

ができる。【表現する】
• 相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整

理し、表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

知・技

思・判・表

「統合的な理解」「総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ（中学校・外国語）

（統合的な理解）

（総合的な発揮）

外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及び
コミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す
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本単元では、生徒に「相手に応じて、事実や自分の考えなどを紹介できる」
力を身に付けさせたい。本単元では「接続詞」を新たに学ぶから、紹介したいも
のを詳しく説明したり、おすすめしたい理由なども伝えたりできる。昨年度、総合
的な学習の時間で地域のことを探究したし、小学校で食べ物のことに触れなが
らおすすめの場所の紹介をしているから、それらとつなげて「住んでいる町の食べ
物を紹介する」単元にしよう。そして、オンラインで海外の生徒に実際に紹介す
る機会を設けよう。きっと生徒はワクワクするだろうな。

次は、学習の流れを考えよう。生徒が、本単元における「コミュニケーションを行
う目的や場面、状況など」を理解し、活動の見通しを立てられるよう、単元の最
初の時間の導入を工夫しよう。第２時以降は、教科書の内容理解と関連させ
た「コミュニケーション活動を支える活動」を行い、徐々に生徒が思考、判断、表
現できるような「コミュニケーション活動」を行っていこう。単元の後半では、教科
書で学んだことや既習事項を生かして「コミュニケーションを行う目的や場面、状
況など」に応じて生徒が思考、判断、表現できる「コミュニケーション活動」を多く
行おう。最終的には、海外の生徒に紹介をするので、学級の仲間やALTなど、
紹介する人を変えることで、「相手に応じて紹介ができる」ような構成にしよう。そ
の中で、知識・技能が身に付いていないと感じたら、「コミュニケーション活動を支
える活動」を行いながら２つの活動を往還させていこう。

これで、本単元の学習内容や流れが決まった。パフォーマンステストも含めると、
本単元に充てる授業時数は合計で９時間になるな。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び
相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとと
もに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること学習を終えた後

に目指したい学
習の深まりの姿
を確認できる。
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中学校第２学年相当 単元名：My Favorite Food in 〇〇

（総合的な発揮）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりすることができる。【理解する】
・ 情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・ 相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、
英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
日本に来たことがない海外の生徒に「食べてみたい！」と思ってもらえるように、住んでいる町のおすすめしたい
食べ物とその理由などを整理して紹介することができる。（「話すこと［発表］」）

（単元目標・評価規準）知識及び技能
［知識］接続詞などの特徴やきまりを理解することができる。
［技能］住んでいる町のおすすめしたい食べ物とその理由などを、接続詞などを用いて伝

える技能を身に付けることができる。

パフォーマンス課題 日本に来たことがないALTの家族に「食べてみたい！」と思ってもらえるように、住んでいる町のおすすめしたい食べ物とその理由などを整理して紹介しよう。

時 学習活動 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

９ ⚫パフォーマンステスト
⚫単元の振り返り

８ ⚫海外の生徒とオンラインで、相手
の好みや食文化に合わせて住ん
でいる町のおすすめしたい食べ物
を紹介し合う

７
⚫クラスメイトやALTと、相手の好

みに合わせて住んでいる町のおす
すめしたい食べ物を紹介し合う

６
５
４
３
２

⚫教科書の対話文や本文を読み、
引用するなどしながら、紹介した
いこととその理由などを伝え合う

１

⚫単元の目標を理解するとともに、
住んでいる町の好きな食べ物に
ついてやり取りする

本単元の学習に関連が強い既習内容 ■小学校：おすすめの場所の紹介（食べ物のことを含む） ■第１学年：自己紹介、 学校紹介 ■他教科など：第１学年「総合的な学習の時間」で地域のことを探究

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） ※今後検討

「統合的な理解」「総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

※「単元目標・評価規準」については、現行学
習指導要領の「知識及び技能」及び「思考
力、判断力、表現力等」を、 「統合的な理
解」及び「総合的な発揮」を踏まえて事務局
にてイメージとして作成したもの。

知 思

知 思

※知技を思判表と同一のパフォー
マンステストで評価する例

などを通して、知・技と思・判・表の資質・能力を一体的に育成

「コミュニケーション活動を支える活動」「コミュニケーション活動」

既習の表現や文法事項等を活用して、住ん
でいる町の好きな食べ物を紹介し合う。
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※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

住んでいる町の好きな食べ物を紹
介する際に用いられる表現や文
法事項等を理解する。［知識］

単元の目標を理解する。 コミュニケーションを行う目的：日本に来たことがない海外の生徒に「食べてみたい！」と思ってもらうため
場面：おすすめしたい住んでいる町の食べ物やその理由などを紹介する

                     状況など：日本に来たことがない海外の生徒とオンライン交流の際に伝える

教師が紹介する町の好きな食べ物について、既
習の表現や文法事項等と関連付けて理解する。

既習の表現や文法事項等の理解を基に、住んでいる町の好きな食べ物について
聞き取ったり、伝え合ったりする。 ［技能］

because, when, if, that などの接続詞を、話や
文章などの中で話したり書いたりする。［技能］
（例）・接続詞ifを使って、 「時間があったらしたいこと」を 聞き出し

たり、「時間があったらできること」について伝え合ったりする。
・I think thatを使って、「自分の考え」を伝え合う。語句や文法事項等

の理解を基に、ご当
地の食べ物などについ
て書かれた教科書本
文の概要を捉える。

【理解する】

接続詞の特徴やきまり（意味や使い方）を理解している。［知識］

住んでいる町のおすすめしたい食べ物とその理由などを、接続詞などを用いて伝え
合う。［技能］

ご当地の食べ物などについて書かれた教科書本文の語句や表現等の意
味や使い方を理解する。［知識］
becauseなどの接続詞の特徴やきまり（意味や使い方）を理解する。
［知識］

相手の好みなどを聞き出す際の表現等や接続詞becauseの意味や使い方の理
解を基に、「好きなもの（食べ物や本など）とその理由」を伝え合う。［技能］

教科書本文等を参考
にしながら、相手から
聞き出す際の表現等
の意味や使い方を理
解する。［知識］

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、

• 住んでいる町のおすすめしたい食べ物とその理由など（事実や自分の考え等）を整理する。

• 接続詞などを活用して、おすすめしたい食べ物とその理由などを伝え合う。

• 相手の好みや食文化など、必要な情報を整理し、聞き出す。

• 自分の考えや聞き出した内容などを基に、まとまりのある内容で伝え合う。 【表現する】【伝え合う】

• （下記に加えて）コミュニケーションの目的を達成するために、相手から聞き出
したい情報を整理し、聞き出す。

• （下記に加えて）分かりやすく伝えるために、伝える順番等を考えて伝え合う。

接続詞や既習の表現、教科書本文等を参考にして、
• おすすめしたい食べ物とその理由（事実や自分の考え等）を整理する。
• 接続詞などを活用して、おすすめしたい食べ物とその理由などを伝え合う。

【表現する】【伝え合う】

※「外国語」では、外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して育成することとしており、それぞれの活動内容が育成する資質・能力と一体となっている場合が多い
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AI時代に外国語を必修とする「本質的意義」の再整理

⚫ 多様性の包摂、国内外の多様な他者との共生・共創

⚫ グローバルな視点・情報を駆使した価値創造・課題解決

⚫ 持続可能な民主主義・平和な社会の構築

⚫ 思考の多様性・柔軟性、価値観の再構築

⚫ 国内外の多様な他者と直に意思疎通できる安心感・自信、豊かな人間関係

⚫ 言葉の壁や国境を越えて自らの人生を舵取り（進学・留学・就職） 851

－自らの人生を舵取りできる、多様な他者と協働できる資質・能⼒への貢献の観点から－

⚫ 異なる言語・文化への理解を促す

➢ 自らと異なる他者の言語や文化等との接触・理解・共感・受容

➢ 言語習得の困難の経験による外国人や日本語学習者の立場・心情の理解

➡ 以上が相まって、多様な主張や価値観への寛容性を生み、多様性の包摂や
多文化共生に対する理解を促す可能性

⚫ 母語や自国の文化のメタ認知を促す

➢ 外国語と対比されることにより、母語の特徴や良さの認知に繋がる

➢ 外国の文化と対比されることにより、自国の文化への理解が深まる

➢ 外国人に伝えるため、自国の歴史・文化を学ぶ動機付けが促される

⚫ コミュニケーションへの深い理解を促す

➢ 言語や文化のメタ認知やコミュニケーション等の経験を通じた相手意識の向上
・相手の言葉や意図の受け止め方（聞く・読む）
 ・相手や相手の文化への配慮、コミュニケーションの目的、場面や状況等に応じた表現、
 自分の言葉の分かりやすさ（ 「やさしい日本語」にも繋がる）（話す・書く）

➢ 伝わらないもどかしさや失敗を乗り越えるレジリエンスや伝わることによる自己肯定感等
の高まり、それらを行き来する経験

➢ ノンバーバル・コミュニケーションの重要性の理解や表現方法の工夫
（アイコンタクト、間の取り方、身振り・手振り 等）

➡ 以上が相まって、翻訳ツール等によるやり取りを超えた、生身の身体を
有する人間同士のリアルなコミュニケーションへの関心・意欲を促す可能性

※これらは外国語を学校教育で必修とすることの意義を卒業後も継続的に学習した場合も想定しながら
整理したものであり、これらの全てが、全ての児童生徒において、初等中等教育の過程で高いレベル
で発現すると考えているものではない

※AI技術が今後も予想を超える速さで進歩することを踏まえると、AIに代替されるべきではない、人間に
残したい部分は何かを重視する必要（下線部分）

よりよい社会
（社会のウェルビーイング）

幸福な人生
（個人のウェルビーイング）

１．言葉、文化、コミュニケーションへの深い理解を育むこと ２．自分の考えが磨かれて思考が深まるとともに、人間関係が豊かになること
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⚫ 外国語を介して、自分の考え・意見の形成・整理が促進される

➢ 外国語を通じて流通する多様な主張や価値観、感性への接触・受容

➢ 外国語で対話・協働するために、普段から自分の考え・意見を整理したり、外国語な
らではの論理展開で伝える意識が向上する

➢ 外国人に伝えるため、自国の歴史・文化を学ぶ動機付けが促される（再掲）

➡ アウトプットを意識した効果的インプットや論理的思考力の伸長を促す可能性

⚫ 人間関係の質・量が豊かになり、多面的視野に繋がる

➢ 世界中の様々な人々と直接つながり、信頼関係の構築が可能となる

➢ 人間同士のリアルなコミュニケーションにより、翻訳やAIを介する場合と比べて得られる
情報が格段に広がり、多面的視野に繋がる

➢ 異なる言語でのコミュニケーションを通じて新たな自分を発見できたり、より広い視野か
ら自分の好き・得意を考えたり、複言語・複文化の強みを生かして将来の選択肢が広
がる可能性も

※現在のAI技術を前提とした場合ではあるが、AIにより手軽に翻訳・通訳が可能となる中
であっても、出力の正確性・適切性を批判的に検討したり、ツールの力も使いつつも、リア
ルなコミュニケーションを行ったりするためには相応の英語力が必要という視点や、 外国語
によるコミュニケーションのためにAI技術を効果的に活用する力が必要という視点もある

外国語



英語運用能⼒に関する社会全体の課題と学校教育における対応の方向

② 授業時間が限られているのに、
優先的に学ぶべき語彙が整理されていない
• 各校種の語彙数は目安があるのみ（小：600～700、中：1,600～1,800、

高：1,800～2,500）で、中学校の教科書では語彙選定にばらつき

① 必要な学習時間は到達したい水準で異なるものの、
学校教育だけでは時間に限界
• 英語話者が日本語の一般的な専門能力を身に付けるために
必要な授業時間数は2,200時間※１

• 一方、日本の小中高の外国語の授業時間は600～1,000時間程度

④ 英語を頻繁に使わざるを得ない環境がなく、
社会全体で切迫感や学習動機が弱い

• 学校で学んだことを学校外で自然に使う機会はほとんどない社会的環境が

社
会
環
境
・
社
会
の
認
識

授
業
時
間
の
制
約

② 語彙の難易度（CEFRレベル等）も勘案し、
基盤語彙リストを作成
※最も頻度の高い3,000語※２が一般的なテキストの約95％を占める と言われており、

 20,000語を学んでも、カバー率は約99%。
日常会話に必要な語彙は721語というデータも※３

学校教育での対応の方向性（案）ギャップが生まれる背景

① AI等のデジタル学習基盤を活用し、
授業内外における学びの量と質の充実を図る
• 家庭学習との効果的な連携による発話時間等の確保
• AIの活用により、恥ずかしがらずに話すこと等の練習量を大幅に増加

※ １U.S. Department of STATE, FOREIGN SERVICE INSTITUTEのHP（Foreign Language Training - United States Department of State）

10年も習ったのに
英語が話せない…

学校で改善できること社会の期待・認識
コミュニケーション重視の

授業改善を行ってきているが…
ギャップを少しでも埋めるために

できることは？

⑤ 「英語が話せない」原因は、
「伝える内容が十分整理されていない」等の場合も
• 自分の意見が母語で十分言語化されていない
• 国際交流で必須となる自分の国や地域に関するインプットが少ない
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③ 学習の継続につながる目的意識や学習方略が
十分ではなく、高卒後の伸びが少ない
• 高３のうち、「英語力を高める学習方法が分からない」は６割

• 大学生の英語運用能力（自己評価）は１年生が一番高いというデータも

卒
業
後
の

学
習
状
況

③ 自律的学習者を育てる方向で、授業改善を図る

• 科学的知見に基づく学習方略指導（第二言語習得理論、認知心理学、学習科学）

• 目的意識の涵養（英語を使う自己イメージを持たせる活動）

• AIの活用や家庭学習と連携した授業デザインの推進

④ 英語を頻繁に使わざるを得ない環境がなく、
社会全体で切迫感や学習動機が弱い
• 学校で学んだことを学校外で使う機会はほとんどない社会的環境が
言語習得の観点で不利との共通認識が必要

⑤ 英語で伝えたい内容を整理・発信する活動の充実
• トピックの改善（自分が本当に伝えたいこと、自分の国や地域のことを重視）
• ＡＩで自分が言いたいこと（母語）を英語にする活動の強化
• 教育課程全体で自分の意見を根拠に基づいて説明する活動を強化

※ ２ 3,000語はワード・ファミリー（word families）という単位であり、ある英単語の活用形や派生形を含めて、「１語」と数える。
例：includeのワードファミリーには、その活用形であるincludes、included、includingや、派生形であるinclusive、inclusion などが含まれる。

（出典）中田達也. (2023). 最新の第二言語習得研究に基づく 究極の英語学習法. KADOKAWA. P91-96
※３ 「The New General Service List – Spoken 1,2」 New General Service List Project

④ 英語を学ぶ動機付けを高める機会を授業内外で多層的に充実する
• 英語キャンプ、英語での探究、海外校との交流、海外留学、ALT等の配置拡充

• 先行事例の成果を共有し、各地方における取組を推進

• AIの活用により、恥ずかしがらずに話すこと等の練習量を大幅に増加
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現状 改善イメージ

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

知識及び技能

音声/符号/語、連語及び慣用表現/文、文構造及び文法事項

学びに向かう力、
人間性等

思考⼒・判断⼒・表現⼒等

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
学びに向かう力、

人間性等

思考⼒・判断⼒・表現⼒等

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、
人間性等

コミュニケーション活動（例)

コミュニケーションの場面(例) ※コミュニケーション活動で取り上げる 
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構造化のイメージ（中学校の例）

聞く
こと

読む
こと

書く
こと

話すこと
[発表] 

話すこと
[やり取り]

読むこと 書くこと話すこと[発表]話すこと[やり取り]

知識及び技能

外国語の目標 外国語の目標

英語の目標（領域別目標）

内容

指導計画の作成と内容の取扱い

内容

英語の目標

※技能は5領域と関連付けて示す

思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮
（理解する） （表現する） （伝え合う）

知識及び技能に関する統合的な理解

音声/符号/語、連語及び慣用表現/文、文構造及び文法事項 など

言語材料の段階的な指導、指導内容や指導方法の工夫 など

英語の目標は
３つの柱で整理

領域別目標の要素を「内容」
に位置付け、段階的な高度化
と資質・能力の深まりを示す

「並行」パターンで示す

CEFRの分類も
参照し３つに整理

2-2 外⑯  

コミュニケーションの意図（仮称）(例) ※コミュニケーション活動で取り上げる

「コミュニケーションの意図（仮称）」の扱い方を
「指導計画の作成と内容の取扱い」で明示

聞く
こと

読む
こと

書く
こと

話すこと
[発表]

話すこと
[やり取り]

言語活動(例)

言語の働き(例)

言語の使用場面(例)

聞く
こと

読む
こと

話すこと
[やり取り]

言語活動及び言語の働きに関する事項

書く
こと

話すこと
[発表]

聞くこと

指導計画の作成と内容の取扱い

「内容」は資質・能力に限定し、
従来の「言語活動の例」等は
「指導計画の作成と内容の取
扱い」へ

外国語
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小学校外国語活動と外国語の接続

2-2 外⑰  

⚫ 現行学習指導要領では、小学校３・４年から「外国語活動」を導入し、音声を
中心に外国語に慣れ親しみ、外国語学習への動機付けを高めた上で、５・６
年から段階的に「読むこと」「書くこと」を加え、総合的・系統的に指導するため、
「外国語科」を導入

⚫ R４学習指導要領実施状況調査によると、４技能全てで相当数の児童が通
過した問題が多く、3・4年での外国語活動から音声に慣れ親しんできた積み重
ねの成果が一定程度表れている

⚫ 一方、以下のような課題も顕在化

① 「書くこと」に課題（例：一文を書き写す問題の正答率が学校間で約30～
90%の差。教師オンライン質問調査では「児童が興味・関心をもちやすい」、
「児童が理解しやすい」と回答した割合がいずれも低い項目は「書くこと」に集
中）

② 「読むこと」に課題（例：教師オンライン質問調査では児童が「興味・関心を
もちにくい」、「理解しにくい」と回答した割合が他項目に比べて高い）

③ 外国語活動については、国が教材（Let‘s Try！）を作成し、配布している
が、一部の内容について伝え合う目的や必然性のある場面が設定しにくい単
元があるとの指摘

⚫ こうした中、英語を学ぶ意欲が、学年が上がるごとに下がる傾向も出ており、外国
語活動（文字の音声に慣れ親しませる段階）から、外国語科（「読むこと」「書
くこと」の活動）に円滑に接続できていないとの指摘

⚫ 小学校外国語科では、読むこと、書くことに慣れ親しんだ上で、実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けることを目指しているが、
基礎的な技能の習得に課題が生じている可能性

現状 改善イメージ

⚫ 外国語活動教材Let‘s Try！を以下の
観点から見直す

➢ より身近で興味を持ち、楽しく活動でき
る内容を充実

➢ ５・６年の外国語科につながるよう、コ
ミュニケーションを行う目的や場面、状況
などを意識した活動を児童の発達の段
階に応じて段階的に取り扱う

⚫ 小学校段階で身に付けるべき文字につい
ては以下の観点から見直す

➢ 国語科のローマ字の学習、総合的な学
習の時間に付加する「情報の領域（仮
称）」のタイピングなどの情報活用能力
の育成に資する学習活動との関連を図
りながら、外国語活動においても文字に
慣れ親しむ活動を大切にする

➢ 外国語活動（音声での慣れ親しみ）
から、外国語科（「読むこと」「書くこと」
を含む）に円滑に接続できるよう、初期
指導の重要性や留意事項を示す

外国語
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小学校・中学校における接続・連携

2-2 外⑱  

現状 改善イメージ

（１）指導内容の段階的な示し方

⚫小・中学校における指導内容が、領域ごとに段階的に高度化するように
指導事項を示し、構造化を図る

⚫ その際、英語の領域別の目標の要素を「内容」に位置付け、話題や活動
の段階的な高度化を学年段階の目安とともにきめ細かく示す

⚫本改訂においては、指導事項の精選や学年区分の柔軟化が方向性とし
て示されていることを踏まえ、指導事項の増加につながらないよう留意する
とともに、学年別に明確に指導事項を分けるのではなく、「〇学年相当」
など、柔軟性を残しつつ目安を示す

⚫段階付けするポイントとしては以下が考えられる

✓ 話題：取り扱う話題を段階的に高度化する

✓ 活動（特に「読むこと」「書くこと」）：

•小学校における「読むこと」「書くこと」の指導の段階をきめ細かく示す

•中学校の初期段階において、音声を中心とした活動を重視するととも
に、小学校で取り扱った話題や言語材料（語句や表現など）を繰り
返し扱うことを示す

※今後、語彙の難易度を勘案して基盤語彙リストを作成予定

⚫前回改訂では、 「小学校の外国語活動で音声中心
で学んだことが、中学校の段階で文字への学習に円
滑に接続されていない」「英語の発音と綴りの関係、
文構造の学習に課題がある」という小中接続の課題
も踏まえ、小学校５・６年に 「外国語科」を導入

【学習指導要領実施状況調査が示す実施状況】
① 小学生への質問調査では、英語を学ぶ意欲は

全学年で８割以上
② 中学生への質問調査では、「小学校での英語

の授業が役に立った」と回答する割合は改訂前
よりも向上

③ 中1の英語が好きではない理由は、「文法が難
しい」「単語のつづりや文字を覚えるのが難しい」
「英語の文を書くのが難しい」が上位

④ 中学校教師への質問調査では、小学校での指
導方法・内容を把握できていない教師が多数

⚫小学校から中学校への接続（文字を覚えたり、文構
造について理解したり、簡単な語句や基本的な表現
を読んだり書いたりする指導から、綴りを覚えたり、文
を書く指導や文法指導）が引き続き課題。接続に当
たって重点的に指導することを教師が必ずしも理解・
意識できていない

（次ページに続く）

外国語
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小学校・中学校における接続・連携

2-2 外⑲  

改善イメージ

（２）重点を置いて指導すべき点の明確化

⚫各学校段階で身に付けさせるべき事項と、前学校種からの学びの接続のために重点を置いて指導すべき事項を、より具体的に示す

⚫新たに学習した内容を活用できるようになるまでには相当程度の時間を要することを踏まえ、前学校段階で学習したものを含む既習
事項や話題等を発達の段階に応じて繰り返し扱うことの重要性を示す

⚫ その際、「コミュニケーション活動」において活用することによって、理解を深めることとする

   【具体的な検討事項】

✓小学校（中学校への接続のための留意事項）：
• 中学校の文法指導につなげるため、日本語と英語の語順の違い等（文構造）の気付きを促すこと
• 音声と文字の関係に慣れ親しみ、簡単な語句や基本的な表現を読んだり書いたりできるようにすること

✓中学校（小学校からの接続のための留意事項）：
• 中１の初期段階
➢ 小学校の指導と関連させて音声を中心に活動を行い、発音と綴りとを関連付けて丁寧に指導すること
➢ 小学校では音声に十分慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写したり、例となる文を参照しながら書いたりする

ことまでにとどめていることを踏まえ、文構造（語順）を意識しながら書くよう丁寧に指導すること
• ３年間を通じて
➢ 発音と綴りとを関連付けて丁寧に指導すること
➢ 小学校における指導との接続に留意し、音声面を大切にしながら「読むこと」「書くこと」につなげること

「読むこと」：簡単なものから段階的に語句や英文を読んで意味を理解すること
「書くこと」：語句や英文を「読むこと」から、「書くこと」につなげること

（３）学年ごとの目標のあり方

⚫ 指導内容を段階的に示すことに伴い、現行の学習指導要領において各学校に策定が義務付けられている学年ごとの目標の役割
を、学習指導要領が担うこととなる。このため、学年ごとの目標の一律の作成義務は無くし、各学校の状況や校種間の接続・連携
の観点等から必要な場合に、任意で作成する位置付けとする

（前ページからの続き）

外国語



外国語活動 外国語

1学年相当 2学年相当 3学年相当３学年相当 4学年相当 ５学年相当 6学年相当

相手のことや
身の回りの物

聞くこと

自分のことや相手のこと

身近な事柄

日常的な話題

基本的なやり取り
に関する事柄

自分のことや
身の回りの物

ごく身近な事柄 基本的なやり取りに関する事柄

身近な事柄

自分のことや
身の回りの物

日常的な話題
○身近な話題
→ごく身近な事柄や出来事（自分のこと、相手と共通して関心をもっていること）

→身近な話題（身の回りのこと、相手と共通してもっている話題）例：学校、地域

○（自分にとって）興味関心のある話題
（自分にとって興味関心があるが、相手が必ずしも興味関心をもっているとは限らない）

身近な社会的な話題

【中1の初期段階】
小学校で扱った話題を繰り返し扱う

（音声での慣れ親しみ）

自分のことや相手のこと

ごく身近な事柄
自分のことや相手のこと

日常的な話題
身近な話題
・ごく身近な事柄（自分のこと、相手と共通して関心をもっていること）

・身近な事柄（身の回りのこと、相手と共通してもっている話題）（例）学校、地域

（自分にとって）興味関心のある話題
（自分にとって興味関心があるが、相手が必ずしも興味関心をもっているとは限らない）

【中1の初期段階】
小学校で扱った話題を繰り返し扱う（例）挨拶、感謝、簡単な指示、依頼

（例）挨拶、指示、依頼

身近な社会的な話題

ポイント：「社会的な話題」から「身近な社会的な話題」へ変更
中１の初期段階で小学校で扱った話題を繰り返し扱う

ポイント：「読むこと」「書くこと」の話題を段階的に示す

※活動との組み合わせで話題の順序が前後することはありうる
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身近な事柄

相手のこと

ごく身近な事柄

「話題」の段階的な示し方のイメージ

小学校 中学校

話すこと［やり取り］

話すこと［発表］

読むこと

書くこと

聞くこと・読むこと

話すこと・書くこと

身近な社会的な話題

身近な事柄

※聞いたり読んだりしたことを基に、
書いたりすることを含む

話題を段階的に示す

話題を段階的に示す

変更

変更

自分のことや相手のこと

身近な事柄
（音声での慣れ親しみ）

※小中連携の観点から考えられる段階付けを一部イメージ化したもの。

2-2 外⑳  

相手のこと

（例）友達のこと、好きな物、欲しい物

（例）日常生活
（時刻、曜日、場所）

（例）好きな物、欲しい物
（例）好きな物、欲しい物

（例）日常生活
（時刻、曜日、場所）

（例）名前、好きな物、欲しい物

（例）日常生活
（時刻、曜日、場所）

（例）友達や家族のこと、誕生日、好きな物、趣味、得意なこと

（例）学校生活、地域

（例）友達や家族のこと、誕生日、好きな物、趣味、得意なこと

（例）学校生活、地域

（例）学校生活、地域

（例）友達や家族のこと、誕生日、好きな物、趣味、得意なこと

外国語



外国語活動 外国語

音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現を書き写す

自分の考えや気持ちなどを表す語句
を選んで書き写す

例となる語句や表現を参考に、
自分の考えや気持ちなどを表
す語句や表現を書く

【中1の初期段階】
・小学校の指導と関連させて音声を中心に活動を行い、発音と綴りと
を関連付けて丁寧に指導する

・文構造（語順）を意識しながら書くよう、丁寧な指導を行う
※徐々に自分で考えて「書くこと」ができるようにする

文字を一文字ずつ
丁寧に書く

【３年間を通じて】
・発音と綴りとを関連付けて丁寧に指導を行う
・小学校における指導との接続に留意し、音声面を大切にしながら
「読むこと」「書くこと」につなげる

簡単なものから段階的に語句や英文を読んで意味を理解する
語句や英文を読むことから、「書くこと」につなげる
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「読むこと」「書くこと」の段階的な示し方のイメージ

小学校 中学校

1学年相当 2学年相当 3学年相当３学年相当 4学年相当 ５学年相当 6学年相当

読むこと

書くこと

読むこと・書くこと

※小学校から中学校への接続（文字を覚えたり、文構造について理解したり、簡単な語句や基本的な表現を読んだり書いたりする指導から、綴りを覚えたり、文を
書く指導や文法指導）が引き続き課題である点も踏まえ、小中連携の観点から考えられる段階付けを一部イメージ化したもの。

文字の読み方が発音
されるのを聞いて、
識別する

聞くこと

文字の形を認識し、
名称の読み方を発音することができる

音声と文字の関係に慣れ親しんだり、

音声と語句や表現を結びつけたりする

簡単な語句や基本的な表現を
読んで意味を捉える

簡単な語句や基本的な表現から
具体的な情報を読み取る

2-2 外㉑  外国語
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現状と課題

⚫ 前回改訂では５領域を総合的に扱うことを一層重
視する必履修科目として「英語コミュニケーションⅠ」
（以下「英語コミュニケーション」を「英コミュ」という）
を設定し、更なる総合的な英語力の向上を図るた
めの選択科目として「英コミュⅡ」及び「英コミュⅢ」を
設定

⚫ また、「話すこと」「書くこと」を中心とした発信力の強
化を図るため、特にスピーチ、プレゼンテーション、ディ
ベート、ディスカッション、まとまりのある文章を書くこと
などを扱う選択科目として「論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」
（以下「論理・表現」を「論表」という）を設定

⚫ 世界的にも外国人留学生数が増加している中、日
本の大学等においても留学生総数が過去最多と
なったことや、企業においても英語でのビジネスコミュ
ニケーションを行える力が求められていることを踏まえ
ると、引き続き高校までの英語教育には総合的な
英語力の向上と発信力の強化が求められている

⚫ 学習の基盤となる資質・能力の一つである「言語能
力」に関し、「知識・技能及び思考力・判断力・表
現力等の一体的育成」等の実現に向けた思考・判
断・表現の過程では、言語により「外化※」し、自分
なりの意味を構築していくことが不可欠

※外化：書く・話すなどの活動を通じ、知識の理解や頭の中
で思考したことなどを表現すること

高校の外国語科目の改善イメージ①

2-2 外㉒  

現状 改善イメージ

科目名の見直し

⚫ 前回改訂で意図した総合的な英語力の向上と発信力の強化は現在も一層の推進が
求められていることを踏まえ、英コミュと論表の科目の趣旨は維持する

⚫ 英語によるコミュニケーションを中核とする科目趣旨を端的に示すため、両科目に「英語コ
ミュニケーション」を共通して置く

※今回、「言語活動」の文言を見直し、「コミュニケーション活動」及び「コミュニケーション活動を支える活
動」と整理したこととも整合する

⚫ その上で、従来の「英語コミュニケーション」は５領域を総合的に扱う趣旨を示すため必履
修科目として「英語コミュニケーション（総合）Ⅰ」、選択科目として「英語コミュニケーショ
ン（総合）Ⅱ・Ⅲ」とする

⚫ 「論理・表現」は、Production（表現）と Interaction（やり取り）（「話すこと[やり
取り]」 、「話すこと[発表]」、「書くこと」）による発信力を一層強化するための選択科目
として「英語コミュニケーション（発信）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」とし、当該３領域により、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況などに応じて英語で情報や考え、意見や主張などを発信
するという科目趣旨を丁寧に説明するとともに、科目名の英訳においては科目趣旨が表
せるように検討する

※いずれも科目名は仮称。従来の論表は「英語コミュニケーション（発信）」とすることで、「話すこと」「書
くこと」による「外化」を中心として発信力を強化する趣旨であることを示す

科目共通の方向性

⚫ 新たな英コミュと新たな論表の２科目を併行履修する場合には、新たな英コミュで読んだ
り聞いたりした話題を新たな論表でも扱ったり、新たな英コミュで扱った言語材料を新たな
論表でも活用したりするなど、科目間のカリマネが重要。教師の自助努力のみに委ねず
に、カリマネが進むよう、使用する教材間の話題や活動の連携を促進するとともに、学習
指導要領において指導上の工夫を促す（なお、科目の組替えにより統合する場合も同様）

⚫ 領域別あるいは領域統合の活動においては、中高接続の観点も踏まえ、「社会的な話
題」に身近なものも含むようにするとともに、中学校での既習の言語材料を繰り返し活用
しながら、「思・判・表」を発揮する活動を重視する

外国語
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「英語コミュニケーション」（英コミュ）

⚫ 5領域の活動のバランスや５領域を総合的に扱う
ことに対する意識は浸透しつつある

⚫ 一方、教材の文章には発信に活用するには難し
い語彙や文法が含まれている場合がある等によ
り、読んだり聞いたりしたことを基に、話したり書いた
りするといった領域統合が十分に行われていない

「論理・表現」（論表）

⚫ ５領域を総合的に育成する英コミュと比べて、授
業で活動を通した英語使用の機会が十分に与え
られておらず、科目の趣旨に沿った指導が十分行
われていない実態がある

⚫ その要因としては、以下が考えられる

• 文法事項を網羅的に指導するため、文法事項を軸
にした単元構成の教科書や副教材を活用して、文
法解説と問題演習を中心とした授業展開が行われ
ている場合がある

• 言語使用における正しさを過度に強調し、文法事項
や用法の解説が授業の中心となる場合がある

• やり取りにおける発話や、生徒が書いた文章などに対
して個別のフィードバックを行うことが物理的に困難で
あったり、負担が大きいため、教師が指導方法に難し
さを感じている場合がある

「英語コミュニケーション（総合）」（仮称）

⚫ 小中高の最終段階として総合的な英語力の向上を目指す新たな英コミュが、実社会に
おける外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力をより高められるよう、中学校におけ
る学習内容の確実な習熟を図りながら、５領域を総合的に扱いつつ、領域統合を一層
重視する科目として内容の改善を図る

⚫ 新たな英コミュの科目趣旨に沿った指導が行われるよう、教材の工夫を促進する
（例）聞いたり読んだりする資質・能力の育成を目的とした教材と、聞いたり読んだりしたことを基にした領域統

合の活動が行いやすいように、発信に活用できる言語材料で構成された教材という２段階で単元を構
成するなど

「英語コミュニケーション（発信）」（仮称）

（１）科目の方向性・目的

⚫ 発信力の強化を目指す観点から、新たな論表は表現等を工夫しながら、他教科を含めこれ
まで学び・体験してきたことも踏まえつつ、幅広い話題について発信できること等を重視する

（２）知識及び技能の内容と取扱い

⚫ 新たな論表で強化する「知・技」として「論理の構成や展開」の扱いを充実させる

（３）活動の充実・体系化

⚫ 主な活動として、現行のスピーチ、プレゼン、ディベート、ディスカッションに加えて、「日常的な
会話」を行い、コミュニケーション方略を使いながら会話を継続したり発展させたりする力の育
成を扱う

⚫ 書くことの活動の充実を図るため、プロセスを重視した指導を強化するとともに、活動のバリエー
ションを示す

⚫ 科目趣旨に沿った指導が行われるよう、教材については「コミュニケーション活動」を中心とした
単元構成、単元配置になるよう改善を図る

⚫ AIを含むデジタル学習基盤の活用も含め、生徒へのフィードバックの充実に向けた工夫を解
説等で示す

現状 改善イメージ

2-2 外㉓  

高校の外国語科目の改善イメージ②
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外国語科目の変遷と改訂の方向性
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高校

リーディング
（４単位）

ライティング
（４単位）

必履修はOCⅠか英語Ⅰの
どちらか１科目選択必履修

時事英語

総合英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

ディベート・ディスカッションⅠ・Ⅱ

エッセイライティングⅠ・Ⅱ

現行（平成30年3月告示）平成21年3月告示平成11年3月告示

【専門教科（英語）】

英語表現

英語理解総合英語

異文化理解
生活英語

英語表現

英語理解総合英語

異文化理解

時事英語

コンピュータ・LL演習

                 

英語Ⅰ
（３単位）

英語Ⅱ
（４単位）

必履

OCⅠ
（２単位）

OCⅡ
（４単位）

※OC：オーラル・コミュニケーションの略

必履

４技能を
総合的、
統合的に
育成

コミュニケーション
英語基礎（２単位）

コミュニケーション
英語Ⅰ（３単位）

コミュニケーション
英語Ⅱ（４単位）

コミュニケーション
英語Ⅲ（４単位）

必履
４技能の
総合的、
統合的な
育成を一
層強化

英語表現Ⅰ
（２単位）

英語表現Ⅱ
（４単位）

論理的に
表現する
能⼒の育
成に焦点

英語会話
（２単位）

身近な話題につ
いて英語で会話
する能⼒の育成

英語コミュニケー
ションⅠ（３単位）

英語コミュニケー
ションⅡ（４単位）

英語コミュニケー
ションⅢ（４単位）

必履

４技能の
総合的、
統合的な
育成を一
層強化

論理・表現Ⅰ
（２単位）

論理・表現Ⅱ
（２単位）

論理・表現Ⅲ
（２単位）

論理的に
表現する
能⼒の育
成に焦点

聞く、話す
中心

読む
中心

書く
中心

英語コミュニケーション
（総合）Ⅰ（仮称）

（６新単位）

改訂の方向性

必履

科目の趣
旨を維持
しつつ、領
域統合を
一層強化

英語コミュニケーション
（発信）Ⅰ（仮称）

（４新単位）
「論表」の
趣旨を維
持しつつ、
発信⼒を
一層強化

※上記科目の改善の方向性を
   踏まえ、必要な改善を行う

英語コミュニケーション
（発信）Ⅱ（仮称）

（４新単位）

英語コミュニケーション
（発信）Ⅲ（仮称）

（４新単位）

英語コミュニケーション
（総合）Ⅱ （仮称）

（８新単位）

英語コミュニケーション
（総合）Ⅲ （仮称）

（８新単位）

2-2 外㉔  外国語

見直し案の単位数は、「新単位数」で記載を修正お
願いします。（現行で２単位のものは、倍可して４

単位など）。単位も「４新単位」にしてください。



英語を学ぶ動機や発信⼒を高めるための話題・活動の改善イメージ（中学校の例）
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※告示や解説の検討の際に文言や具体例について別途検討

自分のこと

地域のこと

日本のこと

自分の意見

日本の文化・歴史・
生活・地理など

校則や学校の課題など
に対する自分の意見

地域の文化・
おすすめの場所・

地域と外国とのつながりなど

好きなこと、体験したこと、
将来の夢など

充
実

強
化

他者の意見や様々な情報を整理しながら自分の意見を形成・発信する活動を促すため、
「自分の意見」を示す

（例）自分の意見を形成するために他者の意見や様々な情報を聞く・読む
皆がより過ごしやすい学校生活にするために、クラスメイトと困っていることや校則について自分の意見を発表
健康的な食生活やスクリーンタイムなどについて、自分の意見を書いて説明する

身に付けたい英語⼒についての自己イメージを持つことを促すため、
「英語を使ってやってみたいこと」を示す

（例）自分の好きなスポーツについて聞く
自分の好きな文化に関する記事を読む
英語話者に対して、英語を使ってやってみたいことや自分の将来の夢を話す
ALTに自分の好きなことや嫌いなこと、体験したことについて書いて紹介する

日本のことについての理解を深め、発信する活動を促すため、
話題・活動の例を充実する

（例） 外国と比較するために日本について調べたり、外国に関連する情報を聞く・読む
ALTに日本の生活を書いて説明する
海外の児童生徒とお互いの文化を発表し合う

児童生徒が自分の住んでいる地域のことを伝える活動を促すため、
地域のことも話題・活動の例に位置付ける

（例） 地域の魅⼒発信に取り組んでいる英語話者のプレゼンを聞く・読む
国内の外国人留学生に地域のおすすめの場所等を書いて紹介する
姉妹都市の生徒に自分の地域と相手の地域とのつながりや違いについて発表する

※これまで「教材に関する留意事項」で示していた(ア)多様な考え方に対する理解、 (イ)我が国の文化や英語の背景にある文化、(ウ)国際理解の観点を話題・活動に明示

※子供たちがより自分の意見を形成・発信する活動に取り組みやすいよう、話題に「身近な社会的な話題」に変更

2-2 外㉕  外国語



第４章 外国語

第１ 目標

外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、外国語の音声や基本
的な表現に慣れ親しむようにする。（知識及び技能）

（見方・考え方）

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わり
に着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの
考えを伝え、相互理解を図ること

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

２ 内容

知識及び技能

（統合的な理解）音声や基本的な表現に慣れ親しむことで、日本語と外国語の
音声の違い等に気付くとともに、言語や文化の違いや共通点を体験的に理解し
ている。

英語の特徴等に関する事項

ア 音声 英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いに気付く

文化に関する事項

・日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知り、多様な考え方があることに
気付く

・異なる文化を持つ人々との交流などを体験し、文化等に関する理解を深める

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

⑴ （指導計画の作成）

オ 外国語活動を通して、外国語や外国の文化のみならず、国語や我が国の文化
についても併せて理解を深めるようにすること。言語活動で扱う題材についても、我
が国の文化や、英語の背景にある世界の文化に対する関心を高め、理解を深め
ようとする態度を養うのに役立つものとすること。

文化及び外国語と日本語の違いについて盛り込む要素（イメージ）

小学校（外国語活動）

第２章 第10節 外国語

第１（見方・考え方）

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わり
に着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの
考えを伝え、相互理解を図ること

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

２ 内容

知識及び技能

英語の特徴等に関する事項

エ 文及び文構造

日本語と英語の語順の違い等に気付くとともに、意味や使い方を理解して、活用でき
る。

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

（３）（教材に関する留意事項）

イ 英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の日常生活、風俗
習慣、物語、地理、歴史、伝統文化、自然などに関するものの中から、児童の発
達の段階や興味・関心に即して適切な題材を変化をもたせて取り上げるものとし、
次の観点に配慮すること。

（ｱ）我が国の文化や、英語の背景にある世界の多様な文化に対する関心を高め、
理解を深めようとする態度を養うことに役立つこと。

（ｲ）言語や文化の違いや共通点、多様なものの見方や考え方があることを理解す
ることにより、多様性の包摂や他者との相互理解を図ろうとする態度を養うのに役
立つこと。多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正な判断力を養い豊かな心
情を育てることに役立つこと。

（ｳ）広い視野から国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求められている我が
国の一員としての自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うとともに、多文化
共生に対する理解を促すことに役立つこと。

小学校（外国語）

※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の文章は議論を踏まえて引き続き検討
※赤字が新たに盛り込む要素（「指導計画の作成と内容の取扱い」は現行の記載を基にしている）
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小学校
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文化及び外国語と日本語の違いについて盛り込む要素（イメージ）
※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の文章は議論を踏まえて引き続き検討
※赤字が新たに盛り込む要素（「指導計画の作成と内容の取扱い」は現行の記載を基にしている）

中学校

第２章 第８節 外国語

第１款（見方・考え方）

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して
捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理
解を図ること

第２款 各科目

第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

１ （指導計画の作成）

（7）言語能力の向上を図る観点から、言語活動などにおいて国語科と連携を図り、指導の
効果を高めるとともに、日本語と英語の語彙や表現、論理の展開などの違いや共通点に気
付かせ、その背景にある歴史や文化、習慣などに対する理解が深められるよう工夫をするこ
と。

２ （内容の取扱い）

（7）コミュニケーション活動及びコミュニケーションを支える活動の中で、日本語と英語の音声
や語彙、文構造、文法、論理の展開などの違いに気付かせることに留意しながら指導するこ
と。

(8) 多様な他者との相互理解を図るためには相手の文化的背景などに配慮したコミュニケー
ションが重要であることの理解を深めるとともに、活動においては相手に配慮してコミュニケー
ションを行うよう工夫すること。

３ （教材に関する留意事項）

（2）英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の日常生活、風俗習慣、
物語、地理、歴史、伝統文化、自然科学などに関するものの中から、生徒の発達の段階や
興味・関心に即して適切な題材を効果的に取り上げるものとし、次の観点に配慮すること。

（ｱ）我が国の文化や、英語の背景にある世界の多様な文化に対する関心を高め、理解を深
めようとする態度を養うのに役立つこと。

（ｲ）言語や文化の違いや共通点、多様なものの見方や考え方があることを理解することにより、
複眼的に社会や世界を見る力や多様性の包摂、多様な他者との相互理解を深めようとす
る態度を養うのに役立つこと。多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正な判断力を養
い豊かな心情を育てるのに役立つこと。

（ｳ）社会がグローバル化する中で、広い視野から国際理解を深め、国際社会と向き合うこと
が求められている我が国の一員としての自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うととも
に、多文化共生に対する理解を促すのに役立つこと。

（ｴ）人間、社会、自然などについての考えを深めるのに役立つこと。

高等学校
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中 高

第２章 第９節 外国語

第１（見方・考え方）

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目し
て捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互
理解を図ること

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

（2）（内容の取扱い）

イ 音声指導に当たっては、日本語との違いに留意しながら、練習コミュニケーション活動を支
える活動などを通して２の（1）のアに示す言語材料を継続して指導するとともに、音声指
導の補助として、必要に応じて発音表記を用いて指導することもできることに留意すること。ま
た、発音と綴りとを関連付けて指導すること。

エ 文法事項の指導に当たっては、次の事項に留意すること。

（ｳ）用語や用法の区別などの指導が中心とならないよう配慮し、実際に活用できるようにす
るとともに、語順や修飾関係などにおける日本語との違いに留意して指導すること。

オ コミュニケーション活動及びコミュニケーションを支える活動の中で、日本語と英語の音声や
語彙、文構造、文法などの違いに気付かせることに留意しながら指導すること。

カ 多様な他者との相互理解を図るためには相手の文化的背景などに配慮したコミュニケー
ションが重要であることの理解を深めるとともに、活動においては相手に配慮してコミュニケー
ションを行えるよう工夫すること。

（３）（教材に関する留意事項）

イ 英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の日常生活、風俗習慣、物
語、地理、 歴史、伝統文化、自然科学などに関するものの中から、生徒の発達の段階や
興味・関心に即して適切な題材を効果的に取り上げるものとし、次の観点に配慮すること。

（ｱ）我が国の文化や、英語の背景にある世界の多様な文化に対する関心を高め、理解を
深めようとする態度を養うのに役立つこと。

（ｲ）言語や文化の違いや共通点、多様なものの見方や考え方があることを理解することによ
り、多様性の包摂や多様な他者との相互理解を深めようとする態度を養うのに役立つこと。
多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役
立つこと。

（ｳ）広い視野から国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求められている我が国の一
員としての自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うとともに、多文化共生に対する理
解を促すのに役立つこと。

2-2 外㉗  外国語



外国語教育における文化の理解等に関するイメージ

小学校・外国語活動

小学校・外国語

中学校

高等学校

言語や文化の違いや共通点を体験的に理解し、外国語や外国語によるコミュニケーションに慣れ親しむ

（参考：現行の解説）
• 外国語と日本語との違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付く
• 日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知り、多様な考え方があることに気付く
• 異なる文化をもつ人々との交流などを体験し、文化等に対する理解を深める
• 母語と外国語を比べることで、言語には普遍性と固有性があることに気付く
• 母語の性質や価値、外国語の性質や価値をよりよく理解できるようになる

言語習得：外国語によるコミュニケーションにおいて、日本語と英語の違いに気付き、外国語の言語文化に慣れ親しむ

相互理解：我が国の文化や、世界の多様な文化に対する関心を高め、理解を深めようとする

（参考：現行の解説）
• 日本語との音声の違いにとどまらず、文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについても日本語との違いに気付く
• 気付きで終わるのではなく、それらが外国語でコミュニケーションを図る際に活用される、生きて働く知識として理解される
• 多様な考え方を理解し、柔軟に対応することや、公正な判断力を養い、相手の状況や立場を共感的に理解できる心情を育成する
• 我が国の文化と、英語の背景にある文化との共通点相違点を知るようになるとともに、そうしたことに関心をもち、理解を深めようとする態度やお互いの文化を尊重する態度を育成する
• 複数の文化に触れることが、（略）英語によるコミュニケーションの中で我が国の文化を発信することにもつながっていく日本の文化や価値観、考え方などについての自覚を高める

言語習得：外国語によるコミュニケーションにおいて、相手の文化的背景などを踏まえた配慮を図ろうとする

相互理解：言語や文化の違いや共通点、多様なものの見方や考え方があることを理解することにより、多様な他者との相互
理解を深めようとする

（参考：現行の解説）
• 相手の外国語の文化的背景によって 「配慮」の仕方も異なってくることを理解できる
• 他者を配慮し受け入れる寛容の精神や平和・国際貢献などの精神を獲得し、多面的思考ができるような人材を育てる
• 我が国の文化と、英語の背景にある文化との共通点や相違点を知るようになるとともに、そうしたことに関心をもち、理解を深めようとする態度を育成する
• 世界の中の日本人であることの自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うように配慮する

外国語の「見方・考え方」 言葉、文化、コミュニケーションへの深い理解を育む
●異なる言語・文化への理解を促す ●母語や自国の文化のメタ認知を促す ●コミュニケーションへの深い理解を促す

言語習得：外国語によるコミュニケーションにおいて、相手の文化的背景などを踏まえて配慮ができる

相互理解：言語や文化の違いや共通点、多様なものの見方や考え方があることを理解することにより、多様な他者との相互
理解を深めようとする

（参考：現行の解説）
• 相手の外国語の文化的背景によって 「配慮」の仕方も異なってくることを理解できる
• 他者を配慮し受け入れる寛容の精神や平和・国際貢献などの精神を獲得し、多面的思考ができるような人材を育てる
• 我が国の文化と、英語の背景にある文化との共通点や相違点を知るようになるとともに、そうしたことに関心をもち、理解を深めようとする態度を育成する
• 世界の中の日本人であることの自覚を高めるとともに、国際協調の精神を養うように配慮する

865
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語彙の改善イメージ（案）

600～700語

1,600～1,800語

1,800～2,500語

現状 改善イメージ

小

中

高
英コミュⅠ 400～600
英コミュⅡ 700～950
英コミュⅢ 700～950

⚫ 語彙選定の基盤語彙リストを示すとともに話題を改善

• 教科書の語彙の難易度の平準化
• 教科書の語彙選定の平準化
• 負担の適正化、重要な語彙を身に付けられる

合計 4,000～5,000（リストなし）

⚫ 各校種の語彙数の目安があるのみ

語彙リスト

今後のあり方

866

➢ 複数のコーパスを参照するなどして作成

➢ 語彙の難易度（CEFRレベル等）、使用頻度等に基づく
重要度等（カタカナ語との対応等を含む）を勘案して優先
順位付け及び各学校段階への振り分けを検討

※その際、他のアジア諸国における状況も参考にする必要

※高校については、生徒の実態も様々であるため、教科書
の多様性の担保が必要であることに留意が必要

※小・中学校においても、難易度が過度に高まらないように
しつつも、引き続き教科書で多様な話題を取り扱うことが
できるよう配慮が必要

※リストを必要に応じて更新できるよう継続的に調査研究
を実施

現行の語彙数

• 中学校では難易度の高い語彙が登場
• 各教科書の語彙選定にばらつき
• 過度な負担、重要な語彙の学習が不十分

合計 ●語程度

語彙数の精選
明確なリスト化

※大学受験等への対応のために5,000語以上の語彙を学習する場合もある

※入試や調査の作問に資するよう、各教科書の新出語彙リストは電子データとして提供されるべき

2-2 外㉙外国語



日
常
的
な
話
題

生徒の日々の生活に関わる話題のうち、生徒にとって身近な学校生活
や家庭生活などにおけるもの
生徒の興味・関心の対象となることや社会生活で必要なこと
（例）
自分に関すること
• 自分の好きなことや嫌いなこと、趣味、日常的に行っていることや過去の行動な
どに関する事柄

• 住んでいる場所や部屋の様子、行きたい場所、所有しているもの、好きな動植
物や飼っているペット

• １日の日課、週末や長期休暇の出来事や計画、将来の夢
• 学校生活における出来事、学校行事（修学旅行先、部活動）

友達や家族、教師等に関すること
• 家庭生活における出来事、友人や教師が休日を過ごした中で感じたこと、ALT
の好きなものや体験（お気に入りの日本食、旅行中に体験したこと）

相手に関すること
• 外国の中学生の学校生活

その他
• 天気予報、交通情報、製品の取扱い方、スポーツクラブのパンフレット

社会で起こっている出来事や問題に関わる話題
（例）エネルギー問題、環境問題（地球温暖化、自然との共存等）、世界情勢、

科学技術、平和問題、人権問題、国際協力、ICTの普及、社会貢献

身近な事柄 
（例）友達からの招待、電話の留守電機能にあるメッセージ
関心のある事柄
自分が関心をもっていること
（例）趣味や好き嫌い、日記や短い説明
身の回りのことで生徒が共通して関心をもっていること
（例）スポーツ、音楽、映画、テレビ番組、学校行事（文化祭など）、

休日の計画、日常の出来事

話題の改善イメージ（中学校の例）

現状 改善イメージ

社
会
的

な
話
題

（
そ
の
他
）

（例）友達、家族、学校、地域、店、公共機関 など

聞くこと・読むこと

話すこと・書くこと

身近な話題について
・ごく身近な事柄や出来事について
（例）自分のこと、相手と共通して関心をもっていること
・身近な事柄について
（例）身の回りのこと、相手と共通してもっている話題（学校、地域）

（自分にとって）興味・関心のある話題

（例）健康的な食生活、スクリーンタイム、皆が過ごしやすい学校づくりなど
※フェイクニュース、インバウンド、 外国人から見える日本、国際協力
などについては生徒が興味をもったり自分と関連付けて捉えられるよ
うに内容を工夫

中１～中３

取り扱う話題が学年別で示されておらず、様々な難易度のものが混在 各学年で取り扱うべき話題の難易度を整理し、
身近なものから段階的に抽象的なものを取り扱うよう改善

中１相当 中２相当 中３相当

日常的な話題

身近な社会的な話題

日常的な話題

※相手が必ずしも興味・関心をもっているとは限らない

※上記話題については、内容の具体的な文言及び学年内における「できること」の段
階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討 867

身近な社会的な話題

※現行の解説を基に作成

2-2 外㉚  外国語



外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
単元の活動・指導（イメージ）

※①と②は活動・指導の順序を表すものでもない
※①においてコミュニケーションの意図（仮称） 等を参照するとともに、②においてコミュニケーションの意図（仮称）を扱う際は語彙や文法等を特定しない場合もある
※単元全体や個々の授業でどのような資質・能力の育成を目的としているかに着目して活動や指導の内容を判断すべきであり、上記で示しているものは個々の活動や指導の外形的な条件ではない

①コミュニケーション活動（主に思・判・表を育成）

868

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて

外国語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動

※知・技も習熟・熟達に向かう

話や文章などの中で音声や語彙、文法等を理解し、

活用する活動

（①⇔②を往還させる指導の例）

①の「コミュニケーションを行う目的や場面、状況など」を生徒に共有して学習の
目的意識を持たせ、

• ①を行うことにより知識及び技能の必要性（表現しきれないことや間違い
等）に気付かせ、②により改善を図り、再度①を行う

• ②である程度活用できるようになった知識及び技能を①で使わせ、
必要に応じて再度②を行う

中 高

②コミュニケーション活動を支える活動（主に知・技を育成）

生徒が行う活動 教師の指導

①の活動に対する指導

②の活動に対する指導

（例）
・特定の語彙や文法等を簡単なやりとりや発表、書くことで使う活動
・特定の語彙や文法等の意味や使い方に気付いたり理解したりする活動
・語句や表現を覚える活動
・流暢性を高める活動

授
業
と
家
庭
学
習
と
の
連
携

（例）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた、
• 聞き取ったり、読み取ったりした情報の整理などに関する指導
• 相手に伝える内容に関する指導
• 分かりやすく伝えるための伝える順序などに関する指導
• 相手の理解に配慮した伝え方の工夫に関する指導

①を単元の中心としつつ、

②と①の往還を重視し、

知・技と思・判・表の
資質・能⼒を一体的に育成

＞＞

＞＞

2-2 外㉛

（例）

• 特定の語彙や文法等について、意味や使い方の理解を促す指導
• 新規事項を既習事項と関連付けて整理する指導
• 関連する語彙や文法等を効果的に整理する指導
• 様々な学習方略の指導
※いずれも個々の生徒の理解や特性に応じ、個別又は全体に対して実施

外国語



外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
単元の活動・指導（イメージ）

869

小・外国語

※小学校外国語においては、音声や文字、語彙、表現等を特定の場面などと関連付けながら気付かせる段階であることを踏まえ、②を①と関連付けて指導することが特に大事
※①と②は活動・指導の順序を表すものでもない
※①においてコミュニケーションの意図（仮称） 等を参照する
※単元全体や個々の授業でどのような資質・能力の育成を目的としているかに着目して活動や指導の内容を判断すべきであり、上記で示しているものは個々の活動や指導の外形的な条件ではない

①コミュニケーション活動（主に思・判・表を育成）

②コミュニケーション活動を支える活動（主に知・技を育成）

児童が行う活動 教師の指導

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて

外国語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動

※知・技も深まる

話や文などの中で音声や文字、語彙、表現等を理解し、

活用する活動
（例）
• 特定の語彙や表現等を簡単なやりとりや発表、書くことで使う活動
• 音声や文字、語彙、表現、文構造等について日本語との違いについて気付い

たり理解したりする活動
• 音声を中心に語彙や表現を聞いたり話したりすることを身に付ける活動

授
業
と
家
庭
学
習
と
の
連
携

（①⇔②を往還させる指導の例）

①の「コミュニケーションを行う目的や場面、状況など」を児童に共有して学習の
目的意識を持たせ、

• ①を行うことにより知識及び技能の必要性（表現しきれないことや間違い
等）に気付かせ、②により改善を図り、再度①を行う

• ②である程度活用できるようになった知識及び技能を、①で使わせ、必要に
応じて再度②を行う

（例）

• 特定の語彙や表現、文構造等について、理解を促す指導
• 特定の語彙や表現等の意味や使い方について整理する指導
• 様々な学習方略の指導
※いずれも個々の児童の理解や特性に応じ、個別又は全体に対して実施

（例）

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた、
• 聞き取ったり、読み取ったりした情報の整理などに関する指導
• 相手に伝える内容に関する指導
• 分かりやすく伝えるための伝える順序などに関する指導
• 相手の理解に配慮した伝え方の工夫に関する指導

①を単元の中心としつつ、

②と①の往還を重視し、

知・技と思・判・表の
資質・能⼒を一体的に育成

＞＞

＞＞

※黄マーカー：中学校との主な相違点

2-2 外㉜

①の活動に対する指導

②の活動に対する指導
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外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
単元の活動・指導（イメージ）

870

児童が行う活動 教師の指導

小・外国語活動

※黄マーカー：小学校・外国語との主な相違点

外国語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動

英語の音声や基本的な表現等に慣れ親しみ、言語や文化

の違いや共通点について体験的に理解する活動

※小学校外国語活動においては、初めて英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむ段階であることを踏まえ、②で扱った英語の音声や基本的な表現等を①と関連付けて指導することが特に大事
※①と②は活動・指導の順序を表すものでもない
※単元全体や個々の授業でどのような資質・能力の育成を目的としているかに着目して活動や指導の内容を判断すべきであり、上記で示しているものは個々の活動や指導の外形的な条件ではない

（例）
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを意識した、
• 相手に伝える内容に関する指導
• 相手に配慮した伝え方の工夫に関する事項

（例）
• 外国と日本の違いや共通点に気付く活動
• 英語の音声や基本的な表現等を聞く活動
• 英語の簡単な語句や基本的な表現等を用いて話す活動

（例）
• 外国と日本の違いや共通点に気付かせる指導
• 英語の音声や簡単な語句、基本的な表現等に慣れ親しむ指導

①コミュニケーション活動（主に思・判・表を育成）

②コミュニケーション活動を支える活動（主に知・技を育成）

①の活動に対する指導

②の活動に対する指導

①を単元の中心としつつ、

②と①の往還を重視し、

知・技と思・判・表の
資質・能⼒を一体的に育成

＞＞

＞＞

（①⇔②を往還させる指導の例）

• ②で慣れ親しんだ英語の音声や基本的な表現を①の活動で使わせ、
必要に応じて再度②を行う

• ①を行った上で②により英語の音声や基本的な表現への気付きを促し、
使い方に慣れ親しませ、再度①を行う

2-2 外㉝外国語



第１ 目標

⚫ 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及び
コミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す
 
（知識及び技能）（思考力、判断力、表現力等）（学びに向かう力、人間性等）

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

⚫ コミュニケーション活動は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
外国語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動とし、主に思・判・表を育
成する

⚫ コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーション活動を支える活動と
して、話や文章などの中で、音声や語彙、表現、文構造、文法等を理解し、活
用する活動を行い、主に知・技を育成する

⚫ コミュニケーション活動とコミュニケーション活動を支える活動は、聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことについて行う
（※高校では統合的な活動も記載）

⚫ コミュニケーション活動とコミュニケーション活動を支える活動を往還しながら、知・
技と思・判・表を一体的に育成する
✓ 実際の活動には、知・技と思・判・表の育成の両方の要素が含まれることが多

いと考えられるが、主にどのような資質・能力を育成しようとしているのかを踏ま
えて活動を行うことの重要性

✓ 導入した語彙や文法等をすぐに話せる、書けることを求めるのではなく、聞いた
り読んだりして理解する段階から、次第に話したり書いたりする段階へと発展さ
せる

外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
指導のあり方等に盛り込む要素（イメージ）
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※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の文章は引き続き検討。

本文に盛り込む要素（イメージ） 解説で記載する要素例（イメージ）

• コミュニケーション活動では、生徒が既習事項等を最大限駆使し
て行うことの重要性 

• コミュニケーション活動の中で、音声や語彙、文法等の意味や使
い方の理解が深まったり、場面や状況に応じて組み合わせて使う
力が高まったりするなど、知・技も習熟・熟達に向かうことに留意

• コミュニケーション活動を単元の中心としつつ、生徒の学習状況等
に応じて、コミュニケーション活動とコミュニケーション活動を支える
活動のバランスを考慮する必要性

• コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーション活動
を支える活動の適切なタイミング（コミュニケーション活動の前後
や間）を考慮する必要性

• 具体的な指導例

中 高

2-2 外㉞  

※高校では「各科目」

※高校では「各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い」

外国語



外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
指導のあり方等に盛り込む要素（イメージ）
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本文に盛り込む要素（イメージ） 解説で記載する要素例（イメージ）

第１ 目標

⚫ 外国語によるコミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を、コミュニケーション活動
及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指
す 
（知識及び技能）（思考力、判断力、表現力等）（学びに向かう力、人間性等）

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

⚫ コミュニケーション活動は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて外国
語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動とし、主に思・判・表を育成する

⚫ コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーション活動を支える活動として、
話や文章などの中で、 音声や文字、語彙、表現、文構造等を理解し、活用する活
動を行い、主に知・技を育成する

⚫ コミュニケーション活動とコミュニケーション活動を支える活動は、聞くこと、読むこと、話
すこと、書くことについて行う

⚫ 小学校外国語においては、音声や文字、語彙、表現、文構造等を特定の場面など
と関連付けながら気付かせる段階であることを踏まえ、コミュニケーション活動とコミュニ
ケーション活動を支える活動を往還しながら、知・技と思・判・表を一体的に育成する
✓ 実際の活動には、知・技と思・判・表の育成の両方の要素が含まれることが多いと

考えられるが、主にどのような資質・能力を育成しようとしているのかを踏まえて活動
を行うことの重要性

✓ 導入した語彙や表現等をすぐに話せる、書けることを求めるのではなく、聞いたり読
んだりして理解する段階から、次第に話したり書いたりする段階へと発展させる。特
に、読むこと、書くことにおいては、音声で十分に慣れ親しんだ上で、理解したり活
用したりできる指導を行う

• コミュニケーション活動では、児童が既習事項等を最大限
駆使して行うことの重要性

• コミュニケーション活動の中で、音声や文字、語彙、表現、
文構造等についての理解が深まり、場面や状況に応じて組
み合わせて使う力が高まったりするなど、知・技も深まること
に留意

• コミュニケーション活動を単元の中心としつつ、児童の学習
状況等に応じて、コミュニケーション活動とコミュニケーション
活動を支える活動のバランスを考慮する必要性

• コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーショ
ン活動を支える活動の適切なタイミング（コミュニケーション
活動の前後や間）を考慮する必要性

• 具体的な指導例

小・外国語

※黄マーカー：中学校との主な相違点

2-2 外㉟外国語

※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の文章は引き続き検討。



外国語によるコミュニケーションを図る資質・能⼒を育成する
指導のあり方等に盛り込む要素（イメージ）
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本文に盛り込む要素（イメージ） 解説で記載する要素例（イメージ）

第１ 目標

⚫ 外国語によるコミュニケーションを図る素地となる資質・能力を、コミュニケーション活
動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目
指す 
（知識及び技能）（思考力、判断力、表現力等）（学びに向かう力、人間性等）

第２ 各言語の目標及び内容等 英語

３ 指導計画の作成と内容の取扱い

⚫ コミュニケーション活動は、外国語で理解したり、表現したり、伝え合ったりする活動と
し、主に思・判・表を育成する

⚫ コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーション活動を支える活動として、
英語の音声や基本的な表現等に慣れ親しみ、言語や文化の違いや共通点につい
て体験的に理解する活動を行い、主に知・技を育成する

⚫ コミュニケーション活動とコミュニケーション活動を支える活動は、聞くこと、話すことにつ
いて行う

⚫ 小学校外国語活動においては、音声や語彙を使用される場面などと関連付けなが
ら気付かせる段階であることを踏まえ、コミュニケーション活動とコミュニケーション活動
を支える活動を往還しながら、知・技と思・判・表を一体的に育成する
✓ 実際の活動には、知・技と思・判・表の育成の両方の要素が含まれることが多い

と考えられるが、主にどのような資質・能力を育成しようとしているのかを踏まえて
活動を行うことの重要性

✓ 導入した語彙や表現等をすぐに話せることを求めるのではなく、聞いて慣れ親しむ
段階から、次第に話すことに慣れ親しむ段階へとつなげていく

• コミュニケーション活動では、児童が十分に慣れ親しんだ簡
単な語句や基本的な表現を用いて行うことの重要性

• 英語の音声や基本的な表現等に慣れ親しみ、コミュニケー
ション活動で、相手と意味のあるやり取りを様々な場面設
定の中で行うことを通して、英語の音声や基本的な表現等
への気付きを促すとともに、日本と外国の言語や文化の違
いや共通点について理解するなど、知・技も同時に育成さ
れることに留意

• コミュニケーション活動を単元の中心としつつ、初めて外国語
に触れる段階であることに考慮して 、コミュニケーション活動
とコミュニケーション活動を支える活動のバランスを考慮する
必要性

• コミュニケーション活動を効果的に行うため、コミュニケーショ
ン活動を支える活動の適切なタイミング（コミュニケーション
活動の前後や間）を考慮する必要性

• 具体的な指導例

小・外国語活動

※黄マーカー：小学校・外国語との主な相違点

2-2 外㊱外国語

※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の文章は引き続き検討。



３ 指導計画の作成と内容の取扱い

⚫ コミュニケーション活動は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて外国語で理解し
たり、表現したり、伝え合ったりする活動とし、主に思考力、判断力、表現力等を育成する。コミュニ
ケーション活動を行うに当たっては、別表を参照する

⚫ 「コミュニケーション活動」の中では、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などを設定し、目的
の達成に向けて、伝える内容や順序などを意識しながら既習の知識及び技能を駆使することが重
要である

（例：「日本に来たことがない海外の生徒におすすめしたい食べ物を紹介する」活動の場合、まず「挨拶」から入り、相手
の好きな食べ物や苦手なものや食べられないものを「質問」し、相手の好みに合わせておすすめの食べ物について
「説明」し、おすすめする「理由を述べる」 など）

⚫ 「コミュニケーション活動」につながるよう、「コミュニケーション活動を支える活動」において、同じ語彙
や表現、文法事項等でも、使用される場面や状況などに応じた様々な意味や使い方があることを
意識し、使えるようにすることが重要である

（例：「Can you ～？」は、「（～ができるか）質問する」のみの場合もあれば、「依頼する」（Can you help me?）
や「誘う」（Can you come to our school festival?）といった意図を含みうる）

⚫ また、似たような意味や使い方がある既習事項を整理し、使えるようにすることも、コミュニケーション
で使える知識及び技能とするために重要であるとともに、コミュニケーションの目的を達成しやすくなり、
思考力、判断力、表現力等の育成にも資するものである

（例：「コミュニケーション活動を支える活動」において、様々な「依頼」の仕方について既習の表現を使う など）

※なお、必ずしも毎回上記のような指導をしなければならないものではなく、既習事項を整理する際
に生徒の実態に応じて段階的に取り扱うことが必要である

⚫ コミュニケーション活動においては、別表を参照し、それに必要な知識及び技能を取り扱うようにする
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※本資料はあくまで盛り込むべき要素のイメージを示したものであり、実際の学習指導要領本文及び解説の構成や文章は引き続き検討。また、小学校・高等学校の記述も今後検討。

本文に盛り込む要素（イメージ）

例示にあっては、CEFRの言語コミュニケーション活動のマクロ機能も
参照し、小中高の接続を踏まえつつ、段階的に高度化するようにする

別表

※以下は現行を基にした案であり、文言や例示等を含め、
詳細は引き続き検討。

①コミュニケーション活動

（具体的な活動を例示）

②コミュニケーションの場面

（現行の「言語の使用場面の例」を再整理の上、例示）

③コミュニケーションの意図（仮称）

（現行の「言語の働きの例」を再整理の上、例示）

➢ 「相手との関係を円滑にする」・「気持ちを伝える」
（例）挨拶する、・・・

➢ 「事実・情報を共有する」・「相手の行動を促す」 
（例）質問する、説明する、理由を述べる、依頼する、

招待する、・・・

➢ 「考えや意図を共有する」   
（例）意見を言う、・・・

※（例）は本資料の理解のために示しているものであり、解説における指導の観点や例示の記載は今後検討。
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教
材
に
お
け

る
取
扱
い

※解説では受容の例も示す

※現行の「言語の働き」に関連する内容のみを記載

2-2 外㊲  
「コミュニケーションの意図（仮称）」について本文・解説に盛り込む要素（イメージ）中学校

外国語



外国語の目標

学習指導要領・解説

各教科等がどのような資質・能力の育成
を目指しているのかを端的に示す

内容のまとまり
（領域）ごとの
評価規準例

国研参考資料

内容のまとまりごとの評価規準例
を示すもの

個別の内容

学習指導要領・解説

各教科等で育成すべき具体的
な資質・能力を示す

国が定める基準・参考資料

「学びに向かう力」の
「見取る姿」

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その水準を判断
できる評価課題を考える（単元の学習課題をそのまま評価課
題とすることも考えられる）

評価課題のデザイン

評価課題に向けて、多様な特性を持つ児童生徒が資質・能力
を身に付けやすい学習活動を組み立てる

学習過程のデザイン 形成的評価の計画的な実施

身に付けさせたい姿と現状の差分を学習途中で
見取り、適切なフィードバックを与える

学習成果を観点別評
価・評定へ総括する。
学年末に絞るなど頻
度を抑え、形成的評
価を充実する

何を身に付けさせたいかを
明確にし、単元の目標を設
定する（目標はそのまま評
価規準となるようにする）

単元の目標（評価
規準）の設定

授業の実施

多様な子供たちの個に応じた学習過程の工夫
を支えながら、学習活動を展開する

各学校で行う学習評価の手順例

総括的評価

資質・能⼒の育成に繋がる学習評価のプロセスの再整理（案）

「学びに向かう力の３要素」の見
取りの着眼点を各教科毎に端的
に示す

指導要録通知(※1)

単元の「指導と評価
計画」作成の実例

国研参考資料(※2)

各学校が実際に単元の「指導
と評価の計画」を作成する上で
の具体例やポイントを示すもの

指導と評価の構想 指導と評価の実施目標設定

基に作成
参照・活用

参照・活用

一体的に構想

子供の状況に応じて
学習・指導を調整

875

知技・思判表・学びに向かう⼒ 知技・思判表×５領域

英語の目標

学習指導要領・解説

知技・思判表×５領域

※中学校をイメージして作成
（黄色マーカーは外国語独自の部分）  

※思判表は領域別に、知技は５領域との関連を示す

※単元で扱う「内容のまとまり」
（領域）の目標を設定する

2-2 外㊳外国語



単元の目標・評価規準の作成の際に基にする部分のイメージ（中学校の例）

第１学年相当 第２学年相当 第３学年相当

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

（総合的な発揮）
コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、様々
な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理

したり、既存の知識などと関連
付けたりすることができる。【理
解する】

・ 情報や自分の考えなどを整理
し、表現等を工夫して伝えるこ
とができる。【表現する】

・相手の考えなどを受け止めな
がら、情報や自分の考えなど
を整理し、表現等を工夫して
伝え合うことができる。
【伝え合う】

話題
日常的な話題について
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

聞くこと

条件 簡単な語句や文で、はっきりと話されれば

できること
（ア）必要な情報を聞き取ることができる
（イ）概要を捉えることができる
（ウ）要点を捉えることができる

読むこと

条件 簡単な語句や文で書かれた

できること
（ア）必要な情報を読み取ることができる
（イ）概要を捉えることができる
（ウ）要点を捉えることができる

話題 日常的な話題について（身近な話題について、（自分にとって）興味・関心のある話題について）
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

条件 簡単な語句や文を用いて

話すこと
（やり取り）

できること

（ア）自分の考えや気持ちなどを即興で伝え合うことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し伝え合うことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを伝え合うことができる

話すこと
（発表）

（ア）自分の考えや気持ちなどを即興で話すことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを話すことができる

書くこと
（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを文で書くことができる
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを書くことができる

知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する知
識を、コミュニケーションの中で
組み合わせて使うことにより、英
語による理解や表現の質が高ま
ることを理解している。

英語の特徴や
きまりに関する
事項

ア 音声
音声の特徴を理解し、読んだり話したりする際に活用できる。聞いて意味を捉える際に、音声の特徴についての知識を活用できる

・・・

イ 符号
符号の意味や使い方を理解し、読んだり書いたりする際に活用できる
・・・

ウ 語、連語

及び慣用表現

語、連語及び慣用表現の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだりする際に活用できる。頻度の高いものについては、話したり書いたりする際にも、活用できる

・・・

エ 文、文構造

及び文法事項

文、文構造及び文法事項の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだり、話したり書いたりする際に活用できる
・文 ・・・
・文構造 ・・・
・文法事項 ・・・

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語の特徴やきまりを理解するとともに、これらの知識を、実
際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題
について、英語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用
して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・
協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整
して、他者との相互理解を深めようとする態度を養う。

見方・考え方

内容

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりを理解するとともに、これらの知識を、
実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付け
るようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題
について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活
用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対
話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調
整して、他者との相互理解を深めようとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

英語の目標

【オレンジ枠】
各学校が単元の目標（評価規準）を
設定する際に基にする部分

【水色枠】
国が「内容のまとまりごとの評価規準例」
を作成する際の「内容のまとまり」

2-2 外㊴
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資質・能⼒の関係性の整理イメージ（中学校の例）

877

※以下は並行パターンとして知・技と思・判・表の関係性を整理するために作成したものであり、活動や指導の順序性、評価場面等を示している
ものではない。

「②コミュニケーション活動を支える活動」（聞く・読む・話す・書く）で育成
※「①コミュニケーション活動」で活用することによっても深まる

知
・
技
を
活
用
し
な
が
ら
、

実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
目
的
を

達
成
で
き
る
思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

知
識
及
び
技
能

思考⼒、判断⼒、表現⼒等の総合的な発揮

実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

活
用
で
き
る
知
識
及
び
技
能

学習評価の対象となる部分
※当面は「統合的な理解」「総合的な発揮」の育成状況自体について一律に

直接的な評価を行うことは求めず、 「統合的な理解」「総合的な発揮」は各
学校における単元構想を含む指導・評価の計画や実施の質を構造的に支え
る役割を果たすものとして整理

※知技と思判表を同一のパフォーマンステスト等で評価することも引き続き可能
（具体的には評価参考資料の作成の際に検討）

知・技知・技 知・技

思・判・表 思・判・表 思・判・表

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
様々な話題について、相手の考えなどを受け止めながら、
情報や自分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝え合
うことができる など

知・技が相互に関連付けられて一般化され、
統合的な理解となった姿

複雑な課題の解決に向けて、思考力、判断力、表現力等を
組み合わせたり選んだりして総合的に働かせた姿

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーション
の中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や
表現の質が高まることを理解している

話や文章などの中で、音声や語彙、表現、文構造及び文法等を理解し（知識）、
活用できる力（技能）

外国語によるコミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて
コミュニケーションの目的を達成するために聞いたり、読んだり、話したり、書いたりできる力

（例）内容の[聞くこと]（イ）
身近な社会的な話題について

簡単な語句や文で、
はっきりと話されれば

概要を捉えることができる

（例）内容の[書くこと]（ア）
日常的な話題について

簡単な語句や文を用いて
情報や自分の考え、気持ちなどを

文で書くことができる

思・判・表思・判・表

個別の思考⼒、判断⼒、表現⼒等

知識及び技能に関する統合的な理解個別の知識や技能

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

資質・能⼒の
「一体的育成」

資質・能⼒の
「深まり」

資質・能⼒の
「深まり」

資質・能⼒の
「一体的育成」

「①コミュニケーション活動」（聞く・読む・話す・書く）で育成

（例）語彙や表現、文構造
及び文法事項を、

英語で読む際に活用できる

知・技 （例）音声や語彙、表現、
文構造及び文法事項を、

英語で話す際に活用できる

知・技

2-2 外㊵外国語



小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校(英コミュ(総合)Ｉ)(仮称)

英語によるコミュニケーションを図る素
地となる資質・能力を、コミュニケー
ション活動及びコミュニケーション活動
を支える活動などを通して、次のとお
り育成することを目指す。

英語によるコミュニケーションを図る基
礎となる資質・能力を、コミュニケー
ション活動及びコミュニケーション活動
を支える活動などを通して、次のとお
り育成することを目指す。

英語によるコミュニケーションを図る資
質・能力を、コミュニケーション活動及
びコミュニケーション活動を支える活
動などを通して、次のとおり育成する
ことを目指す。

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力
を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと及びこ
れらを結び付けた統合的なコミュニケーション活
動及びコミュニケーション活動を支える活動など
を通して、次のとおり育成することを目指す。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを
文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、
多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

知識及び技能に関する統合的な理解

小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校（英コミュ（総合）Ｉ）（仮称）

音声や基本的な表現に慣れ
親しむことで、日本語と外国語
の音声の違い等に気付くととも
に、言語や文化の違いや共通
点を体験的に理解している。

英語の特徴やきまりに関する知識を、コ
ミュニケーションの中で組み合わせて使うこ
とにより、英語による理解や表現の質が高
まることを理解している。

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニ
ケーションの中で組み合わせて使うことにより、
英語による理解や表現の質が高まることを理解
している。

英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーション
の中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や
表現の質が高まることを理解している。

英語の目標・高校の科目目標と「統合的な理解」「総合的な発揮」

878

見方・考え方

英語の目標
・高校の科目目標

内容

見方

考え方

思考⼒、判断⼒、表現⼒等の総合的な発揮

小学校 外国語活動 小学校 外国語 中学校 高等学校（英コミュ（総合）Ｉ）（仮称）

ごく身近な事柄について、
・ 情報などを聞き、内容を捉え
ようとしている。【理解する】

・ 相手を意識しながら、自分
の考えなどを話して伝えようと
している。【表現する】

・ 相手を意識しながら、自分
の考えなどを伝え合おうとして
いる。 【伝え合う】

コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、身近な事柄について、
・ 聞いて情報を整理し、音声で十分に慣

れ親しんだ表現等の意味を考えながら
読むことができる。【理解する】

・ 自分の考えなどを整理し、表現等を選
んで相手に話して伝えるとともに、音声で
十分に慣れ親しんだ表現等を用いて、
書いて伝えることができる。【表現する】

・ 相手の考えなどを踏まえ、自分の考えな
どを、表現等を選んで伝え合うことができ
る。【伝え合う】

コミュニケーションを行う目的や場面、状況など
に応じて、様々な話題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の

知識などと関連付けたりすることができる。
【理解する】

・ 情報や自分の考えなどを整理し、表現等を
工夫して伝えることができる。 【表現する】

・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自
分の考えなどを整理し、表現等を工夫して伝
え合うことができる。 【伝え合う】

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
幅広い話題について、
・基本的な構成や論理の展開を用いている文章や話

から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知
識などと関連付けたりして、自分の考えを形成するこ
とができる。【理解する】

・情報や自分の考えなどを整理し、内容のまとまりなど
を意識しながら表現等を工夫して伝えることができる。
【表現する】

・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考
えなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表
現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

2-2 外㊶外国語



英語によるコミュニケーションを図る素地となる資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

ごく身近な事柄について、英語で聞いたり話したりして自分の
考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、粘り強く自分の考
えや気持ちを伝えるとともに、相手を理解しようとする態度を養う。

構造化のイメージ（小・外国語活動の例）

第３学年相当 第４学年相当

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

（総合的な発揮）
ごく身近な事柄について、
・ 情報などを聞き、内容を捉えようと

している。【理解する】
・ 相手を意識しながら、自分の考え

などを話して伝えようとしている。
【表現する】

・ 相手を意識しながら、自分の考え
などを伝え合おうとしている。 【伝
え合う】

聞くこと

話題
相手のことや身の回りの物について

ごく身近な事柄について

条件 ゆっくりはっきりと話されれば

できること （ア）簡単な語句や基本的な表現を聞き取ろうとしている

話すこと
（やり取り）

話題
基本的なやり取りに関する事柄について
自分のことや身の回りの物について

自分や相手のこと及びごく身近な事柄について

条件 簡単な語句や基本的な表現を用いて

できること

（ア）挨拶、感謝、指示をしたりそれらに応じたりしようとしている
（※基本的なやり取りに関する事柄に対応）

（イ）動作を交えながら、自分の考えや気持ちを伝え合おうとしている
（※自分のことや身の回りの物に対応）

（ウ）サポートを受けて、質問をしたり質問に答えたりしようとしている
（※自分や相手のこと及びごく身近な事柄）

話すこと
（発表）

話題
自分のことや身の回りの物について

ごく身近な事柄について

条件 簡単な語句や基本的な表現を用いて

できること （ア）人前で実物などを見せながら、話そうとしている
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知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
音声や基本的な表現に慣れ親しむ
ことで、日本語と外国語の音声の違
い等に気付くとともに、言語や文化
の違いや共通点を体験的に理解し
ている。

英語の特徴等
に関する事項

ア 音声 英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との違いに気付く

イ 文字
文字の読み方が発音されるのを聞いた際に、どの文字であるかが分かる
・文字の名称を表す読み方を聞いて、大文字や小文字と結びつけられる
・身の回りの物を表す語句の発音を聞いて、何を指しているか分かる

文化に関する事項
・日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知り、多様な考え方があることに気付く
・異なる文化を持つ人々との交流などを体験し、文化等に関する理解を深める

※内容の具体的な文言及び学年内における「できること」の段階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討
※校種間の接続のための留意事項（各学校段階で身に付けさせるべき事項と、前学校種からの学びの接続のために重点をおいて指導すべき事項）については主として「内容の取扱い」に記載する（小学校外国語科、

中学校も同様）

（思・判・表）現行の英語の領域別目
標を基に、話題とできることについて段階
的に示す

文字の取扱い（知・技）について丁寧に示す

見方・考え方

英語の目標

内容

外国語活動の目標 外国語によるコミュニケーションを図る素地となる資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、
外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。

ごく身近な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の
考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、粘り強く自分の
考えや気持ちを伝えるとともに、相手を理解しようとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

2-2 外㊷外国語



知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する
知識を、コミュニケーションの中
で組み合わせて使うことにより、
英語による理解や表現の質が
高まることを理解している。

英語の特徴等

に関する事項

ア 音声
音声の特徴を理解し、読んだり話したりする際に活用できる。また、聞いたり話したりする際に、音声の特徴に気付き、活用できる
・・・

イ 文字及
び符号

英語の文字を識別し、その読み方を発音したり、大文字、小文字を書いたりできるようにすることができる。また、符号の使い方を理解し、読んだり書いたりする際に活用できる
・大文字や小文字の形を認識し、名称の読み方を発音することができる
・音声と文字との関係に慣れ親しんだり、音声と語句や表現を結びつけたりすることができる
・コミュニケーションを行うために文字を書くことを意識させ、文字の形や長さなどを理解して、丁寧に語句や表現を書き写すことができる
・終止符や疑問符、コンマなどの基本的な符号の使い方を理解することができる

ウ 語、連語及

び慣用表現

語、連語及び慣用表現について、音声を中心に意味を理解し、聞いたり読んだり、話したり書いたりする際に活用できる
・・・

エ 文及び
文構造

日本語と英語の語順の違い等に気付くとともに、意味や使い方を理解して活用できる。なお、文を書き写す際には、語と語の区切りに注意して書き写すことができる
・文 ・・・
・文構造 ・・・

構造化のイメージ（小・外国語の例）

第５学年相当 第６学年相当

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

（総合的な発揮）
コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、身
近な事柄について、
・ 聞いて情報を整理し、音声

で十分に慣れ親しんだ表現
等の意味を考えながら読む
ことができる。
【理解する】

・ 自分の考えなどを整理し、
表現等を選んで相手に話し
て伝えるとともに、音声で十
分に慣れ親しんだ表現等を
用いて、書いて伝えることが
できる。【表現する】

・ 相手の考えなどを踏まえ、
自分の考えなどを、表現等
を選んで伝え合うことができ
る。【伝え合う】

聞くこと

話題 相手のことや身近な事柄について

条件 ゆっくりはっきりと話されれば

できること
（ア）簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができる
（イ）具体的な情報を聞き取ることができる ※後半以降を想定

（ウ）短い話の概要を捉えることができる

読むこと

話題
自分のことや相手のことについて
身近な事柄について ※後半以降を想定

条件 音声で十分に慣れ親しんだ上で

できること
（ア）簡単な語句や基本的な表現を読んでその意味を捉えることができる

（イ）簡単な語句や基本的な表現から具体的な情報を読み取ることができる

話すこと
（やり取り）

話題
基本的なやり取りに関する事柄について
自分のことや相手のこと及び身近な事柄について

条件 簡単な語句や基本的な表現を用いて

できること
（ア） 挨拶をしたり、指示や依頼に応じたりすることができる（※基本的なやり取りに関する事柄に対応）
（イ） 自分の考えや気持ちなどを述べ合うことができる（※自分のことや相手のこと及び身近な事柄に対応）

（ウ）その場で質問をしたり質問に答えたりして、伝え合うことができる（※自分のことや相手のこと及び身近な事柄に対応）

話すこと
（発表）

話題 自分のことや相手のこと及び身近な事柄について

条件 簡単な語句や基本的な表現を用いて

できること
（ア ）自分の考えや気持ちを話すことができる

（イ）自分の考えや気持ちを伝えようとする内容を整理した上で、話すことができる

書くこと

話題
自分のことや相手のことについて
身近な事柄について ※後半以降を想定

条件 音声で十分に慣れ親しんだ上で

できること
（ア）自分の考えや気持ちなどを表す語句を選んで書き写すことができる

（イ）例となる語句や表現を参考に、自分の考えや気持ちなどを書くことができる
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（思・判・表）現行の英語の領域別目
標を基に、話題とできることについて段階
的に示す

読むことについて丁寧に示す

書くことについて丁寧に示す

文字の取扱いについて丁寧に示す

※内容の具体的な文言及び学年内における「できること」の段階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討

英語によるコミュニケーションを図る素地となる資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語の特徴やきまりを理解するとともに、読むこと、書くことにおい
て慣れ親しみ、これらの知識を実際のコミュニケーションにおいて
活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近な事柄について、聞
いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ英語の語彙や基本的な表
現を読んだり書いたりして伝え合うことができる基礎的な力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対
話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習
を調整して、他者との相互理解を図ろうとする態度を養う。

見方・考え方

内容

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりを理解するとともに、読むこと、書くことに

おいて慣れ親しみ、これらの知識を実際のコミュニケーションにお

いて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近な事柄について、聞
いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な
表現を読んだり書いたりして伝え合うことができる基礎的な力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との
対話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学
習を調整して、他者との相互理解を図ろうとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

英語の目標

2-2 外㊸外国語



構造化のイメージ（中学校の例）

第１学年相当 第２学年相当 第３学年相当

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

（総合的な発揮）
コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて、様々な話
題について、
・ 情報や考えなどを捉え、整理し

たり、既存の知識などと関連付
けたりすることができる。【理解
する】

・ 情報や自分の考えなどを整理
し、表現等を工夫して伝えるこ
とができる。【表現する】

・相手の考えなどを受け止めなが
ら、情報や自分の考えなどを整
理し、表現等を工夫して伝え
合うことができる。
【伝え合う】

話題
日常的な話題について
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

聞くこと

条件 簡単な語句や文で、はっきりと話されれば

できること
（ア）必要な情報を聞き取ることができる
（イ）概要を捉えることができる
（ウ）要点を捉えることができる

読むこと

条件 簡単な語句や文で書かれた

できること
（ア）必要な情報を読み取ることができる
（イ）概要を捉えることができる
（ウ）要点を捉えることができる

話題 日常的な話題について（身近な話題について、（自分にとって）興味・関心のある話題について）
身近な社会的な話題について ※後半以降を想定

条件 簡単な語句や文を用いて

話すこと
（やり取り）

できること

（ア）自分の考えや気持ちなどを即興で伝え合うことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し伝え合うことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを伝え合うことができる

話すこと
（発表）

（ア）自分の考えや気持ちなどを即興で話すことができる（※身近な社会的な話題については対象としない）
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを話すことができる

書くこと
（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを文で書くことができる
（イ）事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある文章を書くことができる
（ウ）聞いたり読んだりしたことを基に、考えたことや感じたこと、その理由などを書くことができる

知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する知
識を、コミュニケーションの中で組
み合わせて使うことにより、英語に
よる理解や表現の質が高まること
を理解している。

英語の特徴や
きまりに関する
事項

ア 音声
音声の特徴を理解し、読んだり話したりする際に活用できる。聞いて意味を捉える際に、音声の特徴についての知識を活用できる

・・・

イ 符号
符号の意味や使い方を理解し、読んだり書いたりする際に活用できる
・・・

ウ 語、連語

及び慣用表現

語、連語及び慣用表現の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだりする際に活用できる。頻度の高いものについては、話したり書いたりする際にも、活用できる

・・・

エ 文、文構造

及び文法事項

文、文構造及び文法事項の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだり、話したり書いたりする際に活用できる
・文 ・・・
・文構造 ・・・
・文法事項 ・・・
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（思・判・表）現行の英語の領域別目
標を基に、話題とできることについて段階
的に示す

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語の特徴やきまりを理解するとともに、これらの知識を、実
際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける
ようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題
について、英語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活用
して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・
協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整
して、他者との相互理解を深めようとする態度を養う。

見方・考え方

内容

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりを理解するとともに、これらの知識を、
実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付け
るようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、様々な話題
について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、これらを活
用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対
話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調
整して、他者との相互理解を深めようとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

英語の目標

※内容の具体的な文言及び学年内における「できること」の段階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討

2-2 外㊹外国語



知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する知
識を、コミュニケーションの中で組
み合わせて使うことにより、英語に
よる理解や表現の質が高まること
を理解している。

英語の特徴
やきまりに関
する事項

ア 音声
音声の特徴を理解し、読んだり話したりする際に活用できる。聞いて意味を捉える際に、音声の特徴についての知識を活用できる
・・・

イ 符号
符号の意味や使い方を理解し、読んだり書いたりする際に活用できる
・・・

ウ 語、連
語及び慣用
表現

語、連語及び慣用表現の意味や使い方を理解でき、聞いたり読んだりする際に活用できる。頻度の高いものについては、話したり書いたりする際にも活用で
きる
・・・

エ 文、文構

造及び文法
事項

文、文構造及び文法事項の意味や使い方を理解し、聞いたり読んだり、話したり書いたりする際に活用できる
・文 ・・・
・文構造 ・・・
・文法事項 ・・・

構造化のイメージ（高・英語コミュニケーション（総合）Ⅰ（仮称）の例）

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

（総合的な発揮）
コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて、幅広い話
題について、
・基本的な構成や論理の展開を

用いている文章や話から情報
や考えなどを捉え、整理したり、
既存の知識などと関連付けたり
して、自分の考えを形成するこ
とができる。【理解する】

・情報や自分の考えなどを整理し、
内容のまとまりなどを意識しなが
ら表現等を工夫して伝えること
ができる。【表現する】

・相手の考えなどを受け止めなが
ら、情報や自分の考えなどを整
理し、内容のまとまりなどを意識
しながら表現等を工夫して伝え
合うことができる。
【伝え合う】

話題
日常的な話題について
身近なものを含む社会的な話題について

聞くこと
条件 話される速さや、使用される語句や文、情報量などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、対話や基本的な構成の叙述、説明、放送、意見などを聞いて、

できること
（ア）話し手の意図を把握することができる（※日常的な話題に対応）
（イ）概要や要点を目的に応じて捉えることができる（※身近なものを含む社会的な話題に対応）

読むこと
条件 使用される語句や文、情報量などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、基本的な構成の叙述文、説明文、意見文などを読んで、

できること
（ア）書き手の意図を把握することができる（※日常的な話題に対応）
（イ）概要や要点を目的に応じて捉えることができる（※身近なものを含む社会的な話題に対応）

話すこと
（やり取り）

条件 使用する語句や文、対話の展開などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、基本的な語句や文を用いて、

できること
（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを、即興で話して伝え合うやり取りを続けることができる （※日常的な話題に対応）
（イ）聞いたり読んだりしたことを基に、情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して話して伝え合うやりとりが

できる

話すこと
（発表）

条件 使用する語句や文、事前の準備などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、基本的な語句や文を用いて、

できること
（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して話して伝えることができる
（イ）聞いたり読んだりしたことを基に、情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して話して伝えることができる

書くこと

条件 使用する語句や文、事前の準備などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、基本的な語句や文を用いて

できること
（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して書いて伝えることができる
（イ）聞いたり読んだりしたことを基に、情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して書いて伝えることができる

「聞くこと」「読むこと」では
テキストのバリエーションを
示す

社会的な話題に中学校との接続の観点から「身近なもの」を位置付け

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと及びこれらを結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動を通して、次のとお
り育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語の特徴やきまりの理解を深めるとともに、こ
れらの知識を、実際のコミュニケーションにおいて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
英語で基本的な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えな
どを理解したり、これらを活用して、情報や考えなどを、内容のまとまりなどを意
識しながら表現等を工夫して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・協
働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整して、
他者との相互理解を深め、外国語の習得に継続して取り組もうとする態
度を養う。

見方・考え方

内容

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりを理解するとともに、これ
らの知識を、実際のコミュニケーションにおいて適
切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題につい
て、外国語で情報や考えなどを的確に理解したり、これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・協働
を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整して、他者と
の相互理解を深め、外国語の習得に継続して取り組もうとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

英コミュ（総合）
Ⅰ（仮称）

の目標

882※内容の具体的な文言及び科目内における「できること」の段階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討

2-2 外㊺外国語



構造化のイメージ（高・英語コミュニケーション（発信）Ⅰ（仮称）の例）

思
考
⼒
、
判
断
⼒
、
表
現
⼒
等

（総合的な発揮）
コミュニケーションを行う目的や場
面、状況などに応じて、幅広い話
題について、
・情報や自分の考え、意見や主

張などを整理し、構成や表現
等を工夫して、伝えることができ
る。【表現する】

・相手の考えなどを受け止めなが
ら、情報や自分の考え、意見
や主張などを、構成や表現等
を工夫して伝え合うことができる。
【伝え合う】

話題
日常的な話題について
身近なものを含む社会的な話題について

話すこと
（やり取り）

条件 使用する語句や文、対話の展開などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、多様な基本的な語句や文を用いて

できること

（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを即興で伝え合うやり取りが円滑に進むように方策を講じながら、会話を継続することができる
（※日常的な話題に対応）

（イ）やり取りを通して必要な情報を得ることができる（※日常的な話題に対応）
（ウ）ディスカッションやディベートにおいて、聞いたり読んだりして得られた情報や考えなどを活用しながら、構成や表現等を工夫して、情報や意見、主張など

を話して伝え合うことができる

話すこと
（発表）

条件 使用する語句や文、事前の準備などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、多様な基本的な語句や文を用いて

できること

（ア）情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、構成や表現等を工夫して話して伝えることができる
（※日常的な話題に対応）

（イ）スピーチやプレゼンテーションなどにおいて、聞いたり読んだりして得られたことを活用しながら、構成や表現等を工夫して、情報や自分の意見、主張など
を話して伝えることができる

書くこと

条件 使用する語句や文、事前の準備などにおいて、必要に応じて支援を活用すれば、多様な基本的な語句や文を用いて

できること

（ア）オンライン上などで、情報や自分の考え、気持ちなどを書いて伝え合うやり取りを行うことができる（※日常的な話題に対応）
（イ）情報や自分の考え、気持ちなどを整理し、構成や表現等を工夫して叙述文、説明文、意見文などを書いて伝えることができる
（ウ）聞いたり読んだりして得られた情報や考えなどを活用しながら、構成や表現等を工夫して、叙述文、説明文、意見文などの形式で、情報や意見、主

張などを書いて伝えることができる

知
識
及
び
技
能

（統合的な理解）
英語の特徴やきまりに関する知
識を、コミュニケーションの中で組
み合わせて使うことにより、英語に
よる理解や表現の質が高まること
を理解している。

英語の特徴
やきまりに関
する事項

ア 音声
音声の特徴を理解し、話す際に活用できる

・・・

イ 符号
符号の意味や使い方を理解し、書く際に活用できる
・・・

ウ 語、連語
及び慣用表現

語、連語及び慣用表現の意味や使い方を理解し、話したり書いたりする際に活用できる

・・・

エ 文、文構造

及び文法事項

文、文構造及び文法事項の意味や使い方を理解し、話したり書いたりする際に活用できる

・・・

オ 文章の構成、論理

の展開及び表現

様々な論理の構成・展開及びそれらに応じた表現を理解し、話したり書いたりする際に活用できる
・・・

「話すこと（やりとり）」に日常的な会話を位置付け

「書くこと」にやり取り
を位置付け

論理の構成・展開の具体的な内容を充実

883

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、話すこと、書くこと及びこれらを聞くこと、読むことと結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次の
とおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

英語の特徴やきまりの理解を深めるとともに、これら
の知識を、実際のコミュニケーションにおいて適切に
活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題
について、英語で情報や考え、意見や主張などを、構成や表現等を
工夫して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・協働を通
して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整して、他者との相互
理解を深め、外国語の習得に継続して取り組もうとする態度を養う。

見方・考え方

内容

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりの理解を深めるとともに、これ
らの知識を実際のコミュニケーションにおいて適切に
活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題
について、外国語で情報や考えなどを的確に理解したり、これらを活
用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・協働を
通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整して、他者との相
互理解を深め、外国語の習得に継続して取り組もうとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

※内容の具体的な文言及び科目内における「できること」の段階付けを含め、告示や解説を示すにあたり別途検討

英コミュ（発信）
Ⅰ（仮称）

の目標

2-2 外㊻外国語



高・英語コミュニケーション（総合）（仮称）の目標と「統合的な理解」「総合的な発揮」

英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと及びこれらを結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動を通して、
次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

英語の特徴やきまりの理解を深めるととも
に、これらの知識を、実際のコミュニケーショ
ンにおいて適切に活用できる技能を身に
付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語で基本的な構成や
論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを理解したり、これらを活用して、情報や考えなど
を、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他
者との対話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとと
もに、自らの学習を調整して、他者との相互理解を深め、
外国語の習得に継続して取り組もうとする態度を養う。

総合的な発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・基本的な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形成することができる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、内容のまとまりなどを意識しながら表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

「英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）」で育成した資質・能力を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと及びこれらを結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動を通して、
次のとおり更に伸ばすことを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

※英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）と同様 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語で多様な構成や論
理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを理解したり、これらを活用して、情報や考えなどを、
基本的な構成等を用いながら表現等を工夫して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

※英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）と同様

総合的な発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・多様な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形成することができる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、基本的な構成等を用いながら表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、基本的な構成等を用いながら表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 ※英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）と同様

「英コミュ（総合）Ⅱ（仮称）」で育成した資質・能力を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くこと及びこれらを結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動を通して、
次のとおり更に伸ばすことを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

※英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）と同様 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語でやや複雑で多様
な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを理解したり、これらを活用して、情報
や考えなどを、構成や表現等を工夫して詳しく表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

※英コミュ（総合）Ⅰ（仮称）と同様

総合的な発揮

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・やや複雑で多様な構成や論理の展開を用いている文章や話から情報や考えなどを捉え、整理したり、既存の知識などと関連付けたりして、自分の考えを形成することができる。【理解する】
・情報や自分の考えなどを整理し、構成や表現等を工夫して詳しく伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考えなどを整理し、構成や表現等を工夫して詳しく伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 ※英コミュ（総合）（仮称）Ⅰと同様
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英コミュ
（総合）
Ⅰ（仮称）

英コミュ
（総合）
II（仮称）

英コミュ
（総合）
III （仮称）

※下線は高・外国語の目標との主な相違点

見方・考え方

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりを理解するとともに、これ
らの知識を、実際のコミュニケーションにおいて適
切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題につい
て、外国語で情報や考えなどを的確に理解したり、これらを活用して適切に
表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との対話・協働
を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学習を調整して、他者と
の相互理解を深め、外国語の習得に継続して取り組もうとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

2-2 外㊼外国語



「英コミュ（発信）Ⅱ（仮称）」で育成した資質・能力を、話すこと、書くこと及びこれらを聞くこと、読むことと結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、
次のとおり更に伸ばすことを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語で情報や
考え、意見や主張などを、構成や論理の展開、表現等を工夫して詳しく表現したり伝え合っ
たりすることができる力を養う。

※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様

総合的な発揮
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して詳しく伝えることができる。【表現する】
・相手の考えを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して詳しく伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 ※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様

高・英語コミュニケーション（発信）（仮称）の目標と「統合的な理解」「総合的な発揮」
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英語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、話すこと、書くこと及びこれらを聞くこと、読むことと結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、
次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

英語の特徴やきまりの理解を深めるとともに、こ
れらの知識を、実際のコミュニケーションにおいて
適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語で情報や
考え、意見や主張などを、構成や表現等を工夫して表現したり伝え合ったりすることができる
力を養う。

英語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との
対話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの
学習を調整して、他者との相互理解を深め、外国語の習得に
継続して取り組もうとする態度を養う。

総合的な発揮
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えなどを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 英語の特徴やきまりに関する知識を、コミュニケーションの中で組み合わせて使うことにより、英語による理解や表現の質が高まることを理解している。

「英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）」で育成した資質・能力を、話すこと、書くこと及びこれらを聞くこと、読むことと結び付けた統合的なコミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、
次のとおり更に伸ばすことを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

目標

※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様 コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、英語で情報や
考え、意見や主張などを、構成や論理の展開、表現等を工夫して表現したり伝え合ったりす
ることができる力を養う。

※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様

総合的な発揮
コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
・情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して伝えることができる。【表現する】
・相手の考えを受け止めながら、情報や自分の考え、意見や主張などを整理し、構成や論理の展開、表現等を工夫して伝え合うことができる。【伝え合う】

統合的な理解 ※英コミュ（発信）Ⅰ（仮称）と同様

※下線は高・英語コミュニケーション（総合）（仮称）との主な相違点

英コミュ
（発信）
Ⅰ （仮称）

英コミュ
（発信）
II（仮称）

英コミュ
（発信）
III（仮称）

見方・考え方

外国語の目標 外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を、コミュニケーション活動及びコミュニケーション活動を支える活動などを通して、次のとおり育成することを目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

外国語の特徴やきまりの理解を深めるとともに、これらの
知識を実際のコミュニケーションにおいて適切に活用でき
る技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、幅広い話題について、
外国語で情報や考えなどを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語によるコミュニケーションなどに興味・関心を持ち、他者との
対話・協働を通して考えを広げたり深めたりするとともに、自らの学
習を調整して、他者との相互理解を深め、外国語の習得に継続
して取り組もうとする態度を養う。

外国語及び外国語によるコミュニケーションを文化の違いや社会及び相手との関わりに着目して捉え、多様な他者の考えを受け止めるとともに、表現等を工夫して自らの考えを伝え、相互理解を図ること

※告示や解説を示すにあたり引き続き検討

2-2 外㊽外国語



地域や社会、産業の健全で持続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力について、実践的・探究的な学びを行うことなどを通して、次のとおり育成すること
を目指す。

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

産
業
教
育

各職業分野について社会的な意義や役割を踏
まえ、体系的・系統的に理解するとともに、各職業
分野の発展及び職業人としての自己の成長のため
に必要となる技能を身に付けるようにする。

各職業分野に関する課題を発見し、科学的な
根拠に基づいて探究するとともに、職業人としての
倫理観を踏まえ、合理的かつ創造的に解決する
力を養う。

① 各職業分野の事象に主体的・協働的に関わ
り、職業人としての視点から、問いを見いだし、よ
りよい解決に向け追求し続けようとする態度を養
う。

② 職業人としての倫理観と豊かな人間性を育む
とともに、社会の一員として産業の発展に寄与し、
よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

• 社会や産業に関する事象を、職業に関する各教科の本質に根差した視点で捉え、職業人としての自己の成長と、社会や産業の発展につ
なげること。

見方・考え方
※産業教育の目標、見方・考え方を踏まえ、各教科において更に検討。

農業 農業や農業関連産業に関する事象を、生産・環境・資源の統合的な視点で捉え、職業人としての自己の成長と、農業や農業関連産業の持続的な発展につなげること

工業 工業に関する事象を、よりよいものづくりを創出する視点で捉え、職業人としての自己の成長と、社会の発展につなげること

商業 企業活動に関する事象を、利益の追求と社会的責任の視点で捉え、職業人としての自己の成長と、ビジネスの持続的な発展につなげること

水産 水産や海洋に関する事象を、海洋資源を持続的に利用する視点で捉え、職業人としての自己の成長と、水産業及び海洋関連産業の持続的な発展につなげること

家庭 生活産業に関する事象を、生活の質の向上の視点で捉え、職業人としての自己の成長と、生活産業の発展につなげること

看護 人間の健康に関する事象を、回復や増進の視点で捉え、職業人としての自己の成長と、健康的な生活・環境の実現や地域医療の発展につなげること

情報 情報に関する事象を、情報の構造と働きに着目して、課題解決や価値創造の視点で捉え、職業人としての自己の成長と、情報及び情報技術を活用したよりよい社会の実現につなげること

福祉 生活に関する事象を、人間の尊厳と自立の視点で捉え、職業人としての自己の成長と、地域福祉の推進につなげること

＜各教科における見方・考え方の整理（イメージ）＞

目標

産業教育の目標、見方・考え方（素案）
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知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

統合的な理解 総合的な発揮

原
則
履
修
科
目
（
基
礎
的
な
科
目
）

（１）各産業の社会的な
意義や役割

産業を継承・発展・創造していくことが、私た
ちの暮らしをよりよくすることにつながることを理
解する。

これからの我が国の各産業の在り方に関する課題
を発見し、それらを取り巻く諸問題や今後の可能性
について、科学的な根拠に基づき、合理的かつ創造
的に構想することができる。

（２）各教科で学習する
内容の概括

各産業分野に関する知識や技能を高めていく
ことが、よりよい産業の継承・発展・創造につな
がることを理解する。

各産業の各分野に関する課題や成果を発見し、そ
れらを科学的な根拠に基づき、合理的かつ創造的
に解決、検証することができる。

（３）教科全体を通じた
実践的・探究的な学習

既習事項を活用したり、多様な他者と連携・
協働したりすることで、未知の課題に直面しても
創造的な解決につなげることができることを理
解する。

既習事項を比較したり、結び付けたりすることや、
課題の解決に向けて計画したり、発信したりすること
で、合理的かつ創造的に解決に向けた選択を行う
ことができる。
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「統合的な理解・総合的な発揮」の設定の趣旨やねらい

①統合的な理解では、職業に関
する教科であるからこそ、その学
びが実社会・実生活にどのように
つながり、どのように活かすことが
できるのかという視点を特に重視。

③ 変化の激しい社会の中で、職業人とし
て自ら主体的に判断し、新たな世界や
社会を切り拓いていくことができるよう、合
理的かつ創造的な課題解決の視点を
重視。これにより、単に既存の技術の
適用にとどまらず、課題解決に当たって
創造的に新しいアイデアを生み出して
いくような学習活動の充実を目指す。

②総合的な発揮では、科学的根
拠をもって考察する視点を重視。
これにより、情報技術を活用し、
データサイエンスやAI等を用いて
科学的根拠を見いだし、それを
もとに課題の発見・解決に当たっ
ていく授業づくりを促す。
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「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ（産業教育）

➢ 学習指導要領の記述の確認

✓ 教科書をなぞるだけの授業では、単なる知識・技術の伝達になってしまう。
✓ 変化の激しい社会において、柔軟に対応できる資質・能力を身に付ける

ためには、「何ができるようになるか」といったゴールイメージを持ち、
それらを意識した授業を展開しなければならないな。

身に付けるべき資質・能⼒を踏まえた指導計画の作成

✓ 統合的な理解、総合的な発揮
✓ 次期改訂において資質・能力ベースの記述への改善

目 標

見方・考え方

デジタル学習指導要領（イメージ）

○○○・・・・を理解する。 △△△・・・考察する。

知・技 思・判・表

（統合的な理解） （総合的な発揮）

➢ 単元計画の作成

✓ 統合的な理解、総合的な発揮等を踏まえ、配当時間の設定
✓ 理論と実践の往還を意識した配列

※実験・実習の配当時間や配当時期の設定
✓ 他教科及び同じ教科の中で複数科目との関連付け

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

３ ●●●（理論）

４ ●●●（実験・実習）

５ ●●●（理論） ※「△△△△」と関連させながら
指導。

➢ 評価計画の作成

✓ 「記録に残す評価」の精選、「学習改善等に生かす評価」の充実
✓ ペーパーテストだけではなく、パフォーマンス課題を用いた評価

一体的に構想

学習指導要領を確認すれば、
✓ 「統合的な理解」、「総合的な発揮」として、学習を終えた後に目指した
い学習の深まりの姿を確認できる。

✓ また、他教科や前後の学習内容も確認できるし、デジタル学習指導要領
では、解説の記述や評価規準例も見られるようになる。

学習指導要領を踏まえ指導計画を作成してみよう。職業に関する教科では、
✓ 理論と実践の往還を意識した配列が重要。特に、実験や実習は当該期
間（時季）でしかできないものがあるため、これらを意識した単元配列が
求められる。

✓ 同じ教科の中で複数の科目を並行して学習するため、それらの科目との
関連を踏まえる必要がある。

評価計画も一体的に構想することで、学習評価を資質・能力の育成に
活用するイメージがもて、指導と評価の一体化を進めることができる。
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科目名：農業と環境 単元名：農業と農業関連産業 「農業生産の基礎」

（統合的な理解）
農業及び農業関連産業は、環境要素や地域特性を踏まえた栽培、加工の技術に支えられており、

これらを高めていくことが、よりよい農業生産につながることを理解する。

（総合的な発揮）
  農業及び農業関連産業における事象を、生命現象と環境の関係性、産業間の関連、地域特性
の観点から考察することができる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
（ア）農業生物の種類・特性・育成に影響する環境要素の種類と働きを理解している。
（イ）GAPに基づく観察・記録・分析・評価の方法を身に付けている。
（ウ）収穫後の農産物が、生鮮・加工など多様な形で流通していることを理解している。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
（ア）農業生物の育成と環境要素の相互関係について、実習データをもとに考察し、よりよい農業生

産の計画と工程管理に結び付けて表現できる。
（イ）農業生産と農業関連産業とのつながりを、生産の過程と関連付けて考察し、表現できる。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり（抜粋）

22

21

⚫ 生育データの分析・考察・評価課題
・全工程データの整理・分析
・環境要素と生育の考察
・改善策の立案・論述

20

19

⚫ 収穫・収穫後管理（実習）
・収穫作業の実施
・収穫物の調製・品質確認・記録

18

17

⚫ 収穫・収穫後管理（理論）
・収穫適期の判断基準
・収穫後の品質管理と貯蔵

16-

13

⚫ 施肥・生育管理（実習）
・整枝・誘引・施肥作業の実施
・継続的な生育観察・記録
・GAPに基づく工程管理

12

11

⚫ 生育管理（理論）
・生育段階と管理作業の関係

10

9

⚫ 定植・初期管理（実習）
・定植作業・初期生育管理の実施
・生育観察・環境データの記録

8

７

⚫ 施肥・定植・初期管理（理論）
・定植適期の判断基準
・肥料の種類と施肥設計
・土壌・生育環境と生育の関係

６
５

⚫ 育苗（実習）
・播種・育苗管理の実施
・生育状況の観察・記録

4

３

⚫ 育苗（理論）（例：トマト）
・発芽条件・育苗管理
・温度・光・水分と初期生育

2 ⚫ 農業生物の主な性質
⚫ 農業生物の栽培計画
⚫ 農業生産工程管理（GAP）

１ ⚫ 単元のガイダンス
⚫ 農業と農業関連産業の概要

本単元の学習に関連が強い既習内容 （中学校 情報・技術）生物育成

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） 【検討中参考イメージ】
・農業関係者や地域社会との連携・協働や対話・議論を通じて、課題をよりよく解決しようとしている。 ・農業及び農業関連産業の事象に職業人としての視点から問いを見いだし、生産・環境・資源

のつながりを意識しながら粘り強く追求しようとしている。 ・学習の過程を主体的に振り返り、農業と暮らしや社会とのつながりを意識しながら、自己の思考や行動を評価・改善しようとしている。

科学的な根拠をもって改善策を立案し、論述などにより表現する。（ア）

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

発芽・初期成育に影響する環境要素
の種類と働きを理解する（ア） 発芽の状況と環境要素の関係について考察する（ア）

農業と農業関連産業の概要を理解するとともに、理論と実習を往還しながら学ぶ学び
方を理解する（ア）

発芽・初期成育時の環境要素が、定植期に及ぼす影響について考察
する（ア）

施肥・生育管理実習の観察データをもとに収穫適期を考察する（ア）

生育データをもとに管理作業の必要性と根拠を考察する（ア）

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例として
作成したもの。

種類や特性、生育段階に応じた適切な環境要素の設定が、よりよい農業生産につな
がっていることを理解する（ア・イ）生

命
現
象
と
環
境
の
関
係
性
に
着
目
し
、
農
業
及
び
農
業
関
連
産
業
を
支
え
る
技
術
と
よ
り
よ
い
農
業

生
産
の
つ
な
が
り
を
捉
え
る
。

定植期に影響する環境要素の種類と
働きを理解する（ア）

生育状況と環境データを観察・記録し続けるこ
とが、分析・評価・改善につながることを理解す
るとともに、その技能を身に付ける（ア・イ）

GAPに基づく記録・管理の方法を身に付ける（イ）

育苗実習のデータをもとに、定植・施肥の判断根拠を考察する（ア）

定植期の環境要素が、生育期に及ぼす影響について考察する（ア）

定植期の環境要素が、生育期に及ぼす影響について考察する（ア）

肥料の種類と施肥設計の原理を理解する。（ア）

生育期に影響する環境要素の種類と
働きを理解する（ア）

収穫期に影響する環境要素の種類と働きを理解する。（ア）

農業生物の性質について理解する（ア） 地域特性を踏まえた栽培計画表を作成し、表現する（ア、イ）

GAPの考え方や実践方法を理解する（イ）

【農業】

【
農
業
と
情
報
】
農
業
の
各
分
野
に
お
け
る
先
進
技
術
や
革
新
技
術
に
関
す
る
学
び

【家庭】食生活と健康 【理科（生物基礎）】生物の特徴 との関連も考えられる

農業生産と関連産業とのつながりの観点も加えて考察し、表現する（イ）

農業生産と関連する産業とつながりについて考察する。（イ）

収穫後の農産物が生鮮・加工など多様な形で流通することを理解する（ウ）

2-2 産④  
※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意
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１．科目名：農業と環境

２．単元名：農業と農業関連産業 「農業生産の基礎」

３．教科の見方・考え方
農業や農業関連産業に関する事象を、生産・環境・資源の統合的な視点で捉え、職業

人としての自己の成長と農業の持続的な発展につなげること。

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性の「見取る姿」
• 農業関係者や地域社会との連携・協働や対話・議論を通じて、課題をよりよく解決

しようとしている。
• 農業及び農業関連産業の事象に職業人としての視点から問いを見いだし、生産・

環境・資源のつながりを意識しながら粘り強く追求しようとしている。
• 学習の過程を主体的に振り返り、農業と暮らしや社会とのつながりを意識しながら、

自己の思考や行動を評価・改善しようとしている。

６．単元の目標・評価規準

８．指導と評価の計画
時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1 ⚫ 単元のガイダンス
⚫ 農業と農業関連産業の概要

知 ※ガイダンスでは、科目全体の流れ（本単元→プロジェクト学習への接続）
と、理論と実習を往還しながら学ぶ本単元の進め方を指導する。
※農業生産と農業関連産業とのつながりに触れる。

2 ⚫ 農業生物の主な性質
⚫ 農業生物の栽培計画
⚫ 農業生産工程管理（GAP）

知
思

○
○

※農業生物の性質、GAPの考え方・実践方法を理解させる。
※地域特性を踏まえて作物・栽培方法を選定する視点をもって栽培計画表
を作成できるよう指導する。

3
4

⚫ 育苗（理論）（例：トマト）
・発芽条件・育苗管理
・温度・光・水分と初期生育

知 ※発芽・初期生育に影響する環境要素を理解させる。育苗実習で理論を
実習で確認させるための前提知識として位置付ける。

5
6

⚫ 育苗（実習）
・播種・育苗管理の実施
・生育状況の観察・記録

知
思

○
○

※発芽条件を実習で確認させる。
・観察・記録の習慣を形成する最初の実習。
・「農業と情報」と関連させ、データの収集・分析・活用の学びと接続する。

7
8

⚫ 施肥・定植・初期管理（理論）
・定植適期の判断基準
・肥料の種類と施肥設計
・土壌・生育環境と生育の関係

知
思

○
○

※育苗実習の観察結果を振り返りながら、定植適期・施肥設計・土壌環境
の理論を学ぶ。
※観点別学習評価は、生育データをもとにした定植・施肥の判断根拠の考
察を記述分析で評価する。

9 ⚫ 定植・初期管理（実習）
・定植作業・初期生育管理の実施
・生育観察・環境データの記録

知
思 ○

※定植適期の理論を根拠に判断・実施させる。
「なぜこのタイミングで定植するか」を生徒自身が根拠をもって説明できるよう
指導する。

⚫ 生育管理（理論）
・生育段階と管理作業の関係

知
思

○
○

※定植後の生育観察データをもとに、生育管理の必要性を理論で確認させ
る。実習データが理論学習の動機となる往還の場面として指導する。生育
データをもとにした管理作業の必要性と根拠を記述式で評価する。

⚫ 施肥・生育管理（実習）
・整枝・誘引・施肥作業の実施
・継続的な生育観察・記録
・GAPに基づく工程管理

知
思

○
○

※施肥設計の理論を根拠に判断・実施させる。
・農業と情報と関連させ、データの収集・分析・活用の学びと接続する。

●収穫・収穫後管理（理論）
・収穫適期の判断基準
・収穫後の品質管理と貯蔵

知
思

○
○

※観察データをもとに収穫適期の判断基準を理論で確認させるとともに、収
穫後の農産物が生鮮・加工など多様な形で流通することを理解させる。

●収穫・収穫後管理（実習）
・収穫作業の実施
・収穫物の調製・品質確認・記録

知
思

○
○

※理論で学んだ収穫適期の理論を根拠に判断・実施させる。全工程を通じ
た生育データと収穫結果を照合させ、評価課題への橋渡しとして位置付ける。

⚫ 生育データの分析・考察・評価課題
・全工程データの整理・分析
・環境要素と生育の考察
・改善策の立案・論述

知
思

○
○

※観点別学習評価は、蓄積したデータをもとにした考察の深さ、改善策の妥
当性、農業関連産業とのつながりの観点を記述分析で評価し、次単元（プ
ロジェクト学習）の課題設定へとつなげる。

７．評価課題
「栽培実習の生育データをもとに生育に影響を与えた環境要素を分析し、農産物が加工・流通を通じて農

業関連産業とどうつながるかにも触れながら、よりよい農業生産に向けた改善策を科学的な根拠を示して提
案しなさい。」

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

農業及び農業関連産業は、環境要素や地域特性
を踏まえた栽培、加工の技術に支えられており、これ
らを高めていくことが、よりよい農業生産につながること
を理解する。

農業及び農業関連産業における事象を、生命現象
と環境の関係性、産業間の関連、地域特性の観点
から考察することができる。

単元構想のイメージ

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

農業生物の種類・特性・育成に影響する
環境要素の種類と働きを理解するとともに、
GAPに基づく観察・記録・分析・評価の方
法を身に付けている。また、収穫後の農産
物が生鮮・加工など多様な形で流通してい
ることを理解している。

農業生物の育成と環境要素の相互関係
について、実習データをもとに考察し、農業
生産の計画と工程管理に取り組んでいる。
あわせて、農業生産と農業関連産業とのつ
ながりについて考察し、表現している。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の身に付け取り、その水準を判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能
力を身に付け、発揮しやすい
学習活動を組み立てる
【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分
を学習途中で見取り、適切なフィ
ードバックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

※実習の実施時期は作付けのタイミングに応じて設定する。

10

13

16

19
20

～

17
18

21
22

11
12

【農業】
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第１学年 「工業技術基礎」単元名：（２）ものづくりの加工技術

（知識及び技能の統合的な理解）
・工業に関する様々な加工技術が、産業や生活に関する課題をよりよく解決することに

つながることを理解する。

（思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮）
・材料の形態や質の変化に着目し、作品や製品の製作に関する課題を見いだすとともに、倫理観と科学
的根拠に基づいて、よりよいものづくりを実現する加工の工夫を創造することができる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
（ア）金属や非金属など固体状の原材料の形態を変化させる塑性加工、切削加工、成形加工、

接合・切断加工などの加工方法を理解している。 【加工技術の理解】
（イ）工具や器具を用いた加工及び機械や装置類を活用することを通して、ものづくりを実現するた

めの加工技術を身に付けている。 【加工技術の習得】

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
（ア）作品の製作や調査・実験などを通して、加工技術への興味・関心を高めるとともに、課題を見いだしている。
【加工技術への興味・関心】

（イ）工具や器具を用いた加工及び機械や装置類を活用した加工を行うことを通して、よりよく加工をするための技術につい
て表現している。 【加工技術の活用】

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

21 ⚫ 学習の振り返り
・単元のまとめと評価課題
・課題研究との接続

20

19

18

⚫ 加工技術による課題解決と未
来のものづくり
・デジタル／AI活用
・環境負荷低減技術

17

～
12

⚫ 作品の製作

・加工の実践
・安全な作業
・課題の発見と改善

11

10

9

⚫ 作品の製作計画

・製作課題の理解
・材料や加工方法の検討
・製作工程の計画
・製作図面の作成

８
７
６

⚫ 加工技術の特徴
・塑性加工／切削加工／接

合
・産業との関わり

５
４
３

⚫ 材料と加工技術
・材料の特徴
・材料と加工方法との関係
・基礎的な加工作業

２ ●私たちの生活を支える加工技
術

・身近な製品と加工技術

１ ⚫ 単元のガイダンス
・加工技術を学ぶ意義
・ルーブリックの共有

本単元の学習に関連が強い既習内容 中学校技術（材料と加工の技術）、中学校理科（エネルギーと物質）、工業「製図」、数学（図形と計量、データの分析）、理科（科学と人間生活）

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） 【検討中参考イメージ】
・身近な工業技術や製品、社会や産業の変化に関心をもち、自ら課題や問いを見いだすとともに、新しい技術や考え方を探究しながら、よりよいものづくりの実現に主体的に取り組もうとしている。
・よりよい課題解決や新たな価値の創出に向けて、多様な他者との協働を通して自らの考えを深め、創意工夫を生かしながら取り組もうとしている。
・振り返りを通して自らの思考や行動を改善し、自身の目標や将来の職業とのつながりを意識するとともに、安全性や環境への配慮や社会的責任を踏まえながら専門性を高めようとしている。

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

891

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

デジタル技術を活用した加工技術やAIの活用が、品質の向
上や産業・生活に関する課題の合理的・効率的な解決に貢
献していることを理解する。（ア）【加工技術の理解】

製作経験を基に、加工技術が課題解決に果たす価
値や有効性を理解する。（イ）【加工技術の習得】

製作活動の過程で見いだした課題と改善策について科学的根拠を基に説明し、よりよいもの
づくりを実現するための工夫や課題解決の方策を提案する。（イ）【加工技術の活用】

加
工
技
術
を
活
用
し
て
「
よ
り
よ
い
も
の
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
視
点
か
ら
考
え
る

各種の加工技術の特徴を適
切に活用することや正確な図
面を作成することが、製品の品
質や機能の向上につながること
を理解する。（ア）

工具や機器を適切に活用して加工技術を身
に付けることが、目的とする製品の品質や機
能の実現につながることを理解する。（イ）

材料によって適した加工方法が異なること
や、加工によって材料の形態や質が変化
することを理解する。（ア）

目的とする製作物の製作に当たり、使用する材料の
特性と加工方法との関係に着目し、よりよく加工する
ための技術的な課題を見いだす。（ア）

加工技術が生活や産業に果たしている役割について
自分の考えを表現する。（ア）

生活における様々な加工技術に興味・関心をもち、
加工技術に関する疑問や気付きを表現する。（ア）

身近な製品には様々な加工技術が用い
られていることを理解する。（ア）

加工に必要となる工具や器具の名称や用途
を理解する。（イ）

先端的な加工技術が産業や生活の課題解決に果た
す役割に関心をもち、よりよいものづくりに向けた課題を
見いだす。（ア）【加工技術への興味・関心】

製作中に生じた課題について、加工精度や作業効率
などのデータを基に原因を考察するとともに、改善すべ
き点を見いだす。（ア）

【数学】測定や数量の
考え方を活用しながら、
加工精度や仕上がりを
確認し、技術の習得状
況を把握する。（イ）

工具や機器を適切に
活用することが、加工
精度や仕上がりの向
上につながることを理
解する。（イ）

製作物に求められる機能や条件を整理し、それを実現する
上で解決すべき加工技術の課題を見いだす。（ア）

材料の特性や加工方法の
違いが製品の品質や機能に
影響することを理解するとと
もに、適切な加工技術の活
用がよりよいものづくりにつな
がることを理解する。（ア）

【工業「製図」】製図の技術を活用
しながら製作物の状態を適切に表
現する。（イ）

材料の特性や製作物に求められる条件を踏まえて加工方法を選
択し、その妥当性を考察する。（イ）

各種の加工技術の特徴や用途に着目し、製品に求められる品質
や生産性を踏まえて、適切な加工方法について考察する。（イ）

【理科】物質の性質と関連付けな
がら、材料の特性に応じた加工方
法について考察する。（イ）

加工精度や作業効率を高める工夫を考
え、改善策の効果を検証する。（イ）

先端的な加工技術と社会課題との関係を考察
し、よりよいものづくりや持続可能なものづくりを実
現するための工夫について考察する。（イ）

産業や社会の仕組みと関連付けながら、加工技術が私たち
の生活や産業社会を支えていることを理解する。（ア）

※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

【工業】
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１．科目名：工業技術基礎

２．単元名：（２）ものづくりの加工技術

３．工業の見方・考え方
工業に関する事象を、よりよいものづくりを創出する視点で捉え、職業人としての自己の

成長と社会の持続的な発展につなげること。

４．統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性の「見取る姿」
• 身近な工業技術や製品、社会や産業の変化に関心をもち、自ら課題や問いを見

いだすとともに、新しい技術や考え方を探究しながら、よりよいものづくりの実現に主
体的に取り組もうとしている。

• よりよい課題解決や新たな価値の創出に向けて、多様な他者との協働を通して自ら
の考えを深め、創意工夫を生かしながら取り組もうとしている。

• 振り返りを通して自らの思考や行動を改善し、自身の目標や将来の職業とのつなが
りを意識するとともに、安全性や環境への配慮や社会的責任を踏まえながら専門性
を高めようとしている。

６．単元の目標・評価規準

８．指導と評価の計画

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

⚫ 単元のガイダンス
・加工技術を学ぶ意義
・単元の見通し
・ルーブリックの共有
・課題研究との接続

思 ・加工技術を学ぶ意義や単元の見通しをもたせる。
・加工技術が生活や産業を支えていることについて考えさせ、「よりよいものづくりを実現す
る」視点をもたせる。
・評価の観点やルーブリックを生徒と共有し、到達目標を明確にする。
・今後の実習や課題研究につながることを理解させる。

2 ⚫ 私たちの生活を支える加
工技術

・身近な製品と加工技術との
関係

知
思 〇

・身近な製品を取り上げ、「加工技術がなければ生活はどうなるか」という視点から関係を
考えさせ、加工技術が生活や産業の基盤となっていることを理解させる。
・その製品がどのような材料と加工技術（切る、曲げるなど）の組み合わせにより製作さ
れているかを考えさせる。
・製品と加工技術との関係について考えさせ、加工技術が生活や産業を支えていることを
理解させる。

3
4
5

⚫ 材料と加工技術
・材料の特徴
・材料と加工方法との関係
・基礎的な加工作業

知
思

〇 ・金属、木材、プラスチックなど製品に広く使われる材料を比較し、それぞれに適した加工
方法があることを理解させる。
・「切る」、「曲げる」、「組み立てる」など基礎的な材料の加工体験を通して、材料の質感
や、加工により形態や質が変化することを観察させる。
・材料の特性と加工方法との関係について、【理科】物質の性質の学習を踏まえながら、
自分の言葉で説明できるようにする。
・製作計画における材料選択につながる視点をもたせる。

6
7
8

⚫ 加工技術の特徴
・塑性加工／切削加工／接
合
・産業との関わり

知 ・塑性加工、切削加工、接合などの特徴や用途について理解させる。
・同じ製品でも加工方法によって品質や生産性が異なることを理解させる。
・産業界における活用事例を通して、加工技術が課題解決に果たしている役割を考えさ
せる。
・製作活動で活用する加工技術との関連を意識させる。

9
10
11

●作品の製作計画
・製作課題の理解
・材料や加工方法の検討
・製作工程の計画
・製作図面の作成

思 〇 ・作品に求められる機能や用途を整理し、適切な材料や加工方法について検討させる。
・安全性、耐久性、作業効率など、複数の視点から判断させる。
・なぜその材料や加工方法を選択したのか、根拠とともに説明させる。
・製作後の評価や改善につながるよう計画を立案させる。
・【工業】「製図」での学習を活かしながら、正確な図面がよりよい加工につながることを理
解させる。

12
～
17

●作品の製作
・加工の実践
・安全な作業
・課題の発見と改善

知
思

〇
〇

・安全な作業を徹底し、工具や機器を適切に活用する技能を育成する。
・製作中に生じた課題や失敗を作業記録に残させ、その原因や改善策について考えさせ
る。
・【数学】測定や数量の学習を踏まえながら、加工精度や作業効率、仕上がりなどに着
目しながら製作させるとともに、製作物についてルーブリックを用いて自己評価を行い、自ら
の技能の向上や課題を把握させる。
・改善を繰り返しながら、材料の形態や質の変化に着目し、よりよいものづくりを実現する
加工の工夫を考えさせる。

18
19
20

●加工技術による課題解決
と未来のものづくり
・デジタル／AI活用
・環境負荷低減技術

知
思

・デジタル技術、AI、ロボット、自動化技術など先端的な技術を理解させる。
・環境負荷低減や省資源化など、現代社会の課題との関連を考えさせる。
・技術の進展が生活や産業の課題解決にどのように貢献しているかを考察させる。
・将来のものづくりに必要な工夫や技術について自分の考えをまとめさせる。

21 ⚫ 学習の振り返り
・単元のまとめ
・評価課題

知
思

〇
〇

・材料の特性や加工方法と作品の品質・機能との関係を整理させ、加工技術が課題解
決に果たす役割について考えさせる。
・製作活動の中で見いだした課題と改善策について、科学的な根拠を踏まえて説明させ
る。
・よりよいものづくりを実現するための加工の工夫について、考えをまとめさせる。
・今後探究してみたい加工技術に関する課題をまとめさせ、課題研究につなげる。
・ガイダンス当初の考えと比較し、自己の成長や考えの変容を確認させる。７．評価課題

「あなたが製作した作品を振り返り、材料の特性や加工方法が作品の品質や機能にどのような影響を与えたかを
説明しなさい。また、製作活動の中で見いだした課題とその改善策について述べるとともに、今後のものづくりにお
いて探究してみたい加工技術や製作に関する課題について、その理由を含めて説明しなさい。」

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

工業に関する様々な加工技術が、産業や生活に関
する課題をよりよく解決することにつながることを理解す
る。

材料の形態や質の変化に着目し、作品や製品の製
作に関する課題を見いだすとともに、倫理観と科学的
根拠に基づいて、よりよいものづくりを実現する加工の
工夫を創造することができる。
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単元構想のイメージ

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒・表現⼒等

（ア）金属や非金属など固体状の原材料の形
態を変化させる塑性加工、切削加工、成形加
工、接合・切断加工などの加工方法を理解して
いる
（イ）工具や器具を用いた加工及び機械や装
置類を活用することを通して、ものづくりを実現す
るための加工技術を身に付けている

（ア）作品の製作や調査・実験などを通して、加工
技術への興味・関心を高めるとともに、課題を見いだ
している
（イ）工具や器具を用いた加工及び機械や装置類
を活用した加工を行うことを通して、よりよく加工をす
るための技術について表現している

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その水準を判断できる課題を考える 【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能力を身に
付け、発揮しやすい学習活動を組み
立てる 【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分を学習途
中で見取り、適切なフィードバックの方法を
考える 【形成的評価の計画的な実施】

【工業】
2-2 産⑦  産業教育
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科目：マーケティング 単元名：市場調査

（統合的な理解）
市場調査に関わる知識や技能を高めることで、販売戦略の立案・評価・改善
などにつながることを理解する。

（総合的な発揮）
販売戦略に関する課題を多面的・多角的に捉え、他者との合意形成を図りながら、顧客理解
や意思決定をすることができる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
（ア）市場調査の目的や手順、既存資料による調査と実態調査の違い、定性

調査と定量調査の特徴及びサンプルの抽出方法について理解するとともに、
市場調査に必要な情報を収集する技能を身に付ける。

（イ）市場調査で得られた情報の分析について、企業における事例と関連付け
て理解するとともに、分析結果を販売戦略に活用する技能を身に付ける。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
（ア）市場調査に関する課題を発見し、その解決に向けて適切な調査方法やサンプルの抽出

方法を選択するとともに、収集すべき情報を明確にして調査を計画し、その内容を表現する。
（イ）情報の分析に関する課題を発見し、それを踏まえ、科学的な根拠に基づいて販売戦略を

立案し、評価・改善するとともに、その課題を解決する。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

⚫ 単元のまとめと振り返り
⚫ 報告書の作成と発表
⚫ インタビュー調査

⚫ 市場調査の事例研究

⚫ 定性調査・定量調査の理解
⚫ 関連する仕事の理解
⚫ 市場調査の役割
⚫ 単元のガイダンス

本単元の学習に
関連が強い既習内容

科目「ビジネス基礎」 (1) 商業の学習とビジネス ア 商業を学ぶ重要性と学び方 、 (3) 経済と流通 イ 流通の役割、 (5) 企業活動 イ マーケティングの重要性と流れ
科目「情報処理」 (3) 情報の集計と分析 イ 表・グラフの作成と情報の分析 、 (4) ビジネス文書の作成 イ ビジネス文書の種類と作成

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） 【検討中参考イメージ】
• 企業のマーケティング活動に関わる課題や社会の発展を自分との関係で捉え、顧客や社会のニーズに応える価値の創造に主体的に取り組もうとしている。
• 産業界等との連携・協働や多様な他者との対話を通して、マーケティングに関する課題をよりよく解決しようとしている。
• マーケティングの学習が自身のキャリア形成にどのようにつながるかを認識し、見通しや振り返りを通して、自己の思考や行動を調整しようとしている。

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意

7
6
5

4
3

2
1

マーケティング・リサーチャーの仕事につ
いて理解する。 ※ビジネス基礎

定性調査及び定量調査の特徴や、サンプルの抽出方法を理解する。 （ア）

集計やグラフから、意識調査の傾向や特徴を理解する。 ※情報処理

季節イベントと購買意識との関係性を分析する技能を身に付ける。（ア）

外部環境と購買意識を比較・分析する技能を身に付ける。（ア）

仮説に基づき企業等にインタビュー調査の質問内容を設計する技能を身に付ける。（イ）

企業等からのインタビュー結果を整理・分析し、その内容を考察する。(イ)

販
売
に
影
響
す
る
要

因
を
構
造
的
に
理
解

す
る

。
（
ア
）

仮説との共通点や相違点を基に、仮説や販売戦略を改善し、表現する。(イ)

インタビュー調査の分析結果を適切に解釈する方法を理解する。（イ）

報告書を作成するとともに、効果的な発表の方法を理解する。 ※情報処理

数値データや記述データを分析し、その結果を整理して表現する。（ア）

生成AIを活用し、データの傾向や販売に影響を与える要因について考察する。(イ)

市場調査が販売戦略の立案に果たす
役割を理解する。 （ア）

市場調査の役割や重要性について、企業活動との関連から考察する。（ア）

ターゲットに応じた商品、価格、チャネル、プロモーションに関する販売戦略を構想する。(イ)

単元全体の学習を振り返り、今後の改善点を見いだし、学びを整理して表現する。 (ア・イ)

マーケティング・ミックスの内容と、その活用方法を理解する。 ※ビジネス基礎

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

目
的
・
意
義
に
着
目
し
、
対
象
者
へ
の
適
切
な
方
法
を
吟
味
す

る
。

【商業】
2-2 産⑧  産業教育



１. マーケティング

２．単元名：市場調査

３．教科の見方・考え方
企業活動に関する事象を、利益の追求と社会的責任の視点で捉え、

職業人としての自己の成長と、ビジネスの持続的な発展につなげること。

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性等の「見取る姿」
• 企業のマーケティング活動に関わる課題や社会の発展を自分との関係で捉え、顧客や社会のニ

ーズに応える価値の創造に主体的に取り組もうとしている。
• 産業界等との連携・協働や多様な他者との対話を通して、マーケティングに関する課題

をよりよく解決しようとしている。
• マーケティングの学習が自身のキャリア形成にどのようにつながるかを認識し、見通しや振

り返りを通して、自己の思考や行動を調整しようとしている。

６．単元の目標・評価規準

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1
2

⚫単元のガイダンス、シラバスとイ
メージマップの確認

⚫市場調査の役割と関連する
仕事の理解

⚫定性調査・定量調査の理解
観察、インタビュー、アンケート、

テストマーケティングなどの特徴と、
サンプルの抽出方法を理解

知

知 〇

• 学習の流れと学習方法、前後の学習のつなが
りや他科目との関連を説明する
※「ビジネス基礎」と関連させながら指導

• 数値データや記述データを分析し、その結果を
適切に言語化して説明ができるか確認する

3
4

⚫市場調査の事例研究
①販売戦略の理解

菓子製造業M社の意識調
査の内容を理解
②購買意識のAI分析

季節イベントと購買意識と
の関係性を分析
③変化の比較

外部環境の変化と購買意
識の変化を比較（課題の発
見）

④販売戦略の立案
仮説設定及び販売戦略を

立案（課題解決に向けて）

知

思

○

○

• 意識調査をもとに、販売に影響する要因を整
理し、要因同士の関係を構造的に捉えるよう
説明する ※「情報処理」と関連させながら指導

• 生徒は課題を発見した上で、ターゲットに合った
商品、価格、チャネル、プロモーションの販売戦
略（マーケティング・ミックス）を構想する
※「ビジネス基礎」と関連させながら指導

• 生徒は「○○というデータから、もし△△ならば、
□□となると考える。」の形式で仮説設定する

5
6
7

⚫インタビュー調査
小売業、菓子製造業、商工

会議所などへの聞き取り
⚫報告書の作成と発表

報告書の作成、発表及び販
売戦略の評価・改善
⚫単元のまとめと振り返り

学習内容のイメージマップでの
再整理、学習の振り返り

知

思 ○

• 生徒は仮説に基づいた質問を設計する
• 生徒はインタビュー結果を整理・分析し、仮説と

の共通点や相違点を基に、仮説や販売戦略を
見直す
※「情報処理」と関連させながら指導

8．指導と評価の計画

7．評価課題
購買意識から顧客ニーズを推測し、販売戦略を立案する方法について説明しなさい。

単元構想のイメージ

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元構想の参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

市場調査に関わる知識や技能を高めるこ
とで、販売戦略の立案・評価・改善など
につながることを理解する。

販売戦略に関する課題を多面的・多角的
に捉え、他者との合意形成を図りながら、
顧客理解や意思決定をすることができる。

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

市場調査で得られた情報の分析について、
企業における事例と関連付けて理解する
とともに、分析結果を販売戦略に活用す
る技術を身に付ける。

情報の分析に関する課題を発見し、それ
を踏まえ、科学的な根拠に基づいて販売
戦略を立案し、評価・改善するとともに、そ
の課題を解決する。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り
、その実現状況を判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能力を身
に付け、発揮しやすい学習活動を
組み立てる【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分を
学習過程で見取り、適切なフィード
バックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

学習指導要領の記述

観点別学習状況の評価は、定量と定性の違いな
ど、知識の理解の深さを生徒が記述したワークシー
トの内容をもとに評価する

観点別学習状況の評価は、消費者の意識を分
析した結果に基づいてM社の戦略を説明している
か、生徒が記述したワークシートの内容をもとに評
価する

観点別学習状況の評価は、最終提案に向けてイ
ンタビューの内容をもとに、仮説の検証及び、販売
戦略の評価・改善をしているか評価する

894

観点別学習状況の評価は、外部環境や購買意
識の変化から課題を発見した上で、適切なマーケ
ティング・ミックスの計画が立てられているか評価す
る

【商業】

2-2 産⑨  産業教育



第１学年相当 単元名：第１章 第４節 海と生物（第３章 第１節 磯採集）

（統合的な理解）
海が私たちの暮らしに果たす役割や、海を持続的に活用することの重要

性について理解する。

（総合的な発揮）
海が私たちの暮らしに及ぼす影響や海洋の特徴から課題を発見し、科学的な根拠に基づき

探究するとともに、合理的、創造的に考察する。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
（ア）生物の分類体系や、魚類・貝類・甲殻類などの形態的特徴、生
物多様性の3つの視点や生態系サービスの意義を理解している。
（イ）磯採集に必要な用具の使用法、安全管理、及び適切な記録・輸
送の手法を身に付けている。

（単元目標・評価規準）思考⼒、判断⼒、表現⼒等
（ア）海洋生物が人間生活に与える恵みについて多角的に考察している。
（イ）現地調査での観察を通じて、生物の生息環境や形態的特徴から課題を発見し、科
学的な根拠に基づいて野帳に記録し、表現しようとしている。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

8

⚫学習の振り返り
⚫評価課題

7
◆ 事後学習(同定と記録）

6
5

◆ 現地調査(磯採集の実践)

4

⚫「1-1磯採集」
◆ 事前学習(計画と安全管理)

3
⚫「4-５生物の飼育と観察」

2

⚫「4-4生態系サービス」
⚫「4-3生物多様性」

1

⚫「4-2魚介類の特性」
⚫「4-1生物の分類」
⚫海と生物についてのガイダンス

本単元の学習に関連が強い既習内容 （第１学年）第１章 第３節 海と環境（3-3海洋環境の保全と管理）

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」）
• 自由な発想に基づき、水産業や海洋関連産業に関わる課題や社会の発展を自分との関係で捉え、自身の成長や社会への貢献につなげようとしている。
• 産業界等との連携・協働や多様な他者との対話・議論を通じて、倫理観に基づき粘り強い態度で課題をよりよく解決しようとしている。
• 自身の目標や将来の職業と学習との関係を認識し、見通しや振り返りを通じて、自己の思考や行動を調整しながら、課題の解決や価値の創造に挑戦しようとしている。

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

895※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

海と生物を学習する意義及び実習の見通しについて理解する。（ア）

生物多様性の視点及び生態系サービスについて、人間生活に与える影響
を理解する。（ア）

自然環境の中での生物観察、採集及び生物
の輸送方法について適切に身に付ける。（イ）
採集した生物の調査から、ルールに基づいた適
切な野帳への記録を身に付ける。（ア）

重量割合で地球上の生命の90％を占める海の生物について、学習の必要性を判断する。（ア）

生物の分類及び魚介類の特性や各分類の特徴について理解する。（ア）

生物の生態を理解するための飼育方法や観
察のポイントを理解する。（イ）

磯採集の服装・持ち物を確認し、海況予測
や危険生物への対策を理解する。（イ）

生物多様性が人間に与える恵み等、その影響や生態系サービスの意義を
理解する。（ア）目

的
・
意
義
に
着
目
し
、
対
象
者
へ
の
適
切
な
方
法
を
吟
味
す
る
。

魚介類の特徴から、根拠をもって生物の分類（種・属・科・目・綱・門・界）を判断する。（ア）

生物多様性を３つの視点で捉え、生態系サービスを特徴から４つに分類・判断する。（ア）

生物を観察するためのポイントを適切に把握し、特徴を
見出し判断する。（イ）

現地調査での観察に必要な基本的事項をおさえ、危
険察知及び適切な対策を考察する。（イ）

現地の自然環境や採集した生物について、科学的根拠の
元、適した観察方法・輸送手段を考察・判断する。（イ）

現地調査で観察した海の生物の特徴から、生物多様性を表現するとともに、生態系サービスを
見い出し説明する。（ア）

常に「統合的な理解」
「総合的な発揮」や単元目標を

参照して各時間の
学習活動を構想

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

【水産】
2-2 産⑩  

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意

産業教育



１．科目名：水産海洋基礎

２．単元名：第１章 海のあらまし 第４節 海と生物
（第３章 基礎実習 第１節 磯採集 …現地調査実習）

３．教科の見方・考え方
水産や海洋に関する事象を、海洋資源を持続的に利用する視点で捉え、職業人としての

自己の成長と、水産業及び海洋関連産業の持続的な発展につなげること。

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性の「見取る姿」
• 自由な発想に基づき、水産業や海洋関連産業に関わる課題や社会の発展を自分と

の関係で捉え、自身の成長や社会への貢献につなげようとしている。
• 産業界等との連携・協働や多様な他者との対話・議論を通じて、倫理観に基づき粘り

強い態度で課題をよりよく解決しようとしている。
• 自身の目標や将来の職業と学習との関係を認識し、見通しや振り返りを通じて、自己

の思考や行動を調整しながら、課題の解決や価値の創造に挑戦しようとしている。

６．単元の目標・評価規準

８．指導と評価の計画

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1 ⚫海の生物についてのガイダンス
・重要性、生物を扱う際の留意点
⚫「4-1生物の分類」
⚫「4-2魚介類の特性」

知 海の生物を学ぶ意義と実習の見通しを示
し、課題意識を持たせる。生物の分類を学
び、魚類、貝類、甲殻類などの形態的名
称と特徴を理解する。

2 ⚫「4-3生物多様性」
⚫「4-4生態系サービス」
・人間に与える影響

思 ○ 生物多様性の3つの視点から、人間生活
を支える4つの生態系サービス（供給、調
整、文化的、基盤）の意義を考察する。

3 ⚫「4-５生物の飼育と観察」 知 生物の生態を理解するための飼育方法や
観察のポイントを学び、現地調査に向けた
動機付けを行う。

4 ⚫第3章「1-1磯採集」
・事前学習(計画と安全管理)

知 磯採集の服装、持ち物を確認し、海況予
測や危険生物への対策を学ぶ。

5
・
6

・現地調査(磯採集の実践) 思 ○ 潮間帯やタイドプールでの生物採集・観察。
自然の状態の観察から始め、バケツへの採
取、適切な輸送方法等を実践する。

7 ・事後学習(同定と記録） 知
思

○
○

採集した生物を調べ、観察野帳にスケッチ
や特徴を記録する。魚類は頭部を左にして
描く等のルールを実践する。

8 ⚫学習の振り返りと評価課題
「学習課題」
パフォーマンス課題の実施

知
思

単元の振り返りを行い、発見した生物多様
性と、それが人間に与える恵みについて記
述・発表する。
単元を通じての変容を確認し、パフォーマン
ス課題によって評価するとともに、今後の学
習への意欲につなげる。

７．評価課題
「磯採集で見つかった生物を3種類挙げ、その形態的特徴と分類上の位置を説明しな

さい。また、その生物たちが生息する環境が、私たち人間にどのような『生態系サービス』を
もたらしているか、現地調査での気づきを含めて記述しなさい。」

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

海が私たちの暮らしに果たす役割や、
海を持続的に活用することの重要性に
ついて理解する。

海が私たちの暮らしに及ぼす影響や海洋の特
徴から課題を発見し、科学的な根拠に基づき
探究するとともに、合理的、創造的に考察する。
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単元構想のイメージ

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

生物の分類体系や、魚類・貝類・甲殻類な
どの形態的特徴、生物多様性の3つの視点
や生態系サービスの意義を理解している。
また、磯採集に必要な用具の使用法、安
全管理、及び適切な記録・輸送の手法を
身に付けている。

海洋生物が人間生活に与える恵みについ
て多角的に考察している。
また、現地調査での観察を通じて、生物の
生息環境や形態的特徴から課題を発見し、
科学的な根拠に基づいて野帳に記録し、
表現しようとしている。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にす
る
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その水準を判断
できる課題を考える 【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能
力を身に付け、発揮しやすい
学習活動を組み立てる
【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差
分を学習途中で見取り、適切な
フィードバックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

【水産】
2-2 産⑪  産業教育



科目名：生活産業基礎 単元名：人々の「困った」をサービスに生まれ変わらせよう（その１）

（統合的な理解）
生活産業を継承・発展・創造していくことで、人々の暮らしをより豊かにできることについて理解する。

（総合的な発揮）
生活産業における課題を見いだし、これからのよりよい生活産業の在り方について、考え、工夫す

ることができる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
ア 生活産業の特質に応じた、実践的・体験的な学習の方法と進め方について理解している
イ 生活産業に関する課題について創造的な解決に繋げるために必要な技能を身に付けている

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
ア 具体的な課題（商品開発や地域貢献等）に対し、計画・実践・評価・改善のプロセスを自らマ
ネジメントしながら課題解決に向け考え、工夫する。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり（抜粋）

９
８
７

⚫（発表・振り返り）
発表し意見を共有し、振
り返りを行う
⚫（評価・改善）
評価結果を分析し、サー
ビスの改善案を考える。

６
５
４
３

⚫（実践）
クラス内でサービスを試行
し、利用者の反応を得る。
⚫（計画）
課題解決につながるサー
ビスを計画する。
⚫（課題設定）
対象者を明確にし、解決
すべき課題を設定する。

２
１

⚫ （問題発見）
クラス内の身近な生活の
中にある困りごとを収集・
整理する

⚫ 生活産業とサービスの関係を
理解する。

本単元の学習に関連が強い既習内容 （家庭基礎・家庭総合）生活の課題と実践（仮称）
（中学校 家庭）生活の課題と実践（仮称）

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」）
・生活産業に関わる課題や社会の在り方を、自分事として捉え、多様な他者との対話・協働を通してそれらをよりよく解決しようとしている。
・生活産業に関わる職業人としての視点から、自身の思考や行動を客観的に捉え、調整しようとしている。
・生活産業に関わる職業人としての倫理観と豊かな人間性、社会の一員としてよりよい社会の実現のために働きかけようとしている。

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）
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※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

生活をよりよくするサービスとして成立するためには、実現性や収益性、
継続性が必要であることを理解する（ア）

生活産業が人々の暮らしや生活の質の向上に果たしている役割を理解する（ア、イ）

現在の生活産業は、時代とともに変化するとともに、検証・改善のサイクルの過程で磨き
上げられており、今後自分たちがその役割を担っていく必要があることを理解する（ア、
イ）

よりよい意思決定を行うためには、客
観的な調査方法による情報収集が
重要であることを理解する（イ）

対象を明確にし、より適切な課題設定をすることが、よりよい計画の策
定、その後の実行、評価・改善につながることを理解する（イ）

多様な他者との連携・協働が、よりよい解決につながることを理解する
（ア）

日常生活を送る中での願いの実現や困りごとの改善に向けたよりよ
いサービスを生み出すためには、評価・改善を繰り返すことが重要で
あることを理解する（イ）

サービス利用者の反応や意見を収集・分析する（ア）

探究の成果を、筋道立ててまとめ、表現することができる（ア）

【専門家庭】

日
常
の
身
近
な
困
り
ご
と
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願
い
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ヒ
ン
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に
、
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活
産
業
に
関
連

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
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み
出
す
た
め
の
問
題
解
決
的
な
学
習
を
展
開

構想した計画をもとに、多様な他者と連携・協働しながら表現する（ア）

対象者の立場に立ち、実現可能性をもとに、多様で具体的な解決策を構想する
（ア）

収集した情報をまとめたり分類したりして、問題を整理・分析する（ア）

2-2 産⑫  

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意

産業教育



時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1
2

⚫生活産業とサービスの関係を理
解する。

⚫ ICTを活用して、クラス内の身近
な生活の中にある困りごとを収
集・整理する

知

知

・生活産業が人々の生活を支え、生活の質の向上
や地域社会の持続的な発展に果たす役割について
理解しているかを確認する。
（往 家庭基礎・家庭総合 ）

・また、身近な生活の中から「困った」を見いだし、
ICTを活用して収集・共有できているかを確認する。

3
4
5
6

（課題設定）
●対象者を明確にし、解決す
べき課題を設定する。

（計画）
●課題解決につながるサービス
を計画する。

（実践）
●クラス内でサービスを試行し、
利用者の反応を得る。

知

思

○

○

• 家庭や地域における生活課題を多面的に捉え、
対象者の生活背景やニーズを踏まえて課題設定
しているかを見取る。
（往 情報Ⅰ)

• サービスの計画では、対象者の立場や実現可能
性を踏まえ生活の質の向上を目指し、内容、提
供方法、役割分担、評価方法を具体的に考えて
いるかを評価する。
（往 消費生活）

• 必要に応じて、教師が問い返しを行い、課題と
サービスのつながりを明確にさせる。

• 利用者の反応をICTを活用して収集できているか
を見取る。

7
8
9

（評価・改善）
●評価結果を分析し、サービス
の改善案を考える。

●発表し意見を共有し振り返り
を行う

思 ○ • 評価結果をもとに、サービスのよさや課題を分析し、
改善案を考えているかを評価する。

• 発表や振り返りでは、課題発見から改善までの過
程を振り返り、生活産業の意義や今後の学びとの
つながりを考えているかを確認する。
（往 情報Ⅰ）

１. 生活産業基礎

２．単元名：人々の「困った」をサービスに生まれ変わらせよう
（その１）

３．教科の見方・考え方
生活産業に関する事象を、生活の質の向上の視点で捉え、職
業人としての自己の成長と、生活産業の発展につなげること

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性等の「見取る姿」
人々の暮らしに関する課題を自分との関係で捉え、対象者の立場に立って
考えるとともに、他者と協働しながら、よりよい解決に向けて主体的に取り組もう
としている。
・生活産業に関わる課題を自分との関係で捉え、多様な他者との対話・協働
を通してそれらをよりよく解決しようとする態度。

・職業人としての視点から自己の思考や行動を調整する力。
・職業人としての倫理観と豊かな人間性。社会の一員としてよりよい社
会を実現しようとする態度。

６．単元の目標・評価規準

8．指導と評価の計画

7．評価課題
身近な生活の中から見いだした困りごとをもとに、対象者を明確にしたサービスを計画・

試行し、対象者の評価を踏まえて改善案を提案する。

単元構想のイメージ

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元構想の参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

生活産業に関する様々な課題の解決に向
けて取り組むことで、人々の暮らしがよ
り豊かになることを理解する。

生活産業に関する課題解決を通して、
人々の暮らしをより豊かにするために、
商品やサービスの提供に向けて工夫する
ことができる。

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

生活産業の特質に応じた、実践的・体験
的な学習の方法と進め方について理解す
る

具体的な課題（商品開発や地域貢献
等）に対し、計画・実践・評価・改
善のプロセスを自らマネジメントしながら課
題解決に向け考え、工夫する。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の
発揮を見取り、その実現状況を
判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能力を身
に付け、発揮しやすい学習活動を
組み立てる【学習過程のデザイン】 身に付けさせたい姿と現状の差

分を学習過程で見取り、適切な
フィードバックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

学習指導要領の記述

（指導上の留意）実際の生
活産業の視点を持てるような
働きかけを行う
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【専門家庭】
2-2 産⑬  産業教育



第１学年相当 単元名：清潔の援助

（統合的な理解）
患者に適した日常生活の援助を行うことが、
患者の生命⼒の消耗を最小限にし、回復の過程を妨げることなく、健
康を促進させることにつながることを理解する。

（総合的な発揮）
患者に対して、直接情報・間接情報を得て、相手のニーズを満たすことができるように、生
命⼒の消耗を最小限にして、回復の過程を妨げることなく、それを促進させるべく、回復に相
応しい援助が提案できる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
生命力の消耗を最小限にし、回復の過程を妨げることがないように、
心地よさを与える清潔の援助の知識や技術、その意義や必要性を
理解する。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
患者にとって最善で根拠のある清潔の援助を目指して、相手を捉え、患者の生命力の消耗
を最小限にし、回復の過程を妨げることがないように、心地よさを与える個々の清潔の援助の
方法を構想し、提案することができる。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり 看護臨地実習

14
13

⚫ パフォーマンス課題
⚫ 清潔の援助の原理・原則
⚫ 清潔に保つ意義

12
11

⚫ 陰部の保清
⚫ 個人の尊厳の尊重

10
9

⚫ 手浴と口腔の保清
⚫ 清潔の援助の方法と選択

8
7

⚫ 臥床患者の頭皮の保清
⚫ 場所・用具・ポジショニング

6
5

⚫ 臥床安静患者の全身の保清
⚫ プライバシー/温かさへの配慮
⚫ 清拭の技術

4
3

⚫ 安静度が高い老年患者への部分
清拭

⚫ 清潔の援助の効果と影響

2
⚫ 清潔の援助の方法の選択
⚫ 安全・安楽な清拭の計画作成
⚫ 環境変化に応じた清潔の援助

1

⚫ 清潔の援助のニーズと目的、多様
性

⚫ 清潔習慣と個人的価値
⚫ 物品の選択と配慮

本単元の学習に関連が強い既習内容 （第１学年）人体の構造と機能（皮膚の構造と機能、運動器の構造と機能） （第１学年）基礎看護（人間の基本的ニード、コミュニケーション、活動と運動、寝衣交換）

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」）
・産業界等との連携・協働や、多様な他者との対話・議論を通じて、患者の健康に関わる実践的な課題をよりよく解決しようとしている。
・看護の専門的な知識や技能に基づき、あらゆる年代・健康レベルの看護に関わる課題を自分との関係で捉え、それらの課題に進んで解決に取り組み、社会の発展に貢献している。
・今の学習や既習の内容と看護の実際とのつながりを認識し、振り返りを通して、将来に向けて自己の思考や行動を調整しようとしている。

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）
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※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

清潔の援助を実施する上で、五感と知識を使って患者の状況を観察し、患
者の清潔のニーズを確認、判断する必要性を理解する。

清潔の援助を実施する上では、患者の自立度や健康状態を考慮して
方法・手順を工夫する必要があることを理解する。

自分たちで思考錯誤しつつ、清潔の
援助の影響や効果を考えた実践
（部分・全身清拭）をして
清潔の援助の効果を理解する。

清潔の援助の目的は
単に身体を清潔にする生理的
な側面だけではなく、心理社会
的な側面をもつことも理解する
。

これまでに学んだことを踏まえて、多様な清潔の援助の
方法と実際を理解する。

看護の専門職者が行う清潔の援助や療養環境を整える上で清潔を保つ
意義について理解する。

多様な清潔の援助の目的と方法、科学的根拠を理解する。

様々な清潔の援助のニーズを充たす看護の中に、
個々の援助に対して共通の原理・原則と、例外が
あることについて考察する。

看護師役・患者役の体験から、清潔の援助がどのような影響をもたらすか、
主観的な気付きから科学的な根拠を探究し、必要な援助を選択する。

患者の直接情報・間接情報から清潔の援助の必要性を判断する。

最適な清潔の援助を実施する
ために必要な過程について適切な
理由や科学的根拠をもとに考察す
る。

清潔の援助を実施するために、何を
どのように観察し、判断しなければな
らないかを考察する。

清潔の援助に関する科学的根拠に着目し、患者の状況における留意点や
安全・安楽な方法について総合的に考察するとともに、個々の患者に適し、
相手の希望に応えた最善な清潔の援助を考察する。

清潔の援助の目的・意義・効果に着目し、看護の専門職者が
実施する清潔の援助とはどのような援助なのかを考察する。目

的
・
意
義
に
着
目
し
、
患
者
・
対
象
者
へ
の
適
切
な
方
法
を
吟
味
す
る
。

自分で身体を
清潔に保てない
患者の清潔の
援助の実践

機能障害のあ
る患者の清潔
の援助の実践

様々な
治療処置を
している患者の
清潔の援助の
実践

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

【看護】
2-2 産⑭  

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意
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１．科目名：基礎看護

２．単元名：看護の基本となる援助技術と探究（仮）清潔

３．教科の見方・考え方
人間の健康に関する事象を、回復や増進の視点で捉え、職業人としての自己の

成長と、健康的な生活・環境の実現や地域医療の発展につなげること

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性の「見取る姿」
• 産業界等との連携・協働や、多様な他者との対話・議論を通じて、患者

の健康に関わる実践的な課題をよりよく解決しようとしている。
• 看護の専門的な知識や技能に基づき、あらゆる年代・健康レベルの看護

に関わる課題を自分との関係で捉え、それらの課題に進んで解決に取り
組み、社会の発展に貢献している。

• 今の学習や既習の内容と看護の実際とのつながりを認識し、振り返りを
通して、将来に向けて自己の思考や行動を調整しようとしている。

６．単元の目標・評価規準

８．指導と評価の計画

７．評価課題
「看護師が行う、患者にとって最善の清潔の援助を次に示す患者に向けて実践しなさい 」

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

患者の生命力の消耗を最小限にして、回復の過程
を妨げることなく、それを促進させるべく、回復に相
応しい環境を整えることの意義を理解する。

患者の生命力の消耗を最小限にして、回復の過程を
妨げることなく、それを促進させるべく、回復に相応しい
療養環境を整え、患者に最善の日常生活援助を行
う。
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単元構想のイメージ

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

生命力の消耗を最小限にし、回復の
過程を妨げることがないように、心地よ
さを与える清潔の援助の知識や技術、
その意義や必要性を理解する。

患者にとって最善で根拠のある清潔の援助
を目指して、相手を捉え、患者の生命力の
消耗を最小限にし、回復の過程を妨げるこ
とがないように、心地よさを与える個々の清
潔の援助の方法を構想し、実施することが
できる。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その水準を判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能
力を身に付け、発揮しやすい
学習活動を組み立てる
【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分
を学習途中で見取り、適切なフィ
ードバックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1/2 ⚫ 単元のガイダンス
⚫ 清潔のニーズと目的、多様性
⚫ 清潔ケアが及ぼす影響
⚫ 清潔習慣と個人的価値
⚫ 文化としての清潔習慣
⚫ 清潔の援助の方法の選択（入浴など）
⚫ 物品の選択と配慮

知
思

※ガイダンスでは、
・単元の概要と流れ
・パフォーマンス課題とルーブリック
・前後の学習内容とのつながり（人体、体位、寝衣）

・ワーキング・ポートフォリオへの記録を指導する
※教科書や動画をもとに、実際に自分たちで足浴

を体験してみる

3/4 ⚫ 安静度が高い高齢の患者への部分清拭
⚫ 清潔の援助による身体的な効果
⚫ 清潔の援助を実施する際の留意点

思 ※グループワークを実施する（校内実習）
※「気持ちの良い部分清拭とはどのようなものか」を問い、
自分たちで物品を選択し、患者の安全・安楽を考慮し
た部分清拭を実施し、患者にとってどのような足浴が良
いのか、実施前・中・後に留意することは何であるかにつ
いて、協働的に学習する

5/6 ⚫ 臥床安静患者の全身清拭の演習
⚫ プライバシー/ 温かさへの配慮
⚫ 安全・安楽に向けた清拭の技術
    ・支え方 ・力加減
    ・触れ方    ・かけ湯の実際
    ・体位 ・ボディメカニクス
 ・湯温             など

思 ※グループワークを実施する（校内実習）
※個々の役割分担（患者役・看護師役）に分かれて、
生命力の消耗を最小限にする全身清拭を試行錯誤し
ながら実施する。その際には、「運動・休息」の体位変
換、「衣生活」の寝衣交換の内容が清潔の援助の安
楽さにつながることも意識させる
※学習内容をポートフォリオに記録する

7/8 ⚫ 臥床患者への洗髪の演習
⚫ 場所・用具・ポジショニング

知 ※グループワークを実施する（校内実習）
※学習内容をポートフォリオに記録する

9/1
0

⚫ 患者の個別性に合わせた手浴、
     口腔ケア

思 ※グループワークを実施する（校内実習）
※学習内容をポートフォリオに記録する

11/
12

⚫ 陰部の保清
⚫ 個人の尊厳の尊重

知 ※グループワークを実施する（校内実習）
※学習内容をポートフォリオに記録する

13/
14

⚫ パフォーマンス課題の実施
⚫ 清潔ケアの意義
⚫ 清潔の援助の原理・原則

態

思

○

◯

※ポートフォリオを活用した振り返り
※統合的な理解、総合的な発揮を踏まえた
パフォーマンス課題で、資質・能力の深まりを
確認する。

※観点別学習評価は、
・回復の促進と生命力の消耗を最小限にした
清潔の援助を提供しているか

・根拠にもとづいた清潔の援助を提供しているか
を評価する。

皮
膚
の
保
全
に
繋
が
る
と
い
う
共

通
点
や
部
位
に
よ
る
物
品
準
備
や

方
法
な
ど
の
相
違
点
を
意
識

【看護】
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高等学校・専門教科情報科・情報探究基礎 単元名（２）情報デザインと表現

（統合的な理解）
・情報の受け手や社会に与える影響を考慮する視点に立ち、情報デザインをするこ

とが、人々の理解や行動を促し、価値の創造につながることを理解する。

（総合的な発揮）
・課題や目的に応じて情報デザインを考え、情報の受け手や社会にとっての価値創
造につなげるための設計・制作・評価・改善を繰り返し、表現することができる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
ア 情報デザインの基本（デザイン４原則や配色、効果等）、HCDやデザイン思考による課題解決の方法、

情報の受け手や社会に与える影響を理解している。
イ 行動の促す情報デザインの技法を身に付け、コンテンツの種類や表現の形式に応じたソフトウェアを適切に

活用する技能を身に付けている。
ウ ユーザビリティやアクセシビリティなどを含めたコンテンツの評価方法を身に付けている。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
ア 課題や目的に応じて情報デザインを考え、創造的価値を生み出す表現を判断している。
イ 情報デザインの技法を生かして、設計・評価・検証・改善を繰り返すデザイン思考による課題解決の考察を

し、価値創造につながる表現している。
ウ HCDによる評価や検証の結果を基に課題を分析し、価値を高める改善策を判断している。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

10 ⚫振り返り
⚫評価課題

９
８

⚫テスト
・評価
・改善

７
６
５

⚫プロトタイピング
・ラフスケッチの作成
・各媒体ごとの作品制作
・CI計画での統合

４
３

⚫デザイン思考の考え方
⚫共感
⚫問題の定義
⚫発想
・CIの企画書の作成
・配色設計

２
１

⚫単元のガイダンス
⚫情報デザインの考え方
⚫情報デザインの技法

本単元の学習に関連が強い既習内容 （情報Ⅰ）（２）情報デザインとデザイン思考

本単元の学習に関連が強いその他の科目 【情報デザイン・社会表現分野】情報デザイン、ユーザ・エクスペリエンス・デザイン、メディアデザイン、共創メディアデザイン

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） 【検討中参考イメージ】
・データ・コンテンツ・システムにかかわる課題を自分との関係で捉えようとしている。
・情報に関する事象に多様な他者との対話・協働を通して、課題や問いを見いだし、解決しようとしている。
・情報及び情報技術に関する職業人としての視点から、よりよい解決や価値創造に向け追求し続けようとしている。

情
報
デ
ザ
イ
ン
で
の
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礎
を
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に
生
か
し
、
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題
解
決
や
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造
に
つ
な
げ
る
表
現
を
す
る

企画書やコンテンツの評価の観
点に基づき、プロトタイプをユー
ザ視点で評価する。（ウ）

コンテンツの種類や表現の形式
に応じたソフトウェアを適切に活
用することができる。（イ）

各媒体ごとの制作に情報デザインの技
法に関するスキルを身に付ける。（イ）

ラフスケッチのフィードバックを基にをもとに各媒体の
作品を制作しCI計画を表現する。（ア・イ）

ラフスケッチなどのプロトタイプ制作を、情報デザイ
ンの技法を生かして表現する。（ア・イ）

フィードバックをもとに改善案を考え、CI計画をブラッシュアッ
プして完成し、価値創造につながる表現をする。（ア・イ）

完成したCI計画を共有し、ポートフォリオを活用してプロセス全体を振り返る。（イ）

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ）

※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

発想のフェーズでの考え方を理解し、アイデ
アを発散する方法を身に付ける。（ア）

CI計画を他者に発表し、 HCDの視点で多角的に評価し、
改善する。（イ・ウ）

試作のフェーズの考え方を
理解しラフスケッチの制作
方法を理解する。（ア）

デザイン思考の考え方で課題解決する学習や、
ユーザの視点で共感や定義のフェーズでの考え方
についてであることを理解する。 （ア）

HCDやデザイン思考による課題解決の方法を理解する。（ア）

HCDの観点を含めたコンテンツの評価方法
を理解し、知的財産権の観点なども含め、
多角的に検証する方法を理解する。（ウ）

創造的価値を生み出すアイデアを
考え、企画書にまとめる。（ア）

評価・改善を繰り返し、課題解決につなげる表
現に生かしていく方法を理解する。（ア・イ）

情報デザインの基本や、情
報の受け手や社会に与え
る影響を理解する。（ア）

情報デザインを実現するために
目的に応じて適切にソフトウェア
を活用し表現をする。（イ）課題や目的に応じた情報デザ

インの方法を考える。（ア）

課題や目的に応じた、ユーザや想定するクラ
イアントの具体的な状況を考え、問題を焦点
化する。（ア）

テストのフェーズの考え方を理解し、コンテ
ンツの評価方法を理解する。（イ・ウ）

プロトタイピングに
よる制作のメリット
を理解する。
（ア）

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

【専門情報】
2-2 産⑯  

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意
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１．科目名：情報探究基礎

２．単元名： （２）情報デザインと表現

３．教科の見方・考え方
情報に関する事象を、課題解決や価値創造の視点で捉え、職業人としての自己の成長

と、情報及び情報技術を活用したよりよい社会の実現につなげること

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性の「見取る姿」
情報に関する事象に主体的・協働的に関わり、情報及び情報技術に関

する職業人としての視点から、データ・コンテンツ・システムを基に課題や問い
を見いだし、よりよい解決や価値創造に向け追求し続けようとしている。

６．単元の目標・評価規準

８．指導と評価の計画

７．評価課題
「CI計画」の一連の流れで取り組んだことについて、ポートフォリオを作成しなさい。」

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元計画づくりの参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

情報の受け手や社会に与える影響を考
慮する視点に立ち、情報デザインをするこ
とが、人々の理解や行動を促し、価値の
創造につながることを理解する。

課題や目的に応じて情報デザインを考え、
情報の受け手や社会にとっての価値創造
につなげるための設計・制作・評価・改善
を繰り返し、表現することができる。
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単元構想のイメージ

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

・情報デザインの基本的な考え方を理
解し、その技法を身に付け、デザイン思
考の考え方による課題解決の方法を
理解するとともに、・・・

・課題や目的に応じて情報デザインを
考え、デザイン思考の考え方で設計・
評価・検証・改善を繰り返す創造的価
値を生み出す表現し、・・・

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その水準を判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能
力を身に付け、発揮しやすい
学習活動を組み立てる
【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分
を学習途中で見取り、適切な
フィードバックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1
2

⚫単元のガイダンス
⚫情報デザインの考

え方
⚫情報デザインの技

法

知 ※ガイダンスでは、
・「情報デザイン・社会表現」分野やその各科目との関わり
・単元の概要と流れ、ルーブリック

を指導する。
※情報デザインの考え方・技法と「情報デザイン」の科目との
つながりをイメージできるようにする。

3
4

⚫デザイン思考の考
え方

⚫共感
⚫問題の定義
⚫発想
・CIの企画書の作

成
・配色設計

思 ※個々の役割分担に分かれて調査する場面と、協働学習
により合意形成する場面を組み合わせて学習を行う。
※産業界で活用されている技法を用いて、協働的に学習す
る
※ポートフォリオを作成し、10限目の学習の振り返りに生か
す行う。
※HCDの観点やデザイン思考の考え方等を、「ユーザ・エク
スペリエンス・デザイン」の科目とのつながりをイメージできるよう
にする。

5
6
7

⚫プロトタイピング
・ラフスケッチの作成
・各媒体ごとの作品

制作
・CI計画での統合

思 ※CI計画として全体性の統一感を持ちつつ、複数の技法を
活用して個々の媒体の作成を行い、役割分担に分かれて
制作する場面と、協働学習により制作する場面を組み合わ
せて学習を行う。

8
9

⚫テスト
・評価
・改善

知
思

○
○

※観点別学習評価は、
・情報デザインの基本的な考え方を踏まえた表現をしてい

るか
・CI計画として、作品の完成度が高い表現をしているか
・コンテンツに応じた評価手法により、価値を高める改善策

を考えているか
を記述分析で評価する。

10 ⚫振り返り
・ポートフォリオを活用
したプロセス全体の振
り返り
⚫評価課題

知
思

○
◯

※ポートフォリオを活用してプロセス全体の振り返ることにより、
「メディアデザイン」や「共創メディアデザイン」の科目とのつな
がりをイメージできるようにする。

※評価課題で、資質・能力の発揮の水準を確認する。

• データ・コンテンツ・システムにかかわる課題を自分との関係で捉えようとしている。
• 情報に関する事象に多様な他者との対話・協働を通して、課題や問いを見いだ

し、解決しようとしている。
• 情報及び情報技術に関する職業人としての視点から、よりよい解決や価値創

造に向け追求し続けようとしている。

【専門情報】
2-2 産⑰  産業教育



第１学年相当 科目：社会福祉基礎 単元名：社会福祉の理念と意義

（統合的な理解）
・誰もが尊厳を保ち、地域で支え合いながら自立した生活を送れることが、私た

ちの暮らしを豊かにし、よりよい地域づくりにつながることを理解する。

（総合的な発揮）
・日常生活を見つめ、尊厳の保持や自立支援の視点から身近な生活事象に関心や疑
問をもち、科学的な根拠に基づいて状況を整理し、背景や要因を考察できる。

（単元目標・評価規準）知識及び技能
（ア） 生活と福祉との関係や、社会福祉の理念・意義について理解する。
（イ） 身近な生活課題を捉えるために必要な技能を身に付ける。

（単元目標・評価規準）思考力、判断力、表現力等
（ア）生活に関する事象に着目し、人間の尊厳や自立の視点から問いを見いだす。
（イ）日常生活や地域とのつながりを踏まえて、多面的に考察し、表現する。

時 学習内容 単元目標・評価規準に到達するまでの学習のつながり

16 ⚫学習の振り返り
⚫評価課題

15

～
10

●生活を支える社会福祉の
役割について実地調査

９
～
６

●社会福祉の理念について
事例研究

５
～
２

●人間の尊厳と自立について
当事者の語り・対話

１ ⚫科目・単元ガイダンス

本単元の学習に
関連が強い既習内容

（中学校）・社会科 公民的分野 少子高齢化に関する学習 人間の尊重と日本国憲法に関する学習
・技術・家庭科 家庭分野 家族・家庭や地域との関わりに関する学習

（学びに向かう力、人間性等の「見取る姿 」） 【検討中参考イメージ】
・社会福祉に関わる課題や社会の在り方を自分事として捉え、問いを見いだし、自己の成長や地域社会への参画に向けて進んで関わろうとしている。
・当事者や福祉専門職等との対話・協働を通じて、多様な立場を尊重しながら、倫理観に基づき、課題をよりよく解決しようとしている。
・社会福祉を学ぶ意義を踏まえ、自己の考えの変容や課題の発見・解決の過程を振り返り、今後の学習や生活に生かそうとしている。

人間の尊厳が世界共通の普遍的価値であることを理解する。（ア）

社会福祉協議会などでのフィー
ルドワークを通して、地域の生
活課題を捉えるために必要な
情報を収集・整理する方法を
身に付ける。（イ）

その人らしい生活と地域とのつながりを踏まえ、社会福祉の理念と意義について理解
する。（ア）

誰もがその人らしく暮らせる地域の実現に向けた社会福祉の在り方について考察し、表現してい
る。（イ）

903

※「見取る姿」は各単元ごとに見取るのではなく、学年・学期などの長い期間を通じて見取るものであることに留意

自立における自己選択・自己決定の意義について理解する。（ア）
人間の尊厳の視点から、自立を支える援助の在り方について考察す
る。（イ）

社会福祉の考え方の変化に着目し、生活や福祉に関する課題とその背景について問い
を見いだす。（ア）

新聞記事、白書や統計資料
等などから、生活や福祉に関す
る課題について必要な情報を
収集・整理する方法を身に付
ける。（イ）

その人らしい生活を支える要因について多面的に考察する。（イ）

人間の尊厳に関する考え方を比較し、共通する視点について考察す
る。（イ）

関連科目
科目「介護福祉基礎」
・介護の意義と役割
科目「生活支援技術」
・自立に向けた生活支援

関連科目
科目「コミュニケーション技術」
・福祉実践におけるコミ ュニケーショ
ン
科目「介護実習」・多職種協働及
びチームケアの理解

見いだした生活上の課題について、調査した内容を基に考えをまとめ、
改善策や対応策を提案する。（イ）

本人・家族の状況や地域における支援の現状を踏まえ、生活上の課題を見いだす。
（ア）

※「統合的な理解」及び「総合的な
発揮」の記載は事務局にて例とし
て作成したもの。

社会の変化に伴う生活課題と社会福祉の
役割について理解する。（ア）

社会福祉の理念や考え方の変遷を理解す
る。（ア）

地域生活を支える自助・互助・共助・公助の
役割と相互の関係について理解する。
（ア）

今日的な課題を踏まえ、地域共生社会と
社会福祉の理念との関わりについて理解す
る。（ア）

見いだした問いを基に、社会福祉の理念と生活課題の関係を多面的
に考察する。（イ）

福祉という言葉の意味について理解する。（ア）

人間の尊厳と生活の質との関わりについて理解する。（ア）

人
間
の
尊
厳
と
自
立
の
視
点
か
ら
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
捉
え
る

【福祉】
「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かして単元を構想するプロセスの一例（イメージ） 2-2 産⑱  

※統合的な理解、総合的な発揮は直接の評価対象ではないことに留意
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時
間

学習活動
重
点

記
録

備考

1 ⚫科目・単元のガイダンス
●福祉の言葉の意味とは

※科目の意義や学習の流れ、学習方法について
説明する。
※福祉という言葉の意味について理解を促す。

2

～
5

●人間の尊厳と自立について当
事者の語り・対話
・人間の尊厳に関する理念や
宣言や条約

・自立とは
・自立生活支援とは

思

知 〇

・思①：ワークシート（実践的な学習）
当事者の語りや対話などを通して、自己選択・自己

決定と自立との関係について考察できるようにする。
・知①：ワークシート
人間の尊厳と自立の概念を適切に説明できるように

促す。

6

～
9

⚫福祉の理念について事例研究
・日本国憲法と社会福祉
・経済的救済から自立生活
支援へ

・地域共生社会

思

知

・思②：レポート
社会福祉の考え方の変化に着目し、生活や福祉に

関する課題やその背景から問いを見いだし、社会福祉
に求められることについて考察できるようにする。
・知②：小テスト

社会福祉の理念を日本国憲法や生活課題と関連
付けて説明できているかを確認する。

10

～
15

●生活を支える社会福祉の役
割について実地調査
・家族や生活様式の変化
・社会や健康を取り巻く変化
・生活を支える仕組み

思 ○ ・思③：フィールドワークシート（実践的な学習）
社会福祉協議会などでのフィールドワークを通して調

査した内容を基に考えをまとめ、改善策や対応策を提
案できるようにする。

1
6

⚫学習の振り返り
●評価課題

学

思 ○

• 学①：リフレクションシート
単元を通した自己の変容を振り返り、今後の学習や

日常生活につなげることができるよう促す。
・思④：評価課題

「総合的な発揮」を踏まえた評価課題で、資質・能
力の深まりを確認する。

１. 科目名：社会福祉基礎

２．単元名：社会福祉の理念と意義

３．教科の見方・考え方
生活に関する事象を、人間の尊厳と自立の視点で捉え、職業人としての

自己の成長と地域福祉の推進につなげること。

４．分野・区分の統合的な理解・総合的な発揮

５．学びに向かう力、人間性等の「見取る姿」
• 社会福祉に関わる課題や社会の在り方を自分事として捉え、問いを見いだし、自

己の成長や地域社会への参画に向けて進んで関わろうとしている。
• 当事者や福祉専門職等との対話・協働を通じて、多様な立場を尊重しながら、倫

理観に基づき、課題をよりよく解決しようとしている。
• 社会福祉を学ぶ意義を踏まえ、自己の考えの変容や課題の発見・解決の過程を

振り返り、今後の学習や生活に生かそうとしている。

６．単元の目標・評価規準

8．指導と評価の計画

7．評価課題
社会福祉を活用して、地域でその人らしい生活を実現している事例を調べ、生活課題の背景

や要因を整理し、地域とのつながりを踏まえた支援や関わり方について考えをまとめなさい。単元構想のイメージ

「統合的な理解・総合的な発揮」等を活かした単元構想の参考イメージ

統合的な理解 総合的な発揮

誰もが尊厳を保ち、地域で支え合いなが
ら自立した生活を送れることが、私たち
の暮らしを豊かにし、よりよい地域づく
りにつながることを理解する。

日常生活を見つめ、尊厳の保持や自立支
援の視点から身近な生活事象に関心や疑
問をもち、科学的な根拠に基づいて状況
を整理し、背景や要因を考察できる。

目
標
（
評
価
規
準
）

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

生活と福祉との関係や、社会福祉の理念
と意義について理解するとともに、身近な
生活課題を捉えるために必要な技能を身
に付ける。

生活に関する事象について、人間の尊厳
と自立から問いを見いだし、日常生活や地
域とのつながりを踏まえて、多面的に考察
し、表現する。

指導要録通知の「学びに
向かう力」の「見取る姿」

何を身に付けさせたいかを明確にする
【目標（評価規準）の設定】

学習指導要領の記述

身に付けさせたい資質・能力の発揮を見取り、その実
現状況を判断できる課題を考える
【評価課題のデザイン】

評価課題に向けて資質・能力を身
に付け、発揮しやすい学習活動を
組み立てる【学習過程のデザイン】

身に付けさせたい姿と現状の差分を
学習過程で見取り、適切なフィード
バックの方法を考える
【形成的評価の計画的な実施】

学習指導要領の記述
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●科目「コミュニケーション技術」：福祉実践におけるコミ
    ュニケーション
●科目「介護実習」：多職種協働及びチームケアの理解
   と関連させながら指導

●科目「介護福祉基礎」：介護の意義と役割
●科目「生活支援技術」：自立に向けた生活支援
と関連させながら指導

【福祉】
2-2 産⑲  産業教育



現行

原則履修科目【基礎的な科目】

改善案

入学年次に履修

選択履修科目（その他専門科目）

原則履修科目【課題研究等】

卒業年次に履修

・・・

原則履修科目【基礎的な科目】

入学年次に履修

選択履修科目（その他専門科目）

・・・

領域・分野 領域・分野 領域・分野

原則履修科目【課題研究等】

領域・分野 領域・分野 領域・分野

学
習
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

学
習
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

学
習
の
深
ま
り
・
積
み
重
ね

領域・分野の整理、学びの関連性・可視化

職業に関する各教科における、各領域・分野における学びの体系の整理イメージ

探究的・実践的な学びの積み重ね
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第２９ 建築構造
２ 内容

１に示す資質・能力を身に付けることが
     できるよう、次の〔指導項目〕を指導する。
  〔指導項目〕
（１）建築構造の概要

第２９ 建築構造
２ 内容

（１）建築構造の概要
建築物の構造について、技術の進展に対応した建築物の

         構法や構造の種類、歴史的な発達過程と特徴に着目し、次の
         事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 建築物の構造について、建築構造の種類と特徴を踏まえ
             て理解すること。

イ 建築物の力学的な特性に着目して、建築物の構造に関す
      る課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に

基づき結果を検証し改善すること。

（現行学習指導要領をもとにしたイメージ）

（２）建築材料

・
・
・

（２）建築材料
建築材料について、種類と特徴、規格と性能に着目し、

          次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 建築材料について、種類と特徴、規格と性能を踏まえて
             理解するともに、関連する技能を身に付けること。

イ 物理的・化学的性質と用途に着目して、建築材料に関す
              る課題を見いだすとともに解決策を考え、科学的な根拠に
              基づき結果を検証し改善すること。

知識・技能

思・判・表

思・判・表

学びの深まりや資質・能⼒を意識した
主体的・対話的で深い学びの一層の充実に向けた記述の改善イメージ

現 行 改善イメージ
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デジタル学習基盤を用いる意義（イメージ）

課題の発見 課題解決の
方向性の検討

計画の立案 計画の実施 振り返り課
題
発
見
・

解
決
の
プ
ロ
セ
ス

次
の
課
題
発
見
へ

産業教育の学習過程のイメージ（※）

①多様で⼤量の情報を扱うことができる。 ②時間や空間を問わずに情報を
やり取りすることができる。

③思考の過程や結果を共有することができる。

✓ 過去の統計データを即時参照したり、定期的な観
察・実験データを蓄積・グラフ化したりする。

✓ 情報と情報を比較したり、関連付けたりする。

✓ 遠隔地にいる各分野の専門家の助言を即時に得る。

✓ 専門的な技術を動画として保存し、繰り返し視聴・
演習するなど、必要な時に必要な情報を取り出す。

✓ 多様な他者と、それぞれの考えを出し合い即時参照
する。

✓ 自身の思考の過程やその根拠を記録する。

④多様な子供たちにとって包摂的な環境

アクセシビリティの向上
（文字サイズ、音声読み上げ、字幕など）

心理的安定性
（質問のしやすさ、不安の軽減など）

教師の配慮
（つまづきや進度の確認など）
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✓ 多様で大量のデータを見方・考え方を働かせて、収
集、取捨選択、解釈することで、より洗練された実践
的な問いや仮説を設定したり、具体的で実現可能
性の高い計画を立案・実施したりすることができる。

✓ 外部の専門家の助言等に基づき、問いを磨いたり、
最先端の技術をよりよく身に付けたりすることができる。

✓ 専門家による振り返り時の講評や指導助言等により、
メタ認知や、次なる課題の発見につなげることができる。

✓ 思考の過程等を逐次振り返ることで、自身の考えを
深めることができる。

✓ 練りあいのよさや意義を理解するとともに、当該振り
返りを次の学習につなげることができる。

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる

自立した学習者を育成

2-2 産㉒  産業教育



産業教育における学習過程のイメージ

解決すべき職業に関
する課題を把握する

課題の発見

関係する情報を収
集、予想し仮説を立
てる

課題解決の
方向性の検討

計画を立案
（構想・発想）する

計画の立案

計画に基づき解決
策を実践（実行）

する

計画の実施

結果をもとに計画を
検証する

振り返り

課
題
発
見
・

解
決
の
プ
ロ
セ
ス

次
の
課
題
発
見
へ

初発の思考や行動を
起こす⼒・好奇心

他者との対話や協働学びの主体的な調整

自由な発想に基づき、各産業に関わる
課題や社会の発展を自分との関係（自分ご
と）で捉え、それらに進んで関わろうとする⼒

産業教育の学習過程のイメージ（※）

※幼稚園、小学校、中学校高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善及び必要な方策等について（答申）（別添15－4）（平成28年12月21日 中央教育審議会）をもとに作成

学びを方向付ける人間性

他者への働きかけ、他者との協働、外部との相互作用

社会の一員として：よりよい社会を実現しようとする態度
個人として：職業人としての倫理観及び豊かな人間性

産業界等との連携・協働や多様な
他者との対話・議論を通じて、

課題をよりよく解決しようとする態度
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2-2 産㉓  

今の学習が自身の目標や将来の職業に
どのようにつながっているのかを認識し、

見通しや振り返りを通じて
自己の思考や行動を調整する⼒

産業教育



特別の教科 道徳

小
学
校

• 第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解
を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲
と態度を育てる。

中
学
校

• 第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解
を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、
心情、実践意欲と態度を育てる。

目標、見方・考え方（素案）

目標

909

2-2 道①①のみ 道徳

※目標とは別に見方・考え方を示すことはしない

見方・考え方



教育課程全体の中で「道徳」・「総合」・「特活」が果たす役割（イメージ）

我が国の学校教育における道徳科、総合的な学習・探究の時間、特別活動による学びは…

◼ 多様化・デジタル化が進み、予測困難な時代にあって、AI時代にとりわけ重要となる、よりよく生きる基盤としての道徳性を養うとともに、

「自らの人生を舵取りすることができる力」や「民主的で持続可能な社会の創り手」の育成に向け、「好き」や「得意」、社会を形成する当事者としての在りようを含む

「自己の在り方生き方」と向き合い、思索していく機会を公教育として保障する役割

◼ また、各教科とは異なる「自己の在り方生き方」の思索という特質は、どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るかに関わる「学びに向かう力、人間性等」

の涵養と密接な関わりを有していることから、 を担うとともに、各教科と

往還しつつ、全人的に子供を育む教育課程上の役割を有するものと整理できる

を果たすものと整理できる

各教科において 「学びに向かう力、人間性等」をよりよく育む基盤としての役割

各教科での学び 特別活動総合的な学習
・探究の時間

自己の興味・関心
等に関わる課題

自らの人生を舵取りする力と民主的で持続可能な社会の創り手育成

自己の在り方生き方の思索

特別の教科 道徳
答えが一つではない道徳的課題

社会的背景②

多様化・デジタル化

• 内なる国際化
• デジタル化の負の側面の影響
による社会分断の可能性

• 「正解主義」や「同調圧力」への偏り

社会的背景①

予測困難な時代

• 「人生100年時代」の到来
• 労働市場の流動化
• マルチステージの人生モデルへ
の転換

学級・学校や自己の生活
等に関わる課題

※ 図は、道徳、総合、特活の特質や学習過程と特に親和性のある「学びに向かう力、人間性等」の要素を明示し、領域等の特質を明らかにするとともに、各教科でよりよく「学びに向かう力、
人間性等」を育む上での基盤としての性質を示しているものであり、各教科等の学びを通じて一体的に育まれる資質・能力の３つの柱の要素を分割し、「割り付け」たり、「分担」したりす
ることを示しているものではないことに留意

※道徳教育は、特別の教科道徳を要として各学校の教育活動全体を通じて行う

各教科等

「初発の思考や行動を
起こす力・好奇心」に親和的

「他者との対話や協働」
に親和的

「学びを方向付ける人
間性」に親和的
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道徳科と特別活動との連携
⚫ 各教科等の中でもとりわけ特別活動は、学校を身近な社会と捉え、「合意形成」や「意思決定」のプロセスを通じて、実社会・

実生活をよりよいものに創りかえていく特質を有しており、多様な価値観を有する他者との協働を通じて、内面的資質として
の道徳性を養う道徳教育と深い関わりを有していると言える。

（※）例えば、道徳科で「公正、公平、社会正義」について考え、議論したことを踏まえて、実生活上の「公正、公平、社会正義」に関わる課題を特別活動で設定し、学級や学校のルール形成

                               といった「合意形成」や、価値観に照らして行動を選択する「意思決定」につなげていくことが考えられる
（※）各学校や実践者による研究はもとより、研究団体の一層の対話・連携に資することも期待できる

「特別の教科 道徳」
「答えが一つではない道徳的課題」と向き合う

道徳的諸価値の理解

問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習 等

「特別活動」
「学級・学校や自己の生活に関わる課題」等に取り組む

※道徳教育は、特別の教科 道徳を要として各学校の教育活動全体を通じて行う

考え、議論したことを
実践に活かす

実践が考えの
深まりに資する

「公正、公平、社会正義」の内容項目について考え、議論し、自分なりの

答えを見いだす

例

合意形成 意思決定

学級活動や児童会・生徒会活動において、「公正、公平、社会正義」の観点から
生活の中の問題や納得解を見出し「ルールの形成」等の「社会創造」につなげる

例

価値観の対立や葛藤と向き合いながら納得解を創造 自己の価値観に照らし行動を選択

「複数時間」の学び（問題を

自分事として捉え、学びを深める）を
活かす

道
徳
教
育
の
「
実
践
の
場
」

内
面
的
資
質
と
し
て
の

「
道
徳
性
」
を
養
う
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2-2 道③道徳

A)価値の実現をめぐる葛藤、B)価値の対立をめぐる葛藤に対する自分なりの答えを見いだす、

道徳的行為に関する実体験や実感を伴う活動を取り入れる 等

2-2 道②



道徳教育に関する配慮事項（総則） 学校教育の基本と教育課程の役割（総則）

高
等
学
校

• 全体計画の作成
• 道徳教育推進教師を中心とし

た、全教師が協⼒した道徳教
育の展開

• 家庭や地域社会との共通理解
等

中
学
校

小
学
校

幼
児

教
育

各学校段階を通じた道徳教育のイメージ

道徳教育
学校の教育活動全体を通じて行う

道徳教育
学校の教育活動全体を通じて行う

要としての道徳科

ー在り方生き方に関する中核的な指導の場面ー

公共・倫理、特別活動、総合

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

【道徳性・規範意識の芽生え など】

⚫ 現行学習指導要領上、公民科（公共、倫理）及び特別活動が、「人間としての在り方生き方に関する中核的な指導
の場面」とされているところ、総合の目標でも、「自己の在り方生き方についての考えを深める」ことを示していること等を踏
まえ、高校の総則で示している「人間としての在り方生き方に関する中核的な指導の場面」について、特別活動と公民科
（公共、倫理）に加え、総合を新たに位置付けることとし、より一層、実態に即した形で道徳教育を進めていくべきである。

（※）「人間としての在り方生き方に関する中核的な指導の場面」に総合を位置付けたとしても、個別に道徳教育の指導のための時間をかける必要があるものではないことに留意
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⚫ 道徳科における資質・能力については、現行学習指導要領上、育むべき「知識及び技能」と「思考⼒、判断⼒、表
現⼒等」、「学びに向かう⼒、人間性等」を分節して整理していない。

⚫ その上で、道徳科における資質・能⼒の構成については、人格そのものに働きかける特質から、資質・能⼒を分節し
て観点別に取り扱うことには馴染まないことを踏まえ、以下のとおり整理できる。

道徳科における資質・能⼒の構成について（イメージ）

学びに向かう⼒、人間性等
思考⼒、判断⼒、表現⼒等

知識及び技能

内面的資質としての

道徳性

観点別に取り扱うことには馴染まない
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学
び

に
向

か
う

⼒
・
人

間
性

等

学びに向かう⼒
、人間性等

思考⼒、判断⼒、
表現⼒等

「道徳」、「特活」、「総合」の三者における資質・能力の構成について、
① 「道徳」は、人格そのものに働き掛け、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うとの特質から、
② 「特活」は、確かな民主主義の担い手の育成や共生社会の実現に向けた基盤としての特質から、
③ 「総合」は、各教科の学びも活用しつつ、興味・関心に基づき意味や価値を創造する特質から、
以下のとおり整理できる。

「道徳」「特活」「総合」における資質・能⼒の特質（イメージ）

学びに向かう⼒、人間性等

思考⼒、判断⼒、表現⼒等

学びに向かう⼒、
人間性等

「道徳」 「特活」 「総合」

知識及び技能

知識及び技能

思考⼒、判断⼒
、表現⼒等

「答えが一つではない道徳的課題」
と向き合う

「学級・学校や自己の生活に関わる課題」
等に取り組む

「自己の興味・関心に関わる課題」
等に取り組む

人格そのものに働きかける特質から、資質・能
⼒を分節して観点別に取り扱うことには馴染ま
ない

確かな民主主義や共生社会に向け、他者との対話や協働
をはじめとする「学びに向かう⼒、人間性等」がとりわけ重
要であり、思考・判断・表現の過程で一体的に表出

初発の思考・行動、好奇心をはじめとする「学びに向かう⼒
、人間性等」と、知識及び技能を効果的に活用して探究を
行う思考⼒、判断⼒、表現⼒等がとりわけ重要

内面的資質としての道徳性が実社会・実生活との生きた関係に根差した特活、総合における学びを方向付け、学習の過程で顕在化

内面的資質としての

道徳性

自らの人生を舵取りする力 民主的で持続可能な社会の創り手と の育成
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見方・考え方
教科等を学ぶ

本質的な意義の中核

⚫ 見方・考え方が、学校教育における各教科等の目標を越えて、その後の人生でも豊かに働くことを視野に入れている中で、道
徳科においては、各教科等と比べても、目標自体がその後の人生という視点からも妥当性を有する特質があると言えること
から、引き続き、道徳科においては目標とは別に見方・考え方を示すことはしないものとすることが適当である。

道徳科における見方・考え方について

915

［各教科等］ ［特別の教科 道徳］

高等学校

目標

中学校

目標

小学校

目標

（知識及び技能）

自然の事物・現象について理
解するとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験
などに関する技能を身に付ける
ようにする。

自然や社会の事象・言説を、
自然科学的な視点から捉え、
観察・実験の結果や科学的知
見などに基づいて、客観的、論
理的、批判的に考察すること

「灯台」のように
資質・能力の育成を導く

(※) 理科の見方・考え方及び目標については、理①②より抜粋

高等学校

目標
※総則（道徳教育の目標）

中学校

目標

小学校

目標

その後の人生

第１章総則の第１の２の⑵に示
す道徳教育の目標に基づき，よ
りよく生きるための基盤となる道徳
性を養うため，道徳的諸価値に
ついての理解を基に，自己を見
つめ，物事を多面的・多角的に
考え，自己の生き方についての
考えを深める学習を通して，道
徳的な判断⼒，心情，実践意
欲と態度を育てる。

目標自体が
その後の人生という
視点からも妥当性を

有する特質

その後の人生

（例）理科(※)

その後の人生における
世の中を見る視点や考え方、
よりよい社会や幸福な人生に

つなげていけることが

目標だけでは
分かりづらい

目標とは別に
「見方・考え方」を

設けることで重複が生じる

※「見方・考え方」として示すべき要素
（教科等を学ぶ本質的な意義の中核）が
目標に含まれているといえる

2-2 道⑦道徳

2-2 道⑥



小学校 中学校 高等学校

総
則
（
道
徳
教
育
）

第１の２の⑵
道徳教育は，教育基本法及び学校
教育法に定められた教育の根本精神
に基づき，自己の生き方を考え，主
体的な判断の下に行動し，自立した
人間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うことを目標と
すること。

第１の２の⑵
道徳教育は，教育基本法及び学校
教育法に定められた教育の根本精
神に基づき，人間としての生き方を
考え，主体的な判断の下に行動し，
自立した人間として他者と共によりよく
生きるための基盤となる道徳性を養う
ことを目標とすること。

第１款の２の⑵
道徳教育は，教育基本法及び学校教育
法に定められた教育の根本精神に基づき，
生徒が自己探求と自己実現に努め国家・
社会の一員としての自覚に基づき行為しう
る発達の段階にあることを考慮し，人間と
しての在り方生き方を考え，主体的な判
断の下に行動し，自立した人間として他
者と共によりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うことを目標とすること。

道
徳
科

第１章総則の第１の２の⑵に示す道
徳教育の目標に基づき，よりよく生きる
ための基盤となる道徳性を養うため，
道徳的諸価値についての理解を基に，
自己を見つめ，物事を多面的・多角
的に考え，自己の生き方についての考
えを深める学習を通して，道徳的な判
断力，心情，実践意欲と態度を育て
る。

第１章総則の第１の２の⑵に示す
道徳教育の目標に基づき，よりよく
生きるための基盤となる道徳性を養う
ため，道徳的諸価値についての理解
を基に，自己を見つめ，物事を広い
視野から多面的・多角的に考え，人
間としての生き方についての考えを深
める学習を通して，道徳的な判断力，
心情，実践意欲と態度を育てる。

なし

見
方
・

考
え
方

（目標とは別に見方・考え方を示すことはしない）
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目標及び見方・考え方（イメージ）
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※記載は現行のものを引用



道徳科の表形式化の形式
（小学校の現行の記載をベースとしたイメージ）

内容を
端的に表す言葉

第１学年及び
第２学年相当

第３学年及び
第４学年相当

第５学年及び
第６学年相当

Ａ

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善悪の判断
自律、自由と責任

よいことと悪いこととの区別をし、よいと思
うことを進んで行うこと。

正しいと判断したことは、自信をもって行うこと。
自由を大切にし、自律的に判断し、責任の
ある行動をすること。

正直、誠実
うそをついたりごまかしをしたりしないで、
素直に伸び伸びと生活すること。

過ちは素直に改め、正直に明るい心で生活
すること。

誠実に、明るい心で生活すること。

節度、節制
健康や安全に気を付け、物や金銭を大
切にし、身の回りを整え、わがままをしな
いで、規則正しい生活をすること。

自分でできることは自分でやり、安全に気を
付け、よく考えて行動し、節度のある生活を
すること。

安全に気を付けることや、生活習慣の大切
さについて理解し、自分の生活を見直し、
節度を守り節制に心掛けること。

個性の伸長 自分の特徴に気付くこと。 自分の特徴に気付き、長所を伸ばすこと。
自分の特徴を知って、短所を改め長所を伸
ばすこと。

希望と勇気、
努力と強い意志

自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと
行うこと。

自分でやろうと決めた目標に向かって、強い
意志をもち、粘り強くやり抜くこと。

より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困
難があってもくじけずに努力して物事をやり
抜くこと。

真理の探究
真理を大切にし、物事を探究しようとする
心をもつこと。

B

主
親切、思いやり

身近にいる人に温かい心で接し、親切
にすること。

相手のことを思いやり、進んで親切にすること。
誰に対しても思いやりの心をもち、相手の
立場に立って親切にすること。

る
こ
と

よりよく生きる喜び
よりよく生きようとする人間の強さや気高さ
を理解し、人間として生きる喜びを感じる
こと。

(19） (20） (22）

2-2 道⑨道徳

2-2 道⑧
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評定せず

知識・技能 思考・判断・表現

観点別評価

評定への総括

見取る観点 学びに向かう力・
人間性

個人内評価

内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえて記述式で評価 918

※1  特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから、指導要領に示す目標を踏まえ、各学校で評価の観点を定めることとしている。
（H31.3改善等通知）

※2 「学習評価に関する参考資料（R2.3）」において、観点別・内容のまとまりごとに評価規準を作成し、学期や年間を通じて顕著な事項を見取り
     「〇」を記録した評価補助簿を作成し、評価の総括に活かす取組等を例示しているが、理想とする姿と実態との間に乖離があるとの指摘がある。

現状・
課題

⚫ 道徳科における資質・能⼒の構成については、人格そのものに働きかける特質から、資質・能⼒を分節して観点別
に取り扱うことには馴染まない。

⚫ このことを踏まえ、道徳科の評価では、引き続き、児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握
し，指導に生かすよう努めるとともに、他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積
極的に受け止めて認め、励ます個人内評価として行うことが適当。

道徳科の評価について（イメージ）

各教科
（現行）

知識・技能

感性, 思いやりなど

思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

目標に準拠した評価

総括

個人内評価評定

見取る観点

観点別評価

評定への総括

目標に準拠した評価 目標に準拠した評価

道徳科

(Ａ,Ｂ,Ｃ) (Ａ,Ｂ,Ｃ) (Ａ,Ｂ,Ｃ)

小学校３段階、中学校・高校５段階

人格そのものに働きかける特質から、資質・能⼒を分節して観点別に取り扱うことには馴染まない

2-2 道⑩道徳

2-2 道⑨



⚫ 現行学習指導要領及び解説を踏まえ、道徳科における「深い学び」について、以下のようにイメージを整理することが適当。

道徳科における「深い学び」のイメージ

評価に当たっては，特に，学習活動におい

て児童が道徳的価値やそれらに関わる諸事

象について他者の考え方や議論に触れ，自

律的に思考する中で，一面的な見方から多

面的・多角的な見方へと発展しているか，

道徳的価値の理解を自分自身との関わりの

中で深めているかといった点を重視することが

重要である。このことは道徳科の目標に明記

された学習活動に着目して評価を行うというこ

とである。道徳科では，児童が「自己を見つ

め」「多面的・多角的に」考える学習活動にお

いて，「道徳的諸価値についての理解」と

「自己の生き方についての考え」を，相互に

関連付けることによって，深い理解，深い

考えとなっていく。

道徳的諸価値
の理解

自己の生き方
についての考え

道徳的価値等に
ついての他者の
考え方や議論

• 多面的・多角的な見
方へと発展する
（多面化・多角化）

• 自身との関わりで道
徳的価値の理解が深
まる（自我関与）

（望ましくない指導例）

• 単なる生活経験の話合い

• 読み物教材の登場人物の心情理解のみに終始する指導

• 望ましいと分かっていることを言わせたり書かせたりする指導

深い理解、深い考え

に触れ、自己を見つめ、
多面的・多角的に考える

出典：H28答申

（「深い学び」の評価に関わる解説の記載）

関連付ける

出典：小学校解説P112

919

‘（目標）

第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教
育の目標に基づき，よりよく生きるための基盤
となる道徳性を養うため，道徳的諸価値に
ついての理解を基に，自己を見つめ，物事
を多面的・多角的に考え，自己の生き方に
ついての考えを深める学習を通して，道徳
的な判断⼒，心情，実践意欲と態度を育
てる。 出典：小学校学習指導要領P165

× 自我関与

× 多面化・多角化

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
整
理

2-2 道⑪道徳
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⚫ １授業について１つの読み物教材を扱うことが多い道徳科の授業について、心情理解や登場人物の整理で時間がかかって
しまう、教材の解釈を中心とした展開になってしまい多面的・多角的に自己の生き方についての考えを深めるところまで辿り着
かない、といった課題が指摘されている。

⚫ こうした中、現行学習指導要領でも「一つの内容項目を複数の時間で扱う指導を取り入れる」とされていることも踏まえ、発達
の段階を踏まえつつ、１教材を複数コマで取り扱うことで、「じっくりと深く学ぶ」道徳科の学びを一層推進していくべきである。

「考え、議論する道徳」の実装に向けた具体的な方策について（イメージ）

（１教材を１コマで取り扱う場合）
• 時間が足りず深まらない
• 内容項目の関連や対立の可能性が十分に

扱えず、多面的・多角的になりづらい
• 体験的・問題解決的な学習にも限界

（１教材を複数コマで取り扱う場合）
• 複数時間を前提とした授業設計の導入により、議論を深めたり、体験

的・問題解決的な学習を充実したりすることで、考えの深まりにつなげる
• 同一の題材を考えるにあたって複数の道徳的価値を関連付けることによ

り、多面的・多角的に考えることを促す

教
材
の
範
読

登
場
人
物
の

心
情
理
解

等

体
験
的
・
問
題
解
決

的
な
学
習
／

対
立
や
葛
藤
を

含
む
複
数
価
値
を
関

連
付
け
た
議
論

等

教
材
の
範
読

登
場
人
物
の

心
情
理
解

等

深
め
る
教
材

考え、議論する時間 考え、議論する時間

(※) 上記は指導の「型」を示すものではなく、道徳科における具体的な学習の過程は多様であることに留意
(※) 複数コマについては、連続した２コマを想定しているのではなく、翌週の取扱いを念頭
(※) ２コマ目について、読み物教材ではない、「深める教材」を用いることも想定 920

議
論

議
論

2-2 道⑫道徳
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⚫ １教材を複数時間で取り扱う際の内容項目の取扱いについては、同一の内容項目について取扱いう場合（パター
ン１）に加え、複数の内容項目について取り扱う場合（パターン２）があり得ることを示し、両方がバランスよく含
まれた教材になるようにすべき。

１教材を複数コマで取り扱う際の内容項目の取扱い

パターン１
（1読み物教材・１内容項目・複数コマ）

パターン２
（１読み物教材・複数内容項目・複数コマ）

（実践イメージ）
• 1時間目に読み物教材を読み、考え、議論する
• 2時間目に1時間目の題材に関連した問題解決的な学習や体験

的な学習を実施したり、更に議論を深めたりして、自己との関わりで
考えを深める

（実践イメージ）
• 1時間目に読み物教材を読み、考え、議論する
• 2時間目に、同一の教材の内容と関連して異なる内容項目を取扱い

う中で、多面的・多角的に考えを深める

1時間目 2時間目

読み物
教材

内容項目1

考え
議論

内容項目2

深
め
る

教
材

考え
議論

1時間目 2時間目

内容項目1

考え
議論

深
め
る

教
材

考え
議論

読み物
教材

※ 「必ずしも内容項目を一つずつ主題として設定しなければならないということではない」（解説）とされている中、

     同一時間に複数内容項目を取扱いう学びの在り方については、第2部第2章道徳4.(2)③参照

921

※ 教科書や教材の在り方については、第2部第2章道徳4.(4)参照

2-2 道⑬道徳
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「A 問題解決的な学習」「B 道徳的行為に関する体験的な学習」
の位置付けや「複数時間」との関係について（イメージ）

⚫ １教材を「複数時間」で取り扱う際に生じる余白を「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」等
と適切に組み合わせ、「深める教材」も活用しながら創意工夫することで、個人が人生において直面する様々な状況
での判断や実践と関連付け、道徳的な課題を自分自身の問題として捉え、向き合う「考え、議論する道徳」の実装
につなげていくべき。

道徳科の学び

道徳的実践
（個人が直面する様々な状
況の中で、判断し、手立てを

考え、実践する）

内面的資質
としての道徳性を養う

（道徳的な判断力、心情、
実践意欲と態度）

問題解決的な学習
道徳的行為に関する

体験的な学習
（道徳的行為に関する
実体験や実感を伴う活動）

いじめをはじめとする現実の課題

円滑な関連
付けに資する 指導方法の工夫として、適切に取り入れる

「道徳的諸価値の理解」を基にする

１教材を「複数時間」
で取り扱う学びと適
切に組み合わせる道徳科の

目標

922
（※）「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」は指導方法の工夫例（多様な選択肢の１つ）を示したものであるが、

「深い学び」と関連した要素として「自我関与」や「多面化・多角化」は、道徳科におけるより高次の重要性を有することに留意

「深める教材」も活用しつつ、
個人が人生において直面する
様々な状況での判断や
実践と関連付ける等

（※）こうした取組を、例えば道徳科の学びを学級活動の
ルール形成に活かすこと等も考えられる

（※）従前どおり、単時間での
実践も考えられる

2-2 道⑭道徳

（A) 価値の実現をめぐる葛藤、
B) 価値の対立をめぐる葛藤）

2-2 道⑬



「A 問題解決的な学習」「B 道徳的行為に関する体験的な学習」の考え方について

⚫ 「A 問題解決的な学習」「B 道徳的行為に関する体験的な学習」のイメージが湧きにくいとの指摘や、これらの活動を行う
こと自体が目的化している事例が散見されるとの指摘がある中、教科化の際の議論や学校現場の取組を踏まえ、参考とし
て趣旨や具体例を示しつつ、これらによらないものも含め、多様な実践を推奨することを明確にすべき。

質を高める
指導方法の

工夫例
A 問題解決的な学習 B 道徳的行為に関する体験的な学習

共通の
背景

登場人物の心情理解や、わかりきったことを子供に言わせたり書かせたりすることに留まるなど、道徳科の学びが実生活
における道徳的実践につながらないこと

趣旨

具体的な道徳的問題に対し、解決のために取り得る行
動を考える活動を通じて、自己の考えと道徳的実践との
関連付けや深い学びを促し、道徳性の諸様相（※2）を
育てること

道徳的行為に関する実体験や実感を伴う活動を通じて、
自己の考えと道徳的実践との関連付けや深い学びを促し、
道徳性の諸様相を育てること

関係する
要素

・問題：道徳的諸価値に照らして問題がある状況
（価値の実現をめぐる葛藤や価値の対立をめぐる葛藤等）

・解決：問題状況に対する自分なりの答え
（納得解）を見いだすこと

・道徳的行為：道徳的諸価値の実現に関わる行為
・体験 ：実体験や実感を伴う活動

具体例
・教材の中の道徳的問題を見いだす活動
・道徳的問題について考え、議論して自分なりの答えを
  見いだす活動

・役割演技（登場人物の言動について即興的に演技すること等）

・動作化（身体を使った場面の追体験等）

・内容項目に関わる活動（礼儀、親切に関わる体験等）

・教材と関わる実物に触れたり、当事者に会ったりする活動
・感情の認識や調整に関わる活動

（※1） H28.7 「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等について（報告）」では、道徳科における質の高い多様な指導方法について、 「自我関与が
中心の学習」が示されているが、「自我関与」は道徳科の「深い学び」と密接に結びつく要素として、 A、Bとは別のものとして整理している

（※1）

923

（※） 実践においては、例えばB 体験的な学習を交えつつA 問題解決的な学習を行うなど、ABの組合せも含めた多様な実践があり得る
（※） あくまでも指導方法の工夫例であり、個人差を含む発達の段階に応じることが必要であることはもちろん、手段を導入すること・活動すること自体が目的化することなく、道徳科におけ

る「深い学び」を通じて内面的資質としての道徳性を養うことにつなげられるかが重要であることに留意

（※2） 道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度

（※3）

（※3） 「体験的」とされていることを踏まえ、あくまでも道徳科の目標を踏まえ道徳性の諸様相を育てることが必要であり、体験そのものが目的化しないよう留意

2-2 道⑮道徳
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「A 問題解決的な学習」における「問題」の考え方について

⚫ 「問題解決的な学習」における「問題」について、道徳的諸価値についての理解を前提として、「考え、議論する道徳」
の実装の視点で例を焦点化しより分かり易く整理する観点から、「A) 価値の実現をめぐる葛藤」「B) 価値の対立をめ
ぐる葛藤」の２項目で解説において例示することが適当である。

H28.7 報告
「特別の教科 道徳」の指導方法・評価等について （報告）

道徳的な問題には、例えば、
① 道徳的諸価値が実現されていないことに

起因する問題
② 道徳的諸価値について理解が不十分又

は誤解していることから生じる問題
③ 道徳的諸価値のことは理解しているが、そ

れを実現しようとする自分とそうできない
自分との葛藤から生じる問題

④ 複数の道徳的価値の間の対立から生じ
る問題

などがあり、これらの問題構造を踏まえた場面
設定がなされることが求められる。

改善案
（問題解決的な学習における「問題」の例）

A) 価値の実現
をめぐる葛藤

B) 価値の対立
をめぐる葛藤

状
況

何がよいか/望ましいかは分かっ
ているが、どう向き合い、行動す
るかが難しい
（実践が難しい）

一方の立場や考え方をとると他
方が損なわれる
（判断が難しい）

具
体
例

自分で判断すべきだが周囲に流さ
れてしまう（自律）、
本当のことを言うべきだが、ごまか
してしまう（正直、誠実）、
役割を果たすべきだが人任せにし
てしまう（公共の精神） 、

思いやりを誰に、どのように形にす
るかで迷う（親切、思いやり） 等

「相互理解、寛容」と「規則の尊重」、

「友情、信頼」と
「公正、公平、社会正義」、

「親切、思いやり」と「正直、誠実」、

「自由と責任」と「遵法精神、公徳
心」 等

【課題】
➀が幅広いものを指しているなど、①～④の
関係性が分かりにくく、授業との関連付けが
容易ではない

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

の
実
装
の
視
点
で
例
を
焦
点
化

924

（※1）実際の問題場面においては、A)、B)は相互に関連し、截然と切り分けることが難しい場合もあり得る
（※2）A)、B)は道徳的諸価値についての一定の理解を前提としていることも踏まえ、「問題解決的な学習」を指導の工夫として取り入れるにあたっては、発達の段階を含めた児童生徒の実態を踏まえる必要があることに

留意。
（※3）B)価値の対立に関し、３つの道徳的価値が対立することもあり得る

（※1,2）

（※3）

2-2 道⑯道徳
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道徳科における「深い学び」の実現に向けた教科用図書の在り方について（イメージ）

読み物教材

中１ 中３小１ 小3 小5

925

⚫ 複数時間で取り扱う「深める教材」の具体的な数、すなわち、精選を図るいわゆる「読み物教材」の数については、

✓ 特に低学年では、複数時間の運用には慎重であるべき（※）との意見も出されるなど、教科用図書の在り方につい
ては、発達の段階に応じて、段階的に考えていくことが必要と考えられること

✓ 各学年で最⼤22の内容項目を取り扱う必要があること
✓ 今次改訂の中心的な論点として、一定程度具体的な数字であることが望まれること

等を踏まえ、発達の段階に応じ、以下の分量を目安とすることが適当である。

（※）あくまでも教科書に掲載する教材の在り方についてのイメージであって現場の実践そのものを制限するものではなく、「深い学び」の具体化に向け、各学校の重点目標等も踏まえつつ、実態に応じた多様な
実践の創意工夫が期待されることに留意（例えば「深める教材」についても「使わなければならない」ものではなく、例えば自治体が作成する地域教材等を活用するといった工夫も考えられる）

（※）現行の教科書に掲載されている教材の多くが「読み物」の形態を取っていることから「いわゆる『読み物教材』」との用語を使用しているが、現行でも読み物に限らない教材（例：漫画形式）があるなど、
「読み物」のみを厳密に示しているものではないことに留意

35

コ
マ
分
の
教
材
（
量
的
確
保
）

深める教材
（「読み物教材」との関連を図りつつ、

道徳科の「深い学び」を支える
多様な教材を教科書発行者が開発）

13コマ分程度
８コマ分程度

４コマ分程度

2-2 道⑰

（※）低学年において、複数週にわたって道徳的課題に関わる議論を保持し、深めることは容易ではない 等

道徳

2-2 道⑯



チームで行う道徳授業のイメージについて

【小学校のイメージ】

• 各組の担任が全ての内容項目を年間通じて授業するのではなく、
内容項目の分担を決め、週ごとに授業交換で実施。

(※) 実態や目的に応じて様々な実施方法が考えられるため、以下はあくまでもイメージであることに留意

１組担任
「正直、誠実」を担当

２組担任
「節度、節制」を担当

３組担任
「個性の伸長」を担当

【中学校のイメージ】

• 週ごとに授業交換で実施しつつ、例えば担任外として配置される教員が加わることにより、
学年の教員全員で分担したり、T2を設けて若手がベテラン教員から学ぶような運用も可能。

学校実態を踏まえ、
担任外が加わる

ことによる
更なる指導の充実も

考えられる。

１組担任
「思いやり、感謝」を担当

２組担任
「礼儀」を担当

３組担任
「友情、信頼」を担当

担任外①、②

具体の指導イメージ
第N週（各クラス同じ時間帯に道徳の授業が行われていることを想定（以下同じ））

第N+1週

第N+2週

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

「正直、誠実」 「節度、節制」 「個性の伸長」

具体の指導イメージ
第N週（各クラス同じ時間帯に道徳の授業が行われていることを想定（以下同じ））

第N+1週

第N+2週

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

１組の授業 ２組の授業 ３組の授業

「思いやり、感謝」 「礼儀」 「友情、信頼」

926

⚫ 「考え、議論する道徳」の実装に向け、教師の指導⼒の向上が課題となっている中、児童生徒の発達の段階や担任
の役割、教師間の連携体制など、導入する場合のデメリットへの対応や留意点を明らかにした上で、学校の実態に
応じ、教師が交代で学年、学級を回って授業を行う方策の導入が可能である旨を明確化すべき。

(※) チームで行う道徳授業を導入する場合にも、教師の負担軽減のみが目的化することなく、あくまでも「考え、議論する道徳」のよりよい実装のために行われる必要があることに留意
(※)以下は、小・中学校いずれも学年３学級の場合の標準的な教員配置数を想定しているが、例えば単学級校などにおいて、学年を横断して分担することなども考えられる

(※) 教科担任等の教員を含めることによる指導の充実も考えられる

2-2 道⑱道徳
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道徳科におけるデジタル学習基盤の活用について

⚫ 道徳科における「深い学び」のイメージとして、多面的・多角的な見方へと発展すること（多面化・多角化）、自身と
の関わりで道徳的価値の理解が深まること（自我関与）の要素について議論してきたことや、リーディングDXスクー
ルをはじめとする様々な実践の蓄積を踏まえ、道徳科において効果的と考えられるデジタル学習基盤の活用イメー
ジとその際の留意事項について、以下のとおり解説等で示すことが適当である。

活用イメージ 具体例 留意事項

A 意見の可視化

• アンケート機能や付箋機能等を用い、全員の意
見を可視化し共有することで、多様な子供の考
えを拾い上げ、自我関与や多面化・多角化を促
進する 等

• 可視化された意見を参照することが、議論の深
まりや考えの多面化・多角化につながっているか

• 共有にあたり必要な配慮（※）が行われているか
等

B 振り返り等の
      蓄積

• デジタルワークシート等を活用し、導入・展開・振
り返り時の考えの蓄積や、授業の導入時と終末
時での考えの変容を比較すること等を通じて、自
己の考えの変化を実感しやすくする 等

• 入力作業そのものが目的化せず、考えを深める
時間を十分に確保できているか

• 入力した内容を踏まえ、学級の実態を把握して
いるか 等

C その他
  （AIの活用を含む）

• AIに異なる立場の意見を示させること等により、
考えの多面化・多角化を促進する

• 体験的な学習の一環として、オンラインで当事者
の話を聞く

• 動画を含むデジタル教材を活用することで文字だ
けでは得られない情報と向き合ったり、授業での
学びを授業後に任意で深めたりする

• 帰宅後に意見を書き込む 等

• AIの回答を正解として扱うのではなく、道徳的
諸価値との関わりで批判的に吟味できているか

• 自分で考えた後で補助的にAIを活用するなど、
迷いや葛藤を含め子供自身が考える機会が確
保できているか 等

（※）あくまでも大まかなイメージであり、深い学びの実装に向け、子供の実態に応じた様々な創意工夫が制限されるものではないことに留意

927

（※）いじめや人権に関することや、共有を前提とすることで、子供が本心を
表出しにくくなる・求められる正解探しにつながり易くなること等

2-2 道⑲道徳
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デジタルの活用に関わる内容項目固有の留意点について

⚫ 道徳科の内容項目は、A～Dの４つの視点で整理されているが、自己の内面を見つめ、考え、議論するとの道徳
科の特質から、内容項目によって、デジタルの活用について特に留意が必要な場合も考えられる。このため、「意
見の可視化」をはじめとするデジタルの活用にあたって留意が必要な内容項目の例や具体的な留意事項につい
て、以下のとおり解説等で示すことが適当である。

指導要領に定める
視点

留意すべき
内容項目の例

留意事項

A 主として自分自身
    に関すること

善悪の判断
正直、誠実

希望と勇気、努力（克己）と
強い意志 等

• 考えの多面化・多角化を促す上で有効である一方、「言いたくな
いことまで言わされる」といった自己の内面の開示への圧力や、共
有を前提とした建前の記述につながり易いこと等に配慮が必要

B 主として人との関わり
    に関すること

友情、信頼
相互理解、寛容 等

• いじめられた経験を思い出したり、身近な友達の氏名を出しなが
ら振り返りを行ったりする可能性があること等に配慮が必要
※C 公正、公平、社会正義についても同様

C 主として集団や社会と
の関わりに関すること

家族愛、家庭生活の充実
国際理解、国際親善 等

• 多様な家族構成や家庭状況があることを踏まえた配慮が必要
• 宗教が社会で果たしている役割や宗教に関する寛容の態度など

に関しては、教育基本法第15条（宗教教育）の規定を踏まえ
た配慮が必要

D 主として生命や自然、
崇高なものとの関わり
に関すること

生命の尊さ 等
• 家族の病気や自分の健康に関わる問題等から、思い出したくな

かったり、不安を感じたりする可能性に配慮が必要

928
（※）共有に適さない情報等の留意点や、無記名で共有したり、共有する記述を分けて運用するような工夫例等についても、併せて解説において示すことを検討

2-2 道⑳道徳
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道徳科における多様な実践事例の共有について（イメージ）

⚫ 「考え、議論する道徳」の実装にあたっては、様々な実践の姿が考えられることから、国が実践を特定の枠に制限する
のではなく、今後開発が期待される多様な「深める教材」とも相まって、現場の実態に応じた教師の創意工夫により、
道徳科の「深い学び」に向けた多様な授業の実践を豊かに実装していくことができるよう、学校現場の取組の参考と
なる多種多様な実践事例を、「道徳教育アーカイブ」の充実等を通じて、積極的に共有していくべき。

＜多様な授業実践のイメージ＞

コマ数の
取扱い

指導方法
の工夫例

内容項目
の取扱い

デジタル学習基盤
の効果的な活用

1コマ

2コマ

3コマ 道徳的行為に
関する体験的な

学習

問題解決的
な学習

1内容項目

2内容項目

3内容項目

(1)価値の実現をめぐる葛藤
（価値をめぐる自己の心の中
での葛藤）

(2)価値の対立をめぐる葛藤
（複数の価値間の葛藤）

特別活動や各教科等
との連携

意見の可視化

振り返り等の蓄積

(1)役割演技
(2)動作化
(3)内容項目に関わる活動
(4)教材と関わる実物に触れ

たり、当事者に会ったりす
る活動

(5)感情の認識や調整に関わ
る要素を持つ活動 等

その他（AIの活用等）

教材の
の活用

「読み物教材」

多様な「深める教材」

自治体が作成する教材

(※1)

(※1) 例えば、「チームで行う道徳授業」とも相まって、教師の専門性や強みを生かして道徳科の授業の実践を行うことも考えられる

(※2) 道徳科では、道徳科の目標に基づき35単位時間の授業が行われることが前提

(※2)

929
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知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

小
学
校

• 探究の過程において、課題の発見・
解決に必要な知識及び技能を身に
付け、課題に関わる概念を形成し、
探究のよさを理解できるようにする。

• 実社会・実生活と自己との関わりから問いを
見いだし、必要な知識及び技能、様々な方
略を活用しながら、探究の過程を通じて課
題を解決し、自分なりの新たな意味や理解
の深まりを表現できるようにする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識を、
自己にとっての意味の視点で捉え、探究の過程で課題とし
て洗練しようとする。
・他者との対話や協働によって、よりよく課題を解決しようとす
る。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返ったりし
て、自らの学びを調整しようとする。
・自己の生き方についての考えを深め、探究を通じて豊かな
人生や持続可能な社会を実現しようとする。

中
学
校

• 探究の過程において、課題の発見・
解決に必要な知識及び技能を身に
付け、課題に関わる概念を複合的に
形成し、探究の意義を理解できるよ
うにする。

• 実社会・実生活と自己との関わりから問いを
見いだし、必要な知識及び技能、様々な方
略を効果的に活用しながら、課題に応じた
探究の過程を通じて課題を解決し、自分な
りの新たな意味や理解の深まりを表現できる
ようにする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識を、
自己や他者にとっての意味の視点で捉え、探究の過程で課
題として洗練しようとする。
・多様な他者との対話や協働によって、よりよく課題を解決し
ようとする。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返ったりし
て、自覚的に学びを調整しようとする。
・自己の生き方についての考えを深め、探究を通じて豊かな
人生や持続可能な社会の実現に向けて行動しようとする。

高
等
学
校

• 探究の過程において、課題の発見・
解決に必要な知識及び技能を身に
付け、課題に関わる概念を統合的に
形成し、探究の意義を理解できるよ
うにする。

• 実社会・実生活と自己との関わりから問いを
見いだし、必要な知識及び技能、様々な方
略を総合的に活用しながら、課題に応じた
探究の過程を通じて課題を解決し、自己や
他者にとっての新たな意味や理解の深まりを
表現できるようにする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識を、
自己や他者、社会及び将来にとっての意味の視点で捉え、
探究の過程で課題として洗練しようとする。
・多様な他者との対話や協働によって、よりよく課題を解決し
ようとする。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返ったりし
て、自律的に学びを調整しようとする。
・自己の在り方生き方についての考えを深め、探究を通じて
豊かな人生や持続可能な社会を創造しようとする。

• 実社会・実生活との関わりの中で見いだす課題を、横断的・総合的な視点から捉え、新たな価値を創造し、自分らしい生き方を問い続ける
こと

見方・考え方

目標、見方・考え方（素案）

目標

930
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「統合的な理解」「総合的な発揮」の設定の趣旨や授業改善に向けたねらい
（小学校・情報の領域）

① 内容を具体的に定める小学校の「情報
の領域」についてのみ「統合的な理解」
「総合的な発揮」を設定。

② 新たな情報活用能力の枠組みである
「(1)情報技術の活用」「(2)適切な理
解」「(3)特性の理解」の構成を踏まえ、
「(3)特性の理解」をもとに、 「(2)適切
な取り扱い」や「(1)効果的に活用」につ
なげていくことを表現。

② 「情報の収集、整理・分析、まとめ・表
現などに」とすることで、情報活用能力
そのものが有する「探究」の基盤として
の特質を明確にし、課題を発見し、解
決していくプロセスにおいて発揮される
⼒であることを表現。これにより、情報
機器の使い方を単に学ぶような授業で
はなく、それらを探究的な学習に実際
に効果的に活用していくような授業づ
くりに繋げる。

③ 「デジタル社会における様々な課題を解
決できる」とすることで、「情報の領域」が
「探究の領域」を支えることはもちろん、こ
れに留まらず、各教科等の学びや、学校
を越えて「デジタル社会」そのものを子供
たちが生き抜いていく上で必要な⼒を身
に付けていくことを明示。これにより、情報
技術を活用して身近な課題を発見・解
決するような授業づくりに繋げる。

情報の領域

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

小
学
校

統合的な理解 総合的な発揮

情報技術の正負の側面を含む特性の理解をもとに、
情報技術を適切かつ効果的に活用することで、デジタ
ル社会における様々な課題を解決できることを理解す
る。

情報技術の正負の側面を踏まえ、情報技術を情報
の収集、整理・分析、まとめ・表現などに適切かつ効
果的に活用して、デジタル社会における身近な課題を
解決できる。

内容項目例 内容項目例

①情報技術の活用
②情報技術の適切な取扱い
③情報技術の特性の理解

①情報技術の活用
②情報技術の適切な取扱い
③情報技術の特性の理解

931
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情報の領域

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

小
学
校

統合的な理解 総合的な発揮

情報技術の正負の側面を含む特性の理解をもとに、情報技術を適切かつ効果
的に活用することで、デジタル社会における様々な課題を解決できることを理解
する。

情報技術の正負の側面を踏まえ、情報技術を情報の収集、整理・分析、ま
とめ・表現などに適切かつ効果的に活用して、デジタル社会における身近な課
題を解決できる。

総合的な探究の時間 情報の領域（小学校）

932

統合的な理解・総合的な発揮

④ 2-2 総③総合



「探究」の考え方について（イメージ）

⚫ 分かりやすく使いやすい学習指導要領に改善する一環として、探究の特質を踏まえつつ、児童生徒にとっても分か
りやすい表現とする観点から、以下のように整理することが適当である。

「実社会・実生活との関わりの中で見いだす自己の興味・関心や問題意識に基づき課題を設定し、必要な知識
や方略を活用し、試行錯誤しながら、課題解決を通じた新たな価値の創造を繰り返していく学習のプロセス」

（※）学習者の興味・関心や問題意識（ 「好き」や「得意」を含む）を起点とすることを明確化
（※）教科等の学びの活用を含む知識や方略を必要に応じて活用することを明確化
（※）ここでいう「課題解決」には課題の解決に向けて取り組むことを含み、課題が完全に解消されることのみを意味しているものではないほか、

「新たな価値の創造」には、自己にとっての新たな意味や理解を構築することを含み、社会的な評価を受ける価値の創造のみを意味しているものではないことに留意
（※）自己や他者にとっての「新たな価値の創造」 を目指すことや、そうした経験が課題の更新や意欲の深まりにつながっていくことを明確化

933

必要な知識や方略

見いだす

実社会・実生活との関わり
（身体性を伴う体験や経験）

①自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題

②試行錯誤

＜探究のイメージ＞

③新たな価値の創造
（自己や他者にとっての）

活用

解
決
を

通
じ
て

※各教科等の学びを含む

課題の更新、意欲の深まり

2-2 総⑤

総合

2-2 総①
2-2 総④
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⚫ 「探究」の考え方の整理を踏まえ、探究の質について、「①課題の質」「➁プロセスの質」「③成果の質」の３つの
視点での整理を検討し、参考資料等の形で示すことが適当である。

「探究の質」を考える視点について（イメージ）

質
の
観
点

①課題の質 ➁プロセスの質 ③成果の質

体験や経験に基づき設定した課題が、
(1)自己
(2)他者、社会
にとってどのような意味をもっているか
という、自己の在り方生き方との関わり
の視点

課題解決に向けた試行錯誤の過程におい
て、どのように
(1)必要な知識や方略を用いているか
(2)自己の学びを主体的に調整しているか
(3)必要に応じ他者と協働しているか
という視点

探究の成果として、どのように
(1)自己にとっての新たな意味・理解の構築

（※）や更なる探究への意欲
(2)他者や社会にとっての新たな価値の創造
につながっているかという視点

（※）好きや得意の伸長を含む

※学校が目標を定めることとされている中で、学校の目標に即して質の観点は判断されるべきものであることが現行学習指導要領上の前提
※例えば「課題の質」であれば探究のプロセスでどのように洗練されたか、を含め、質の観点は一貫して成長を捉えることが重要であることに留意

934

②試行錯誤

解
決

を
通
じ
て

③新たな価値の創造

（自己や他者にとっての）①自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題

課題の更新、意欲の深まり

2-2 総⑤総合

2-2 総②



「課題の質」向上に向けた考え方（イメージ）

⚫ 「一度設定した課題が変化していくことが読み取りづらい」等の指摘を踏まえ、「課題の設定」について今後解説をして
いくにあたっては、興味・関心や問題意識に基づく素朴な問いが、探究の過程において、例えば「解明したい『問
い』」「解決したい『課題』」といった形で、より解像度の高い問いや課題へと洗練されていくという考え方について、参
考資料等の形で示すこととすべき。

※ 最初から明確な問いや課題の形をとることなく、興味・関心（やってみたい）に基づき行動する中で、問いや課題が明確化していくこともあり得る
特に発達等によって、一体となり明確に分けられないこともあることに留意

※ 「課題の解決」「問いの解明」の成果物として、作品の創作を行う場合もあり得る

例：人々が魅力に
感じる空間とは
どのようなものか/

今、商店街の持つ
価値とは何か

例：なぜ最近の商店街には活気がないのか

洗
練
（
自
己
調
整
）

例：商店街の
利用者を増やすには

どうすればよいか

例：なぜ商店街の
利用者は減ったのか/
なぜ自分は商店街に
足を運ばなくなったのか

例：人が集まり
関係性が

生まれる空間を
どのようにデザイン

できるか

素朴な問い
（興味・関心、問題意識）

＜「課題」の洗練のイメージ＞ ＜解明したい「問い」、解決したい「課題」のイメージ＞

解明したい
「問い」

解決したい
「課題」

知りたい・やってみたい
（知的欲求、好奇心）

事象に対する
より深い理解
（解明による
意味や理解の構築）

なぜそうなっているのか
（例）なぜ朝起きられないのか
なぜ商店街の人通りは減ったのか

何とかしたい
（実用的欲求）

事象のよりよい
状態への改善
（解決による

価値の創造）

どうすればよいか
（例）どうすれば寝坊を防げるか
地域の空き店舗をどう活用するか

①動機

②目的

③問いの方向性

解明したい
「問い」

解決したい
「課題」

より切実で解像度の高い
問いや課題へ

2-2 総⑥
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総合
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⚫ 現行の高校指導要領解説の整理等を踏まえ、「課題の質」向上に向け、①「問いかけ」の視点や、②興味・関心の
「裾野」を広げる具体的な方策について、例えば以下のように例として整理し、参考資料等の形で示していくこととすべ
き。

①「問いかけ」の視点の例

＜例３ 対話＞

友達や先輩後輩の探究する
課題、周囲の大人が仕事を
通じて取り組む課題などに触
れ、自分にとって魅力的な課
題について考える。

＜例２ 先人・社会＞

友達をはじめ多様な他者と
の対話を通して、自分の興
味・関心を理解したり、互い
の課題の質を高め合ったり
する。

＜例１ 体験＞

・その課題は、あなたの日々の生活や、将来の生き方にとって
どのような意味や魅力があるのか。

・その課題は、「他者」、「社会」、「自然」にとって
どのような意味や魅力があるのか。

※あくまで参考であり、具体的な取組については学校裁量であることに留意
※解説では、個人での探究のみならず、学級や学年共通のテーマで実施する探究も念頭に置くほか、発達段階に応じた工夫の視点も踏まえて検討

②興味・関心の「裾野」を広げる方策の例

＜現行の高校解説の記載内容＞

課題の設定と「自己の在り方生き方を考える
こと」の接続については、

①「人や社会、自然との関わりにおいて、
自らの生活や行動について考えて、
社会や自然の一員として、
人間として何をすべきか、
どのようにすべきかなどを考える」視点

②「自分にとっての学ぶことの意味や
価値を考える」視点

③「学んだことを現在及び将来の自己の在り方
生き方に繋げて考える」視点

（出典）高校学習指導要領解説より

この三つを自覚しながら、探究に取り組むことを
意味している。

「課題の質」の向上に向けた考え方（課題の設定の場面）

（※）身体性を伴う体験や経験、とりわけ他者の営みや願いとつながる経験や、自然体験や異文化体験を含む様々な体験が、
自己の生き方とつながる興味・関心や問題意識、問いを生み出す上でも重要

2-2 総⑦

体験活動や日々の学習を通
じて関心を広げたり、好奇心
を喚起したりして、興味・関心
やひっかかり、違和感を自覚し
表現する。 （※）

936

総合
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「課題の質」の向上に向けた考え方（試行錯誤の場面）

⚫ 「課題の質」について、最初に設定した課題は、試行錯誤の過程で子供の興味・関心の深まりや広がり等により、
移り変わり得ることから、課題について、一度設定したものに拘泥する必要がないことや、子供自身が試行錯誤の
過程で洗練させていく上での「教師の指導性」の発揮が重要であることやその在り方等について、参考資料等の形
で示していくこととすべき。

例：人々が魅力に
感じる空間とは
どのようなものか/

今、商店街の持つ
価値とは何か

例：なぜ最近の商店街には活気がないのか

より切実で解像度の高い
問いや課題へ

洗
練
（
自
己
調
整
） 例：商店街の

利用者を増やすには
どうすればよいか

例：なぜ商店街の
利用者は減ったのか/
なぜ自分は商店街に
足を運ばなくなったのか

例：人が集まり
関係性が

生まれる空間を
どのようにデザインでき

るか

素朴な問い
（興味・関心、問題意識）

＜「課題」の洗練のイメージ＞

解明したい
「問い」

解決したい
「課題」

2-2 総⑧

937

総合
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形態 テーマ探究 マイ探究

具体例

   

志向性 ⚫ 特定のテーマを堀り下げ、興味・関心を広げたり、
見つけたりすることを重視

⚫ 共通の体験や協働を重視

⚫ 一人一人の興味・関心の深掘りを重視

⚫ 興味・関心をベースにしたの協働を重視

「学習者の裁量」に着目した探究の形態について（イメージ）

⚫ 課題設定に関わる教師と学習者の裁量に着目した探究の形態としては、起点に関わらず、課題が自分ごととして
洗練されていくことを前提に、⼤きく「テーマ探究」、「マイ探究」として整理し、以下のとおりおおまかなイメージを示
すことが適当である。

（※）「テーマ」とは対象とする分野を指し、「課題」とは解決したい課題や解明したい問いを指す
（※）テーマ探究、マイ探究を問わず、身体性を伴う様々な体験や経験が、興味・関心や問題意識を生み出す上での基盤となることに留意
（※）これらはあくまでも導入時の課題設定に関わる裁量に着目した大まかな整理であり、共通のテーマでの体験や経験をもとに途中から個人/グループ単位で課題を設定し活動する要素を組み込む、

テーマ探究を進めていく中で課題が自分ごととして洗練・更新されていくなど、実際には「テーマ探究」と「マイ探究」は截然と分けられるものではないことに留意
（※）「マイ探究」 はおおむねパターン４、「テーマ探究」はおおむねパターン３以下にあたることが多いと考えられるものの、「テーマ探究」がパターン４である場合や、パターン４として洗練

されていくなど多様な実態があり得る

（教師を起点として共通テーマを設定） （個人を起点として課題を設定）

形態に関わらず、①課題が自分ごととして洗練されていくこと、②目標の実現に向けた指導性の発揮が重要

2-2 総⑨

課題設定に関わる裁量（導入時）

特定のテーマについて地域課題を
見い出し、学級全体で提言をまと
めて地域に伝える

例

興味・関心に基づき選択したゼミ
の中で共通の課題で活動する

特定のテーマのもと、個人や小グ
ループで課題を設定し活動する

例

例
興味・関心や問題意識に基づき、
個人の課題について研究や作品制
作等を行う

例

938

総合
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研
究

系

（
D
isco

ve
r）自己の興味・関心、

在り方生き方に関わる
問いや課題と向き合う

探究
（Inquiry）

⚫ 総合の創設から約30年が経過する中での多様な実践の蓄積や、テーマの偏りからの脱却、情報活用能⼒を効果的に発揮した
探究の質の向上が目指されること等を踏まえ、探究の「課題」に着目した場合に、「研究系」「行動系」「創作系」といった探究の形
態が考えられることや、そうした形態に応じて探究のプロセスが異なることについて、参考資料等の形で示していくことが適当。

問いの設定

情報収集 (先行研究)

仮説生成、仮説検証

まとめ・表現

プロセス例

プロセス例

問いや課題の設定・定義

情報・素材収集、アイデア創出

設計・構想、試行的制作

批評、改善

プロセス例

Ex）問いの解明や課題の解決に向けた作品作り
Cf）Design Based Learning

Ex）日常生活で見つけた
不思議の解明

Ex）地域の課題解決
Cf）Problem Based Learning/

Project Based Learning

：想定される外化（output）イメージ
自己や社会にとっての
新たな意味や理解、価値の創造につなげる

プレゼン・実演等 論文・レポート等

作品等

行
動

系
（

A
ct

io
n）

「課題」に着目した探究の形態について（イメージ）

創作系
（Make）

※子供の興味・関心に基づく（内側から外側に広がっていく）ことが前提であり、「型にはめる」といった探究につながらないよう留意

課
題

の
解

決
問

い
の

解
明

2-2 総⑩
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コンテンツ（作品）の

消費者

アイデアはあるが
スキルのない

人々

アイデアも
スキルもある

創作者
（クリエイター） 「創作系」の探究を位置付けることで、

「デジタル技術の民主化」の恩恵をフル活用し、自分の興味・関心
に基づく初発のアイデアを自分なりのこだわりをもって形にしていく

「AI時代の創作者(クリエイター)」
となる経験が自らの人生の舵取りにも重要

コンテンツがあふれる時代となり、

「AI時代の消費者」
となる誘因が増大

AI時代これまで

「創作系」の探究を位置付ける今日的意義について

⚫ AI時代に、AIに操られることなく自らの人生を舵取りしていく上で、デジタル技術の恩恵を最⼤限活用しつつ、興
味・関心に基づく初発のアイデアを、試行錯誤しながら、こだわりをもって作品（アプリケーションや具体物）と
して創り上げる「創作者（クリエイター）」としての経験を積み重ねていくことがとりわけ重要と言えることから、「創
作系」の探究を多様な探究の形態の１つとして推進していくことが必要。

※ 「要」となる教科等（小学校：情報の領域、中学校：情報・技術科、高校：情報科）」等で育成される「情報技術の適切な取扱い」を含めた、情報活用能力を生かすことが前提
※ AIの活用については、第2部第2章総合的な探究の時間 ２（5）総合におけるAIの取扱い 参照
※ 結果として、探究テーマに偏りがあり、ものづくりや科学技術に関わるものが少ないという課題への対応や、数理・AI・データサイエンス人材の育成にも寄与する可能性

2-2 総⑪
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探究の形態等を踏まえた多様な指導体制等について①
（指導・校内体制の例（高校のイメージ））

指導体制の例１ 担任が、自分の担当するクラスの探究活動を担当。 指導体制の例２ 教師の専門や得意を活かして、ホームルームの枠を超えて担当。

指導体制の例３ 学年の枠を越えて、生徒の探究活動を支援。 校内体制の例 学年担当に加え、学校全体の総合をコーディネートする主担当者を配置。

１年

２年

３年

１組 2組 3組 4組 5組 6組 １年

２年

３年
テーマ：マイ探究

伝統 観光 環境 食

健康 経済エネルギー ・・・

人文
社会
科学①

担任外も小テーマを分担

担当学年の
区別なく

テーマを担当

異文化

数学

ビジネス

心理

情報

地球

国際

歴史

スポーツ

農業環境

建築
音楽

美術

生物

政治

１年

２年

３年

※学年に所属していない他の教員（管理職、主幹教諭 等）や、地域学校協働推進員等の
外部人材、事務職員、司書教諭・学校司書等が加わることも考えられる。

学年担当

主担当者

主担当者

学年担当

学年担当

※ 公立高等学校の学年６学級規模の標準的な教員配置数を想定
※ 詳細については実践事例等を踏まえて解説等で示す

テーマ：地域

担任外

・・・

テーマ：SDGs

社会
科学②

自然
科学①

自然
科学②

・・・

担任

海洋ジェンダー

外部人材

・・・

・・・

・・・

外部人材

ものづくり

外部人材

外部人材

連
携

連
携

連
携

連
携

2-2 総⑫
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月 火 水 木 金

１限

２限
３組 ５組

３限
４組 ６組

４限

５限
２組 １組

６限

月 火 水 木 金

１限

２限

３限

４限

５限
共通

６限

・クラスごとに曜日・時限を分散して配置することで、学校が連携
する協力者等との少人数単位のやり取りがしやすくなる。

・探究担当の教員がいる場合、複数クラスを担当しやすくなる。

・クラスや学年を超えての取組ができる。

・５・６限に設定すれば、外部機関との連携や校外活動が実施
しやすくなる。

例１：クラス単位 例２：学年／学校単位

※ 詳細については実践事例等を踏まえて解説等で示す

2-2 総⑬
探究の形態等を踏まえた多様な指導体制等について②

（時間割の考え方の例（高校のイメージ））
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各学校段階における「節目としての探究」について

⚫ 高校のみならず小中学校段階においても、発達の段階や子供の実態も踏まえつつ、学習者が課題の設定に裁
量を持つ探究（パターン４）を適切に取り入れることや、「テーマ探究」（興味・関心を「広げる」「見つける」学
び）と「マイ探究」（興味・関心を「深める」学び）のいずれもが重要であること、 子供たち一人一人の興味・関
心や好奇心を一層重視していくという今次改訂の方向性等を踏まえ、各学校段階の最終学年等で、学習の成果
や自らの変容を実感する各学校段階の節目としての探究を実施することが望ましい旨を示すことが適当。

小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

生活科
探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
情報・技術科活用

活用 活用

節
目
と
し
て

の
探
究

(※) 図は、節目としての探究を年間を通じて実施することを意味している訳ではなく、学校の実態や各学校が目標として定める資質・能力、各学年で実施する探究の形態等に応じて様々な方策があり得る
(※) 各学校の実態を踏まえ、最終学年ではない学年に位置付ける場合もあり得る

節
目
と
し
て

の
探
究

節
目
と
し
て

の
探
究

2-2 総⑭

※ その際、内容を各学校が定めるという総合の特質を踏まえ、細かな要件等を国が求めることはしないこととした上で、学校現場で過度な負担感が生じないよう、学校や子供の実態に応じた幅
広い事例等を参考資料として示すべき

※ 更に、こうした取組の推進を含め、より質の高い探究を推進していく観点から、例えば児童生徒の探究の成果物のアーカイブ等を含め、学校図書館（学校図書館司書や司書教諭を含む）
と総合との連携の在り方を分かり易く示すことが適当

943

総合
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学習者の裁量に着目した「探究」「探究的な学び」の考え方について（イメージ）

⚫ 「探究的な学び」は総合のみならず、各教科においても実施されているが、総合と各教科における探究の違いや
「探究」と「探究的な学び」との違いについては、必ずしも明確に整理されてこなかった。

⚫ このことについて、「①課題」「②プロセス」「③成果」の視点から、学習者が自己決定できる裁量に着目して、以下
のように参考資料等の形で示すこととすべき。

（※）学習者の裁量が広がるほど探究的な学びが深まるものではなく、安易な学習者任せにつながらないよう留意

①課題 ②プロセス ③成果

パターン1
（確認のための探究） ✓ ✓ ✓

パターン2
（構造化された探究） ✓ ✓

パターン3
（指導された探究） ✓

パターン4
（オープンな探究）

(3) パターン３やパターン
２が外形的には「探究的
な学び」として想定されるこ
ととした上で、各教科の学
習においては、いわゆるパ
フォーマンス課題（※）を含
む探究的な要素を持つ活
動を充実し、主体的・対
話的で深い学びを通じて
各教科の資質・能力を育
成する観点から「探究的」
に学ぶとすべき。
（※）思考力、判断力、表現力

等の総合的な発揮を求める課題

(1)総合においては、高校段階で自己の在り方生き方に関わるパターン４を自律的に進めていくことができるようになることが目指され、小中学校
段階においては、発達の段階や子供の実態も踏まえつつ、パターン４を適切に取り入れることを明確化すべき。
※ いずれのパターンにおいても、教師の適切な指導性の発揮が必要

(2)パターン４であり、「①課題が自己の興味・関心や問題意識に基づく」「②プロセスが試行錯誤を伴う」「③成果として新たな価値の創造を目
指す」ものを「探究」として用語を整理すべき。

※ イメージ中の「✓」は、教師からどの範囲の情報が与えられているかを表している
※ 出典元において、パターン１～４はそれぞれ、「Confirmation Inquiry」、「Structured Inquiry」、「Guided Inquiry」、「Open Inquiry」、①課題、②プロセス、➂成果はそれぞれ「Question」「Procedure」「Solution」と表されている
※ 「✓」には濃淡があり得ることを含め、実際の指導にあたっては、上記の４パターンのみならず様々なパターンが存在し得ることに留意

（出典） Banchi ＆ Bell（2008）、白井俊「世界の教育はどこへ向かうか 能力・探究・ウェルビーイング」をもとに作成

探
究

探
究
的
な
学
び
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パターン
１

確認のため
の探究

パターン
２

構造化された
探究

パターン
３

指導された
探究

パターン
４

オープンな
探究

パターン
１

確認のため
の探究

各教科

パターン
２

構造化され
た探究

なし
パターン

３
指導された

探究

パターン
４

オープンな
探究

総合

二項対立的なイメージ
※現状ではない旨に留意

目指すイメージ

「探究」と「探究的な学び」をめぐる総合と各教科の関係について（イメージ）

（出典） Banchi ＆ Bell（2008）、白井俊「世界の教育はどこへ向かうか 能力・探究・ウェルビーイング」をもとに作成
※1理数探究等を想定 ※2ミニ探究ユニット等を想定

狭

広

学
習
者
が
自
己
決
定
で
き
る
裁
量

広

狭

教
師
か
ら
与
え
ら
れ
る
情
報
の
範
囲

総合
（教科の枠を超え、

横断的・総合的に実施）

✓ 興味・関心に基づく問いを追究
✓ 教科等の学びも活用し、自己の在

り方生き方に結びつける

各教科
（各教科の資質・能力を育成

する観点から、教科の枠内で実施）

✓ 問いを持つきっかけ
✓ 探究に必要な知識等を学ぶ

往還しつつ学びが深まる

※1

※2

探
究

探
究
的
な
学
び

2-2 総⑯

⚫ 各教科では知識等を学び、探究は総合で実施するもの、といった各教科との二項対立的なイメージを持たれがち
との指摘も踏まえ、総合で様々なパターンを組み合わせることや、各教科の学びを通じて育んだ資質・能⼒を、総
合で活用・発揮し深めていく等、総合と各教科の学びの相互の連携を、目指すイメージとして参考資料等の形で
示すこととすべき。

945
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⚫ 総合における探究と各教科の「深い学び」との関係について以下のとおり整理し、参考資料等の形で示すことが適当。

「深い学び」をめぐる総合と各教科の関係について（イメージ）

総合における探究

知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等

個別の知識や技能 個別の思考⼒、判断⼒、表現⼒等

学ぶ意義の実感・強化、
各教科の深い学びにも寄与

必要に応じて
横断的・総合的に活用

（具体的な観点の例）

✓ 興味・関心等に基づき設定した
課題に関わる知識や思考を横
断的・総合的に活用しつつ、言
語能⼒や情報活用能⼒を発
揮して表現（外化）し、自分
なりの意味や理解を構築する学
習過程を経て、知識・技能や思
考⼒・判断⼒・表現⼒等の一
体的育成につながるとともに、言
語能⼒や情報活用能⼒の育
成を媒介して、各教科の学び
にも寄与

✓ 自ら設定した課題を起点として
学習過程の充実を図る中で、
動機づけ方略、学習方略、メタ
認知的方略など方略の活用に
よる学習過程の自己調整等を
促し、学びに向かう⼒（学びの
主体的な調整）の育成を媒介
して教科等の深い学びに寄与

総
合
の
学
び

知識及び技能に関する統合的な理解 思考⼒、判断⼒、表現⼒等の総合的な発揮

各
教
科
の
学
び

自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題の解決

2-2 総⑰
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「総合的に活用」をめぐる総合と各教科の関係について（イメージ）

新たな価値の創造
（問題発見・解決）

言語能力
学習の基盤となる資質・能⼒

情報活用能力

言語による情報を理解してそれを基に思考し、
文章や発話により表現するための力

情報技術を適切かつ効果的に活用し、問題を発
見・解決したり自分の考えを形成したりしていく力

社会 算数・数学理科 図工・美術 保健体育 音楽家庭

自ら設定した課題に基づき
必要に応じて横断的・総合的に活用

各教科等において育む資質・能⼒

日々の学習や生涯にわた
る学びを基盤として支える

各教科等の内容を
通じて育成を図る

探究の学習過程（情報技
術の活用や表現（外化）
等）を通じて育成

✓ 教科で育んだ
興味・関心・
問題意識を
課題の設定
にも活用

✓ 探究を通じて、
各教科等を学ぶ
意義を実感

✓ 横断的・総合的
な活用を通じて、
各教科等の学び
の理解の深まりに
寄与

✓ 学びに向かう力
（学びの主体的
な調整）の涵養
を通じて寄与

総合における探究

学習の基盤として
課題の内容に関わらず活用

自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題の解決

2-2 総⑱

947

総合

⚫ 総合と各教科等との連携の充実に向け、各教科で育む資質・能⼒と総合における探究との関係について、以下
のように、参考資料等の形で整理することが適当。
✓ 「各教科等において育む資質・能⼒」については、自ら設定した課題に基づき必要に応じて横断的・総合的に

活用
✓ 情報活用能⼒と言語能⼒については、探究をよりよく駆動するための基盤として、課題に関わらず活用

2-2 総⑮



「総合」と「特活」の連携について（イメージ）

⚫ 特活と総合は、それぞれ「学級・学校や自己の生活に関わる課題」「自己の興味・関心に関わる課題」を主たる対象としている
が、両者のカリキュラム上の一層の連携の可能性として、学校行事やキャリア教育が考えられる。

⚫ また、「思考・判断・表現」の学習過程としての、総合での「探究」、特別活動での「合意形成」「意思決定」や、双方の目標に
共通して、「学びに向かう⼒、人間性等」の一環として「自己の生き方についての考え」を深めることが整理されてきたことを踏
まえ、特別活動と総合のカリキュラム上の連携のイメージとして、例えば以下のように示すことができる。

×

「深い学び」
に寄与

「好きや得意」に
関わる資質・能⼒等

学びに向かう
「人間関係」等

を支える

「対話と合意」に
関わる資質・能⼒

等

「探究」
に活かす（※2）

「合意形成」「意思決定」
に活かす（※1）

「特別活動」
「学級・学校や自己の生活に関わる課題」等に取り組む

「各教科等」 「総合」
「自己の興味・関心に関わる課題」等に取り組む

「総合」と「特活」の
双方の特質を有する取組

（キャリア教育や学校行事など）

「好き」を育み、「得意」を伸ばす
当事者意識を持って、

自分の意見を形成し、対話と合意ができる

（※1）探究を通じて育んだ問
題意識や価値観に照らして合意
形成にかかる議題を提起したり、
進路を意思決定したりする 等

（※2）合意形成や意思決定を
通じて育んだ興味関心や問題意
識に照らして、自己の生き方に関
わる探究の課題を設定する 等

2-2 総⑲
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情報活用能力を育成するために想定される主な学習活動イメージ（R7.10.20時点）

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

中学年・高学年 中学校 高等学校低学年 小学校

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・情報やAI等に関わる権利を理解する

・著作権などを理解する
・自分の発信等が情報社会をつくることを認識する

・コンピュータを活用する際の社会的なルールを知る
・ルールを守る大切さ、情報の大切さを理解する
・インターネット上のルールやマナーを理解する

・ID・パスワードの安全な管理 ・インターネットのリスク
・情報セキュリティ ・健康への影響、計画的な利用
・メディアによって受けとる情報や印象が異なること

・情報社会には大量の情報があふれ、中には誤情報・悪意のある
情報があること ・AIへの態度 を理解する

・法制度・倫理を社会の実例と関連して理解する
・法制度や倫理を根拠として情報技術を活用する
・AI活用に関する法制度や倫理の知識を理解する

・情報技術の利用のリスクを理解し、利便性に応
じた適切な利用方法を判断する
・社会的価値や倫理的配慮を理解する

・情報技術の仕組みの科学的な理解に基づき安全・信頼
性を判断する
・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する

・情報の基本的な特徴 ・コンピュータの存在 ・コンピ
ュータの動作とプログラム ・インターネット、クラウド を
理解する

活用を通して
体験的に学ぶ

・コンピュータの有用さ、手順を知る ・プログラムを作
成する ・センサ制御を理解する ・コンピュータに意図
した処理を行わせる

・データを適切に保存、管理、検索する
・アカウントの閲覧、編集権限を理解する

・メディアの特性 ・インタラクティブコンテンツ ・エコ
ーチェンバー、フィルターバブル を理解する

・生成AIの基本的な特性を理解する
・生成AIを体験する

・社会におけるコンピュータの活用
・情報化に伴う産業や国民生活の変化 を知る

・情報の表現方法を比較し、利点や限界を踏まえた科学的な理
解に基づき適切に選択・活用する
・先進技術の基礎の構成要素や仕組みを科学的に理解する

・適切なアルゴリズムやデータ構造の選択・設計を理解する
・処理効率や可読性を考慮しアルゴリズムを改善する
・設計から開発・評価までのプロセス管理手法を理解する

・クリエイティブソフトウェアなどの科学的な特性に基づいてデザインす
る
・デザイン思考に基づいて制作する ・UI/UX デザインを理解する

・データを根拠に仮説を立てシミュレーションを行う
・プログラミングを用いてデータ処理や可視化をする
・ データセットの作成やモデリングをする

・協働的に探究を進めるため、メディアを複合的に活用する
・ ICTツールを複数活用した解決策を創出する
・先進技術を活用して制作物を発信する

・AIの基本的な仕組みを科学的に理解する
・生成AIを用いて表現する
・AIの限界や倫理的側面を踏まえ活用する

・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する
・情報技術の利点と制約を踏まえた課題解決の方策を知る
・技術活用に伴う社会的影響や課題を理解する

・情報を整理して可視化する
・目的に応じて効果的にデザインする

・情報収集を効果的に行い、手法を複合的に用いる
・データの信頼性・妥当性を評価する

・多角的に比較・分析し論理的に考察する
・モデル化するための手法を理解する

・課題に応じ先端技術を適切に選択し活用する
・課題を抽象化・モデル化する

探究プロセスのうち「課題の設定」においては、情報を収集したり、整理・分析したり、まとめ・表現したりすることがある。その際、情報技術を
活用して「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」する力である情報活用能力が下支えするように機能することが想定される。

・情報や知的財産に関わる権利や法律を理解する
・AIを利用する上での制度を理解する
・情報社会における責任、義務を理解する

・認知や社会への影響を踏まえコンピュータを活用する
・ルールを守る社会的意味を知る ・情報技術に関わる
倫理観、インターネット上のルールやマナーを踏まえて行動
する

・情報技術の評価 ・インターネットのリスクと利便性
・情報セキュリティ ・ネット依存も踏まえた適切な利用・環境構築 ・
情報化の社会への影響、参画 ・AIによるメディアの加工
・情報メディアの特性や影響を踏まえた情報発信やフェイクニュース
の判別 ・セキュリティを守る設定やスキャン等の方法 を理解する

・表現、記録、計算の原理、法則 ・情報のデジタル化、
処理の自動化、システム化、ネットワークの構成 ・Web
ページの約束事 ・計測、制御システム を理解する

・アルゴリズム ・情報処理の手順 ・変数、リスト、しき
い値 ・インタラクティブコンテンツの制作 ・CAD、プロ
グラミングソフトウェア、AIツールの操作 を理解する

・情報のデジタル化やデータの取得をする
・データベースの仕組みを理解し利用する

・ユーザーインターフェースを理解する

・人間中心の設計に情報をデザインする

・インタラクティブコンテンツを理解し制作、問題解決する
・情報技術に内在するバイアスを理解する

・AIの基本的な仕組みを理解する ・生成AIを利
用し課題解決する ・画面認識AI等を体験する

・データと情報 ・情報伝達技術の発展 ・社会におけるコ
ンピュータやシステムの役割 ・情報通信技術による問題
解決方策 ・DX ・サイバー空間 ・IoT を理解する

・Webの仕組みを踏まえ安全で効率的に情報を収
集する ・センサで事象を計測しデータを収集する

・データを根拠として事象の分析してその傾向を解釈し、
意思を決定する ・生成AIを活用しアイデアを整理する

・デジタルファブリケーションにより発信、表現する
・Webページ、SNSにより発信、交流する

・Web上から情報収集する
・Webアンケートにより情報を収集する
・目的・条件に応じWebを活用して情報を収集する

・表やグラフなどの作成方法を理解する
・図表などを用いて情報を整理する
・図表やグラフなどを活用して分析する

・端末を活用して見やすくまとめる
・効果的にプレゼンテーションをする
・スライド、ポスター、動画等デジタルで表現する

・文章作成、表計算、発表等のアプリケーション
操作 ・クラウド上でのデータの共有 ・共同編集
による作品制作 をする

⚫ 情報活用能⼒を育成するための学習活動のイメージについて、現時点で想定されるものを以下のとおり例示
※ 以下は研究開発学校（春日井市、宮城教育大学）での実践や適時性等を踏まえ一般化したものであり、網羅性が担保されているものではないことに留意

基本的なルー
ルを守り、長時
間利用に注意
して使う

デジタルに
体験的に
慣れ親しむ
デジタルで
・写真(動画)を撮る
・録音(録画)する
・動画等を視聴する
・絵を描く
・図形を操作し動かす

2-2 総⑳
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総合
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「みんなの『好き』をポスターにまとめよう」（４年）

あ

「ミニ探究ユニット」のイメージ

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現

友達は何が好きなの

かな？

○自分の好きなものを出し

合いながら、友達の好き

なものには、食べ物、ス

ポーツ、アニメなどいろん

な種類があることに気付

く。クラスの友達の興

味・関心にはどのような

傾向があるのかをランキ

ングで明らかにすることを

課題として設定する。

アンケートツールを使って、

情報を収集しよう

○情報収集のためにはアンケート

調査が有効であることや、ウェ

ブアンケートを使った情報収

集の方法を学ぶ。

○各グループで、何を調べたいの

かを話し合い、アンケートの質

問項目を考える。グループで

ウェブアンケートを作成し、

URLを共有して友達の好きな

ものについて情報を収集する。

表計算アプリでアンケート結

果を集計して、グラフ化しよう

○集めた情報を整理・分析する方法と

してグラフ化することの意義を理解す

る。アンケート結果を表計算アプリ

で集計し、グラフ化する方法を学ぶ。

○アンケート結果をグラフ化し、グルー

プでグラフから読み取れること、数値

だけの表よりも傾向を捉えやすくなる

こと、データの表し方によって印象が

変わることをできるだけ多く挙げ、整

理・分析する。

ランキングをポスターにまとめて交流し

よう

○グラフや文字を用いて分析結果をポスターに

まとめる方法を学ぶ。クラウドでスライドを共有

し、分析したことを共同編集しながらポスター

にまとめる。

○ポスターをオンライン授業ツールで相互に共有

する方法を学ぶ。他グループのポスターを参照

しながら、コメントを付け合うなどして交流する。

○クラスの友達の興味・関心にはどのような傾向

があるかポスターにまとめ、活動全体を振り返

る。

学習活動のイメージ

友達の好きなものなどについてアンケート調査を行い、結果をグラフ化して分析し、
ポスターにまとめて相互交流することで、クラスの興味・関心の傾向等を明らかにする。

関連：②a. ルールを守る大切さ

関連：⑤b. データの可視化

関連：⑤a. データの安全な共有関連：➂a. メディアの比較

関連：➁a. ルールを守る大切さ

（ ①b. クラウドの仕組みや特徴 ） （ ④a. 情報の整理・可視化 ）

概 要

単元名

（ ④a. 情報の整理・可視化 ）

（ ウェブアンケートの作成・回答 ） （ 表・グラフの作成 ）

（ 作品の共同編集・交流 ）

関連：④a. 情報の可視化

関連：⑤b. データの可視化

関連：⓷b. コンピュータの有用さ

（ミニ探究ユニット例❸）

※ 実際には現場での実証も含め継続的に検討。以下同じ

2-2 総㉑
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「デジタル技術の正と負の側面を踏まえたマイルールをつくろう」（４年）

あ

「ミニ探究ユニット」のイメージ

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現

どんな時にタブレットやパ

ソコン、スマホを使ってい

るのかな？

○自分の１日を振り返り、い

つ、どんなときにデジタル端

末を使っているか、スライド

に時間軸で可視化する。

クラウドで全員の情報を共

有して、使用時間や時間

帯、目的などの傾向から

問題状況を見出し、マイ

ルールをつくることを課題と

して設定する。

デジタル生活の実態や困りご

とを調べてみよう

○マイルール作成に向けて情報を
収集するために、インターネットや
SNSの大まかな特徴や、デジタル
の便利なところ、困ったところを出
し合うとともに、複数のウェブペー
ジを閲覧・比較しながら情報の
内容が異なることを理解する。

○クラス内のデジタル技術の利活
用の状況やSNSに関する情報を、
学習支援ツールの掲示板機能
やチャット機能、インターネットを
使って収集する。

自分にあったマイルールを考えよう

○収集した情報を確認しながら、「こうした
ら気持ちよく使える」「こうすると困りごとが
起きやすい」などをグループで話し合いな
がらクラウドで類型化や序列化をしなが
らルールを守る大切さを理解する。

○端末やSNSの使い方を表計算ソフトを
使って表・グラフ化して整理する。その際、
端末や情報との距離の取り方や向き合
い方など、自分に合ったマイルールを理由
とともに３～５個書き出す。クラスで共
有し、「いいね！」「知らなかった！」「まね
したい！」など感想を出し合う。

マイルールを宣言しよう

○友達のマイルールと見比べて、いいな
と思ったことを取り入れ、自分のマイ
ルールを改善する。タイトルやイラスト
を加え、自分らしいマイルールを完成
させ、オンライン掲示板で共有する

○完成したマイルールを発表し、お互い
のよいところをコメントし合いながら、
SNSの良い点・悪い点を把握し、
踏まえ、自身の行動を振り返る。

○ マイルールを家族に宣言し実行する。しばらくして
から、マイルールを実践できているか、自分の行動
を振り返る。

学習活動のイメージ

自分の生活の中で、デジタル端末をどのように使っているかを振り返り、デジタル技術
の良い面と悪い面をウェブで情報収集したり、アンケートを行ったりする等して、自分た
ちが学校生活や日常生活で気をつけるべき点をまとめたスライドを作成・交流する。

関連：③a. メディアの比較

関連：⑤b. データの可視化

関連：⑤a. データの安全な共有
関連：②a. ルールを守る大切さ

関連：⓷b. 計画的な利用

（ ①a. インターネットやSNSの仕組みや特徴 ）

（ ④a. 情報の整理・可視化 ）

概 要

単元名

（ 掲示板・チャットの閲覧・収集）

（ 表・グラフの作成 ）

（ オンライン掲示板での交流 ）

関連：⓷b. 計画的な利用

関連：②a. ルールを守る大切さ

関連：④a. 情報の整理・可視化

（ ③a. 受け取る情報の特徴 ）

（ミニ探究ユニット例❹）
2-2 総㉒

951

総合

2-2 総㉚



「プログラムでオリジナルロボットを作ろう」（５年）

あ

「ミニ探究ユニット」のイメージ

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現

お掃除ロボットはどんな
仕組みで動いているの
かな？

○ 教室や家の掃除の様
子、ロボットの動画を見
て、どんな動きや機能が
あるかを話し合ったり、プ
ログラミングの基本操作
を体験したりして、コン
ピュータはプログラム通り
に動くことを理解する。
自分だけのおそうじロ
ボットを描画ソフトで描
き、プログラミングで動
かすことを課題として設
定する。

お掃除ロボットの動きや仕組みを調
べて、プログラミングで試してみよう

○ お掃除ロボットの動きやセンサの役割を
ウェブで調べる。ロボットが掃除する順
番や進む向き、壁やものにぶつかった時
のよけ方等は、実際にプログラミングで
ロボットの動きとして再現できることを学
ぶ。

○ 「前に進む」「もし○○なら方向転換す
る」などの手順や条件のプログラムを設
計し、ロボットの動きを再現する

○ 「ゴミに触れたら消す」などのイベントの条
件、繰り返しのプログラムを設計し、ロ
ボットの動きを再現する。

自分のキャラクターを設計
し、お掃除ロボットを完成
させよう

○ 自分のオリジナルお掃除ロ
ボットの動きをフローチャー
トにまとめることを学び、お
そうじロボットの基本動作の
プログラムを制作する。

○ 繰り返すなどの動きを取り
入れながらプログラムを改
良し、自分のオリジナルお
掃除ロボットの動作の質を
高める。

完成したお掃除ロボットを発表・体
験しよう

○ 友達のお掃除ロボットと体験し合い、
感想を伝え合うことで、自分のオリジナ
ルお掃除ロボットのプログラムを評価し、
改善する

○ プログラムの操作や工夫、今後どのよう
なプログラムを作ってみたいかを考えたこ
とをスライド動画でまとめたり発表したり
して、プログラムによって身近な課題を
解決できることを話し合う。

学習活動のイメージ

自分でデザインしたロボットをプログラミングし、教室や家の掃除を模した動きを作成する。描画ソフ
トでキャラクターを作成、移動・回転・繰り返しなどの基本的なプログラムを学びながら動作の改良
を行い、作品を発表・体験し合う。

関連：⑦a. 身近な情報技術の役割

関連：⑤a. データの保存・管理・検索

関連：①a. 知的財産

関連：➂b. 利用時間のルール

（ ③a. 手順の構想）
（ ➂b. プログラムの作成）

概 要

単元名

（ ➂b. プログラムの作成 ）

（ プログラムによる創作 ）

（ プログラムによる創作 ）

（プログラムの評価・改善 ）

関連：⓷a. 手順の構想

関連：⓷b. プログラムの作成

関連：⑦a. 身近な情報技術の役割

関連：⓷c. センサの活用

(ミニ探究ユニット例❻)
2-2 総㉓
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「生成AIの特性やリスクを理解して創作しよう」（６年）

あ

「ミニ探究ユニット」のイメージ

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理・分析 ④まとめ・表現

AIを使うと、作品づくり
はどう変わる？

○ 教師がAIに質問したり
絵を作らせたりする様子
を見て、AIが文章や画
像を短時間で作ることを
学ぶ。自分でも簡単な
指示を考えて入力し応
答を確かめ、「AIを使っ
て作品を制作するときに
気をつけることは何か」
を課題として設定する。

AIの仕組みとリスクを知ろう

○ AIに、同じ質問でも表現を変えた
り、難しい質問や曖昧な指示を出
したりすることによる結果の違いから、
AIに得意と苦手があることに気付
き、人が確認する必要があることを
学ぶ。

○ 検索サービス、翻訳、動画推薦、
様々な創作活動で、AIがどのよう
に動き、使われているのかを分担
して調査し、AI活用のよさや可能
性に関する情報を集める。

AIを生かした作品づくり
と気を付けたいこと

○ 収集した情報をもとに、
AIの学習元となるクリエイ
ターの意見を調べ、作品
には作者の権利があるこ
とを理解する。

○ AIの使い方に留意した
創造的な活動を考え、
AIを活用して絵や音楽、
ポスター、動画などを試
作する。

AIを活用して作品をつくり、その過程をま
とめよう

○ 作品制作にあたってAIを使うと効果的な場
面（発想が拡散する等）と注意が必要な
場面（著作権、バイアス、情報の不正確さ
等）を学ぶ。

○ AIを活用して、絵や音楽、ポスター、動画な
どの作品制作に取り組み、思い通りにならな
い場合には指示を変えたり、自分で加筆・修
正しながら制作する。

○ 発表会を行い、自分の作品と創作過程を共
有し、AIを使う際の工夫やリスク、AIと人が
協⼒した創作について話し合う。

学習活動のイメージ

AIが絵や音楽、文章を生成する時代に、創作に関わる人の思いや権利を尊重することの必
要性や、AIの仕組みと特性、可能性を学ぶ。AIがすでにある作品やデータの特徴を学習して
生成することを踏まえ、自分もAIを活用して作品を制作することを通して、AIの適切な使い方
を考える。

関連：⑦a. 未来の社会と情報技術

関連：②a. AIの体験

関連：➂b. 情報の信頼性

（ ②b. AIの仕組み）

（ ①a. 情報発信に係る法や制度）

概 要

単元名

（ ④a. 効果的なデザイン ）

（ 生成AIの入出⼒ ）
（ 試作的な制作 ）

（AIの活用・創作 ）

関連：➁a. AIを使うときのマナー

関連：②a. AIの体験

関連：➁a. AIを使うときのマナー

関連：➂b. 情報の信頼性

(ミニ探究ユニット例❼）
2-2 総㉔
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総合

2-2 総㉜



⚫総合におけるAIの活用については、効果的な活用可能性が指摘される一方、一見高度に見える探究であっても、実際には資質・能⼒の育成に
つながっていないといった事態が生じるおそれ（いわゆる「偽の熟達（false mastery）」）が指摘されているほか、生成AIには学生のモチベー
ションとエンゲージメントに正の影響を与えるといった論文と併せて、学習過程を省略することによる学習効果の低下リスクをはじめ、AIが認知的
負荷の低下、記憶・理解の弱化、批判的思考能力の低下、メタ認知の正確性の低下といった負の影響を持つ可能性が議論されている。

⚫また、「記憶する」「文章を理解する」 「言い換える」といった低次の認知機能については、従前からデジタル/非デジタルの様々な技術（道具）
により代替されてきたが、AIは「仮説を立てる」「論じる」「関連付ける」といった高次の認知機能も代替可能である点に大きな特徴がある、との
指摘がある。

⚫こうした論点を含め、総合の目標に示す資質・能力の育成に資するAIの活用の在り方については、学校教育全体におけるAIの活用の一環として、
ガイドライン等の形で望ましい活用事例や留意点を示すことが必要。

総合におけるAIの取扱いについて

【出所】 Marton & Säljö(1976).On qualitative differences in learning –Ⅱ: Outcome as a function of the learner’s conception of the task. British Journal of Educational Psychology, 46,115-127 
          Biggs,J.,＆Tang,C.（2011）.Teaching for quality learning at university.4th ed. Berkshire:The Society for Research into Higher Education & Open University Press.

溝上慎一(2025)「深い学びをそもそも論から理解し直し、資質・能力の育成に着実に繋げる」教育展望臨時増刊No.57教育調査研究所P72
OECD(2026) OECD Digital Education Outlook 2026

・ 省察する
・ 離れた問題に適用する
・ 仮説を立てる
・ 原理と関連付ける
・ 身近な問題に適用する
・ 説明する
・ 論じる
・ 関連付ける
・ 中心となる考えを理解する
・ 記述する
・ 言い換える
・ 文章を理解する
・ 認める・名前をあげる
・ 記憶する

学習活動

高
次

低
次

技術による代替（例）

・ AIが生成する

・ 紙に書く、電子機器に入⼒する

・ 辞書を引く、
インターネットで検索する

・ 媒体に保存する

従来から
デジタル技術/

非デジタル技術で
代替されてきた

ガイドライン等の形で望
ましい活用事例や留意

点を示す

認知機能（イメージ）

AIは
高次の認知機能を

代替可能

2-2 総㉕
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総合における資質・能⼒の構成について（知識・技能）

⚫ 各教科と総合を比較すると、総合には以下の特徴がある。
✓ 目標や内容を国が一律で設定するのではなく、各学校が設定する
✓ 知識は習得の対象ではなく、学習者が設定した課題によって必要な知識が異なる
✓ 知識自体が学習者ごとに異なる中、探究のプロセスで必要な知識や方略をいかに効果的に活用し、設定

した課題を解決できるかが重要
⚫ こうした特質を踏まえれば、総合の評価にあたっては、知識・技能を他の資質・能⼒と分節し、評価規準を精緻

に設定して個別に評価する意義が各教科と比較して薄いと言え、一体的に育むことに馴染むと言える。

各教科 総合

何ができるように
なるか（目標）

学習指導要領
で設定

学習指導要領や学校教育目標を踏まえ

各学校が設定

何を学ぶか
（内容）

学習指導要領
で設定

学習指導要領の目標を
達成する観点から

各学校が設定

知識の性質
習得の対象

（一律・安定）
課題によって異なる

（探究のプロセスで活用され、習得）

知識の取扱い
観点を分けて

取り扱うことが適切
一体的に見取る

ことに馴染む

2-2 総㉖
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学びに向かう⼒
、人間性等

⚫ 総合における資質・能力については、現行学習指導要領の目標に掲げているとおり、育むべき知識・技能と思考
⼒・判断⼒・表現⼒等を分けて観念できる。

⚫ その上で、総合における資質・能⼒の構成について、初発の思考・行動、好奇心をはじめとする「自己の在り方生
き方」に関わる「学びに向かう⼒、人間性等」と、探究のプロセスを通じて知識・技能を活用しながら課題の解決
を行う思考⼒・判断⼒・表現⼒等が一体として、とりわけ重視されるものとして整理できる。

総合における資質・能⼒の構成について（イメージ）

学びに向かう⼒、
人間性等

• 思考・判断・表現の過程で「興味
関心や問題意識の洗練」「自律的
な学びの調整」「他者との対話・協
働」が、自己の在り方生き方につい
ての考えを深める上で不可欠

思考⼒、判断⼒、
表現⼒等

• 具体的な活動として、課題に
応じた探究のプロセス（典型
的には課題の設定、情報の収
集、整理・分析、まとめ・表
現）を想定

• 設定した課題を解決し、自分
なりの新たな意味や理解の深
まりを表現できることが、探究
の意義として重要

知識及び技能
• 分節して観念できるが、学習者

が設定した課題によって必要な
知識は異なる

• 内容の習得自体に価値がある
というよりも、課題解決の手段と
して効果的に活用し概念化す
ることが重要

思考⼒、判断⼒、
表現⼒等

2-2 総㉗
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幼児教育 小学校 中学校 高校

探
究
の
質
の
視
点

➀
課
題
の
質

自己や他者、社会に
とっての意味

体験や経験（※1）を通して生まれた興味・関心や問題意識を、自己や他者、社会及び将来にとっての意
味の視点で捉え、探究の過程で課題として洗練しようとする

（発達のイメージ）

➁
プ
ロ
セ
ス
の
質

知識や方略の活用 課題を解決するために必要な知識や様々な方略（※2）を効果的に活用する（※３）

学びの主体的な調整 探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返ったりして、自律的に学びを調整しようとする

他者との対話・協働 多様な他者との対話や協働によって、よりよく課題を解決しようとする

（発達のイメージ）

③
成
果
の
質

自己や他者、社会に
とっての新たな意味や
理解の構築

探究の過程を通じて自己や他者にとっての新たな意味や理解を構築（好きや得意の伸長を含む）し、そ
の深まりを表現する

（発達のイメージ）

⚫ 「探究の質」の視点を踏まえ、探究的な学びの特質や発達段階を踏まえた探究の深まり（探究の質の高まり）
について、以下のとおり整理し、参考資料等の形で示すことが適当である。

発達段階に応じた探究の質の高まりについて①（イメージ）

957

身近な関心（好きや得意）から、他者の視点の獲得、将来や社会にとっての意味へ

単純な試行錯誤から、知識・方略の効果的な活用や振り返りの自覚化、自律的な探究の駆動へ

目の前の素朴な気付きから、統合的な意味や理解の構築、他者を含む意味や理解の広がりと深まりへ

遊びの中
での芽生え

学びに向かう⼒①

学びに向かう⼒③

学びに向かう⼒②

知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒等

知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒等

（※1）身体性を伴う体験や経験、とりわけ他者の営みや願いとつながる経験や、自然体験を含む様々な体験が、自己の生き方とつながる興味・関心や問題意識を生み出す上での基盤となること、各教科等の学びもここでいう体験や経験に含まれることに留意
（※2）動機づけ方略やメタ認知的方略、「考えるための技法」などを想定。また、特に研究系や行動系の探究において、「情報収集の質」がとりわけ重要になってくることに留意 （※３）「情報収集の質」を含む

2-2 総㉘総合
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幼児教育 小学校 中学校 高校

➀
課
題
の
質

自己や他者、
社会にとっての意味

➁
プ
ロ
セ
ス
の
質

知識や方略の活用

学びの主体的な調整

他者との対話・協働

③
成
果
の
質

自己や他者、社会にとっての新
たな意味や理解の構築

発達段階に応じた探究の質の高まりについて②
（記載をシンプルにしたイメージ）

身近な関心（好きや得意）から、
他者の視点の獲得、

将来や社会にとっての意味へ

単純な試行錯誤から、
知識・方略の効果的な活用や振り返りの自覚化、

自律的な探究の駆動へ

目の前の素朴な気付きから、
統合的な意味や理解の構築、

他者を含む意味や理解の広がりと深まりへ

遊びの中
での芽生え

学びに向かう⼒①

学びに向かう⼒➁

学びに向かう⼒➂

知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒等➀

知識・技能、思考⼒・判断⼒・表現⼒等➁

2-2 総㉙
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959

小学校 中学校 高等学校

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。

探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課
題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題
に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・
分析して、まとめ・表現することができるようにする。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集
め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。

探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積極
的に社会に参画しようとする態度を養う。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を
創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。

各教科等における見方・考え方を総合的に活用するとともに、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、 実社会・実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続けること

小学校 中学校 高等学校

よりよく課題を発見・解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力について、言語能力及び情報活用能力を効果的に発揮した探究を通して、次のとおり育成することを
目指す。

探究の過程において、課題の発見・解決に必要な知識
及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探
究のよさを理解できるようにする。

探究の過程において、課題の発見・解決に必要な知識
及び技能を身に付け、課題に関わる概念を複合的に
形成し、探究の意義を理解できるようにする。

探究の過程において、課題の発見・解決に必要な知識
及び技能を身に付け、課題に関わる概念を統合的に
形成し、探究の意義を理解できるようにする。

実社会・実生活と自己との関わりから問いを見いだし、
必要な知識及び技能、様々な方略を活用しながら、探
究の過程を通じて課題を解決し、自分なりの新たな意
味や理解の深まりを表現できるようにする。

実社会・実生活と自己との関わりから問いを見いだし、
必要な知識及び技能、様々な方略を効果的に活用し
ながら、課題に応じた探究の過程を通じて課題を解決
し、自分なりの新たな意味や理解の深まりを表現できる
ようにする。

実社会・実生活と自己との関わりから問いを見いだし、
必要な知識及び技能、様々な方略を総合的に活用し
ながら、課題に応じた探究の過程を通じて課題を解決
し、自己や他者にとっての新たな意味や理解の深まりを
表現できるようにする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識
を、自己にとっての意味の視点で捉え、探究の過程で
課題として洗練しようとする。
・他者との対話や協働によって、よりよく課題を解決しよ
うとする。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返った
りして、自らの学びを調整しようとする。
・自己の生き方についての考えを深め、探究を通じて豊
かな人生や持続可能な社会を実現しようとする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識
を、自己や他者にとっての意味の視点で捉え、探究の
過程で課題として洗練しようとする。
・多様な他者との対話や協働によって、よりよく課題を解
決しようとする。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返った
りして、自覚的に学びを調整しようとする。
・自己の生き方についての考えを深め、探究を通じて豊
かな人生や持続可能な社会の実現に向けて行動しよう
とする。

・体験や経験を通して生まれた興味・関心や問題意識
を、自己や他者、社会及び将来にとっての意味の視点
で捉え、探究の過程で課題として洗練しようとする。
・多様な他者との対話や協働によって、よりよく課題を解
決しようとする。
・探究の進め方を工夫したり、探究の過程を振り返った
りして、自律的に学びを調整しようとする。
・自己の在り方生き方についての考えを深め、探究を通
じて豊かな人生や持続可能な社会を創造しようとする。

実社会・実生活との関わりの中で見いだす課題を横断的・総合的な視点から捉え、新たな価値を創造し、自分らしい生き方を問い続けること

改
善
イ
メ
ー
ジ

現
状

959

目標及び見方・考え方の在り方について（イメージ）

柱書

知・技

思・判・表

学びに
向かう⼒

見方・
考え方

柱書

知・技

思・判・表

学びに
向かう⼒

見方・
考え方

2-2 総①
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各学校において定める目標及び内容の取扱い

各学校において定める目標及び内容の設定に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

(1) 各学校において定める目標については、各学校における教育目標を踏まえ、総合的な学習の時間

を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。

(2) 各学校において定める目標及び内容については、他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ、
他教科等で育成を目指す資質・能力との関連を重視すること。

(3) 各学校において定める目標及び内容については、日常生活や社会との関わりを重視すること。

(4) 各学校において定める内容については、目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決
を通して育成を目指す具体的な資質・能力を示すこと。

(5) 目標を実現するにふさわしい探究課題については、学校の実態に応じて、例えば、国際理解、情報、

環境、福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題、地域の人々の暮ら
し、伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課題、児童の興味・関心に基づく課題などを踏まえ

て設定すること。

・・・・

各領域の目標及び内容等
〔探究の領域〕

１ 目標
各学校においては、第１の目標を踏まえ、探究の領域の目標を定める。
２ 内容
各学校においては、第１の目標を踏まえ、各学校の総合的な学習の時間の内容を定める。

総合の表形式化の形式のイメージ①
（探究の領域） ※現行の記載を基にしたイメージ

2-2 総②
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知識及び技能 思考⼒・判断⼒・表現⼒等

統
合
的
な
理
解
・

総
合
的
な
発
揮

統合的な理解

情報技術の正負の側面を含む特性の理解をもとに、情
報技術を適切かつ効果的に活用することで、デジタル社
会における様々な課題を解決できることを理解する。

総合的な発揮

情報技術の正負の側面を踏まえ、情報技術を情報の収集、
整理・分析、まとめ・表現などに適切かつ効果的に活用して、
デジタル社会における身近な課題を解決できる。

①
情
報
技
術
の

活
用

• 多様な情報の収集、データの整理による傾向の把
握、目的に応じた効果的な表現などを円滑に行える
よう、情報機器等の情報技術の基本的な操作技
能を身に付ける。

• 情報技術を活用し、適切な方法で情報やデータを収
集・整理したり、傾向を明らかにしたり、目的に応じて効
果的に表現したりして、設定した課題を解決できる。

➁
情
報
技
術
の

適
切
な
取
扱
い

• 情報技術に関わる自他の権利やルール、生活や健
康への影響、安全管理、メディアにより情報や印象
が異なること、誤情報・悪意ある情報があることや発
信源や根拠を確認する重要性などを理解する。

• 情報技術の正負の側面や情報技術の活用による影響
等を踏まえ、自他のよりよい生活に向け、節度を持って
情報技術を安全かつ適切に活用するとともに、得られた
情報を吟味し、適切に判断し、行動できる。

③
情
報
技
術
の

特
性
の
理
解

• AIを含む情報技術の基本的な仕組み、コンピュータ
ーに指示するために必要な手順、アルゴリズムによる
情報の選択的な表示が人間の認知に与える影響を
含む情報技術の特性などについて理解する。

• 情報技術の特性の理解に基づき、プログラミング的思
考を駆使し、身近な課題の解決策を表現できる。

総合の表形式化の形式のイメージ②
（情報の領域 「統合的な理解・総合的な発揮」）

※ 「情報の領域」が「探究の領域」を基盤として支えることや、「情報ブロック」「ミニ探究ユニット」を適切に組み合わせて学ぶこと等については、指導要領本体や解説等で記載
※ 陳腐化の可能性等を踏まえ、指導要領では俯瞰的に規定した上で、解説等や教材で具体化するとともに、必要なアップデートを図れるようにする 961

2-2 総㉜総合
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総合における学習評価の事例➀
（小学校、学校で総括的なテーマを設定する場合）

• 単元の目標及び評価規準（10要素）を作成（１）
• 単元を通じてそれぞれの要素に係る評価場面を設定し、評価

材料を収集（２）
• 年度末に単元ごとの評価結果を総括し、学習活動及び各学

校が定めた評価の観点を記入した上で、児童にどのような⼒
が身に付いたかを文章で端的に記述（指導要録）

（１）
（２）

（出典）「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資料（小学校 総合的な学習の時間 令和２年３月） p48-50 962

2-2 総㉝総合
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総合における学習評価の事例➁
（高等学校、 マイ探究の場合）

• 単元の目標及び評価規準（8要素）を作成（１）
• 単元を通じてそれぞれの要素に係る評価場面を設定し、評価

材料を収集（２）
• 年度末に単元ごとの評価結果を総括し、学習活動及び各学

校が定めた評価の観点を記入した上で、生徒にどのような⼒
が身に付いたかを文章で端的に記述（指導要録）

（１）
（２）

（出典）「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資料（高等学校 総合的な探究の時間 令和3年8月） p59-60 963
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総合の評価の改善に関わる考え方について（イメージ）

(1)自己や他者
にとっての意味

(2)知識や
方略の活用

(3)学びの
主体的な調整

(4)他者との
対話・協働

(5) 新たな意味や
理解の構築

➀課題の質 ➁プロセスの質 ③成果の質

２

評
価
の
視
点
（
例
）

Ａ
さ
ん

Ｂ
さ
ん

Ａ
さ
ん

Ｂ
さ
ん

Ａ
さ
ん

Ｂ
さ
ん Ａ

さ
ん

Ｂ
さ
ん

Ａ
さ
ん

（※3）これらの視点は、児童生徒が振り返りを行う際の視点として活用することも考えられる。また、学校が必要と判断する場合には、自己の学びを振り返る等の道具としてルーブリック（※）を用いることもあり得る

（※）成功の程度を示す数レベルの尺度と、それぞれのレベルに対応するパフォーマンスの特徴を記した記述語から成る評価基準表（出典：西岡加名恵『高等学校「探究的な学習」の評価』 2023）

⚫ 総合における評価の在り方について、より一層資質・能力の特質に応じた評価に改善する観点から、以下の方向で整理。
1. 目標に照らして、それぞれの児童生徒の成長に着目して評価するとともに、総括的な評価のための細かな評価場面の設定や過

度な評価材料の収集を求めることはしないこととし、探究のプロセスを通じ、一貫した視点で継続的に見取る
2. 評価の視点の在り方については、３観点を10の要素（視点）に分けた評価規準を作成する取扱いは過度な負担・負担感に

繋がること、探究の質について、➀課題の質、➁プロセスの質、➂成果の質、という３つの視点を整理し、観点別の目標と整合
する形で議論してきたことを踏まえ、よりシンプルなものとする  

（※1）中学校の目標水準で記載。各学校が定める目標に照らして評価することが前提であり、重点化や付加を想定。

(※2)

(※1)

（※2）「情報収集の質」を含む

そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
生
徒
に

着
目
し
、
成
長
を
評
価

1 

評
価
の
準
拠
点

目
標
と
探
究
の
質
の
議
論
を

踏
ま
え
、
明
確
な
視
点
例
を
提
示

それぞれの視点について評価の場面を限定して見取るのではなく、一貫した視点で継続的・総合的に見取る

(※3)

Ｂ
さ
ん
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学習の締めくくりに行う評価学習の過程で行う評価

総合における形成的評価や児童生徒自身による評価の重視について（イメージ）

総括的評価
（一人一人の成長に着目し、

端的に文章で評価）

自己評価（振り返り）

形成的評価
（適時のフィードバックや

指導・支援等）

相互評価（自己の考えや振り返りの共有・話合い）

児
童
生
徒
自
身

に
よ
る
評
価

教
師
に
よ
る
評
価

総合において
一層重視する評価

総合における評価については、
✓ 教師の指導の改善や、児童生徒が次の学びに向かうことができるようにするといった学習評価の趣旨や、学習者によって

取り組む課題が異なるといった総合の特質を踏まえれば、総合の評価について、それぞれの視点について評価の場面を
限定して見取るのではなく、一貫した視点で伸びを継続的・総合的に見取ることが重要であること

✓ 学びを主体的に調整し、自己の在り方生き方に関わる探究を自律的に進めていけるようになることが目指されること
を踏まえ、
✓ 教師による評価としては、形成的評価（見取りを踏まえた適時のフィードバックや指導・支援等）、
✓ 児童生徒自身による評価として、自己評価（振り返り）や相互評価（自己の考えや振り返りの共有・話合い）の機

会の設定
を一層重視することと整理することが適当。

2-2 総㊱

※ 形成的な評価や、自己評価・相互評価を次の学びにつなげていく上でも、例えば学習者が探究のプロセスに関わる様々な資料をポートフォリオ等の形にまとめ、
それを用いて対話する検討会を行う等の取組も考えられることに留意 965

総合
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⚫ 現行の学習指導要領では、各学校が定める総合の目標と学校教育目標との関連を図るとされている一方、学校教育目標は数
十年にわたり変更されていない学校も多く、目指す学校づくりとカリキュラムづくりの一層の連携を図る余地があるとの指摘がある。

⚫ このため、
① その時々の学校運営に関する方向性を、よりよく総合のカリキュラムに反映させる観点、
② 地域とのよりよい連携を図る観点

から、総合の目標や内容を定めるにあたっては、学校教育目標のみならず、「基本的な方針」とも関連を図ることとすることが適当。

学校教育目標等と各学校が定める総合の目標との関係（イメージ）

＜現行学習指導要領の記載＞

（総則）第２の１．

教育課程の編成に当たっては，学校教育全体や各教科等における指導を
通して育成を目指す資質・能力を踏まえつつ，各学校の教育目標を明確
にするとともに，教育課程の編成についての基本的な方針が家庭や地域と
も共有されるよう努めるものとする。その際，第５章総合的な学習の時間
の第２の１に基づき定められる目標との関連を図るものとする。

（総合）第２ ３（１）

各学校において定める目標については，各学校における教育目標を踏まえ，
総合的な学習の時間を通して育成を目指す資質・能力を示すこと。

現状

＜地方教育行政の組織及び運営に関する法律＞

第47条の5

４ 対象学校の校長は、当該対象学校の運営に関して、教育課程の編
成その他教育委員会規則で定める事項について基本的な方針を作成し、
当該対象学校の学校運営協議会の承認を得なければならない。

５ 学校運営協議会は、前項に規定する基本的な方針に基づく対象学校
の運営及び当該運営への必要な支援に関し、対象学校の所在する地域の
住民、対象学校に在籍する生徒、児童又は幼児の保護者その他の関係者
の理解を深めるとともに、対象学校とこれらの者との連携及び協力の推進に
資するため、対象学校の運営及び当該運営への必要な支援に関する協議
の結果に関する情報を積極的に提供するよう努めるものとする。

改善イメージ

学校教育目標

「基本的な方針」

総合の目標・
内容

学校運営協議会

学校 地域

②地域とのより良い
連携を図る

①その時々の学校運営に
関する方向性をよりよく
総合のカリキュラムに反映

承認

学校と地域・保護者等の
関係者の連携・協力の推進

※自治体や学校によって、名称は異なることがある

※

スクールポリシー、学校経営方針、
グランドデザイン 等

2-2 総㊲

（※） 「基本的な方針」に総合に関する記載を新たに加える、ということではない旨に留意
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（出典）『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）』（令和３年３月 文部科学省）p85, 86, 100

各学校において定める内容の在り方（現状及び課題）

⚫ 総合的な学習の時間の創設から約30年が経過し、実践が蓄積されてきていること等を踏まえ、学校が作成することとされ
ている「全体計画」「年間指導計画」「単元計画」について、国が学校に作成を求める内容の精選等を行うことが必要。

１．全体計画の具体例 ２．年間指導計画の構成要素

３．単元計画としての学習指導案（基本的なイメージ）

各学校が定める目標

各学校が定める内容

探究課題につ
いて、学校が
定める場合も
あれば、個人
が定める場合
もあることを踏
まえる必要 全体像を概括的に

示すとの全体計画
の趣旨に鑑み微細
なことを求めている
との指摘

学習活動・指
導方法・指導
体制・評価は
具体の活動
と紐づくことか
ら、全体計画
に掲載する必
要性を整理

「指導計画の作成と内容の取扱い」で各学校が示すとされている事項

学校運営に関する
「基本的な方針」と
の関連を図ることが
議論された中、個
別に記載する必要
性を整理

2-2 総㊳
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【現行学習指導要領に基づく全体計画】 【検討の方向性】

全体計画の
記載内容の
精選等

育成を目指す資質・能⼒を端的に記載

単元計画で代替可

※あくまで大まかな方向性であり、具体の改善は解説や参考資料等の作成過程で検討されることが前提

「基本的な方針」との
関連で代替可

マイ探究の場合は
マイ探究である旨

を記載

１．全体計画の具体例

（出典）『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）』（令和３年３月 文部科学省）p85

2-2 総㊴各学校において定める内容の在り方（改善の方向性①（全体計画））
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総合
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３観点を一体的に見取ることとし、目標に照らした
評価の視点を５要素程度で明示

①自己や他者にとっての意味、
➁知識や方略の活用、➂学びの主体的な調整、④他者との対話・協働
⑤新たな意味や理解の構築

（出典）「指導と評価の一体化」のための 学習評価に関する参考資料（小学校 総合的な学習の時間 令和２年３月） P48-50 

※あくまで大まかな方向性であり、具体の改善は解説や参考資料等の作成過程で検討されることが前提

過度な評価材料集めを
抑制する方向で見直し

※具体的な要素は各学校の目標を踏まえて定める

2-2 総㊵各学校において定める内容の在り方②（単元計画、評価計画）
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儀式的行事 文化的行事
健康安全・
体育的行事

旅行（遠足）・
集団宿泊的行事

勤労生産・
奉仕的行事

入学式、卒業式、始業式・
終業式など

文化祭、学習発表会、
音楽鑑賞会など

運動会・体育祭、避難訓
練、交通安全指導など

遠足、修学旅行、野外活動、
集団宿泊活動など

ボランティア活動、職場体験活
動、就業体験活動など

総合による
代替（現行整

理の明確化）
原則不可

代替が
認められる例

• 総合で実施する探究と関連付けて行事を実
施する場合（地域の安全をテーマとする探究の一環として交通

安全教室を実施する等）

• 探究の成果発表の場として学習発表会の準
備等を行う場合（文化祭と併せて総合の成果発表を実施す

る場合の、当該活動に係る部分（成果の整理等）を含む）

• 自己の生き方に関わる学習課題を児童生徒が設
定する、学習課題の解決に必要な計画を児童生
徒が立てるなど、総合の目標や学習過程を踏ま
えた探究として実施する場合
（例えば事前・事後の学習の一部を総合で代替すること等が考えられるが、
詳細は解説で記載）

⚫ 現行の解説の整理等を踏まえ、以下のような取扱いを明確化し、解説等で詳細を示すことが適当である。
✓ 総合で学校行事を代替できるかどうかは、総合及び特別活動の目標・内容に照らした学習の実態で判断すること
✓ その上で、➀「儀式的行事」、➁「文化的行事」「健康安全・体育的行事」の準備（学習発表会を除く）については、総

合で代替しないことを原則とすること
✓ 総合の目標や学習過程を踏まえて実施される 「旅行（遠足）・集団宿泊的行事」、「勤労生産・奉仕的行事」について

は、探究として成立する部分について代替を可能とすること

学校行事と総合との関係の一層の明確化について（イメージ）

（※1）学校における計画作成の際の参考となるよう、詳細や小学校・中学校・高校それぞれの具体例については別途解説等で示す
（※2）形式的に探究のプロセスに位置付ける、といった形式主義にならないよう、また新たな負担感につながらないよう、総合で学校行事を代替するのための追加書類の作成等の要件は求めないが、

総合として実施する正当性を明確にする観点から、総合の年間指導計画に位置付けられていること

準備・練習等は原則不可
探究として成立する部分のみ可

（学校行事の目標を踏まえた活動が前提）

2-2 総㊶
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１．宿泊体験×探究
（自然探究／オリエンテーション探究）

修学旅行、職場体験等を探究として実施する場合のイメージ①

⚫ 特別活動と総合との一層の連携の視点を踏まえ、修学旅行や職場体験、インターンシップ等の機会を生かし、
充実した質の高い探究として実施する場合の在り方について、具体的なイメージについて、以下のとおり考えられ
る。

２．職場体験×探究
（キャリア探究）

３．修学旅行×探究
（越境探究）

総合等 総合等特別活動

事前学習 宿泊体験 事後学習

総合等 総合等特別活動

事前学習 職場体験 事後学習

総合等 総合等特別活動

事前学習 修学旅行 事後学習

（※） 探究として実施する場合にも、学校行事である以上、特別活動の目標に定める資質・能力の育成を目指すものでもあることが前提
（※） 総合の内容は各学校が定めることとしており、あくまでも検討にあたっての参考資料という位置付けであることに留意

※例えば学校行事を、探究における情報の収集の場として位置付けたり、特別活動の体験を通して探究の課題設定につなげたりすることが考えられる
※事前・事後学習は探究として成立する部分のみ代替できる ※図はあくまでも探究としてのイメージであり、特別活動として学校行事を捉えた際には別の見え方になることに留意

例 例 例

2-2 総㊷
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領域 事前の活動・学習 修学旅行／職場体験 等 事後の活動・学習

総合の視点

（探究として
成立している

必要）

（越境探究／キャリア探究 等）

• 越境探究／キャリア探究に向けた
課題の設定、情報の収集 等

※ 探究として成立する部分に限る
※ 課題の設定や情報の収集に限らず、探究の過程の

１サイクルを経た上で学校行事を迎える場合もある

• 修学旅行先／職場体験先におけ
る課題の発見、情報の収集 等

• 修学旅行／職場体験で収集し
た情報の整理・分析、課題の解
決のための行動や改善、まとめ・
表現 等

特活の視点

（子供が主体的に
創造する

集団活動として
成立している

必要）

（旅行・集団宿泊的行事／勤労生産・奉仕的行事 等）

• 修学旅行／職場体験の意義の
理解

• 修学旅行／職場体験の活動目
標、活動計画、活動内容、役割
分担についての話合い

• 活動目標、活動計画、活動内容
についての合意形成や意思決定

• 修学旅行／職場体験における体
験的な活動の実践

• 振り返り（修学旅行／職場体
験における体験的な活動を通し
て気付いたことなどの振り返り）

⚫ 特活と総合の連携の観点から学校行事を見た際、学校行事を総合の活動をもって代替する場合や、総合における探究と連
携した活動として実施する場合においては、学校行事が総合と特活の双方の視点を有する活動として実施されることとなる。

⚫ その際、「特活と総合の双方の目標に照らした活動」に必要な視点について、以下のように学校の参考となる考え方を解説等
で示すべき。

※総合と特別活動の連携はあくまでも選択肢であり、必ず実施しなければならないものではないことに留意

2-2 総㊸

修学旅行、職場体験等を探究として実施する場合のイメージ②
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⚫ 「『好き』を育み、『得意』を伸ばす」教育を推進する観点から、学校行事の内容である「⑵ 文化的行事」の名称に、現行の解
説でも具体例として挙げられている学習発表会の要素を追加し、「文化・学習発表的行事（仮称）」とすることで、地域社会
や社会教育部局等とも連携しつつ、「好きや得意」の更なる伸長につなげる観点から、選択肢の明確化を図る。

学校行事を通じた「好きや得意」の発表の機会の明確化について（イメージ）

各教科における探究的な学び

社会

理科

図工

音楽

家庭科

外国語

「好きや得意」との
出会いのきっかけ

教科名 テーマ例

スイーツ、
ファッション…

言語やコミュニ
ケーションと
文化の関係

…

版画のしくみ、
作品鑑賞…

楽器の音色、
調の地域差…

地域の 歴史
、A国の気候

…

動物の生態、
宇宙の起源…

「学びの舞台
」としてのいわ
ゆるパフォーマ
ンス課題を含
む探究的な要
素を持つ活動
の充実

※「もっと深めた
い」対象やテー
マとの出会い

芽生えた「好きや得意」を
育てる可能性

「好きや得意」を
花開かせる機会

クラブ活動

総合的な学習・探究の時間
※とりわけマイ探究

※小学校のみ

裁量的な時間

（実施例）
• 生物クラブで興味のある虫の生態を実際に観察する
• 料理クラブで材料を変えながら好きなスイーツをつくる

（問の例）
• 気候と伝統的な曲の調に関係はあるのか
• 英語は主語と動詞が必要な場合が多いのに、なぜ

日本語は主語がなくても通じるのか

（実施例）
• 観察した虫の気になる動きについて、何のためにして

いるものかを調べる
• 材料を変えたことによる食感や味の変化をまとめ、ど

のような化学反応によるものかを調べる
• 気候が人間の気分に影響を与えるか、人間の感情

と曲調に関連があるかを調べる

文化・学習発表
的行事（仮称）

（行事例）

「探究フェスティバル」
• 個人やグループワークで

の探究的な学びの成果
を相互に発表し合う

• 異なるテーマを探究する
児童生徒と対話し、新
たな視点等の気付きを
得る機会にもなる

※ 文化的行事の一環として、
特定の学年で実施することも

     考えられる

地域社会と連携するこ
とが望ましい

• 学校行事を社会教育との
接続の入り口にすることも考
えられる

社会教育
• 地域のクラブ活動
• 公民館の生涯学

習センター
• 図書館

地域・社会の
成果発表の

機会
• 自治体主催の探

究コンテスト
• 民間団体主催の

大会

社
会
教
育
を
通
じ
た
更
な
る
学
び
の
広
が
り

咲き誇る
可能性

（※） 自治的な活動を中心とした文化的行事が学校教育活動において大きな役割を果たしている場合も多くある中、あくまでも学校行事として実施する選択肢の１つとして明確化するものであり、
現行の文化的行事を置き換えることを求めるものではないほか、実施する場合にも、学校行事の目標を踏まえた活動とすることが前提

（※） 教育課程内の教育活動を中心に記載しているが、実際には、「好きや得意」との出会いのきっかけは、各教科の学びに留まらず、日常生活の様々な場面に存在していることに留意
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キャリア教育における総合の役割について（イメージ）

⚫ 総合的な探究の時間にキャリア教育を実施しているとの学校現場の受け止めがあることや、各教科等で育む資質・能力につい
て「広く社会において、いつ、どのような文脈で活用できるのか」を共通で重視する議論がされていること等を勘案し、以下のよ
うに、役割分担を含むキャリア教育の全体像をイメージとして示すことが考えられる。

探究的な要素を持つ学びの充実

社会や職業とのつながりを意識した学びの一層の充実

国
語

「見通し、振り返る」活動

総合的な
学習の時間

自己の興味・関心に
基づく課題の探究

キャリア教育の「要」

教
育課程全体を通じた

「好き」を育み、「得意」を伸ばす「好き」を育み、「得意」を伸ばす

教育課程の具現化

（※1）

（※1）総合とも連携を図りつつ、学校行事を単発のイベントではなく、日常の学びや自己の
興味・関心と社会とをつなぐものとして位置付け、キャリア教育の機能を強化する等

（※3）

各教科等と連携

（※3）各教科等と連携し、学校教育全体を通じたキャリア教育を補充、深化、統合し、将来との関わりでの「意思決定」につなぐ役割を担う

（※2）特に高校の「公共」では、「キャリア教育の充実の観点から，特別活動などと連携し，自立
した主体として社会に参画する力を育む中核的機能を担うことが求められる」とされている

「好きや得意」と出会い、「芽」を育む、キャリア教育の実践の場

（※5）中学校段階の教科等名を表記しており、表記の大きさ等によって優劣や程度の差があるものではないことに留意

特別活動

（※4）特別活動は「要」としての役割のほか、「社会創造」に関わる活動等を通じて実践とも関わる

（※5）

道
徳

「探究」と連携した
学校行事のアップデート
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探究のプロセスの質を高める方略としての「考えるための技法」について（イメージ）

体験や経験に基づき設定した課題が、

(1)自己
(2)他者、社会

にとってどのような意味をもっているかという、自己の
在り方生き方との関わりの視点

①課題の質

課題解決に向けた試行錯誤の過程において、どのように

(1)必要な知識や方略を用いているか
(2)自己の学びを主体的に調整しているか
(3)必要に応じ他者と協働しているか

という視点

探究の成果として、どのように

(1)自己にとっての新たな意味・理解の構築(※)
     や更なる探究への意欲
(2)他者や社会にとっての新たな価値の創造

につながっているかという視点

➁プロセスの質 ③成果の質

探究の質

質の高い学習を開始・継続することができるよう、自ら
の動機づけ（モチベーション）や感情を整える方略

学習課題の意義づけ・価値づけ

取り組む学習が、目標に照らして努力に見合う価値があ

ると実感することで動機づけを高める

他者との協働や支援の活用

友達に聞く、協働する、教師や保護者の支援を求めるな

ど、学習を進める上で必要な社会的リソースを整える

動機づけ方略

学習内容をよりよく理解し、定着するよう学習途
中の情報処理の方法等を工夫する方略

学習方略

組織化方略

同じ点に着目して情報を整理するなど、新たな学習内容の

中で関連付けを行い、体系的に理解できるように工夫する

学習方略がうまく働きよりよい学習成果に結びつく
よう、自身の学習過程の計画・把握・調整・振り
返り等を適切に行う方略

メタ認知的方略

計画方略

学習活動に先んじて、学習過程の計画、目

標設定、学習方略の選択等を行う

調整方略

学習目標を達成したか確認したあと、進捗状

況に応じて自身の学習方略等を調整する

＜方略の例＞

⚫ 総合における学習の自己調整の意義に関する議論の深まりに鑑みれば、現在学習指導要領に記載している「考えるため
の技法」は、総合において、学習方略と関連して探究のプロセスの質を高める具体的な手立ての１つであると言え、解説
や参考資料において、様々な方略とともにより一層現場にとって使いやすいものへと具体化していくことが必要。

精緻化方略

理由や意味を付け加えるなど、新たな学習内容を、既存の

知識と関連付けて深く理解できるように工夫する

総合に位置付けている比較する，分類する，関連付けるなどの「考えるための技法」
は、学習方略と関連して探究のプロセスの質を高める具体的な手立ての１つと言える
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「考えるための技法」の示し方の見直しについて（イメージ）

例 説明

広げる 等

（発想・視点移動）

自由に発想する できる限り多くのアイデアを出す。

組み合わせる 要素を結びつけて、新たなアイデアを生み出す。

多面的・多角的に見る 一つの対象を、異なる立場や視点から捉え直す。

具体化・抽象化する
対象を具体例や要素に分けて捉えたり、複数の対象に共通する性質をまとめて一般化したりす
る。

整理する 等

（比較・分類）

比較する 共通点や相違点を明らかにする。

分類する ある視点に基づいて、グループに分ける。

関連付ける 対象間の関係やつながりを見いだす。

深める 等

（論理・見通し）

理由付ける 前提や原因、根拠を明らかにする。

順序付ける 順序に着目し、要素相互のつながりや筋道を明らかにする。

構造化する 要素相互の関係性や階層性をもとに、全体の仕組みを明らかにする。

吟味する 対象の妥当性や信頼性を、根拠をもとに確かめる。

焦点化する 注目する特徴や対象を絞り込む。

見通す 先の展開や結果を、根拠をもとに予測する。

※ 要素はあくまでも例であるほか、明確なグループ分けも困難であることから、以下はあくまでも大まかな整理の例であることに留意。

主
に

発
散

主
に

収
束

⚫ 現在、「考えるための技法」は、10個の例が単純に羅列されており、また考えを発散させる思考が含まれていないなど、教師や学習者にとって必
ずしも使いやすいものになっていないとの指摘がある。これらの技法は、「行動系」「研究系」「創作系」といった探究の在り方に関わらず共通し
て活用し得るものであり、総合における多様な探究を支えるとともに、ひいては各教科等の学びの深まりにも貢献し得るものと言える。

⚫ こうしたことを踏まえ、今次改訂では、現在の「考えるための技法」を、探究において新たな考えや価値を創造していくための具体的な手立ての
１つとして、当面発散の観点を追加するとともに、発散と収束の観点から分類するとともに、今後、学校現場等の多様なアイデアや学術的知
見を収集してその在り方も含め改善していくことが適当である。
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質の高い探究の実現に向けた「社会との連携」の推進における課題（イメージ）

子供

探究の質の高まり• ○○が好き！
• ○○することが得意！
• ○○に挑戦したい！

• 特色あるカリキュラムは学校だけで
は難しい…

• 興味・関心や問題意識に基づく探
究をうまく指導できる自信がない…

• 校外活動が増えると、子供の安全
管理も不安…

• 教育に関わりたいが、つなが
りがなく、何が求められてい
るかも分からない…

• 探究を深める時間も、外部との連携
の時間も、なかなかとれない…

• 教育については素人なので、
子供たちへの接し方に自信
がない…

教師・学校 等 地域・企業・⼤学・
NPO・社会教育施設 等

• 外部の力を借りるには、お金もかかるし、学校
を分かってくれる人じゃないと、逆に負担…

• 自分の興味・関心に基づく課
題、と言われても…

多様な体験や経験が基盤

自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題の解決

「自らの人生を舵取りする⼒」 「民主的で持続可能な社会の創り手」

を育成する教育課程の実装

⚫ 総合における社会との連携について、「子供」、「学校」（教師・学校等）、「社会」（地域・企業・大学・
NPO・社会教育施設等）の関係として捉えた場合、以下のような課題を踏まえた検討が必要。
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探究の質の高まり

教師・学校 等

多様な体験や経験が基盤

自己の興味・関心や

問題意識に基づく課題の解決

「自らの人生を舵取りする⼒」 「民主的で持続可能な社会の創り手」

を育成する教育課程の実装

⚫ 総合が学校における学びと社会との連携の舞台としての役割を一層果たしていく上で、各学校や地域が置
かれた多様な状況に照らした取組の推進に資するよう、以下の論点について、考えられる施策の検討や、参
考となり得る様々な実践事例の発信を行うべき。

➀学校教育目標及び学校経営方針を踏まえた
総合の推進等

• 学校教育目標等を踏まえた目標・内容の設計
• 目標の実現に向けた適切な指導性の発揮、

指導体制、安全管理 等

⑦質の高い探究の実現に向けた、連携にあたって
の留意事項等

⑤様々な体験機会や成果発表に関わる機会の在り方

• 子供が地域・社会と関わりの中で豊かに学ぶ上で機能し得る
、多様な機会の１つとしての成果発表の機会の充実 等

➂「学校」×「社会」の連携体制の在り方

• 学校の負担感の低減を含む、学校と社会の円滑な
連携を支える多様な体制構築の在り方 等

④関係者の資質・能⼒の向上の在り方

• 伴走者やコーディネーター、学校関係者の資
質・能力の向上に向けた機会の確保 等

➁「子供」×「社会」の関わりの在り方

• 地域・社会人材の多様な関わり方を踏まえた
探究への伴走の在り方 等

⑥探究の充実に向けた費用負担の在り方

• 質の高い探究の実現を通じて、社会との関わりの中で豊かに
学ぶための、公費に留まらない負担の在り方や、そのための社
会的な機運の醸成の在り方 等

地域・企業・⼤学・
NPO・社会教育施設 等

2-2 総㊿参照
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「子供」×「社会」の視点での関わり方の例（イメージ）

⚫ 「社会」側が提供できる資源と学校のニーズや期待値との円滑なマッチングに資する観点から、「社会」側の連携へのコミッ
トメントの度合いに応じて、おおまかに３層程度で、連携の深まり方のパターンをイメージとして示した上で、マイ探究／
テーマ探究や、研究系／行動系／創作系といった探究の形態等に応じた多様な事例を、各学校の実態に応じた柔軟な
連携を進めていく上での参考として示すことが適当。

連携の深まり方（イメージ） 具体事例

１. 出会い
（Encounter）

本物「から」学ぶ

◼ ゲストティーチャーとしての
講話、インタビュー、体験、
ワークショップ

◼ 単発（きっかけの提供）

① 山梨県立笛吹高等学校
コミュニティ・スクールを基盤に、地域の専門家が探究の入口としての「課題発見ワークショップ」を開催

② 静岡県立ふじのくに国際高等学校
地域の達人との出会いから始まる探究

➂上越市立⼤手町小学校
父親応援団の活動支援により、多様な体験機会を確保

２. 伴走
（Mentor）

本物「を」意識して学ぶ

◼ 中間レビュー、助言、
成果発表の受け手

◼ 年数回程度以上
(社会とつながる視座の  
提供）

① 横浜市立⼤岡小学校
日立横浜理科クラブの方々とともに、ものづくりを学ぶ

② 小学校×特定非営利活動法人みんなのコード
授業の共同実践を通じたプログラミングによる「学びの作品化」

➂（公社）日本青年会議所×東京学芸⼤学
日本青年会議所メンバーによる「探究創造コーチ」認定制度を活用した授業サポート

３. 協働
（Collaborate）

本物「と」学ぶ

◼ 学習者が責任の一部を
担う等して協働

◼ 年5回程度以上
（課題に取り組む

協働者として活動）

① 佐渡市立新穂中学校
「課題解決型職場体験」

② 株式会社 丸井×株式会社 幕明
企業とのリアルな仕事体験を通じ、将来世代が未来に向かって挑戦する力を育成

連
携
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

(深)

行動系マイ探究 小学校

高校

行動系マイ探究 中学校

創作系テーマ探究 小学校

行動系テーマ探究 小・中

高校

※三つの類型は優劣を示すものではなく、学習の目的や学校・地域の実情に応じて無理なく選択・組み合わせるものであることに留意

小学校

中学校
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「学校」×「社会」の連携体制の例（イメージ）

⚫ 自治体や各学校が実態に応じて体制を構築したり、社会側と調整を行う際の参考とできるよう、全国の実例を
踏まえた、学校と社会の連携を支える多様な体制構築の在り方について、多様な事例とともに示すことが適当。

体制の在り方の例
（イメージ）

関連する国事業等
（R8現在（※1））

具体事例

１. 地域
◼ 学校運営協議会、

地域学校協働活動推進員

◼ 保護者
◼ 卒業生 等

◼ 学校・家庭・地域連携協力
推進事業費補助金
【補助率：国1/3、県1/3、市町村
1/3】 

①山梨県立笛吹高等学校 コミュニティ・スクールを基盤に、地域の専門家が探究の
入口としての「課題発見ワークショップ」を開催

➁日野市立日野第四小学校 保護者有志が窓口となり、子供たちのマイ探究を支援
➂千葉県立長生高等学校×卒業生 卒業生が探究を支援
④立命館宇治高等学校×卒業生 学校・地域・卒業生・大学が連携し、

                                             探究とキャリア教育を社会へ開く

２. 企業、
  団体、
NPO

◼ 地域の企業
◼ 経済団体
◼ NPO
◼ コンソーシアム 等

◼ 学校・家庭・地域連携協力
推進事業費補助金
【補助率：国1/3、県1/3、市町村
1/3】

➀広島県立⼤崎海星高等学校×商工会 「教育の島」発、地域と協働した高校魅力化
➁UMK テレビ宮崎 地元メディアを核とした探究支援体制の構築
➂NPO法人しずおか共育ネット 「一歩踏み出す」学びの仕組みを構築
④ぐんま探究コンソーシム 地域全体で探究を支える「ぐんま探究コンソーシアム」
⑤企業×⼤学×環境省 SFLコンソーシアムの活動の一環としての次世代人材育成

３. ⼤学
◼ 国公立大学
◼ 私立大学 等

◼ 探究・校務改革支援補助
金（経産省）
【補助率：民間団体1/2等】

①東京⼤ONG 大学の資源と中高生の学びの接続をコーディネート
➁東北芸術工科⼤学       デザイン思考を活用した探究学習支援を核に高大連携
➂桜美林⼤学 講師からの探究課題×大学生メンターで高校の探究プログラムを

コーディネート

４. 行政

◼ 都道府県
◼ 市町村
◼ 社会教育施設(※2)

◼ 独立行政法人 等

◼ 特別交付税（地域おこし協力隊、

公立高校と地域産業界連携のための
コーディネータ配置等）

◼ 高等学校教育改革推進基
金

①岐阜市教育委員会 学校任せにしない社会連携に向け、地域人材・体験機会
                                ・カリキュラムを一体的につなぐ
②京都市教育委員会    「生き方探究教育（キャリア教育）」の推進
③福井県教育委員会     県立高校の探究的な学びを支援する体制・仕組みの構築
④新潟県（三条高等学校） 学校図書館を活用した地域課題解決をテーマとした
                                      探究学習の実践
⑤国立青少年教育振興機構 自然体験を伴う探究学習プログラムのサポート
⑥日本科学未来館 実体験や対話を通じて関心を引き出す「探究学習プログラム」の推進

（※1）「関連する国事業等」の財政措置等がなされるか否かは、事業内容等により個別に決定されることに留意

（※2）民間団体等が設置する社会教育関係施設は「2.企業、団体、NPO」に含まれる

高校

小学校

高校

高校

高校

高校

高校

高校

高校

小・中

高校

高校

高校

高校

中・高

小・中

小・中・高

中・高
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⚫ １.伴走者、２.コーディネーター、3. 学校関係者のそれぞれについて、学校と社会が連携し、質の高い探究を
実現するにあたって必要な資質・能⼒を身に付けるための多様な方策について検討するとともに、自治体や学校
が参考にできる取組事例等を提供することが適当。

方策の例（イメージ） 具体事例

１. 伴走者

◼ コミュニティ・スクール関係者に向けた、学校と
の協働に関わる研修

◼ 教職員支援機構や大学が実施する、地域
人材や民間人材に向けた研修 等

①東京学芸⼤学×（一社）民間人材教育参画推進機構
「探究創造コーチ」認定制度・支援システムを通じた伴走者の
教育参画・資質向上支援

２. コーディネーター
◼ 地域学校協働活動推進員に向けた研修
◼ 社会教育主事の養成課程や講習との連携

等

➀ （一財）地域・教育魅⼒化プラットフォーム
コーディネート人材の採用・配置・育成の一体的支援

➁瀬戸市教育委員会
コーディネーター・教職員・委員がともに学び、つながるコミュニティ・スクールの推進

３．学校関係者

◼ 地域や社会との連携について強みや専門性
を有する教師の養成や、強みをさらに伸ばす
ための研修

◼ 社会に開かれた形での、学校教育目標や学
校経営方針に基づく教育課程編成の推進

◼ 社会と連携しつつ質の高い探究を進める校
内研究 等

①広島県教育委員会
県内全ての高校を対象に「スクールポリシー」と総合のカリキュラムを接続する研修

➁神奈川県立総合教育センター
管理職・担当者のバディを対象とした研修
➂新潟市立新潟小学校
校内研究に総合を位置付け、社会との連携を促進

④品川区立伊藤学園（義務教育学校）
「探究的な学び」の校内研究で、教師の学びの概念を並行して変える

関係者の資質・能⼒の向上の在り方の例（イメージ）

小・中・高

高校

小・中

高校

高校

小学校

小・中
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方策の例（イメージ） 具体事例

１. 学校主体
◼ 文化・学習発表的行事（仮称）
◼ 地域での成果発表
◼ 外部の成果発表の機会との接続

①横浜市立本町小学校×地域の催し等
地域住民・保護者に探究の成果を発表（第３学年「にこにこぬりーえ」）

➁横浜市立南高等学校×日本政策金融公庫
校内や外部の成果発表の機会を活用し、探究を実現可能な提案へ磨く

２．行政主体 ◼ 学校を横断した成果発表の機会

①双葉郡ふるさと創造学サミット
双葉郡８町村の小中高校生が学びを共有

➁埼玉県戸田市教育委員会
プレゼンテーション大会を通じた各学校におけるPBLの実効性向上

➂北海道教育委員会（北海道、札幌市、北海道⼤学、ニトリによる連携協定）

学校・大学・企業・行政が連携した「BRIDGE構築事業」で探究の充実を目指す

④内閣府
RESAS・RAIDAを活用した地方創生☆政策アイデアコンテスト

３. ⼤学、企業、
NPO等主体

◼ 多様な機会の提供

➀全国高校生マイプロジェクト（認定NPO法人カタリバ）
「自分の問い」から始め、実社会で行動する実践型探究

➁（公社）日本青年会議所 関東地区 神奈川ブロック協議会
神奈川県内の先生の輝かしい成果だけでなく、泥臭い「実践の過程」そのものを表彰

➂（公財）教科書研究センター
「教科書を使って探究学習」コンクール

④株式会社トモノカイ
探究の可能性を広げる全国EXPO

様々な体験機会や成果発表に関わる機会の在り方の例（イメージ）

⚫ 教師の指導性の発揮の一環として、総合での学びを「外化」することで学びを深める機会につなげることや、その
際の発表の機会の在り方について、解説で取り扱うとともに、学校現場の取組の充実の参考となるよう、 １．学
校主体の取組のみならず、２．行政主体、３．⼤学、企業、NPO等主体の多様な事例を紹介することが適当。

小学校

高校

高校

小・中

小・中・高

中・高

高校

小・中

小・中・高

中・高
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⚫ 保護者負担や行政による費用負担だけで、質の高い探究に向けた多様な取組を持続可能なものとしていくことは
容易ではなく、必要なリソースの確保について、全国で様々な実践の蓄積も見られるところ、地域や学校の実態に
応じた取組の充実の参考となるよう、１．学校主体の取組、２．行政主体の取組、３．⼤学、企業、NPO
等主体の取組について、多様な事例を紹介することとが適当。

方策の例（イメージ） 具体事例・留意点

１．学校

◼ 学校のクラウドファンディング
◼ ふるさと納税と連携した資源確

保
◼ 生徒自身で出資等を募集 等

➀幸手市立行幸小学校 クラウドファンディングを活用して課題解決を実装
②竹原市立吉名学園（義務教育学校） ふるさと納税返礼品の企画・開発による
                                                    寄付金を、総合の充実に活用
➂埼玉県立小川高等学校 IR（投資家）説明会を通じて、出資を募る
④島根県立飯南高等学校 生徒自身が探究の資源を確保する「資源獲得プレゼン」

２．行政
◼ ふるさと納税の活用
◼ 基金の造成
◼ 国事業等の活用 等

➀龍ケ崎市    「母校応援ふるさと納税」を活用し、高校生の「やりたい」をサポート
➁鎌倉市 寄付金を活用し、先生・こどもの“やりたい”を叶える体験的・探究的

学びを支援
➂加賀市（※） 地域プロジェクトマネージャーの活用
④島根県（※） 教育魅力化コーディネーター人材の登用・活用
⑤都留市（※） 民間企業シニア人材の学校現場への登用
⑥総務省（※） 地域活性化関連施策の教育分野への活用
⑦国立青少年教育振興機構  「子どもゆめ基金」を通じた多様な体験機会の創出

３. ⼤学、企業、
NPO等

◼ 企業や財団による助成
◼ メディアの発信力を生かして取組

を持続可能としている事例 等

➀（一財）三菱みらい育成財団 若者の育成を目指す教育活動への助成・
ネットワークづくり

②（公財）パナソニック教育財団 学校教育に対する研究・助成事業
③（公財）笹川平和財団          海を通じた「世界と地域の未来」の想像力と
                                            創造力の育成
④ Study Valley、Omochi（※） 企業がメディアの発信力を生かして行う取組

探究の充実に向けた費用負担の在り方の例（イメージ）

（※）を付した資料は経済産業省 イノベーション創出のための学びと社会連携推進に関する事例集（令和7年１月）等より作成

小学校

中学校

高校

高校

高校

小・中

小・中

高校

小・中

高校

小・中・高

高校

小・中・高

小・中・高

中・高
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知識及び技能 思考⼒、判断⼒、表現⼒等 学びに向かう⼒、人間性等

小
学
校

• 自己の生活や身近な社会、人
間関係をよりよくすることの意義
について理解する。

• 多様な他者とよりよく合意形成
や意思決定を行ったり協働的に
実践したりするための行動の仕

方を身に付ける。

• 自己の生活や身近な社会、人間関係
についての課題を見いだし、根拠を持っ
て自己の意見や立場を形成し、表現
することができるようにする。

• 多様な個性や特性、背景を有する
他者の考えや価値観を尊重し、対立
や葛藤を乗り越えながら合意形成や
意思決定を行い、実践を通して価値
の創造を行うことや、振り返りを通して
新たな課題を見いだすことができるよ
うにする。

・自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に関わり、
興味・関心に応じて役割や責任を担おうとする。
・多様な他者との対立や葛藤を乗り越え、対話や協働を通
じて納得解を形成しようとするとともに、多様な個性や価値
観の包摂に主体的に関わる。
・省察により思考や感情、行動を調整する。
・自己の生き方についての考えを深め、主体的によりよい社
会の創造や自己実現を図ろうとする。

中
学
校

・自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に関わり、
社会との関係において役割や責任を担おうとする。
・多様な他者との対立や複雑な葛藤を乗り越え、対話や協
働を通じて納得解を形成しようとするとともに、多様な個性
や価値観の包摂に主体的に関わる。
・省察により思考や感情、行動を調整する。
・人間としての生き方についての考えを深め、主体的によりよ
い社会の創造や自己実現を図ろうとする。

高
等
学
校

・自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に関わり、
社会における役割や責任を担おうとする。
・多様な他者との対立や複雑な葛藤を乗り越え、対話や協
働を通じて納得解を形成しようとするとともに、多様な個性
や価値観の包摂に主体的に関わる。
・省察により思考や感情、行動を調整する。
・人間としての在り方生き方についての自覚を深め、主体的
によりよい社会の創造や自己実現を図ろうとする。

• 自己の生活や身近な社会における課題を、社会創造、自己実現及びそれらの基盤としての人間関係形成の視点から捉え、
社会を形成する当事者として、自他のよりよい人生や生活を創り出すこと。

見方・考え方

目標、見方・考え方（素案）

目標

984
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学級活動（２）日常生活における自己の成長と健康安全、（３）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

中
学
校

資質・能力の深まりの状態

学級での話合いを生かして自己の課題を解決したり将来の生き方を描いたりするために意思決定して実践する
ことを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 社会との関わりでの自己の生活上の課題や興味・関心に目を向け、主体的に行動し現在及び将来の自
己の生き方につなげようとする

〇 他者の視点を通じて、自己の価値観や思考を広げようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行動を調整する

内容項目例

（２）ア 相互理解と尊重、よりよい人間関係 イ 生命尊重と思春期の悩み ウ 心身の健康と安全 エ 学校給食と食育
（３）ア 進路の選択と将来設計 イ 社会的・職業的自立と主体的な学習の調整 ウ 勤労観・職業観と社会参画意識

985

「資質・能⼒の深まりの状態」の設定の趣旨や授業改善に向けたねらい

生徒会活動

中
学
校

資質・能力の深まりの状態

異年齢の生徒で協力し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に向けて、計画を立て役割を分担
し、協⼒して学校運営に関わることを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それらを
不断に見直そうとするとともに、多様な個性や価値観の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行動を調整する

内容項目例

（１）生徒会の組織づくりと生徒会活動の計画や運営 （２）学校行事への協力 （３）ボランティア活動などの社会参画

学校行事

中
学
校

資質・能力の深まりの状態

全校又は学年の生徒で協力し、学校生活に変化と活力を生み出し、よりよい学校生活に資する体験的な活動
を主体的に創造することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向け、学校行事の意義を踏まえて主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程における対立や葛藤を乗り越え、多様な個性や価値観を生かしながら、
協働して活動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行動を調整する

内容項目例

（１）儀式的行事（２）文化・学習発表的行事（仮称）（３）健康安全・体育的行事（４）旅行・集団宿泊的行事（５）勤労
生産・奉仕的行事

② 学級活動のなかでもとりわけ(2)(3)は
が個人の「意思決定」を対象としている
ことを分かり易く示す観点から、学習過
程としての意思決定や、「初発の思
考」として「自己の生活上の課題や興
味・関心」に目を向けることを明示。

③ 「子供のより主体的な社会参画」の実
装の観点から、生徒会活動において
「協⼒して学校運営に関わる」こと、学
校行事において（学校行事を） 「主
体的に創造する」ことを明示。

① 資質・能力の３つの柱で内容を記載し
ないことから、「資質・能力の深まりの状
態」も一体で記載。
とりわけ「学びに向かう力、人間性等」
が重視される特別活動の特質等を踏
まえ、各活動における思考・判断・表現
の過程と、その過程で表出が期待され
る「学びに向かう力、人間性等」を一体
的に表現。
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学級活動/ホームルーム活動
（１）学級や学校における生活

の創造

学級活動/ホームルーム活動
（２）日常生活における自己
の成長と健康安全、（３）将
来に向けた自己の成長とキャリ
ア形成

児童会/生徒会活動 学校行事 クラブ活動

資質・能力の深まりの状態 資質・能力の深まりの状態 資質・能力の深まりの状態 資質・能力の深まりの状態 資質・能力の深まりの状態

小
学
校

学級や学校での生活をよりよくするために合意
形成を図り、役割を分担しながら協力して実
践することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的
に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする
中で、対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定
解を形成し、それらをよりよく見直そうとするとと
もに、多様な個性や価値観の包摂に主体的
に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己
の思考や感情、行動を調整する

学級での話合いを生かして現在と将来の
自己実現に向けて意思決定して実践す
ることを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自己の生活上の課題や興味・関心
に目を向け、主体的に行動し現在及び
将来の自己の生き方につなげようとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値
観や思考を広げようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

異年齢の児童で協力し、学校生活の充
実と向上を図るため、計画を立て役割を
分担し、協力して取り組むことを通して、
以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主
体的に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようと
する中で、対立や葛藤を乗り越え納得解
や暫定解を形成し、それらをよりよく見直
そうとするとともに、多様な個性や価値観
の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

全校又は学年の児童で協力し、学校生
活に変化と活力を生み出し、よりよい学
校生活に資する体験的な活動を主体的
に創造することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向
け、学校行事の意義を踏まえて主体的に
役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程に
おける対立や葛藤を乗り越え、多様な個
性や価値観を生かしながら、協働して活
動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

異年齢の児童で協力し、共通の興味・
関心を追求する活動を計画し、主体的
に運営することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 共通の興味・関心をよりよく追求する
ため、主体的に役割を見いだし担おうとす
るとともに、自他の個性の伸長を図ろうと
する
〇 共通の興味・関心を追求する上での
対立や葛藤を乗り越え、多様な個性や
価値観を生かしながら協働して活動しよ
うとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

中
学
校

学級や学校での生活をよりよくするために合意
形成を図り、役割を分担しながら協力して実
践することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的
に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする
中で、対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定
解を形成し、それらを不断に見直そうとすると
ともに、多様な個性や価値観の包摂に主体
的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己
の思考や感情、行動を調整する

学級での話合いを生かして自己の課題を
解決したり将来の生き方を描いたりするた
めに意思決定して実践することを通して、
以下の資質・能力を育む。
〇 社会との関わりでの自己の生活上の
課題や興味・関心に目を向け、主体的に
行動し現在及び将来の自己の生き方に
つなげようとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値
観や思考を広げようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

異年齢の生徒で協力し、学校生活の充
実と向上を図るための諸問題の解決に向
けて、計画を立て役割を分担し、協力し
て学校運営に関わることを通して、以下
の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主
体的に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようと
する中で、対立や葛藤を乗り越え納得解
や暫定解を形成し、それらを不断に見直
そうとするとともに、多様な個性や価値観
の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

全校又は学年の生徒で協力し、学校生
活に変化と活力を生み出し、よりよい学
校生活に資する体験的な活動を主体的
に創造することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向
け、学校行事の意義を踏まえて主体的に
役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程に
おける対立や葛藤を乗り越え、多様な個
性や価値観を生かしながら、協働して活
動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

高
等
学
校

ホームルームや学校での生活をよりよくするた
めに合意形成を図り、役割を分担しながら協
力して実践することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的
に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする
中で、対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定
解を形成し、それらを不断に見直そうとすると
ともに、多様な個性や価値観の包摂に主体
的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己
の思考や感情、行動を調整する

ホームルームでの話合いを生かして自己
の課題を解決したり将来の生き方を描い
たりするために意思決定して実践すること
を通して、以下の資質・能力を育む。
〇 社会の形成者としての自己の生活
上の課題や興味・関心に目を向け、主体
的に行動し現在及び将来の自己の在り
方生き方につなげようとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値
観や思考を広げようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

異年齢の生徒で協力し、学校生活の充
実と向上を図るための諸問題の解決に向
けて、計画を立て役割を分担し、協力し
て学校運営に関わることを通して、以下
の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主
体的に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題や地域社会の
課題を解決しようとする中で、対立や葛
藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、
それらを不断に見直そうとするとともに、多
様な個性や価値観の包摂に主体的に関
わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する

全校又は学年の生徒で協力し、学校生
活に変化と活力を生み出し、よりよい学
校生活に資する体験的な活動を主体的
に創造することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向
け、学校行事の意義を踏まえて主体的に
役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程に
おける対立や葛藤を乗り越え、多様な個
性や価値観を生かしながら、協働して活
動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、
自己の思考や感情、行動を調整する
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特別活動における「統合的な理解・総合的な発揮」の活用イメージ
（高等学校 生徒会活動）

生徒の声を生かした生徒会活動にしたいけど、結局、前年踏襲の計
画になりがち．．．

学習指導要領における生徒会活動が目指す「統合的な理解・総合
的な発揮」の記述を確認してみよう

生徒会活動において、予算編成や決算、活動計画や報告、役割分担も大
切だけど、つい活動をこなすこと自体が目的化しがち．．．何のために行う
のかを生徒が意識できるようにしたい．．．

「統合的な理解・総合的な発揮」を見てみると、「学校生活の充実と向上」
「学校における自他のよりよい生活づくり」という生徒会活動のねらいを確認
できた。
生徒の実態や育みたい力等を踏まえると．．．
✓ 生徒アンケートを踏まえると、例えば「役員選挙の見直し 」「避難訓練

の見直し」といったことに重点を置くことも考えられるな
✓ 重点テーマを踏まえ、ホームルーム活動で話し合うための時数、全校生

徒で話し合う下準備（役員の活動）に必要な時数、全校生徒での話
合い（生徒総会）に必要な時数等について考えてみよう

活動の目標や学習過程を考える上でも、「統合的な理解・総合的な発揮」
を見てみよう。
⇨ 予定調和や安易な多数決では「対立や葛藤を乗り越え」「多様な個性や

価値観を包摂」しようとする⼒を身に付けるのは、難しいな
⇨ かといって時間は限られているけれど、「自他の意見、価値観を捉え直し」

ながらその時点での「納得解、暫定解を形成」する、といったポイントが見
えてくるな。デジタルも上手く使い、合意に至らなかった経験も含めて今後
の「不断の見直し」につなげることならできるかもしれない

⇨ 「統合的な理解・総合的な発揮」を見ると、どう生徒に声がけし、価値付
け・意義付けをするのか、評価の方向性が見えてくるな。生徒の自己評
価や相互評価についても、これを見ながら考えられそう

「○○の見直し」ができたかどうか、が目標ではないよな．．．特活の評価っ
て難しい．．．ただでさえ忙しいのに、どう評価すればいいのか．．．

学習指導要領（イメージ）

（生徒会活動）
異年齢の生徒で協力し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に
向けて、計画を立て役割を分担し、協力して学校運営に関わることを通して、
以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題や地域社会の課題を解決しようとする中で、対立や
葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それらを不断に見直そうとするととも
に、多様な個性や価値観の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行動を調整する

目標

見方・考え方

生徒会活動はホームルーム活動や各種委員会活動が基礎となってい
て、年度途中での計画変更は難しいから、どうしても硬直的な運用
になってしまう．．．

内容

でも、ホームルームによって話合いの質は違うし、決められた時数内で合意形
成は難しい．．．結局安易な多数決になってしまう．．．「統合的な理解・総合的な発揮」

（生徒アンケートの結果）
・「生徒会選挙が形骸化しているのではないか」
・「毎年やっている避難訓練って、本当にこれで意味があるのだろうか」
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時間 学習活動

1、２、３ 【学校行事】地震・大津波を想定し、幼稚園児を伴い高台避難

４、５ 【ホームルーム活動】今回の避難訓練の見直し、次年度の避難訓練に向けた検討、意見表明

６、７ 【生徒会】各ホームルームの意見を集約し、次年度に引き継ぎ

生徒会活動の計画・運用の具体イメージ①

重点テーマ「避難訓練を見直そう」
（１年目）

⚫ 避難訓練は毎年同内容で実施していたが、「避難訓練を見直そう」を生徒会活動の重点テーマとして設定。生徒会がホームルームで検討し
た意見を改善案としてまとめ、次年度に向けた行事計画の見直しを図ることとした。

⚫ 行事の見直し自体が目的化しないためにも、「統合的な理解・総合的な発揮」を参照することで、声掛けや指導にあたって押さえるべきポ
イントを共通認識することができた。また、毎年度、見直しを継続することで、学校行事の精選だけでなく、充実にもつながった。

※実事例を基にしたイメージ

（２年目）

時間 学習活動

1 【生徒会】昨年度からの引き継ぎ確認

２
【学校行事】大地震・大津波を想定し、幼稚園児を伴い校舎の垂直避難

【ホームルーム活動】今回の避難訓練の見直し、次年度の避難訓練に向けて建設的な意見表明

３ 【生徒会】各ホームルームの意見を集約し、次年度に引き継ぎ

（３年目）

時間 学習活動

1 【生徒会】昨年度からの引き継ぎ確認

   2~

3

【学校行事】大地震・大津波を想定し、幼稚園児を伴い垂直避難

【学校行事】幼稚園児と一緒に防災学習

4 【ホームルーム活動】今回の避難訓練の見直し、次年度の避難訓練に向けて建設的な意見表明

5 【生徒会】各ホームルームの意見を集約し、次年度に引き継ぎ

生徒会で改善案をまとめ、
次年度の避難訓練を
高台避難から垂直避難に見直し
（5コマ→１コマへ）

(0.5)

(0.5)

• ただ園児を連れて歩くだけでよいのか
• 園児も学ぶことで行動や意識が変わるのでは

(0.5)

(1.5)

・遠い高台への、増水しうる川沿いを通る避難は
園児には不向き

・高台避難ではなく垂直避難にした方がよいのでは

• 避難訓練はずっと同じ内容で実施していて、形骸化も見られる
な。見直しを生徒自身で考えることを次年度の重点にしよう。

• 自分たちで課題を見出して「納得解」を検討し、実際に変化を
つくることは、「統合的な理解・総合的な発揮」にある「主体的
に役割や責任」を担おうとする」姿にもつながるのでは

生徒会で改善案をまとめ、
園児との防災学習
（学校行事）を新設
（１コマ→３コマへ）

行事の見直し自体が目的化しないためにも、「統合的
な理解・総合的な発揮」を参照することで、声掛けや指
導にあたって押さえるべきポイントを共通認識することが
できた。
また、毎年度、不断に見直しを継続することで、学校行
事の精選のみならず、充実にもつながった。

２年目：３階以上への垂直避難に見直し

３年目：園児との防災学習（学校行事）を新設

１年目：3km離れた高台に避難
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※各学校における避難訓練は、管理職の責任のもと、学校保健安全法等の関係法令及び文部科学省の学校安全資料「「生きる力」をはぐくむ
学校での安全教育」等を参照し、適切に実施されることが前提



時
間

学習活動

事
前
活
動

【生徒会執行部】
⚫ 生徒会活動の形骸化、生徒会執行部のなり手不足について協議

全校アンケートの実施
【中央委員会】
⚫ 各ホームルームでの話合いの提案

1 【ホームルーム活動】
⚫ 生徒会活動（役員選挙）の形骸化、なり手不足についての話合い

２ 【生徒会執行部】【中央委員会】
⚫ 生徒会活動や生徒会役員選挙の見直しについて協議、提案

３ 【選挙管理委員会】
⚫ 執行部の人数と役割分担、役員選挙の方法は適切か協議
【中央委員会】
⚫ 各ホームルームでの話合いの提案

４ 【ホームルーム活動】
⚫ 執行部の人数と役割分担、役員選挙の方法は適切か協議

５ 【生徒会執行部】【選挙管理員会】
⚫ 県選挙管理委員会への聞き取り

６ 【生徒総会】
⚫ 生徒会活動改革、生徒会役員選挙の見直しについて提案、協議

事
後
活
動

【生徒会役員選挙】
⚫ 新たなルールを適用して実施
⚫ 振り返り（実施してみて分かったことの確認、次年度への反省 等）

生徒会活動の計画・運用の具体イメージ➁

重点テーマ「生徒会活動と役員選挙の見直しを図ろう」

（活動結果）（当初計画）

• 部活や勉強で時間がない
• 役員選挙に興味が持てない
• 役員になってもどうせ学校は変わらない

• 端末を活用して集合会議を削減、事務作業を改善しては
• 生徒会の声が学校を変える実感が必要

• 生徒会執行部と各種委員長の重複立候補を可能にしては
• 生徒会活動改革なら端末活用して電子投票をしては
• せっかく投票しても生かされない（死票になる）を変えては
• 生徒会も働き方改革が必要では

⚫ 生徒会活動は前例踏襲や、活動の意図が曖昧になりがちな中、生徒の課題意識や「統合的な理解・総合的な発揮」を踏まえ、次年度の
生徒会活動の重点テーマを「生徒会活動と役員選挙の見直しを図ろう」として設定、必要なコマ数を６コマとして当初計画を立案。

⚫ しかしながら、実際に活動する過程で、検討に行き詰まりが発生。改めて議論したい、との生徒の声を受け、 「統合的な理解・総合的な発
揮」にある「葛藤を乗り越え」「納得解を形成しようとする」⼒を育む上で必要と判断し、ホームルーム活動を１コマ追加して実施。

⚫ 活動の振り返りにあたっても「統合的な理解・総合的な発揮」を参照。

※実事例を基にしたイメージ

（県選管への聞き取りの結果、実社会ではここまで議論してきたこと
が実現困難であることが判明）

• 改めて議論したい

生徒の声を受け、「統合的な理解・総合的な発揮」にある「対立や葛藤を
乗り越え」「納得解を形成しようとする」⼒を育むためにも、柔軟な教育課
程の運用として、
ホームルーム活動を１コマ追加し、話合いの機会を確保しよう

+
１

【ホームルーム活動】

⚫ 重複立候補、死票の見直しは公平性を欠くか
⚫ 端末活用で事故や投票情報の漏洩は起こるのか

生徒の主体性を活かした生徒会活動の計画・運用にあたって、「統合的な理解・総合的な発揮」が年度途中の判断の参考になった。また、生徒同士で振り返る際に
も有用だった。
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⚫ 特別活動の活動、概要、目指す姿及び各教科等との関係について、「三つの視点」を踏まえれば、特別活動の構
成について、以下のように整理できる。

個人

学級

学校

社会

活動 概要 目指す姿

児童会・生徒会

学校行事

学級活動

（２）日常生活における自己の成長等）

（１）学級や学校における生活の創造

（３）将来に向けた自己の成長等

ー ⼤きなコミュニティの
運営・参画

ー 協働による
具体的な活動を通じた
価値の創造

ー 小さなコミュニティの
運営・参画

社会との関係での
自己の在り方生き方
の思索

多様な他者とともに
よりよく生きる上での
合意形成や意思決
定、これらを通じた

社会創造
・自己実現

クラブ活動

人間関係形成を通じて、

各教科の学びに向かう学習コミュニティを形成

各 教 科 等

確
か
な
民
主
主
義
の
担
い
手
を
育
み
、

共
生
社
会
を
実
現
す
る
基
盤
と
し
て
の
役
割

確
か
な
民
主
主
義
の
担
い
手
を
育
み
、

共
生
社
会
を
実
現
す
る
基
盤
と
し
て
の
役
割

「意見の形成」「対話と合意」
等に関わる学びを活用

2-2 特⑦
特別活動の構成について（イメージ）

※学級活動(1)～(3)及び赤字の「三つの視点」については、
見直し後の用語を記載
（第2部第2章特別活動2(1)①, 3(1)②参照） 990

特別活動
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学級経営の充実に向けて（イメージ）

⚫ 学級経営が目指すものを、一人一人の子供と学級全体のウェルビーイングの実現として広く捉えた上で、子供の主観的幸
福感が「友達関係」「教師のサポート」と深く関係することや、学級経営に関わる学術的な理論や教育現場で蓄積されてき
た実践的な理論、教育基本法（規律を重んずる等）及び子ども基本法（子供の意見表明等）の規定等を総合的に勘
案しつつ、バランスある学級経営の充実といった観点から議論を行い、示すべきイメージについて整理。

教師 子供

教師 子供

子供子供 人間関係

信頼関係

指導

学
級
経
営
の
基
盤

前
提

目指す

一人一人の子供と学級全体の
ウェルビーイングの実現

子供自身も学級
経営の一部に関わる

991
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（※） 友達関係（子供同士の人間関係）、教師サポート（教師と生徒の信頼関係に関わる）の要素が、子供のウェルビーイングの実現に深く関わる（＊）
学級経営は、いじめ・不登校への対応を含めた生徒指導や、インクルーシブな学級づくりにも重要な役割
＊文部科学省 (2024). 『令和5年度全国学力・学習状況調査 ウェルビーイングに関する分析報告書 ― 学校という「場」のウェルビーイングの醸成に向けて ―』

（※） 「一人一人の子供と学級全体のウェルビーイング」には学級経営の担い手である教師のウェルビーイングも含まれているほか、学級経営を充実することが、発達支持的生徒指導の充実、
包摂的な生活づくりとも相互補完的、一体的につながっていくことに留意

特別活動
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生徒指導と特別活動の関係について（イメージ）

⚫ 生徒指導提要の改訂内容を踏まえ、特別活動が、学級経営とも相まって、全ての児童生徒を対象に行う生徒指導の
第１層の機能を教育課程上の「要」として担うものとした上で、特に学級活動（２）日常生活における自己の成長等
は第２層（課題未然防止教育）の機能も担うものといえる。

（※）特別活動が生徒指導の充実の機能を果たすにあたっては児童生徒の主体的な活動と両立させ、目標の達成につなげる視点が不可欠であることに留意

特別活動が
教育課程上の
「要」を担う

特に学級活動
(2)が担う

992

資する

2-2 特⑨

図の出典：東京都教育委員会HP「生徒指導提要（令和４年12月）」のポイント（基礎編）, https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kyoiku/point_kiso.

特別活動
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特別支援教育における重層的な指導・支援と特別活動の関係について（イメージ）

特別な教育的支援を必要とする子供たちも念頭においた学級全体での指導方法の工夫
（多様性・包摂性を尊重した学習者主体の授業づくり、学級・集団づくり、教室環境の整備 等）

障害の状態等を踏まえた
指導内容や指導方法の工夫

（通常の教育課程の中での障害のある子供に対する個別的な対応）

通級による指導
（特別の教育課程の編成）

通常の学級における基礎的環境整備に当たる

特別支援学級
（特別の教育課程の編成）

通級による指導
を通常の学級での

学びに生かす

通級による指導
を柔軟に活用

こうした取組によって必要な個別的な対応の内容も変わってくる

※特別支援学級の対象： 知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自閉症・情緒障害
通級による指導の対象：言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難聴、学習障害、注意欠陥多動性障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱

こうした対応が全ての子
供の学びやすさに繋がる

という視点が重要

困難さが生じる
要因に目を向けた

工夫や手立て

⚫ 特別支援教育における「障害のある子供たちの学習活動の充実に向けた方策（重層的な指導・支援のイメージ）」
を踏まえ、特別活動が、学級経営とも相まって、第１層における多様性・包摂性を尊重した生活づくりの教育課程
上の「要」を担うものといえる。

特別活動が、多様性・
包摂性を尊重した生活
づくりの「要」を担う

（※）第２層（学級における個別的な対応）における特別活動の役割については、今後、必要な検討を行う

993

（※）

（※）特別支援学級においても、「人間関係形成」「社会創造」「自己実現」の視点等から、
特別活動が重要な役割を果たし得ることに留意

2-2 特⑩特別活動
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学級経営、生徒指導、特別支援の要としての特別活動

⚫ 特別活動（とりわけ学級・ホームルーム活動）が、
✓ 学校の教育活動全体を下支えする「学級経営の要」となる
✓ 全ての児童生徒を対象に行う生徒指導の４層のうち、第１層（発達支持的生徒指導）の機能を教育課程上の「要」として担う
✓ 特別支援教育における重層的な指導・支援の第１層「多様性・包摂性を尊重した生活づくり」の教育課程上の「要」を担う
との議論を踏まえたイメージは以下のとおり。

特別活動が①学級経営、②生徒指導、③特別支援の教育課程上の「要」として、
「深い学びの実装」「多様性の包摂」の実現に向けた学校教育活動全体の安定を支える

生徒指導の４層のうち、
全ての子供を対象とする
発達支持的生徒指導等

①学級経営

重層的な指導・支援のうち、
全ての子供を対象とする

多様性・包摂性を尊重した生活づくり

（とりわけ学級活動）

特別活動

教育課程上の
「要」

各教科等

②生徒指導

③特別支援

2-2 特⑪
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「三つの視点」の再整理

人間関係形成（基盤）

自己実現社会創造

⚫ 子供たち一人一人が学級や学校という身近な社会の形成者と
して、当事者意識を持ってコミュニティの課題を発見し、その解
決策について「合意形成」を図るプロセスを通じて、よりよい社会
を創造していくという視点
➢ このことは「社会のウェルビーイング」を子供たち自身の⼒で

実現することにつながる
➢ 自己有用感が更なる社会参画意識につながるなど、「自己

実現」の視点と往還的に高まる
➢ 「自己の視点」なき「社会の視点」は同調や奉仕の強要にな

りかねない点に留意が必要

⚫ 子供たち一人一人が学級や学校という身近な社会において、
自己の生活上の課題と向き合い、その解決に向けて主体的
に「意思決定」を行うプロセスを通じて、現在及び将来の自
己の生き方や在り方につなげていくという視点
➢ このことは、「個人のウェルビーイング」を子供たち自身の

の⼒で実現することにつながる
➢ 社会における役割が自己有用感につながるなど、「社会創

造」の視点と往還的に高まる
➢ 「社会の視点」なき「自己の視点」は独りよがりになりかね

ない点に留意が必要

⚫ 学校という身近な社会において、主体的によりよい人間関係を形成していくという視点
➢ 安心して意見を表明したり、失敗したりできる「心理的安全性の確保」や、特定の個人・集団に過度に依存しない複層的な人間関係が、コ

ミュニティの合意形成や個人の意思決定のみならず、各教科等における協働的な学びの基盤としての役割を果たす
➢ 「社会創造」「自己実現」の視点を有する様々な活動を通じて、人間関係も往還的に高まる
➢ ここでいう「人間関係形成」とは同調的な人間関係ではなく、子供たちの多様な個性や特性、背景の包摂を前提として、互いのよさや可

能性を発揮し、多様性を個人及び社会の⼒に変えていく視点を含むものであることに留意が必要

往還

往還 往還

995

⚫ 前回改訂時から見方・考え方のベースとなっている三つの視点（人間関係形成、社会参画、自己実現）について、
並列ではなくそれぞれが往還的に高まっていく関係として、関係性や考え方を以下のとおり整理できる。

特別活動
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⚫ 特別活動における資質・能⼒の構成について、「学びに向かう⼒、人間性等」をとりわけ重視される資質・能⼒といえ
ること等を踏まえ、以下のとおり整理できる。

特別活動における資質・能⼒の構成について（イメージ）

学びに向かう⼒、
人間性等

• 「確かな民主主義の担い手の
育成」「共生社会の実現」の基
盤として、よりよい社会を主体的
に形成しようとする力を育むとい
う意義・役割に鑑み、とりわけ
重要

思考⼒、判断⼒
、表現⼒等

• 具体的な活動として、
合意形成や意思決定と
いった思考・判断・表現を
想定

• 「なすことによって学ぶ」こと
が特別活動の方法原理

知識及び技能
• 分節して観念できるが、

学問体系によってあらか
じめ明確に整理できるも
のではなく、内容の習得
に向けて指導するというよ
りも、子供の主体的・実
践的な活動を通じて、他
の資質・能力と一体的に
育むことが求められる
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意思決定合意形成

特別活動における「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」と「学びに向かう⼒、人間性等」の関係（イメージ）

⚫特別活動においては、「合意形成」や「意思決定」という「思考⼒、判断⼒、表現⼒等」の学習過程（舞台）において、「学
びに向かう⼒、人間性等」というとりわけ重視される資質・能⼒（演者）が表出するものとして、イメージを整理。

思考⼒、判断⼒
、表現⼒等

学びに向かう⼒
、人間性等

とりわけ
重視される
資質・能⼒
（演者）

学習過程
（舞台）

よりよく合意形成や意思決定を行ったり、
協働的に実践したりするための行動の仕方 等知識及び技能
（習得に向けて指導するのではなく、思考・判断・表現の過程で一体的に育成）

自律性
（省察による思考や感情、

行動の柔軟な調整）

在り方生き方
（主体的な社会創造、

自己実現）
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小学校 中学校 高等学校

集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ，様々な集団活動に自主的，実践的に取り組み，互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を
解決することを通して，次のとおり資質・能力を育成することを目指す。

多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し，行動の仕方を身に付けるようにする。

集団や自己の生活，人間関係の課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成を図ったり，意思決定したりすることができるようにする。

自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを
生かして，集団や社会における生活及び人間関係をよ
りよく形成するとともに，自己の生き方についての考えを
深め，自己実現を図ろうとする態度を養う。

自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを
生かして，集団や社会における生活及び人間関係をよ
りよく形成するとともに，人間としての生き方についての
考えを深め，自己実現を図ろうとする態度を養う。

自主的，実践的な集団活動を通して身に付けたことを
生かして，主体的に集団や社会に参画し，生活及び
人間関係をよりよく形成するとともに，人間としての在り
方生き方についての自覚を深め，自己実現を図ろうと
する態度を養う。

各教科等における「見方・考え方」を総合的に活用して、集団や社会における問題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよい集団社会の構築や社会への参画及び自己の実
現に関連付けること

小学校 中学校 高等学校

確かな民主主義や共生社会の担い手として求められる、よりよい社会を形成しようとする資質・能力について、自己の生活や身近な社会を主体的・実践的に創造する活動を
通して、次のとおり育成することを目指す。

• 自己の生活や身近な社会、人間関係をよりよくすることの意義について理解する。
• 多様な他者とよりよく合意形成や意思決定を行ったり協働的に実践したりするための行動の仕方を身に付ける。

• 自己の生活や身近な社会、人間関係についての課題を見いだし、根拠を持って自己の意見や立場を形成し、表現することができるようにする。
• 多様な個性や特性、背景を有する他者の考えや価値観を尊重し、対立や葛藤を乗り越えながら合意形成や意思決定を行い、実践を通して価値の創造を行うことや、

振り返りを通して新たな課題を見いだすことができるようにする。

• 自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に
関わり、興味・関心に応じて役割や責任を担おうと
する。

• 多様な他者との対立や葛藤を乗り越え、対話や協
働を通じて納得解を形成しようとするとともに、多様
な個性や価値観の包摂に主体的に関わる。

• 省察により思考や感情、行動を調整する。
• 自己の生き方についての考えを深め、主体的により

よい社会の創造や自己実現を図ろうとする。

• 自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に
関わり、社会との関係において役割や責任を担おう
とする。

• 多様な他者との対立や複雑な葛藤を乗り越え、対
話や協働を通じて納得解を形成しようとするとともに、
多様な個性や価値観の包摂に主体的に関わる。

• 省察により思考や感情、行動を調整する。
• 人間としての生き方についての考えを深め、主体的

によりよい社会の創造や自己実現を図ろうとする。

• 自己の生活や身近な社会の課題解決に主体的に
関わり、社会における役割や責任を担おうとする。

• 多様な他者との対立や複雑な葛藤を乗り越え、対
話や協働を通じて納得解を形成しようとするとともに、
多様な個性や価値観の包摂に主体的に関わる。

• 省察により思考や感情、行動を調整する。
• 人間としての在り方生き方についての自覚を深め、

主体的によりよい社会の創造や自己実現を図ろうと
する。

自己の生活や身近な社会における課題を、社会創造、自己実現及びそれらの基盤としての人間関係形成の視点から捉え、社会を形成する当事者として、自他のよりよい人
生や生活を創り出すこと

改
善
イ
メ
ー
ジ

現
状
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目標及び見方・考え方の見直し（イメージ）

柱書

知・技

思・判・表

学びに
向かう⼒

見方・
考え方

柱書

知・技

思・判・表

学びに
向かう⼒

見方・
考え方

2-2 特⑮特別活動

2-2 特⑬

2-2 特①



確かな民主主義の担い手の育成や共生社会の実現に向け、「学びに向かう⼒、人間性等」の新たな整理も踏まえ、
特別活動の特質や発達の段階を踏まえた「学びに向かう⼒、人間性等」の要素のイメージについて、以下のように
考えられる。

発達の段階に応じた「学びに向かう⼒、人間性等」の質の要素（イメージ）

小学校 中学校 高校

学
び
に
向
か
う
⼒
、
人
間
性
等
の
要
素

➀当事者性

役割への主体性
・責任感

よりよいコミュニティ（身近な社会である学級・学校）の形成に向け、役割を主体的に
担い、責任を全うしようとする

課題への主体性
自己の生活や自己の属するコミュニティ（身近な社会である学級・学校）の課題に目
を向け、よりよくするために主体的に関わろうとする

➁協働性

対立・葛藤の対処へ
の主体性

よりよい社会の形成に向け、多様な他者との対立や葛藤を乗り越え、対話や協働を通
じて納得解を形成しようとする

多様性の尊重、包摂
への主体性

個性や特性、背景、価値観、少数意見を尊重し、多様性を価値に変えようとする
合意形成の過程や結果において不公正や見落とされた存在がいないか見渡そうとする

③自律性
省察による思考や感
情、行動の自己調整

自己の行動や他者の意見・価値観等を捉え直し、よりよい合意形成や意思決定を目
指し自己の思考や感情、行動を調整する

④在り方
生き方

主体的な社会創造、
自己実現

実生活上の実践を通じて自己の在り方生き方についての考えを深め、主体的によりよ
い社会の創造や自己実現を図ろうとする

興味・関心中心から、社会との調整へ
（狭い責任範囲から、より広い責任範囲へ）

単純な葛藤から、より多面的・多角的な視点を含む複雑な葛藤へ

自己の生き方についての考えから、自己の在り方生き方についての自覚へ
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2-2 特⑮



「統合的な理解・総合的な発揮」の示し方➀
（学級活動/ホームルーム活動）

学級活動／ホームルーム活動
（１）学級や学校における生活の創造

小学校 中学校 高等学校

学級や学校での生活をよりよくするために合意形成を図り、
役割を分担しながら協力して実践することを通して、以下
の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見
いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、対立
や葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それらをよ
りよく見直そうとするとともに、多様な個性や価値観の包
摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感
情、行動を調整する

学級や学校での生活をよりよくするために合意形成を図り、
役割を分担しながら協力して実践することを通して、以下の
資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見い
だし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、対立や
葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それらを不断に
見直そうとするとともに、多様な個性や価値観の包摂に主体
的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、
行動を調整する

ホームルームや学校での生活をよりよくするために合意形
成を図り、役割を分担しながら協力して実践することを
通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を
見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、対
立や葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それら
を不断に見直そうとするとともに、多様な個性や価値観
の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や
感情、行動を調整する

（２）日常生活における自己の成長と健康安全、（３）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

小学校 中学校 高等学校

学級での話合いを生かして現在と将来の自己実現に向
けて意思決定して実践することを通して、以下の資質・能
力を育む。
〇 自己の生活上の課題や興味・関心に目を向け、主
体的に行動し現在及び将来の自己の生き方につなげよ
うとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値観や思考を広げ
ようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感
情、行動を調整する

学級での話合いを生かして自己の課題を解決したり将来の
生き方を描いたりするために意思決定して実践することを通
して、以下の資質・能力を育む。
〇 社会との関わりでの自己の生活上の課題や興味・関
心に目を向け、主体的に行動し現在及び将来の自己の生
き方につなげようとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値観や思考を広げよう
とする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、
行動を調整する

ホームルームでの話合いを生かして自己の課題を解決し
たり将来の生き方を描いたりするために意思決定して実
践することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 社会の形成者としての自己の生活上の課題や興
味・関心に目を向け、主体的に行動し現在及び将来の
自己の在り方生き方につなげようとする
〇 他者の視点を通じて、自己の価値観や思考を広げ
ようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感
情、行動を調整する
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「統合的な理解・総合的な発揮」の示し方➁
（児童会／生徒会活動、クラブ活動、学校行事）

児童会／生徒会活動

小学校 中学校 高等学校

異年齢の児童で協力し、学校生活の充実と向上
を図るため、計画を立て役割を分担し、協力して
取り組むことを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役
割を見いだし担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、
対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、
それらをよりよく見直そうとするとともに、多様な個
性や価値観の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思
考や感情、行動を調整する

異年齢の生徒で協力し、学校生活の充実と向上を図るための
諸問題の解決に向けて、計画を立て役割を分担し、協力して
学校運営に関わることを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見いだし
担おうとする
〇 身近な生活上の課題を解決しようとする中で、対立や葛藤
を乗り越え納得解や暫定解を形成し、それらを不断に見直そう
とするとともに、多様な個性や価値観の包摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行
動を調整する

異年齢の生徒で協力し、学校生活の充実と向上を図るための
諸問題の解決に向けて、計画を立て役割を分担し、協力して
学校運営に関わることを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他のよりよい生活づくりに向け、主体的に役割を見いだし
担おうとする
〇 身近な生活上の課題や地域社会の課題を解決しようとす
る中で、対立や葛藤を乗り越え納得解や暫定解を形成し、そ
れらを不断に見直そうとするとともに、多様な個性や価値観の包
摂に主体的に関わる
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行
動を調整する

学校行事

小学校 中学校 高等学校

全校又は学年の児童で協力し、学校生活に変化と活力
を生み出し、よりよい学校生活に資する体験的な活動を
主体的に創造することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向け、学校行事の
意義を踏まえて主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程における対立や葛
藤を乗り越え、多様な個性や価値観を生かしながら、協
働して活動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感
情、行動を調整する

全校又は学年の生徒で協力し、学校生活に変化と活力
を生み出し、よりよい学校生活に資する体験的な活動を
主体的に創造することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向け、学校行事の
意義を踏まえて主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程における対立や葛
藤を乗り越え、多様な個性や価値観を生かしながら、協働
して活動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感
情、行動を調整する

全校又は学年の生徒で協力し、学校生活に変化と活力を
生み出し、よりよい学校生活に資する体験的な活動を主体
的に創造することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 自他の学校生活の充実と発展に向け、学校行事の意
義を踏まえて主体的に役割を見いだし担おうとする
〇 計画・準備・実践・振り返りの過程における対立や葛藤
を乗り越え、多様な個性や価値観を生かしながら、協働して
活動を創造しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、
行動を調整する
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クラブ活動（小学校のみ）

異年齢の児童で協力し、共通の興味・関心を追求する活動を計画し、主体的に運営することを通して、以下の資質・能力を育む。
〇 共通の興味・関心をよりよく追求するため、主体的に役割を見いだし担おうとするとともに、自他の個性の伸長を図ろうとする
〇 共通の興味・関心を追求する上での対立や葛藤を乗り越え、多様な個性や価値観を生かしながら協働して活動しようとする
〇 自他の意見や価値観を捉え直し、自己の思考や感情、行動を調整する

2-2 特⑱特別活動

2-2 特⑯

2-2 特③



学級・ホームルーム活動の内容の構成（現行）

小学校

ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

学級・ホームルーム活動（１）学級・ホームルームや学校における生活づくりへの参画

学級・ホームルーム活動（2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

小学校

ア 基本的な生活習慣の形成

イ よりよい人間関係の形成

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成

エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣
       の形成

高等学校

ア 学校生活と社会的・職業的自立の意義の理解

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館等の活用

ウ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成

エ 主体的な進路の選択決定と将来設計

学級・ホームルーム活動（3）一人一人のキャリア形成と自己実現

中学校

ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

高等学校

ア ホームルームや学校における生活上の諸問
      題の解決

イ ホームルーム内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

高等学校

ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

イ 男女相互の理解と協力

ウ 国際理解と国際交流の推進

エ 青年期の悩みや課題とその解決

オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律

       ある習慣の確立

中学校

ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

イ 男女相互の理解と協力

ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応

エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

中学校

ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態

       度の形成と学校図書館等の活用

イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成

ウ 主体的な進路の選択と将来設計

小学校

ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲
      や態度の形成

イ 社会参画意識の醸成や働くことの意義の理解

ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用

＋
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080311現在

小学校

ア 学級における生活づくりへの参画

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

学級・ホームルーム活動（１）学級や学校における生活の創造

学級・ホームルーム活動（2）日常生活における自己の成長と健康安全

小学校

ア 基本的な生活習慣

イ 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

ウ 生命の尊重、心身の健康と安全

エ 学校給食と食育

高等学校

ア 進路の選択と将来設計

イ 社会的・職業的自立と主体的な学習の調整

ウ 勤労観・職業観と社会参画

学級・ホームルーム活動（3）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

中学校

ア 学級における生活づくりへの参画

イ 学級内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

高等学校

ア ホームルームにおける生活づくりへの参画

イ ホームルーム内の組織づくりや役割の自覚

ウ 学校における多様な集団の生活の向上

高等学校

ア 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

イ 生命尊重と青年期の悩み

ウ 心身の健康と安全

中学校

ア 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

イ 生命尊重と思春期の悩み

ウ 心身の健康と安全

エ 学校給食と食育

中学校

ア 進路の選択と将来設計

イ 社会的・職業的自立と主体的な学習の調整

ウ 勤労観・職業観と社会参画

小学校

ア 希望や目標をもって生きる態度

イ 学ぶことの意義と主体的な学習の調整

ウ 働くことの意義と社会参画

学級・ホームルーム活動の内容の構成（見直し後）
※見直しの考え方については後掲
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ホームルーム活動（２）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の方向性（案） 考え方
ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

自他の個性を理解して尊重し、互いのよさや可能性を発揮し、コ

ミュニケーションを図りながらよりよい集団生活をつくること。

ア 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

男女の性別や障害の有無、異なる文化を含む自他

の多様な個性や特性、背景を尊重し、互いのよさや

可能性を発揮し協力しながら、充実した生活をつくる

こと。

• 現行のア、イ、ウは個々別々に実践することは必ずしも

現実的でない面がある。こうした学校現場での指導の

実情や「統合的な理解・総合的な発揮」の考え方を踏

まえ、全体としてシンプルで分かり易い記載となるよう見

直す。

イ 男女相互の理解と協力

男女相互について理解するとともに、共に協力し尊重し合い、充

実した生活づくりに参画すること。

ウ 国際理解と国際交流の推進

我が国と他国の文化や生活習慣などについて理解し、よりよい交流

の在り方を考えるなど、共に尊重し合い、主体的に国際社会に生き

る日本人としての在り方生き方を探求しようとすること。

エ 青年期の悩みや課題とその解決

心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不

安に向き合い乗り越えようとすること。

イ 生命の尊重と青年期の悩み

自他の生命を尊重し、心や体の悩みや不安に向き

合いながら適切に行動すること。

• 現代的諸課題への対応の一環として、性暴力の防止

や自殺予防の啓発に関することについて本項目で取り

扱うことを内容の取扱いで記載する。

オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習

慣の確立

節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健

康を保持増進することや、事件や事故、災害等から身を守り安全

に行動すること。

ウ 心身の健康と安全

心身ともに健康、安全で規律ある生活を築くとともに、

事件や事故、災害等から身を守り安全に行動するこ

と。

• シンプルで分かり易い記載となるよう見直す。

（2）日常生活における自己の成長と健康安全

高等学校

1004

2-2 特⑱

特別活動

2-2 特㉒

2-2 特㉑



学級活動（２）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の内容（案） 考え方

ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成

自他の個性を理解して尊重し、互いのよさや可能性を発揮

しながらよりよい集団生活をつくること。

ア 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

男女の性別や障害の有無、異なる文化を含む自

他の多様な個性や特性、背景を尊重し、互いのよ

さや可能性を発揮し協力しながら、充実した生活を

つくること。

• 前述のとおり。

イ 男女相互の理解と協力

男女相互について理解するとともに、共に協力し尊重し合

い、充実した生活づくりに参画すること。

ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応

心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩

みや不安に向き合い乗り越えようとすること。

イ 生命尊重と思春期の悩み

自他の生命を尊重し、心や体の悩みや不安に向

き合いながら、適切に行動すること。

• 前述のとおり。

• 性的な発達については本項目で取り扱うことを内容の取扱いで

記載する。

エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成

節度ある生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健

康を保持増進することや、事件や事故、災害等から身を守

り安全に行動すること。

ウ 心身の健康と安全

心身ともに健康で安全な生活を築くとともに、事件

や事故、災害等から身を守り安全に行動すること。

• 前述のとおり。

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

給食の時間を中心としながら、成長や健康管理を意識する

など、望ましい食習慣の形成を図るとともに、食事を通して

人間関係をよりよくすること。

エ 学校給食と食育

給食の時間との連携を図りながら、健康や食につ

いて考え行動を見直したり、望ましい食習慣を形成

したりすること。

• 本項目を特別活動として実施することを明確化する観点から、

給食の時間との連携を図りながら、と修正する。

• 小学校５年生～中学校については家庭科で食を取り扱うため、

家庭科との連携を図ることとする。

• 栄養教諭等との適切な連携を図ることとする。

（2）日常生活における自己の成長と健康安全

中学校

1005

2-2 特⑲

特別活動

2-2 特㉓

2-2 特㉒



学級活動（２）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の内容（案） 考え方

ア 基本的な生活習慣の形成

身の回りの整理や挨拶などの基本的な生活習慣を身に付け、

節度ある生活にすること。

ア 基本的な生活習慣

基本的な生活習慣を身に付け、自他共に心地よく過

ごせるよう行動すること。

• 特に小学校における基本的な生活習慣の形成の重要

性に鑑み、項目を維持するとともに、分かり易さの観点

から記載を見直す。

※ 個々の特性への配慮が重要であることにも留意

イ よりよい人間関係の形成

学級や学校の生活において互いのよさを見付け、違いを尊重し

合い、仲よくしたり信頼し合ったりして生活すること。

イ 相互の理解と尊重、よりよい人間関係

男女の性別や障害の有無、異なる文化を含む自他の

多様な個性や特性、背景を尊重し、互いのよさや可能

性を発揮し協力しながら、充実した生活をつくること。

• 前述のとおり。

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや、事

件や事故、災害等から身を守り安全に行動すること。

ウ 生命の尊重、心身の健康と安全

自他の生命を尊重し適切に行動するとともに、心身と

もに健康で安全な生活を築き、事件や事故、災害等か

ら身を守り安全に行動すること。

• 前述のとおり（発達段階を踏まえ、生命の尊重と心身

の健康と安全は同一項目で取り扱う）。

エ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成

給食の時間を中心としながら、健康によい食事のとり方など、望

ましい食習慣の形成を図るとともに、食事を通して人間関係をより

よくすること。

エ 学校給食と食育

給食の時間との連携を図りながら、健康や食について

考え行動を見直したり、望ましい食習慣を形成したりす

ること。

• 前述のとおり。

（2）日常生活における自己の成長と健康安全

小学校

1006

2-2 特⑳

特別活動

2-2 特㉔

2-2 特㉓



ホームルーム活動（３）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の内容（案） 考え方
エ 主体的な進路の選択決定と将来設計

適性やキャリア形成などを踏まえた教科・科目を選択すること

などについて、目標をもって、在り方生き方や進路に関する適

切な情報を収集・整理し、自己の個性や興味・関心と照らし

て考えること。

ア 進路の選択と将来設計

主体的な進路の選択や将来設計に向けて、進路や将

来に関する情報を収集する等しながら、自己の価値観に

照らして考えを深め、行動すること。

• 単なる受験や就職の情報提供に留まっている場合があると

の指摘を踏まえ、行動することを明示するなど記載を見直す。

• 生き方については、特別活動全体を通じた「社会創造」

「自己実現」の視点や自己の価値観と関わるものであること

から、個別の内容としては記載しない。

ア 学校生活と社会的・職業的自立の意義の理解

現在及び将来の生活や学習と自己実現とのつながりを考え

たり、社会的・職業的自立の意義を意識したりしながら、学習

の見通しを立て、振り返ること。

イ 社会的・職業的自立と主体的な学習の調整

学校生活や学習と自己の社会的・職業的自立とのつな

がりを考えたり、学ぶ意義を意識したりしながら、学習の見

通しを立て、振り返ること。

• （3）全体として、「統合的な理解・総合的な発揮」の記

載を踏まえ、記載の整理を行う。

• 学校図書館については、今次改訂において、➀総合では

質の高い探究の実現に向けて学校図書館の一層の活用

強化が必須であることを、➁各教科での探究的な要素を持

つ学びの充実を図る中での学校図書館の活用も期待され

ることを、➂国語では、言語能力育成の３つの柱の一つとし

て、読書活動の充実を重視。こうしたことや教育課程全体

での役割分担の観点も踏まえ、特別活動では主体的な学

習の調整の一環として解説で取り扱う。

※ 本項目は、学習方略のうち、動機づけ方略等と関連

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館等の活用

自主的に学習する場としての学校図書館等を活用し、自分

にふさわしい学習方法や学習習慣を身に付けること。

ウ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成

社会の一員としての自覚や責任をもち、社会生活を営む上

で必要なマナーやルール、働くことや社会に貢献することについ

て考えて行動すること。

ウ 勤労観・職業観と社会参画

社会生活を営む上で必要なマナーやルール、働くことや

社会に貢献すること等について考えを深め、行動すること。

• マナーやルールについて扱うだけの指導に留まっている場合

があるとの指摘を踏まえ、考えの深まりについて明示する。

（3）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

高等学校

1007

2-2 特㉑

特別活動

2-2 特㉕

2-2 特㉔



学級活動（３）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の内容（案） 考え方

ウ 主体的な進路の選択と将来設計

目標をもって、生き方や進路に関する適切な情報を収集・整理

し、自己の個性や興味・関心と照らして考えること。

ア 進路の選択と将来設計

主体的な進路の選択や将来設計に向けて、進路や将

来に関する情報を収集する等しながら、自己の価値観に

照らして考えを深め、行動すること。

• 前述のとおり。

ア 社会生活、職業生活との接続を踏まえた主体的な学習態度

の形成と学校図書館等の活用

現在及び将来の学習と自己実現とのつながりを考えたり、自主

的に学習する場としての学校図書館等を活用したりしながら、学

ぶことと働くことの意義を意識して学習の見通しを立て、振り返る

こと。

イ 社会的・職業的自立と主体的な学習の調整

学校生活や学習と自己の社会的・職業的自立とのつな

がりを考えたり、学ぶ意義を意識したりしながら、学習の見

通しを立て、振り返ること。

• 前述のとおり。

イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成

社会の一員としての自覚や責任をもち、社会生活を営む上で

必要なマナーやルール、働くことや社会に貢献することについて考

えて行動すること。

ウ 勤労観・職業観と社会参画

社会生活を営む上で必要なマナーやルール、働くことや社

会に貢献すること等について考えを深め、行動すること。

• 前述のとおり。

（3）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

中学校

1008

2-2 特㉒

特別活動

2-2 特㉖

2-2 特㉕



学級活動（３）の見直し（案）

現行学習指導要領の内容 次期指導要領の内容（案） 考え方
ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成

学級や学校での生活づくりに主体的に関わり、自己を生かそうと

するとともに、希望や目標をもち、その実現に向けて日常の生活を

よりよくしようとすること。

ア 希望や目標をもって生きる態度

学校での生活や将来について希望や目標を持ち、その

実現に向けて自己の生活をよりよくするよう行動すること。

• シンプルで分かり易い記載となるよう見直す。

ウ 主体的な学習態度の形成と学校図書館等の活用

学ぶことの意義や現在及び将来の学習と自己実現とのつながり

を考えたり、自主的に学習する場としての学校図書館等を活用し

たりしながら、学習の見通しをたて、振り返ること。

イ 学ぶことの意義と主体的な学習の調整

学校生活や学習と自己の将来とのつながりを考えたり、

学ぶ意義を意識したりしながら、学習の見通しを立て、振り

返ること。

• 前述（中高のア）のとおり。

イ 社会参画意識の醸成と働くことの意義の理解

清掃などの当番活動や係活動等の自己の役割を自覚して協

働することの意義を理解し、社会の一員として役割を果たすため

に必要となることについて主体的に考えて行動すること。

ウ 働くことの意義と社会参画

清掃を含む当番活動や係活動等における自己の役割

や、社会の一員として役割を果たすこと等について考えを深

め、行動すること。

• 中学校、高校との接続を考慮しつつ、思考・判断・表

現の学習過程を中心とした記載に見直す。

（3）将来に向けた自己の成長とキャリア形成

小学校

1009

2-2 特㉓

特別活動

2-2 特㉗

2-2 特㉖



【キャリア教育で涵養される４要素】
＜基礎的・汎用的能力＞
１． 人間関係形成・社会形成能⼒

多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて
、自分の考えを正確に伝えることができるとともに、自分の置か
れている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と協⼒・協
働して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成することがで
きる力（①）
２． 自己理解・自己管理能⼒

自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」につい
て、社会との相互関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性
を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動する（➁）と同
時に、自らの思考や感情を律し、今後の成長のために進んで
学ぼうとする⼒（③）
３． 課題対応能⼒

仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、適切な計画
を立ててその課題を処理し、解決することができる力（③）
４． キャリアプランニング能⼒

「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場や
役割との関連を踏まえて「働くこと」を位置付け、多様な生き方
に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら、自ら
主体的に判断してキャリアを形成していく⼒（④）

学びを方向付ける
人間性

学びの
主体的な調整

初発の思考や行動を
起こす⼒・好奇心

他者との
対話や協働

自己の役割を踏まえた
多様な他者との対話・協働(①)

社会との関わりでの「好き」や
「得意」の発見・伸長(➁)

社会や職業とのつながりを

意識した学びの主体的な調整(③)

学びに向かう⼒、人間性等

基礎的・汎用的能⼒に照らした
キャリア教育を通じて育む⼒の要素の例

※ 各教科で育む資質能⼒との関係を捉え易くする観点から上記の要素を示しているが、キャリ
ア教育で育む⼒としては、知識・技能や思考⼒・判断⼒・表現⼒も観念できることに留意

「学びに向かう⼒、人間性等」を踏まえたキャリア教育を通じて育む⼒

⚫ 「基礎的・汎用的能力」の各要素は、「学びに向かう力、人間性等」の新たな整理と重なりが多いことを踏まえ、 「学びに向かう⼒、人
間性等」の各要素に基礎的・汎用的能⼒を照らし合わせて「育む⼒の要素」を例示することで、各教科等を通じて育む資質・能力と整
合させた整理が可能になるとともに、学校現場にとってより分かり易い形で伝えることができる可能性がある。

⚫ その上で、幅広い概念が多岐にわたる「力」として列挙されている「基礎的・汎用的能力」については、社会状況の変化等も踏まえつつ、
学習指導要領が掲げる資質・能力とのシンプルで分かり易い整理を含め、今後、その在り方を検討すべきである。

豊かな人生やよりよい社会に向けた

キャリアの主体的な形成(④)

2-2 特㉗

1010

特別活動

2-2 特㉜

2-2 特㉔



「キャリア・パスポート」のねらいの具現化に向けた見直し➀(イメージ）

小学校学習指導要領 特別活動 学級活動の内容の取扱い（中学校、高等学校、特別支援学校においても、概ね同様）

・・・指導に当たっては、学校、家庭、及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、新たな学
習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うこと。その際、児童が活動を記録し蓄積する教材
等を活用すること。

しかしながら
次のような課題

例示資料が、キャリア・パスポートの認知・普及に寄与した一方で、例示資料に基づくワークシートの作成や、決められた
方式での教材の蓄積のみに主眼が置かれている面があり、何のために作成しているのか、その活用目的についての理
解が広がっておらず、手段が目的化し、形骸化につながっているとの指摘。
⇒本来のキャリア教育に求められている見通し・振り返り活動に、十分に繋げていくことが重要。

教師からは、一定の評価（※）

⚫ デジタル学習基盤の整備により、各教科等を含めた様々な活動の記録や振り返りの記録を、多様な形式で保存したり、
活用したりすることが可能となる中、「キャリア・パスポート」という特定の手段に依拠する必然性が薄まってきていること

⚫ 「主体的な社会参画に関わる教育の改善」を今次改訂の論点の１つとしていることとも相まって、各教科等で検討中の「
統合的な理解・総合的な発揮」において、「個別の資質・能力を学ぶことの意義」や、「それを広く社会において、いつ、どの
ような文脈で活用することができるのか」を重視するなど、社会やキャリアとのつながりを意識した指導を各教科等において
も一層重視することとしていること

また、以下のような
状況を踏まえる必要

「キャリア・パスポート」とは H31事務連絡において、学習指導要領に示された「児童生徒が活動を記録し蓄積する教材等」を「キャリア・パスポート」と称するこ
ととした上で、 「キャリア・パスポート」の定義を「児童生徒が、小学校から高等学校までのキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動の学級活動及びホー
ムルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価できるよう工
夫されたポートフォリオ」と整理。その際、学校等における「キャリア・パスポート」作成の負担軽減の一助とするため、様式例（例示資料）を示し、これを参考とし
つつ、各地域・学校の実情に応じた教材の作成等を促してきたところ。

現行

70.7

70.5

76.2

73.2

82.3

78.1

60 65 70 75 80 85

児童生徒が「キャリア・パスポート」を使って、書いた記

録を振り返ることは、価値があることだと思う

「キャリア・パスポート」を使って、これからの生き方や社

会で果たす役割などについて考えることは大切だと思う

学級担任

小学校担任 中学校担任 高等学校担任
（※令和７年度キャリア教育に関する総合的研究 第一次報告書の図Ⅲ‐3‐12、Ⅲ‐6‐28、Ⅲ‐9‐40より事務局にて作成）

60 70 80 90 100

「キャリア・パスポート」で書いた記録を振り返ることは、価値があ

ることだと思う。

「キャリア・パスポート」を使って、これからの生き方や社会で果た

す役割などについて考えることは大切だと思う。

小学校児童 中学校生徒 高等学校生徒

児童生徒は、見通し振り返る活動に価値を見出している（※）
児童生徒

(※)(※)

2-2 特㉘
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見直し
形式にとらわれた「キャリア・パスポート」の活動から脱却。「キャリア・パスポート」が本来目指
した学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりする活動に立ち返り、特定の手段に
限定することなく、現場の創意工夫を発揮する形に進化。

現行

小学校学習指導要領 特別活動 学級活動の内容の取扱い（中学校、高等学校、特別支援学校においても、概ね同様）

・・・指導に当たっては、学校、家庭、及び地域における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、新たな学
習や生活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行うこと。その際、児童が活動を記録し蓄積する教材
等を活用すること。

【具体的な変更等の方向性】
① 児童生徒が活動を記録し蓄積する教材等に関しては、現場の創意工夫を生かしたキャリア教育の実践が行われるよう、現行

の事務連絡に基づく「例示資料」を廃止し、「見通し・振り返り」に資する現場の実態に合った多様な取組へと進化させる。各

学校における創意工夫の発揮を促す方向を明確化し、その上で、各学校が、取組の検討の参考とできるような、一定の簡素

化された多様な取り組み例などは、指導資料などにより示していくことを検討。

② その際、各学校のキャリア教育が一層推進するよう、総合や、各教科のパフォーマンス課題の成果などについて、キャリア教育の

観点から、特別活動においてデジタル学習基盤を効果的に活用しつつ俯瞰的に振り返るような発展的な取組について解説

などで整理することとする。

③ その上で、本来の目的である「学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりする」というメッセージをシンプルに発信。デ

ジタルを含む多様化な取組を想定する中、紙での蓄積や引継ぎが難しくなることや、学校の負担感も踏まえ、蓄積や引継ぎに

ついては、クラウド上などでの個人管理で行うことを基本とし、学校間の引継ぎは求めないこととした上で、学校種を越えた見

通し、振り返る活動につなぐ。
(※) 系統的なキャリア教育実施の好事例等については、別途検討を深める

「キャリア・パスポート」のねらいの具現化に向けた見直し②(イメージ） 2-2 特㉙
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特別活動における合意形成と意思決定に関わる概念の整理について

多様な意見・価値観（※1）や背景を認め合い（※2）、対立や葛藤と向き合いな
がら（※3） 、納得解（※4）を創造していくこと

⚫ 学校現場にとっての分かり易さ、合意形成や意思決定に係る学術的な知見等に留意しつつ、合意形成及び意
思決定に関わる概念を、以下のとおり整理することが適当である。

合意形成

多様な情報や他者との関わり（※5）を踏まえ、自己の価値観に照らし、
責任をもって行動を選択（※6）していくこと

意思決定

（※4）「納得解」とは、すべての当事者が受け入れ可能な案を指す。一方、実際には限られた時間の中で納得解に至ることができず、暫定解として合意する場合やいったん判断を留保する場合も十分にあり得ること、
結果としてうまくいかない経験も含め不断に見直していくこと等が重要であることに留意

（※2）安心して意見・価値観を表明できることや、賛否の判断を脇に置いてそれらが受容されることを含む

（※3）少数意見を含めた多様な意見を比較したり、批判的に検討したりすることを含む。また、向き合った結果、対立や葛藤に対処することから一度距離を置くという可能性も否定されないことに留意

（※5）「関わり」には、他者や社会との相互関係において、選択肢を広げたり、自己理解を深めたり、自己の価値観を形成したりすることを含む

1013

（※1）ここでいう「価値観」（values/perspectives）は自己の在り方生き方と関わるものであるが、信念（belief）、アイデンティティといった比較的静的に捉えられ易いもののみならず、他者との関わりを通じて
動的に広がったり変化したりする、好きや得意を含む身近な価値（value）や、身の回りの物事への認識やものの見方（perspective）を含む

（※6）必ずしも十分な情報等がない、不確実な状況の中で選択し、実現に向け努力することを含む
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合意形成と意思決定に関わる諸要素の整理について

⚫ 特別活動の思考・判断・表現の学習過程として、意思決定を「個人の意思決定」を主として想定するもの
（ 「集団の意思決定」については「集団としての合意形成」の一環と考える）として操作的に整理した上で、「合
意形成」と「意思決定」に対応する要素について、おおむね以下のとおり整理できる。

（※）いずれも現行の記載。合意形成の過程においても意見の表明をはじめ個人の意思決定の要素が含まれている

合意形成 意思決定

主たる教育
上の視点

社会創造 自己実現

概念整理
多様な意見・価値観・背景を認め合い、対立や
葛藤と向き合いながら、納得解を創造していくこと

多様な情報や他者との関わりを踏まえ、自己の価値観
に照らし、責任をもって行動を選択していくこと

主として想定
される活動

（※）

学級活動(1)学級や学校における生活づくりへの参画、
児童会・生徒会活動

学級活動(2)日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

学級活動(3)一人一人のキャリア形成と自己実現

行為主体の
単位

2人以上 個人

人間関係形成（基盤）

1014

往還

往
還

往
還

※クラブ活動、学校行事については、合意形成と意思決定の両方の要素を有している
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⚫ 合意形成のプロセス等について、一定の共通理解を得るため、合意形成に関する概念整理や、実践の蓄積等を踏
まえ、合意形成の典型的なプロセスを「➀課題の設定、➁発散（意見表明・受容)、③収束（吟味・創造)、➃実
践・振り返り」として、以下のように示すことが考えられる。

❷発散
（意見表明・受容）

➍実践・振り返り

「確かな民い主主義の担い手の
育成、共生社会の実現」へ

「当事者意識をもった意見
の形成」「対話と合意」を
実生活の改善の中で実践

合意形成のプロセスについて（イメージ）

１．小さな範囲から大きな範囲まで、
合意形成は日常の学校生活の様々な場面で存在

❶課題の設定

２．実践・振り返りを新たな課題の発見につなげ、よりよい生活
の創造に向け、一度合意したものも不断に見直すことが重要

(※1) 例えば校則と学級のきまりなど、異なる範囲の合意が相互に関連している場合があることに留意

(※2) 「課題」はProblemではなくIssueであり、「望ましくない状況」を意味するものではなく、よりよい生活に向けた前向きな内容を含むことに留意

社会

学校

学級

個人間
(２人～少人数)

地域への提案

学校生活の
改善への提案

例

係内の提案

例

例

学級生活の
充実への提案

例

➌収束
（吟味・創造）

(※1)

(※2)

（※）プロセスを辿ること自体が目的化することのないよう留意

1015

2-2 特㉜特別活動

2-2 特㊳

2-2 特㉚



(※6) 少数意見を含む比較や批判的検討等

合意形成のプロセスに含まれる諸要素について（イメージ）

➍ 実践・
振り返り

⚫ 合意形成のプロセスに含まれる諸要素について、「①課題の設定（課題の収集・発見、場の設計、意見形成の促
進）、②発散（安全な場づくり、意見・背景の表明、多様な価値観の受容）、③収束（少数意見を含む吟味、
安易な多数決の回避を含む納得解の創造、合意）、④実践・振り返り」として、以下のように示すことが考えられる。

※あくまでも参考として示すものであり、形式的な運用により形骸化を招くことがないよう留意

振り返りから新たな課題の発見へ

場の設計から安全な場づくりへ 合意から実践へ

(※1) 議題を決める、話合いの計画を立てる等
(※2) 話合いに向けてあらかじめ論点を提示する、話合い

の準備としてのアンケートをデジタルで行う等

❶ 課題の
設定

意見形成
の促進

課題の収集
・発見

(※2)
場の設計

(※1)

(※3) グラウンドルールなどの話合いの前提を共有する等
(※5) 「受容」とは、発散の一環として、多様な意見に耳を傾け、その背景にある経験・価値観や感情を含め

理解しようとするものであり、賛否の判断を脇に置いておくものであることに留意

実

践
に向けた

合
意

意

見

・

背

景

の

表

明

納

得

解

の

創

造

合意形成に向けた

話合い
収
束

発
散

安全
な場

づ
くり

意
見

の吟
味

(※6)

（
違

い
の
確

認
・立場の変容）

多様な価
値

観

の
受容

(※
5)

2

(※8)安易な多数決は望ましくない一方、限られた時間で「納得解」を得
ることが困難な場合において「暫定解」に合意することもあり得る

(※7) 多様なアイデアの生かし合い（練り上げ）を含む

1016

(※4) 「背景」には根拠となる価値観、感情、経験等を含む。「表明」に関し、例えばデジタルも活用し、合意
形成過程で意見の違いや少数意見の可視化のためのアンケートを複数回繰り返すこと等も考えられる

3
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➍ 実践・
振り返り

振り返りから新たな課題の発見へ

場の設計から安全な場づくりへ 合意から実践へ

❶ 課題の
設定

意見形成
の促進

課題の収集
・発見

場の設計

実

践
に向けた

合
意

意

見

・

背

景

の

表

明

合意形成に向けた

話合い
収
束

発
散

安全
な場

づ
くり

意
見

の吟味

（
違

い
の
確

認
・立場の変容）

多様な価
値

観

の
受容

2

納

得

解

の

創

造

合意形成に関わる諸要素と「学びに向かう⼒、人間性等の要素」との関係
（イメージ）

①当事者性

②協働性

③自律性

役割への
主体性・責任感

対立・葛藤の
対処への
主体性

課題への
主体性

多様性の尊重、
包摂への主体性

※全ての要素と関連

思考や感情、
行動の

自己調整

3
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※あくまでも参考として示すものであり、形式的な運用により形骸化を招くことがないよう留意
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⚫ 意思決定のプロセス等について、一定の共通理解を確保するため、意思決定に関する概念整理や、実践の蓄積等
を踏まえ、意思決定の典型的なプロセスを「➀課題の設定、➁発散（情報収集・相互参照） 、③収束（自己理
解・自己決定）、➃実践・振り返り」として、以下のように示すことが考えられる。

❷発散
（情報収集・相互参照)

➍実践・振り返り

「自らの人生を舵取り
する力」の育成へ

意思決定のプロセスについて（イメージ）

１．目の前のことから卒業後まで、
意思決定は現在から未来の様々な射程で存在

❶課題の設定

２．実践・振り返りを新たな課題の発見につなげ、よりよい生活
の創造に向け、一度決定したものも不断に見直すことが重要

(※1) 「課題」はProblemではなくIssueであり、「望ましくない状況」を意味するものではなく、よりよい生活に向けた前向きな内容を含むことに留意

将来

卒業時

学年末

現在

将来実現したい

卒業までに
実現したい

例

今実現したい

例

例

今年度中に
実現したい

例

➌収束
（自己理解・自己決定)

(※1)

（※）プロセスを辿ること自体が目的化することのないよう留意
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「民主的で持続可能な
社会の創り手」にも寄与

特別活動における合意形成と意思決定の関係について

多様な意見・価値観（※1）や背景を認め合い（※2）、対立や葛藤と向き合い
ながら（※3） 、納得解（※4）を創造していくこと

⚫「合意形成のプロセス」「意思決定のプロセス」相互の関係については、合意形成に自己の価値観が持ち込まれ、
その過程で意思決定に関わる自己理解や価値観が更新されるなど、往還関係にあると言える。

⚫また、この往還がスムーズに回っていくことが、ひいては「自らの人生を舵取りする力」と「民主的で持続可能な社会
の創り手」育成の両立にも資すると考えられる。

合意形成

多様な情報や他者との関わり（※5）を踏まえ、自己の価値観に照らし、
責任をもって行動を選択（※6）していくこと

意思決定

1019

(行動を伴って磨かれた)自己の価値観が、
合意形成のプロセスに持ち込まれる

合意形成のプロセスにおいて、
自己理解や価値観が更新される

「自らの人生の舵取り」
にも寄与

（※4）「納得解」とは、すべての当事者が受け入れ可能な案を指す。一方、実際には限られた時間の中で納得解に至ることができず、暫定解として合意する場合やいったん判断を留保する場合も十分にあり得ること、
結果としてうまくいかない経験も含め不断に見直していくこと等が重要であることに留意

（※2）安心して意見・価値観を表明できることや、賛否の判断を脇に置いてそれらが受容されることを含む

（※3）少数意見を含めた多様な意見を比較したり、批判的に検討したりすることを含む。また、向き合った結果、対立や葛藤に対処することから一度距離を置くという可能性も否定されないことに留意

（※5）「関わり」には、他者や社会との相互関係において、選択肢を広げたり、自己理解を深めたり、自己の価値観を形成したりすることを含む

（※1）ここでいう「価値観」（values/perspectives）は自己の在り方生き方と関わるものであるが、信念（belief）、アイデンティティといった比較的静的に捉えられ易いもののみならず、他者との関わりを通じて
動的に広がったり変化したりする、好きや得意を含む身近な価値（value）や、身の回りの物事への認識やものの見方（perspective）を含む

（※6）必ずしも十分な情報等がない、不確実な状況の中で選択し、実現に向け努力することを含む
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現行学習指導要領における特別活動の評価について

⚫ 評価規準の作成や、効果的な学習評価の参考となるよう、文部科学省 国立教育政策研究所から「評価の観点」、「内容のまとまりごとの
評価規準の作成手順や、評価補助簿の例を示しているが、国が示す評価の在り方と現場の実態との間に乖離があるとの指摘がある。

１．「『評価の観点』、『内容のまとまりごとの評価規準』の作成手順」について

① 学習指導要領の「特別活動の目標」と改善等通知を確認する。

② 学習指導要領の「特別活動の目標」と自校の実態を踏まえ、改善
等通知の例示を参考に、特別活動の「評価の観点」とその趣旨を設定
する。

③ 学習指導要領の「各活動・学校行事の目標」及び学習指導要領
解説特別活動編（平成29年７月）（以下学習指導要領解説）で例示した
「各活動・学校行事における育成を目指す資質・能力」を参考に、各学
校において育成を目指す資質・能力を重点化して設定する。

④ 【観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」
を作成する。

２．「評価補助簿」の例（小学校、学級活動）
※「出典」小学校27頁、中学校27頁

(※)「出典」小学校50頁

「出典」
：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」小学校 特別活動
：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」中学校 特別活動

(※)「改善等通知」は「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校における児童生徒の学習評価及び
指導要録の改善等について（通知）」平成31年３月29日 初等中等教育局長通知を指す

(※)内容のまとまりごとの評価規準等を踏まえ、機会を捉えて、顕著な事項を見取って記録した結果を一覧化する例として提示
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新

旧

評定せず

知識・技能 思考・判断・表現

観点別評価

評定への総括

見取る観点 学びに向かう力・
人間性

一体として個人内評価

「学びに向かう⼒・人間性」に係る成長が特に顕著な場合に、各活動・学校行事ごとに、「〇」で評価

知識・技能

感性, 思いやりなど

思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

目標に準拠した評価

総括

個人内評価評定せず
各活動・学校行事ごとに、評価の観点に照らして十分満足できると判断される場合に「〇」で評価

見取る観点

観点別評価

評定への総括

目標に準拠した評価 目標に準拠した評価

※1  特別活動の特質と学校の創意工夫を生かすということから、指導要領に示す目標を踏まえ、各学校で評価の観点を定めることとしている。
（H31.3改善等通知）

※2 「学習評価に関する参考資料（R2.3）」において、観点別・内容のまとまりごとに評価規準を作成し、学期や年間を通じて顕著な事項を見取り
     「〇」を記録した評価補助簿を作成し、評価の総括に活かす取組等を例示しているが、理想とする姿と実態との間に乖離があるとの指摘がある。

現状・
課題

分節した目標に準拠した評価は行わない

思考・判断・表現の過程で一体的に表出

⚫ 特別活動では、資質・能⼒の三つの柱に分節した目標に準拠した評価は行わず、「思考・判断・表現」の過程で表
出する「学びに向かう⼒、人間性等」について一体的に個人内評価を行い、 多様な子供たち一人一人のよさや成
長を自然な形で見取れるようにするとともに、総括的評価については、成長が特に顕著な場合に「〇」を付記する形
で評価を行うことが適当である。

新たな特別活動の評価について（イメージ）
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学習の締めくくりに行う評価学習の過程で行う評価

特別活動における評価の全体像について（イメージ）

総括的評価
（思考・判断・表現の過程で一体的に表出す
る「学びに向かう⼒、人間性等」について、個
人内評価として記号を付記する等して評価）

自己評価（振り返り）

形成的評価
（適時の声掛けや
指導・支援等）

相互評価（自己の考えや振り返りの共有・話合い）

児
童
生
徒
自
身

に
よ
る
評
価

教
師
に
よ
る
評
価

特別活動に
おいてとりわけ
重視する評価

特別活動における評価について、
✓ 教師の指導の改善や、児童生徒が次の学びに向かうことができるようにするといった学習評価の趣旨
✓ とりわけ重視される「学びに向かう⼒、人間性等」が「学習の過程」で表出すること
✓ 総括的評価として、目標に準拠した評価ではなく、児童生徒一人一人がいかに成長したかを積極的に認め、励

ます個人内評価として評価を実施する意義
を踏まえ、
✓ 教師による評価としては、形成的評価（見取りを踏まえた適時の声掛けや指導・支援等）、
✓ 児童生徒自身による評価として、自己評価（振り返り）や相互評価（自己の考えや振り返りの共有・話合

い）
を重視することと整理することが適当である。

(※) 教師による評価にあたっては、子供たち一人一人のよさや成長等についての見取りのみならず、グループや学級など集団についての見取りも重要であることに留意1022
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特別活動におけるデジタル学習基盤の活用について
⚫ 学級・学校や自己の生活に関わる課題等に取り組むという特別活動の特質や、「社会創造」「自己実現」及びそれらの基

盤としての「人間関係形成」の３つの視点に鑑みれば、特別活動においてデジタル学習基盤を効果的に活用することで、よ
りよく合意形成や意思決定を行ったり、協働的に実践したりする等、狭義の「学習」に留まらない多種多様な活用が期待で
きる。

⚫ こうしたことを踏まえ、様々な実践の蓄積に照らして特別活動において効果的と考えられるデジタル学習基盤の活用イメー
ジとその際の留意事項について解説等で示すとともに、多様な実践事例を発信・共有していくことが適当である。

活用イメージ 考え方 具体例

A） 多様な意見や
考えの可視化

• 児童生徒の多様な意見や考えの可視化を通じ
て、合意形成や意思決定の充実につなげる

• フォームやデジタル付箋の活用等で、普段の話
合いでは見えにくい意見や少数意見、意見の分
布や変化を可視化する 等

B） 実践や振り返り
の蓄積・共有

• 実践や振り返りを蓄積・共有することで、実践の
改善や次の活動への見通しにつなげたり、個人や
集団の成長や変化の実感につなげたりする

• 活動計画や活動の記録、役割分担、実践の様
子、振り返りを蓄積する 等

C） その他
（AIを含む）

• 集団内の情報共有、家庭・地域との連携など、
活動をよりよく進めるための基盤として活用する

• グループウェアにより協働のための集団内のコミュ
ニケーションを円滑化する

• 学校HP等で地域への案内や活動の成果の発
信を行う

• 企画の練り上げのサポートにAIを活用する 等

（※）あくまでも大まかなイメージであり、深い学びの実装に向け、子供の実態に応じた様々な創意工夫が制限されるものではないことに留意

2-2 特㊵
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子供の主体的な地域社会等への参画の在り方

⚫ 特別活動が、「確かな民主主義の担い手」を育み、共生社会を実現する基盤としての役割を果たしていくためには、日々の
特別活動の学校内の様々な活動の中で、学校の外の社会とのつながりを意識して学ぶことや、地域社会等に参画する取
組を進めていくことも重要。

⚫ このため、学校の実態に応じて、特別活動を通じて、子供たちが地域社会等に参画していく取組を充実していく際の参考と
なるよう、以下のとおり、多様な取組事例を発信していくことが必要である。

関わり方 考え方 具体例

A) 学校運営
協議会

• 子供の社会参画や意見表明の推進を議題と
したり、子供自身が学校運営協議会に参画し
たりする 等

• 子供が学校や地域の課題について意見を表明する
機会を設け、児童生徒が主体となって学校や地域
の環境改善や活性化に取り組む

• 学校運営協議会への参画を通じ、学校・地域・家
庭がつながりを持てる社会の実現を目指して活動

B) 学校評価
• 学校運営の評価・改善プロセスに子供が

関わる 等

• 子供が学校運営の改善プロセスに関わり、学校行
事やクラブ活動の企画・実施に意見を反映

• 学校評価を教職員だけではなく、生徒・地域等と協
働して行い、学校改善を推進

C) 教育委員会等
• 教育振興基本計画や教育大綱の策定をはじ

めとする地方公共団体の議論において、
子供の意見表明の機会を設ける 等

• 子供が行政の政策決定や事業に参画し、地域社
会の課題解決や社会貢献活動に主体的に関与

• 多様な主体と連携して地域課題の解決に取り組み、
地域に開かれた学校づくりにも貢献

D) その他
• A)～C）にあてはまらないもの
   （特別活動を通じて

子供が直接地域社会等と関わる 等）

• 防災イベントやボランティア活動の意義を十分に認
識した上で、地域社会の一員として、多世代で行わ
れる活動に主体的に参画

2-2 特㊶
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教育振興基本計画や教育大綱等の
地方公共団体の議論において、子供
の意見表明の機会の拡充を推進

子供の社会参画や意見表明の推
進を議題としたり、子供自身が学
校運営協議会に参画したりすること
を推進

教師の適切な指導の下、児童生徒が
「主体的に創造する」視点を重視 等

②学校行事
（文化祭、運動会、

修学旅行等）

各 教 科 等

③学級・ホームルーム活動
（小さなコミュニティの運営・参画や、

社会との関わりでの自己の在り方生き方の思索）

地域社会を含めた参画・改善の仕組

教育
委員会等

学校運営
協議会

学校評価
学校運営の評価・改善プロセスに
子供が関わることを推進

教師の適切な指導の下での学級
生活づくりに向けた意見表明の
機会の確保、他者の意見の背景
を考えるなど他者の視点を通じて
自己の価値観や思考を広げ、意
思決定に活かすことを重視 等

その他
特別活動等を通じて子供が直接地
域社会等と関わる取組を推進

学校全体

学級・ホームルーム

個人

①児童会・生徒会活動
（大きなコミュニティ運営・参画）

教師の適切な指導を前提として、
学校のきまりなど学校の運営に関
わる意見表明に関わる記載を内
容に新設

特別活動

⚫ 教育基本法及びこども基本法を踏まえ、民主的かつ公正な社会の基盤として学校が機能するためには、学級や学校という身近な社会に児童
生徒が当事者として参画し、対話や協働を通じて身の回りのルールや環境を改善する中で、主体的・実践的に社会参画する⼒を育む必要

⚫ このため、特別活動の「目標」として、「確かな民主主義や共生社会の担い手として求められる、よりよい社会を形成しようとする資質・能⼒」を
育むこと、「自己の生活や身近な社会を主体的・実践的に創造する」ことを新たに明記し、教師の適切な指導のもと、「民主主義を実践的に学
ぶ」領域であることを明確化するとともに、以下の改善を図る

主体的な社会参画に向けた教育課程の更なる改善

教育課程全体を通じて、自分の意
見の根拠を持った説明、一方的な
意見の主張に止まらない対話を含
む、「協働的な学び」を一層重視

特に社会科において、
• 社会との関わりを意識する具体的
な課題等を重視した活動（※1）

• 模擬選挙、模擬投票、模擬議会、
模擬請願などの実践的な活動

を充実するとともに、外部機関（※2）

との連携・協働や、他教科（特活・
総合等）との連携を推進 等
（※1）学校が政治的中立性を確保しつつ、現実

の具体的な政治的事象も取り扱う等
（※2）選管や議会事務局、NPO法人等

（※）行事の特質や教育的意図、教師に過度な
負担を生じさせない観点を踏まえることが前提

安易な多数決の回避、少数意見
の吟味など、学級・学校内の多様
性を前提に対立や葛藤を乗り越
え納得解を創造する合意形成を
重視（デジタルを活用した多様
な合意形成の工夫を推進）

2-2 特㊷
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特例の対象となる児童生徒のイメージ
⚫ 具体には総合的な判断を行うことを前提としつつも、以下のような児童生徒を主たる対象として想定

① 友人関係のトラブルや学業の不振など、様々な要因により心身の状態が落ち込みつつあるが、校内外教育支援センターに
よる早期の伴走支援があれば、学びに向かうことができる状態にある児童生徒

② 一定の不登校期間を経て、心身の状態が回復傾向にあり、「学びたい」という意欲を持ちつつある児童生徒
③ 現に、校内外教育支援センターで前向きに学習に取り組んでいる児童生徒 など

⚫ 対象となる児童生徒の判断に当たっては、外形的な状況のみならず、学びに向かいたい気持ちなどを含め、多様な視点による
状態把握が重要

1026
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⓪指導環境を確認
する際の観点
・指導体制
・施設・設備の状況
・学校と校外教育
支援センターの連携
体制 など

③指導方針を決定する際の観点

本人の学びに向かう状態を維持・向上する
観点から、本人が興味・関心をもって取り
組める学習内容となっているか、また、試行
錯誤しながら諦めずにやり遂げられる学習
内容となっているかなど、②で把握した状態
に基づき適切に判断する

②児童生徒の状態を把握する際
の観点
(1)不登校の背景や期間のみなら
ず、(2)発達や経験の状況、(3)学
習の状況や学びへの興味・関心、
(4)他者との関係構築や生活習慣
形成に当たっての課題を含め、学び
に向かう視点を適切に捉える

特別の教育課程の編成の流れ（事例イメージ）
～休み始めに「学びに向かうことができる状態」や回復期に「『学びたい』という意欲を持ちつつある状態」にある児童生徒の例～

（例１）様々な要因で心身の状態が落ち込みつつあるが、適切な伴走支援があれば、学びに向かうことができる状態にある児童生徒

（例２）一定の不登校期間を経て、心身の状態が回復傾向にあり、「学びたい」という意欲を持ちつつある状態にある児童生徒

・ＳＣやＳＳＷの協力の下、学級
担任や養護教諭、教育相談担当、
支援員などが、本人・保護者と面
談するなどして、当該児童生徒の
状態を把握

・学級担任や養護教諭、教員相談担
当に加え、必要に応じて教科担当、学
年主任、支援員などが、ケース会議を
開催するなどして、指導方針を検討
＜検討後＞

・校長が指導方針を決定

・教育支援センターの状況に応じ
て、原籍校との連携の下、当該
児童生徒の状況を把握
（例）
本人・保護者・教育支援センター・原籍校によ
る４者面談を実施 など

教 育 委 員 会

校内教育支援センター

教育支援センター

SC・SSWの派遣 指導主事等による
指導助言

・原籍校との連携の下、原籍校を交え
たケース会議を開催するなどして、指導
方針を検討

指導環境の整備

＜教育支援センターでの検討後＞

・校長が指導方針を決定

⓪体制整備の
確認

②児童生徒の
状態把握

③指導方針の
検討・決定

④本人・保護者
への再確認

⑤特別の教育
課程の編成

①本人・保護者
の意向確認

※こうしたケースは、教育支援セ
ンターが一定程度の体制を有
している場合を想定しており、
学校との役割分担は異なり得
るもの

※本人・保護者とのやりとりは、断続的に生じることが想定される

日
頃
か
ら
の
児
童
生
徒
の
状
態
把
握

※①～⑤の流れは、児童生徒
によって異なることに留意。
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特別の教育課程で想定される教育活動（イメージ）

1028

⇒ 対象児童生徒の状態や学習意欲を踏まえた個別の教育活動を実施することで、学びに向かう力を支えることが必要
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授業時数の考え方のイメージ
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・対象児童生徒については、不登校に至った背景や理由、必要な支援も様々であることから、制度として一律に授業時数を定めるべきではなく、対象児童生徒の実態を踏ま

えて、各学校長が適切な範囲で柔軟に授業時数を設定できるような仕組みとすべき

・具体的には、①不登校の期間や現在の出欠状況といった児童生徒の状態、②学びへの意欲や求める支援といったアセスメントに基づく児童生徒の在り方を総合的に勘

案し、個別の指導計画を作成する計画段階において、本人や保護者の意向等も踏まえながら授業時数を設定することとする

・ただし、その実施に当たっては、対象児童生徒の状態は変化しやすいことを踏まえ、授業時数や実施内容を状況に応じて適宜調整できることを前提とした、柔軟な運用と

すべき
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個々の児童生徒に係る教育課程の編成・実施のための「２階シート（仮称）」（イメージ）

現状

⚫ 個々の児童生徒に着目した特別の教育課程の編成・実施に当たり、対象となる児童生徒一人一人の個性や特性に応じて資質・能力の着実な育成を図
るため、指導計画等を作成・活用することが必要。

⚫ 現状、各学校では、障害のある児童生徒、日本語指導が必要な児童生徒、不登校児童生徒への支援等のために、指導計画や「児童生徒理解・支援
シート」等が作成・活用されているが、それぞれの計画等で相互に重複する記載があったり、計画等を相互に連携して機能させることが困難といった課題
がある。

⚫ こうした現状も踏まえ、教師の過度な負担・負担感を生じさせず、児童生徒をできる限り包括的に支援し、教育の質の向上に繋げるために、これらの計
画等を一つの電子ファイルで一体的に運用することができる様式（「２階シート」（仮称））を国として示し、「２階」における複数の特例に重複しても
俯瞰的に当該児童生徒への支援ができるようにする。

今後（改訂後）

個別の
教育支援計画

個別の
指導計画

②A ②B
児童生徒

理解・支援シート
（支援計画）

①
日本語指導

特別の教育課程
個別の指導計画

③

Bさん（通常学級在籍／特別な支援を必要とする／日本語指導が必要な児童生徒）

Aさん（通常学級在籍／通級指導を受ける／不登校児童生徒）

① ②A ②B

③②A ②B

• 不登校児童生徒、障害のあ
る児童生徒、日本語指導が
必要な児童生徒等に対する
支援計画を統合したもの

• 実態は、不登校児童生徒の
ための作成・活用がほとんど

• 法令上、特別支援学校、特別支
援学級、通級指導を受ける児童
生徒について作成は義務

• 通常学級に在籍する特別な配慮
を必要とする児童生徒などについて
の作成は努力義務

日本語指導が必要な外
国人児童生徒等の指
導・支援のために作成

作成状況（例）

【支援計画相当】

＋

２階シート（仮称）

①と②Aにおいて、当該児童生徒に関す
る基本的な情報について記載内容にかな
りの重複があり、非効率。作成自体に負
担がある…

②Bと③において、特別支援の観点を踏ま
えた通常の教科等の指導と日本語指導の
計画を別々に作成することになるので、連携
した指導がしづらい。教育活動全体を俯瞰
して関係者と連携したり、一体的な指導・
支援が困難…

※ 本様式は、特別支援学級、通級指導を受ける児童生徒、通常の学級に在籍する特別な配慮を必要とする児童生徒につ
いて、法令上作成が求められている個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成に活用できる様式とする方向で検討。

※ 特別支援学校における個別の教育支援計画・自立活動を含む個別の指導計画との関係性は別途整理が必要。

• 特別の教育課程の編成が必要な場合を含め、個別の指導・支援が必要な場
合は、 児童生徒に関する基礎的な情報を記載する「児童生徒等理解・支援
シート」を作成する。

児童生徒等理解・支援シート改善

特別の教育課程

通級指導
特別支援学級

特別の教育課程

日本語指導
特別の教育課程

不登校
特別の教育課程

特異な才能

新規作成 新規作成新規作成 改善

• 個々の児童生徒ごとの特別の教育課程に応じた様式を作成。複数の特別の
教育課程を編成・実施する場合は、本様式で記載の重複を避け俯瞰して連
携できるようにしつつ、それぞれの特例ごとの様式では固有の事項を重点的に
記載することを想定。

【指導計画】
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指導計画に盛り込むべき要素とプロセス（イメージ）

（０）計画作成に当たって必要な実態把握
・学級担任をはじめとする関係者が児童生徒の実態を丁寧に把握。

（１）「学びにおいて意識したい視点」の設定
・「学びのサイクル」の考え方を踏まえて児童生徒が自ら設定（困難な
場合は児童生徒が納得感のあるものを選択）できるよう、支援するこ
とが重要。

・学級担任や指導員等が連携の上、児童生徒と丁寧な対話の上で決
定されることが望ましい。

（２）授業時数・指導内容・指導方法等の設定
・学級担任に加え、教科担当や指導員等も関与の上、これらの項目を設
定していくことが必要。

・児童生徒の自己選択・自己決定の機会の創出を意識しながら児童生
徒との対話を通じて設定されることが望ましい。

（３）学校長の承認、教育委員会への届出
・指導計画は、学校長の承認を得た上で、教育委員会等に対して届出。
※指導計画を見直した際の届出の要否は、学校現場の負担も十分に
勘案した上で、その範囲や程度に応じ、各教育委員会等において判断。

Ⅰ．指導計画作成までの流れ

（１）指導の実施
・指導計画に基づき指導を実施。
・学級担任を含めた関係者間で随時共有。

（２）本人の振り返り・フィードバック
・児童生徒の状態に応じて適切な頻度で振り返りの実施。
・振り返りの際には、児童生徒の頑張りを受け止め、励ま
し、自己肯定感を向上させるといった観点を第一に
フィードバックが行われることが望ましい。

（３）指導計画の見直し
・児童生徒の状態や学習状況等を踏まえ、指導計画を柔
軟に見直していくことが重要。

Ⅱ．指導計画の実施、振り返り・フィードバック、見直し

必要に応じて、Ⅰの
（１）又は（２）へ戻り、
指導計画を見直し

【指導計画作成プロセスの前提となる基本的な考え方】
○ 指導計画は、学校の体制や実態に応じて適切な者が作成を主導し、
最終的には、担任教師が確認の上で、学校として計画を作成すること
も可能とすべき。

○ 指導計画作成のプロセスでは、児童生徒がどのように関与すべきかと
いった視点を十分考慮すべき。

○ 児童生徒の実態に応じ柔軟な特例実施が可能となるよう、年度途
中の特例開始や終了も可能な仕組みとすべき。

【指導計画に盛り込むべき要素】
○ 学習指導要領に示す教育課程の基本的な考え方や不登校
児童生徒の特性を踏まえて、指導計画には、以下の要素が考え
られる。

 ①学びにおいて意識したい視点、②教育内容（順序を含む）、
③目標やねらい、④指導方法（指導期間・教材を含む）、

 ⑤授業時数、⑥振り返り、⑦フィードバック

指導計画に
盛り込むべき要素
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不登校児童生徒に係る特別の教育課程の学習評価の論点整理

本特例における学習評価については、通常の教育課程における学習評価の方向性も前提にしながら、特に以下の点を重視し、不登校児童生徒の多様な実態に寄り添っ
た評価の実現を図る。

➢ 個別の指導計画を活用し、児童生徒自身の振り返りや教師のフィードバックを通じた形成的評価の一層の充実を図ること
➢ 児童生徒が取り組んだ内容や頑張りを可能な限り受け止め、児童生徒の学習意欲や自己肯定感を向上に繋げる評価の充実を図ること
➢ 学習の進捗の遅れや部分的な学習に対しても、在籍する学年等に過度に縛られることなく、長期的な視点で、一人一人の変化や成長をベースに評価が行われることが望ましいこと
➢ 児童生徒の実態を踏まえて必要な場合には、観点別評価に基づく評定ではなく、個人内評価を取り入れた評価の総括も可能とすること

知識・技能 A

思考・判断・表現 B

学びに向かう力 ◯

評定 ４

総括

教科A 教科B 教科C 教科D ・・・

例えば、数学は在籍学級の授業にオンラインで参加できるが、国語は校内教育支援センターで下学年の
学習内容に取り組むなど、それぞれの教科ごとに、評価の前提となる各教科等の目標が異なる。

(A)各教科等の内容に基づきつつ、
柔軟に実施する教育活動

＜参考＞通常の教育課程における学習評価

体験活動
SST等

(B) 不登校児童生徒の実態に応じた
特に効果的な教育活動

①教師等が学習評価を行うにあたり、校内外教育支援センターの指導員等とどのような連携を図り、何を評価材料として学習評価を行うべきか。

（方向性）校内外教育支援センターと必要な情報を事前にすり合わせ、情報提供を受ける。評価材料は、計画の内容や活動の記録・成果をまとめたものなどを想定。

②多くの場合、教科ごとにその目標の取扱いが異なる場合が想定される（下部、補足イメージ参照）が、こうした目標の違いを踏まえつつ児童生徒の実態や学習
状況に応じた評価を実現するためには、どのような学習評価を行うことと整理すべきか。特に、下学年の内容等に取り組むケースについては、どのように取扱いうべき

か。

（方向性）一人一人の学びの実態を踏まえた学習評価に繋げていけるよう、複数のパターンから児童生徒の実態や学習状況に応じて柔軟に学習評価を行う。
その中で、下学年の内容等に取り組むケースについても、在籍学年に拠らない形での評価・評定や、記述による評価など、柔軟に評価が行えるように。

③通常の教育課程とは異なる評価・評定が行われることも念頭に、通常の教育課程との関係性も踏まえながら、指導要録での評定等の取扱いをどう考えるべきか。

（方向性）通常とは異なる目標に基づき評価を行う場合はそれが分かるよう要録に記載。また、計画や計画を要約したものを添付することで要録への記載に替えることも可能に。

【学習評価に係る主な論点】

【基本的な考え方と重視すべき視点】

②の補足イメージ

・・・

評価の

総括

こうした目標の取扱いの違いを、
指導要録等においてどのように
記載すべきか。

在籍学年と同じ
目標・内容で取り組む

（例）

下学年の
目標・内容で取り組む

独自に設定した
指導のねらい・内容で取り組む

独自に設定した
目標・内容で取り組む

在籍学年の一部の
目標・内容で取り組む

・・・

※上記のほか、児童生徒の状況によっては、目標を設定し、学習に取り組むこと自体が困難な教科等が存在することも考えられる。
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不登校児童生徒に係る特別の教育課程の学習評価の全体像

知識・技能 A

思考・判断・表現 B

学びに向かう力 ◯

評定 ４

（記述による評価を組み合わせることも可）

総括

・個人内評価※

→学習状況を、個人のよい点や可能性、進
歩の状況等に着目して評価

※設定した目標との関連を重視
※その達成状況に関する記載も記述で行うこ
とが可能

通常の教育課程と同様の評価

観点別や評定ではなく、記述による評価

評価方法A

知識・技能 A

思考・判断・表現 B

学びに向かう力 ◯

評定 ４※

（記述による評価を組み合わせることも可）

総括

評価の観点は残しつつ、評価規準は柔軟に

各教育活動の目標設定のケース

❶在籍学年と同一の目
標に基づき評価を実施す
るケース

❷在籍学年の一部の目
標に基づき評価を実施す
るケース

❸下学年の目標に基づき
評価を実施するケース

❹学習指導要領の目標
も踏まえつつ、独自に設定
した目標に基づき評価を
実施するケース

❺児童生徒の実態を踏
まえて指導のねらいを設
定し、それに基づき個人内
評価を実施するケース

例：中学２年生の数学のうち、
「式」「計算」「方程式・不等式」の
内容に係る目標を年間目標とし、
それに基づき評価

例：中学２年生が中学１年生の
数学の目標を年間目標とし、それ
に基づき評価

例：計算が好き・得意な生徒に、
計算に継続的に取り組むことや、そ
こから規則性を見いだすことを目標
に設定、評価。

・個人内評価
→学習状況を、個人のよい点や可能性、

進歩の状況等に着目して評価

観点別や評定ではなく、記述による評価

多様な評価方法

観点別や評定ではなく、記述による評価

or or

（A）各教科等の目標・内容に基づきつつ、柔軟に実施する教育活動
（B）不登校児童生徒の実態に応じた
特に効果的な教育活動（SSTなど）

（※１）目標を設定し、学習に取り組むこと自体が困難な教
科等については、他の教科等の学習など、取り組むことができた
教育活動全体の中から、個人内評価で柔軟に見取り、総合
所見欄に記載することが可能。

（※１）

評価方法B 評価方法C

評価方法C評価方法C

・個人内評価※

→学習状況を、個人のよい点や可能性、進
歩の状況等に着目して評価

※設定した目標との関連を重視
※その達成状況に関する記載も記述で行うこ
とが可能
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特別の教育課程における「対象活動」のイメージ

※１ 「特別の教育課程」は、個々の児童生徒に着目した教育課程全体を指すものであり、特例により行う教育活動だけでなく通常の児童生徒と同様に学ぶ活動も含めたものであるが、本資料では対象活動を指すものとする
※２ 特別の教育課程の前提として、まずは通常の教育課程において特異な才能のある児童生徒の支援に取り組み、その上で通常の教育課程において支援が困難な児童生徒を特別の教育課程の対象とする
※３ 特別の教育課程において総合的な学習の時間を相当教科等とすることは、今次改訂の「『好き』を育み、『得意』を伸ばす」という方向性にも合致し、総合の役割を積極的に果たそうとするもの

「裁量的な時間」
の活用※

通常の学級における
学習指導の工夫

通常の教育課程

教育課程外

教育課程

大学の
講義

大学等による相談支援体制

※対象活動と組み合わせて実施することも考えられる

特別の教育課程（※１,2）

⚫ まずは、日常的な見取りや心理検査等により、一定の判断が可能と考えられる、例え
ば、算数・数学や理科等の教科等に関わる認知的な側面に着目し、対象活動を学
校内外で実施することを基本に据えるべき。

⚫ その上で、以下のいずれも満たす場合、対象活動の実施を可能とするべき。

① 特例の適用に伴って、実施しないこととする相当教科等で育成する資質・能力について、おおむね適切に身
に付けられると判断できる場合（既に身に付いていると判断できる場合を含む。）

② 特異な才能のある児童生徒は、認知・発達の特性等から、学習上・生活上の困難を抱えることがあることを
踏まえ、以下の観点等から当該児童生徒に対して対象活動を実施する方が効果的であると総合的に判
断できる場合

（１）対象活動を実施することで、相当教科等の実施等に伴う学習上の困難の軽減・解消が期待できるか
どうか

（２）学級での他の児童生徒や教師との関係構築の観点から効果的かどうか（生活上の困難の軽減・解
消の側面） 等

⚫ その際、対象活動を実施する場合、以下のA、B、Cのパターンのように、相当教科等
の一部または全部の内容及び授業時数を実施しないことができることとするべき。

対象活動

大学や民間等が
実施する

プログラムや
コンテスト

部分的な
早修

大学教員等
の支援による

マイ探究

博物館や
図書館等
での学習

・・・

連携連携

生成AIを活用した
個に応じた指導

個に応じた高度な
課題の設定

（例）

2階

1階

A 総合的な学習の時間（※3）の一部または全部

各教科等の一部または全部

総合的な学習の時間・各教科等の一部または全部

B

C
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特異な才能が発揮される分野や程度は様々なものがあるため、通常の教育課程での指導の工夫や柔軟化等を含め、多様かつ多層的な教育活動により支援が可能な
場合も多いものと想定される

まずは、通常の教育課程における支援の可能性を検討し、その上で、通常の教育課程のみでは支援が十分できない児童生徒を特別の教育課程の対象とすることを
基本的な考え方とすべき
※ 対象とするかどうかの判断に当たっては相談支援体制の活用を想定
※ 通常の教育課程での支援に加えて、休日や長期休業中などに学校外でこうした児童生徒の活動の場が提供されている場合、相談支援体制を活用し、そうした活動の紹介を行うことなども考えられる

特才
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【記載項目例】

（１）対象児童生徒の学習状況等に係る現在の「児童生徒の様子」
① 基礎的情報（氏名等）
② 特異な才能を発揮する分野、状況、程度
③ 学習上・生活上生じている困難等の状況、程度（ある場合は、心理検査の状況等を含む）
④ 相当教科等に関連する学校外での学習の状況（取得した資格等を含む）
⑤ 対象活動や通常学級での学習指導等に係る児童生徒の希望

（２）通常学級での学習指導等における支援の在り方、留意点

（３）対象児童生徒が行う対象活動の「指導計画」
① （１）の②～⑤を踏まえた相当教科等

※以下のいずれかのパターンにより記載。相当教科等の一部の場合は、その教科の内容等についても記載。その際、今次改訂において学
習指導要領のデジタル化の方向性が示されている中、指導計画上、相当教科等の内容等の学習指導要領コードを示すなどの情報連携
の可能性についても留意

Ａ 総合的な学習の時間の一部または全部
（教科等横断的である場合、相当教科等の特定が難しい場合など）
Ｂ 各教科等の一部または全部
（相当教科等の特定ができる場合）
Ｃ 総合的な学習の時間・各教科等の一部または全部
（相当教科等の一部に加え、相当性がない部分は総合で対応する場合など）

② 実施場所・指導者
在籍校で実施するか、在籍校以外の実施機関で実施する場合、実施機関名や場所、指導者について

③ 対象活動の目標・内容・頻度・実施方法（教材等の在り方を含む）
以下のような教育活動を例として、いつ、どのような内容をどのように実施するのか

（例）部分的な早修、大学教員等の支援を得た発展的な課題を対象とするマイ探究、大学の科目受講、大学等が実施するプログラム
やコンテストへの参加、それに関わる事前準備 等

（４）対象児童生徒の「学習状況の記録」
① 対象活動の成果・学習状況の記録
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個々の児童生徒に係る教育課程の編成・実施のための「２階シート（仮称）」（イメージ）

現状

⚫ 個々の児童生徒に着目した特別の教育課程の編成・実施に当たり、対象となる児童生徒一人一人の個性や特性に応じて資質・能力の着実な育成を図
るため、指導計画等を作成・活用することが必要。

⚫ 現状、各学校では、障害のある児童生徒、日本語指導が必要な児童生徒、不登校児童生徒への支援等のために、指導計画や「児童生徒理解・支援
シート」等が作成・活用されているが、それぞれの計画等で相互に重複する記載があったり、計画等を相互に連携して機能させることが困難といった課題
がある。

⚫ こうした現状も踏まえ、教師の過度な負担・負担感を生じさせず、児童生徒をできる限り包括的に支援し、教育の質の向上に繋げるために、これらの計
画等を一つの電子ファイルで一体的に運用することができる様式（「２階シート」（仮称））を国として示し、「２階」における複数の特例に重複しても
俯瞰的に当該児童生徒への支援ができるようにする。

今後（改訂後）

個別の
教育支援計画

個別の
指導計画

②A ②B
児童生徒

理解・支援シート
（支援計画）

①
日本語指導

特別の教育課程
個別の指導計画

③

Bさん（通常学級在籍／特別な支援を必要とする／日本語指導が必要な児童生徒）

Aさん（通常学級在籍／通級指導を受ける／不登校児童生徒）

① ②A ②B

③②A ②B

• 不登校児童生徒、障害のあ
る児童生徒、日本語指導が
必要な児童生徒等に対する
支援計画を統合したもの

• 実態は、不登校児童生徒の
ための作成・活用がほとんど

• 法令上、特別支援学校、特別支
援学級、通級指導を受ける児童
生徒について作成は義務

• 通常学級に在籍する特別な配慮
を必要とする児童生徒などについて
の作成は努力義務

日本語指導が必要な外
国人児童生徒等の指
導・支援のために作成

作成状況（例）

【支援計画相当】

＋

２階シート（仮称）

①と②Aにおいて、当該児童生徒に関す
る基本的な情報について記載内容にかな
りの重複があり、非効率。作成自体に負
担がある…

②Bと③において、特別支援の観点を踏ま
えた通常の教科等の指導と日本語指導の
計画を別々に作成することになるので、連携
した指導がしづらい。教育活動全体を俯瞰
して関係者と連携したり、一体的な指導・
支援が困難…

※ 本様式は、特別支援学級、通級指導を受ける児童生徒、通常の学級に在籍する特別な配慮を必要とする児童生徒につ
いて、法令上作成が求められている個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成に活用できる様式とする方向で検討。

※ 特別支援学校における個別の教育支援計画・自立活動を含む個別の指導計画との関係性は別途整理が必要。
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• 特別の教育課程の編成が必要な場合を含め、個別の指導・支援が必要な場
合は、 児童生徒に関する基礎的な情報を記載する「児童生徒等理解・支援
シート」を作成する。

児童生徒等理解・支援シート改善

特別の教育課程

通級指導
特別支援学級

特別の教育課程

日本語指導
特別の教育課程

不登校
特別の教育課程

特異な才能

新規作成 新規作成新規作成 改善

• 個々の児童生徒ごとの特別の教育課程に応じた様式を作成。複数の特別の
教育課程を編成・実施する場合は、本様式で記載の重複を避け俯瞰して連
携できるようにしつつ、それぞれの特例ごとの様式では固有の事項を重点的に
記載することを想定。

【指導計画】

特才



対象児童生徒の判断のプロセス（事例イメージ）

⚫ 学年：小学校４年生
⚫ 強い関心がある分野：算数、理科（特に生物分野）

• 言語理解も突出
• 大学が実施する小中学生向け理科プログラムに参加しながら、大学教員の指導を受けつつ独学で探究的な学習を

進めている
⚫ 学習上の困難：全体的に理解力が高く、授業の内容はほぼ全て理解できるため、授業中は退屈で苦痛
⚫ 生活上の困難：厳密な論理性にこだわりが強く、同級生との間での摩擦がある。不登校期間あり。現在は保健室登校

対象児童生徒については、教育委員会や学校が、相談支援体制を活用しながら、以下のようなプロセスで判断する。

市区町村教育委員会
（教育相談担当等）

相談支援体制
（⼤学等）

教育委員会・学校は、学校生活全般における日常的な見取りを踏まえ、当該児童生徒に対して必要に応じ
て面談やWISC等の心理検査等を行うなどにより、例えば、算数・数学や理科等の教科等に係る認知的な側
面に着目しつつ、具体的にどのような学習上・生活上の困難が生じているのかについて整理。

＜見取り＞

• 同じクラスの子供と比べて、語彙が豊富で言
語能力が高い

• 長時間、興味があることにこだわっている

• クラスの子供たちとの間のコミュニケーションで
衝突が多い

学校

児童生徒

１ アセスメント

面談 ※１（必要に応じてWISC等の心理検査※２のもとに実施）
※１教育委員会や相談支援体制の専門家が同席することも考えられる
※２心理検査は、当該教育委員会の関係機関で実施することもあれば、保健センターや児童発達支援セン

ターなどの首長部局が所管する機関、民間の機関、検査体制のある大学で実施されることもある

（例）
・算数や理科のどの分野についての強い関心があるのか
・認知的にどのような特性があるのか
・学習上・生活上、具体的にどのような場面で、どのような困難が発生しているのか
・児童生徒は、学習上・生活上生じている困難に対して、どのような方向性で困難の解消を望んでいるのか 等

算数全般、理科の生物分野に強い関心があり、特に算数の授業では、難しい課題でも理解できるため、退
屈で苦痛。授業中も、自分が知っている知識をクラスメートに話すと理解されず、また、論理的なコミュニケー
ションにこだわりが強いあまり、クラスメートや教師との会話でも衝突が多い。

例

保護者

スクール
カウンセラー

養護教諭 学級担任
教科担任
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アセスメントの結果を踏まえ、学習上・生活上の困難に対して
① 通常の教育課程での指導の工夫や柔軟化等を含め、多様かつ多層的な教育活動による支援の可能性を検討
② 通常の教育課程では支援が十分でないと考えられる場合に、対象活動を実施する方が効果的であるか、総合的に検討

対象児童生徒の判断２

• 教育委員会・学校が、通常の教育課程において、どのような指導の工夫や柔軟化が可能であるか検討
主に算数、理科の授業の中で、当該児童生徒に対して、発展的な課題や、GIGA端末を活用した探究課題を設定

１

２ • ①の通り通常の教育課程における指導の工夫を行なったところ、理科については学習上の困難が軽減されたが、算数については担任が設
定できる課題の範囲・難易度では満足感・充実感を得ることができず、学校で授業を受けることに対して意欲がわかない状況が続いたため、
通常の教育課程における支援だけでは十分な支援が困難であると判断

面談の状況や普段の学習・生活状況の見取りを踏まえて、独学で取り組んでいる探究的な学習で発揮される算数の知識及び技能、
思考力、判断力、表現力等などを見取り、小学校段階の算数で育成する資質・能力についてはおおむね適切に身に付けられると判
断し、小学校４年生段階の算数の全部を「相当教科等」とする方向で対象活動の内容について検討

学校のみでは算数を相当教科等とする対象活動に係る適切な実施機関の判断がつかないため、大学等による相談支援体制に相談
し、大学が実施する算数・数学に関するプログラムへの参加を念頭に検討をすることに

児童生徒・保護者にも確認したところ、大学が実施する算数・数学に関するプログラムや講義を受講したいとの意向を確認

相談支援体制と児童生徒・保護者を交えて面談の場を持ち、児童生徒の特性や興味関心、自宅からの距離などを踏まえ、近隣の
▲▲大学の算数・数学も対象とする小中学生向けプログラムへの参加と、プログラムで課された課題探究に取り組む活動を対象活動
とすることを決定

当該プログラムでは、大学が設定する領域の中から、自身で探究テーマを設定し、探究的な学習を進めるものであり、通常学級の算数
の授業の代わりに対象活動として探究学習を進めることができれば、授業内容が簡単すぎるあまりの苦痛など学習上の困難の軽減・
解消が期待でき、また、算数の授業における他の児童生徒のコミュニケーションの関係でも効果的であると判断。

相談支援体制
（⼤学等）

市区町村教育委員会
（教育相談担当等）

学校

児童生徒
保護者

１ ２ １ ２

本人の希望の確認
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指導計画の作成・運用等に係る連携の参考イメージ

実施機関

指導者
• 対象活動の具体的な内容（日時・安

全確保面を含めた具体の場所、移動方
法、毎回の活動の具体、実際の学習の
様子等）について指導計画本体、ある
いは、指導計画と一体的に運用される
添付別紙等により学校等と連携

相談支援
（適切な実施機関とつながる支援を含む）

指導計画の共有・運用・管理
（もしくは指導計画の添付別紙等）

指導計画の共有・相談

指導助言

市区町村教育委員会

• 学校からの情報共有や相談を
踏まえ、必要な指導助言を行う

• 必要に応じて、相談支援体制と
の調整を行う

学校

スクール
カウンセラー

養護教諭

児童生徒

• 必要に応じて、相談支援体制や教育委員会に相談しながら、
指導計画を作成

• 対象活動の実施状況等を踏まえ、適宜、指導計画を改善

保護者

学級担任・教科担任

相談支援体制

• 学校が指導計画の作成や改善に当たって、専門的見地からの助言を得ることができるよう、全国を対象範囲とし
て、知見を有する複数の大学等によって構成される相談支援に対応可能なプラットフォーム等が相談支援を実施

※ 中期的な展望として、プラットフォームと連携することを前提としつつ、本特例は多数の学校での編成を想定するものではな
いこと、特に小規模自治体では体制整備が困難と想定されることが多いこと等を踏まえ、広域自治体である都道府県教
育委員会（総合教育センター等）による相談支援担当の設置も想定

相談支援
（適切な実施機関とつながる支援を含む）

相談支援
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・乳幼児期は、自らの興味や関心に基づく遊びにおいて、様々なものや人などの身近な環境に直接的・具体的に関
わり、成長に必要な体験を積み重ねていく時期。

幼児教育は、環境を通して行うものであることを基本とし、直接的・具体的な体験を通して資質・能⼒を育む。
乳幼児は、園生活の中で多様な遊びを通して様々なことを学んでいる。

・乳幼児一人一人への理解に基づき、乳幼児一人一人に応じて指導することが重要。面白そう！
なんでだろう？

すごーい！

やってみたい！

やってみよう！

たくさん傾いていると
速く転がるぞ！

転がす車輪の
大きさを変えたら
どうなるかな？

乳幼児は園生活の中で「遊び」を通して「学ぶ」

資質・能力（「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力等の基礎」、「学びに向かう力、人間性等」）
を一体的に育成

乳
幼
児
理
解
と
教
育
的
意
図

に
基
づ
く
環
境
構
成
と
援
助

一層の深化

自発的な活動としての遊びが、資質・能力の育成に向けて一層充実することにより、「遊びの深まり」が実現されるよう、
幼稚園教諭・保育士・保育教諭が、意図的・計画的に環境の構成・再構成や援助を行うことが重要

乳幼児の自発的な活動としての「遊び」を更に深める手掛かりとなる要領・指針への改善を図る

第２部第１章 幼児教育の項目（概要）
⚫ 施設類型に関わらず、内容の整合性が図られた幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく幼児教育の充実が進められている。

⚫ 一方、育みたい資質・能力、５つの領域のねらい及び内容、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、それらの関係性が不明確であることや整合性が確保されていない部分

があることから、質の高い実践の構想につながりにくいという実態がある。

⚫ 幼児教育と小学校教育との接続については、各地域で合同研修や接続を意識した実践が取り組まれ、一定の成果を上げているが、全国的に見ると未だ十分とは言えない状況。

背景・課題

主な改善の方向性

⚫ 全ての乳幼児に対して質の高い幼児教育を提供するため、設置者や施設類型に関わらず、幼稚園、保育所、認定こども園（幼児教育施設）において、資質・能⼒の育成
に向けた「遊びの深まり」の実現を図り、幼・小・中・高を通じた学びの改善を図る。

「学び」の深まりに向けた「遊びの深まり」の実現
〇「遊びの深まり」を構想しやすくするための資質・能力の構造化

・「育みたい資質・能力」、「３つの視点及び５つの領域のねらい及び内容」、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の関係性の明確化・整合性

・遊びを通して「好き」や「得意」を見付けたり広げたり深めたりする直接的・
具体的な体験の充実

〇０歳からの学びのつながりを踏まえた内容の改善
・遊びの中で多様な動きを伴う体験の充実と身体感覚の育成
・他者と関わり協同する⼒の育成
・言葉を用いて考える⼒の基礎の育成

乳幼児理解に基づく指導と評価の改善充実
〇設置者・施設類型に関わらず、乳幼児理解に基づく評価を実施・充実

・園生活で見られる乳幼児の具体的な姿の記録と振り返りの充実
・遊びの中の「学び」を見取る視点の重視による指導の改善

「好き」を育み、「得意」を伸ばす × 当事者意識を持って、自分の意見を
形成し、対話と合意ができる（興味・関心）

学びを踏ま
えた改善

学びの可視化・言語化
（幼児教育で育まれた資質・能力を共有するための「対話のための資料」の作成・活用）

幼・小・中・高を通じた学びの改善

学びのつながり
を意識した改善

※幼児教育：０歳～小学校就学前までの幼稚園、保育所、認定こども園における教育

幼児教育と小学校教育との円滑な接続
〇それぞれの専門性を発揮した教育の互恵的な充実

・合同研修や相互参観等の機会を充実し、対話を通じて互いの教育への共通理解
   ・共通の教育的視点に基づき、「架け橋期のカリキュラム」を協働して作成するなどして、学び

のつながりを意識した実践の改善
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第２部第１章 特別支援教育の項目（概要）
⚫ 通級による指導を受ける子供の数、特別支援学級や特別支援学校に在籍する子供の数、いずれも急増している。通常の学級で学ぶことが可能な子供は通常の学級で

学ぶという前提が十分に理解・共有されていない実情があり、また、障害のある子供たちに対する包摂的な取組が不十分な現状もある。

⚫ 通級による指導を受ける子供たちは、内容・単元によっては、障害の特性や状態等によって障害のない子供たちと同一の内容・進め方では困難が生じる場合がある。特

別支援学級においては、障害の程度等が様々な異学年の子供たちが学んでおり、適用される教育課程が異なっているなど、教育課程の編成・実施に難しさがある。

⚫ 特別支援学校においては、障害による困難さに応じつつ資質・能力を育成するための授業づくり、主体的・対話的で深い学びの実現への授業改善が道半ばの状況にある。

幼・小・中・高等学校における重層的な指導・支援の考え方
⚫ 多様性の包摂を重視した学習者主体の授業づくりや学級・集団づくりの上に、一人

一人の教育的ニーズに応じた個別的な対応を組み合わせることで障害のある子供
たちの学習活動を充実し、更に必要がある場合には通級による指導を行ったり、特
別支援学級を学びの場とするといった、重層的な指導・支援の考え方を整理

通級による指導を受ける場合の特例的な取扱い
⚫ 自立活動を取り入れることを明確に規定するとともに、通常の学級における指導だ

けでは障害の特性等を踏まえると対応が困難な場合の特例的な措置として、自
立活動の指導を実施した上で、教科の内容の一部を行うことを可能とする

背景・課題

主な改善の方向性

合理的配慮の提供を促すための方策
⚫ 合理的配慮の提供について更なる理解を図り、実現可能性の観点を踏まえつつ促

すため、総則において、過重な負担のない範囲での合理的配慮の提供を行う旨を
位置付け。その際、設置者・学校と本人・保護者の意見の違いが⼤きい場合があ
ることも踏まえ、建設的な対話による合意形成に資するよう、合理的配慮として考
えられる観点や過重な負担の基本的な考え方などについて、分かりやすく提示

⚫ デジタル学習基盤は合理的配慮の基盤となる基礎的環境整備に位置づくものであ
り、その意義を総則等で明記

現行

見直し案

特別支援学級の質の確保
⚫ 自立活動のための時間を適切に設けることや、教育活動全体を通じて自立活動

の指導を行うことを明確にしつつ、特別支援学級特有の教育課程の編成・実施
に関する基本的な考え方を、これまでの優れた実践をもとに整理。障害種ごとの
基本的な対応や配慮事項について、通級による指導と合わせて考え方を提示

特別支援学校における改善
⚫ 知的障害者である子供たちに対する教育課程においては、中学部の「職業・家庭」

を「職業」と「家庭」に分離し、「職業」において、情報活用能⼒の強化に向けた内
容を充実。小学校等の方向性を踏まえた資質・能⼒の構造化等の見直しを実施

⚫ 自立活動について、子供主体の視点に立ち、自己の意思を表明することができる
ような指導内容を取り上げるなど内容を充実。表形式化にも取り組む

⚫ 総則において、障害者施策の方向性も踏まえ、自立と社会参加を目指すという理
念を明らかにすることや、特別支援学校の教育課程の考え方を分かりやすく提示

⚫ 視覚障害者、聴覚障害者、肢体不自由者又は病弱者である子供たちに対する配
慮事項についても、認知の特性や意思疎通に関する事項などの内容を充実。知的
障害である子供たちに対する配慮事項についても、記載を充実。

⚫ 計画的・継続的な交流及び共同学習の推進のため、学校間での丁寧な調整など
の円滑に進めるためのポイントについて、整理して提示 1041



第２部第２章 国語の項目（概要）
⚫ PISA調査では日本の15歳の生徒の読解⼒は世界トップクラスを維持している一方、自分の思いや考えを表現することや、目的や場面に応じたコミュニケーション等に

課題。また、校種間の内容の系統性や高校の科目編成等にも課題。

⚫ 生成AIの発展や社会の多様性と分断の危険性の双方が増すこれからの社会においては、自らの考えを言葉にし、論理的かつ説得的に表現し対話する⼒や、多様な他

者の感性や情緒を理解するとともに、それらを通じて自らの思いや経験を効果的に表現する⼒、他者と協働して考えを深める⼒など、人間ならではの⼒の育成が必要。

小・中・高における系統性の明確化
⚫ 小・中・高を通じて育成を目指す資質・能力を明確にするとともに、指導の系統性を重

視する観点から、小・中・高で教科の目標を統一

⚫ 「見方・考え方」は、言葉そのものの意味や働き、使い方などを吟味しながら思考・判

断・表現する資質・能力を育成する教科特性や、卒業後の社会との接続の観点も踏ま

え、小・中・高で統一的に設定

背景・課題

主な改善の方向性

小・中・高を通じた内容の関連性・系統性の整理等
①〔思考力、判断力、表現力等〕の整理

⚫ 児童生徒が複数の単元の学習で出合う様々な話や文章を、社会的な文脈の中でどの

ような機能を果たしているかという観点から捉え、それぞれの機能に応じて思考・判断・表

現することができるようにするために、「話や文章の機能」を軸に資質・能⼒を整理

②〔知識及び技能〕の整理

⚫ 具体的な指導がイメージしやすいように、二側面で整理しつつ、「事項のまとまり」を設

けて分類して構造的に示す

➢ 運用しながら深める側面（各領域の学習の過程で生かし深める）

➢ 教養として深める側面（各領域の学習を支え文化的な知識や態度、教養として深める）

⚫ 話したり聞いたり、書いたり読んだりする際に、効果的に知識・技能を活用するための具

体的な学習方略等について、認知心理学などの知見を踏まえ整理

高校の科目の見直し
⚫ 必履修の枠組みは維持しつつ、論理的思考⼒、感性・情緒の両面について、二

項対立に陥らず、バランスよく統合的かつ効果的に育成するため選択科目を再

編。標準的な選択科目として現代の国語Ⅱ・言語文化Ⅱを創設しつつ、多様な

選択が可能な発展的な科目群を設ける

学習・指導等の改善
⚫ 国語科の学びと各教科等の学習活動の充実との関係を整理することにより、教育

課程全体を通じた言語能⼒の育成を一層推進

⚫ ICTのより一層の効果的な利活用に向けた改善・充実、書写教育の意義や留

意点等の整理、調整授業時数制度や単位制の柔軟化を活用した柔軟な教育

課程の編成・実施の工夫等

内容の精選等
⚫ 〔思考力、判断力、表現力等〕については、扱う話や文章の種類と、学習過程で働

かせる思考・判断・表現の要素を一体的に整理し、一括りの事項にまとめ精選
例：「意見を述べる文章」という文章の種類と、「主張を明確にする」、「表現を工夫する」などの思考・判断・表現

の要素を一括りの事項として示す

⚫ 〔知識及び技能〕については、内容の重なりや指導上の重点が見えにくい部分は、分
割・統合する等して系統性が明確になるようにしつつ内容を精選

例：「漢字の読み書き」と「偏やつくり」の内容を統合して一括りの事項として示す

⚫ 情報の領域等との役割分担による内容の精選（小３タイピングは情報へ移行等）

⚫ 教科書についても、教材等の精選・再構成や、「基幹教材」と「関連教材」の明確

化、系統性の明確化による教材等の整理を促進

【事実や知識の整理と理解（仮称）】事物や事象の構造・しくみ・意味・特徴・因果関係などを整理
し、筋道立てて分かりやすく示すことを通して、理解を促す機能

【考えや主張の理由付けと吟味（仮称）】考えや主張を、理由や根拠と結び付けて筋道立てて示す
ことを通して、判断や納得を促し、必要に応じて考えや行動に働きかける機能

【思いや経験の表出と想像（仮称）】経験や想像した出来事・情景、思いや心情などを多様な表現
の工夫によって描き出すことを通して、想像し、感じたり考えたりすることを促す機能

【協働による考えの深化や合意（仮称）】他者と協働して互いの考えや情報を出し合い、吟味・調
整することを通して、理解や考えを深め、必要に応じて合意形成や意思決定に向かうことを促す機能

話
や
文
章
の
機
能

（
一
部
抜
粋
）

具体化しました
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現代の国語Ⅰ(新４)

言語文化Ⅰ(新４)
現代の国語Ⅱ(新８)

言語文化Ⅱ(新８) 対話と表現(新４)

文学と創作(新４)

古典と文化(新４)

論説と批評(新４)

必履修科目
＜標準＞ ＜発展＞

※科目名は全て仮称
※括弧内の数字は標準単位数

選択科目



系統性・体系性の整理
⚫ 小・中・高等学校を通じて、社会科等における学習が探究的な学びとなるよう、学習

上の課題（問い）等を構想しやすい「統合的な理解・総合的な発揮」を示し、それ

を基に内容を整理しつつ、解説においても学習上の課題（問い）等の記載を充

実。また中学校では、地理・歴史・公民の各分野を有機的に結び付ける分野横断

的な単元を創設。

目標等の在り方
⚫ 学問的な知見に基づく社会的事象に関する概念を理解し、確かな情報に基づき、適

切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるとともに、資料や概念に基づき課題発

見・解決できる⼒や自らの考えを批判的に捉え直す⼒を養う観点から目標等を見直

し。

※小・中学校では、「確かな」情報に基づき、「適切かつ」効果的に調べまとめる技能、高校では、批判的に
情報を扱う視点をより一層重視し、「妥当性を吟味しながら」調べまとめる技能を身に付ける方向で見直
す。

主な改善の方向性

第２部第２章 社会、地理歴史、公民の項目（概要）
⚫ 現行指導要領において、必要な資質・能⼒を明確化するとともに、社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したりする活動の充実などの点から見直しを行ったこ

とにより、社会科等の学習が「役に立つ」等と答える児童生徒の割合が改善されるなどの成果。

⚫ 一方で、依然として、断片的な知識の習得中心の授業が行われている実態も見受けられ、主要な問いによる追究や「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業

改善が道半ばであること、そうした問題の背景として入試改革等が道半ばであること、教科書の分量等が多すぎることを指摘する声も。

⚫ こうした成果と課題を踏まえ、児童生徒の発達段階等を考慮しつつ、平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成するため、目標等

の見直し、内容の精選・充実、主権者教育の促進、課題を追究・解決する学習を重視。

背景・課題

内容の精選等
⚫ 重複する複数の事項を扱う際の精選や構造等の見直しによる整理。

＜具体的な内容の整理（例）＞
•【小学校】 内容に重複事項がある際の精選
•【中学校】 政治・社会史と文化史の一体化による精選、分野横断における統合・整理
•【高等学校】 現代社会の事柄・課題の統合による整理 等

社会情勢の変化を踏まえた内容の整理
⚫ 持続可能な社会の形成の観点から、現代的な諸課題を適切に扱い、課題の背景

や構造を理解するとともに、解決に向けて考察する⼒を育成する内容に見直す

➢グローバルな協調や競争等に関する視点
【国際情勢、自然災害や防災、環境、生成AIなどデジタル技術の意義や影響、国際社会における我が国の役割

や国際協力 など】

➢社会構造や国内情勢の変化に関する視点
【グローバル化する地域社会、食や農林漁業、社会制度、金融経済、自衛隊、領土、経済安全保障、拉致、アイ

ヌ、こども基本法・障害者差別解消法・理解増進法、旧優生保護法・ハンセン病 など】

主権者教育の促進

⚫ 子供たちが主体となって実感を持つことができる実践的な活動（模擬選挙、模擬投

票、模擬議会、模擬請願など）をより一層重視。選管や議会事務局、NPO法人

等の外部機関との連携・協働や他教科等との連携強化を促進。

課題を追究・解決する学習の重視
⚫ 多様な立場からの様々な情報が溢れる現代社会の中で自らの考え方を批判的に

見直しながら、他者と対話し、より適切な判断につなげるといった「課題を追究したり

解決したりする活動」を充実。そのため「社会的事象について調べまとめる技能」につ

いて、情報や資料等の真偽や意図、背景等を把握すること等の観点から見直し。

⚫ 社会科におけるAI活用については、最終的には生徒自らが考え、判断し、成果物

の内容を自らの言葉で説明し、自ら責任を持つという考え方の下、課題を追究・

解決する活動を展開すること、それらの評価方法の改善を図ることを当面の基本的

な考え方として整理。

⚫ 教科書等について、次の方向性（教科書等における用語等の精選方針（仮

称））に基づき、用語の精選を促進。
＜検討イメージ（案）＞

➢ 現状と課題 ・学習指導要領と教科書等の差分や入試問題の分析
➢ 方向性 ・「統合的な理解・総合的な発揮」を踏まえた用語の精選

・課題（問い）を解決するために必要な用語の精選

※趣旨の徹底のため入試改善も併せて検討
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第２部第２章 算数、数学の項目（概要）
⚫ 国際的な学力調査において、日本の児童生徒の数学的リテラシーは世界トップクラス。一方、算数・数学が「楽しい」「社会で役に立つ」「数学を使う職業につきたい」と

回答する割合は低い。「好き」「授業がよく分かる」割合も小→中で低下傾向。算数・数学は系統性が強く、学習困難な事項が雪だるま式に増加していく傾向も指摘。

⚫ こうした中、高校卒業後の理工系への進学割合はOECDワースト２位（大きな男女差も存在）。2040年には理系人材が約120万人不足。

⚫ ①社会・職業生活において必須となる数学的素養を全国民が修得できるよう、また、②科学技術・学術や成長分野を担う理系の専門人材の育成を図る上で、算数・数

学教育は一層重要。特に生成AIに振り回されない批判的思考力を身に付けるためにも数学的素養は必要不可欠。児童生徒が小学校段階から算数・数学を学ぶ楽し

さや意義を実感し続け、社会で生きて働く学びを着実に積み重ねられるよう、小中高の学習内容の見直しや、指導の一貫性・系統性・連続性の一層の確保を図る必要。

小・中・高における目標・分野等の接続強化

⚫ 指導の一貫性・系統性・連続性を一層確保する観点から、小・中・高で教科の

目標を統一

⚫ 「見方・考え方」は、メディアリテラシー、クリティカル・シンキングの観点や社会との

接続も踏まえ、小・中・高で統一的に設定

⚫ 学校段階間のつながりや学問的系統性を明確化する観点から、小・中・高（必履

修）の学習内容を共通する６つの「分野」で統一的に整理（数と式、図形、変

化と関係、データと確からしさ、論証、社会を読み解く数学）

中・高における「数学ガイダンス」の新設

⚫ 中学校以降の数学において学習内容同士のつながりや数学と社会・職業とのつな

がりが見えづらい状況を改善するため、数学の教育課程全体の見取り図や数学と

社会・職業とのつながり等を学ぶ「数学ガイダンス」を中・高で新設

内容の精選等
⚫ 算数・数学の系統性には十分留意しつつ、「統合的な理解」「総合的な発揮」の獲

得に必須でない内容を中心に、学習内容を見直し・精選

⚫ 教科書の記載内容について、「統合的な理解・総合的な発揮」の育成上必須の内

容なのか、必要に応じて扱うべき内容なのかといった指導上のグラデーションを明示

することや、学校種を超える発展的内容やコラム等には時数を配当しないこと等を

教科書会社に要請

高校の科目の見直し
⚫ 高校卒業時に必須となる数学的素養の習得のため、必履修科目「数学I」に、実

社会における数学的場面をもとに「場合の数と確率」「統計的な推測」「行列」「数

列」の基礎的素養を学ぶ「社会を読み解く数学」を新設

⚫ 選択科目A・B・Cについては、大学での数理・データサイエンス・AI教育につながる

内容や生活等で必要な内容が分散していることから、興味関心や進路希望等に合

わせて学習内容を選択履修しやすくなるよう、１つの新科目に統合し内容を再編

学習・指導・評価の改善
⚫ 教育課程の柔軟化により、例えば、定着に課題のある単元の学び直し等が可能

となること等を周知

⚫ 算数・数学における個に応じた学習過程、探究的な学び、SESの影響を緩和する

指導、演繹的な指導と帰納的な指導のバランスの見直し、AIを含むICTの効果

的活用方法については国が好事例を積極的に周知

小学校における学習内容の見直し

⚫ 割合・比・分数など、習得・定着に課題が見られる内容については、確実な習得・

定着を図るため、学習内容やその配列を改善

事象や言説を数理の視点から捉え、論理的、統合的・発展的、
批判的に考察すること

主な改善の方向性

背景・課題

クリティカル・シンキングにつながる学習内容の重視

⚫ 現代社会のクリティカル・シンキングの重要性の高まりを踏まえ、小学校における論理

的に説明する活動や、中高における数学的推論・論証（証明）等の学習を充実

数学I

複素数と複素数平面

幾何ベクトル

数列

行列

数学
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

数A,B,C→新科目へ

新

社会を読み
解く数学

数学Ⅱ

数学Ⅲ

統計的な推測

場合の数と確率

新
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第２部第２章 理科の項目（概要）
⚫ 国際的な学力調査において、日本の児童生徒の科学コンピテンシーは世界トップクラス

⚫ 一方、理科が「楽しい」、「授業がよく分かる」、「社会に役立つ」、「理科を使う職業に就きたい」と回答する児童生徒の割合は低い。高校卒業後の理工系への進学割

合はOECDワースト２位（大きな男女差も存在）。2040年には理系人材が約120万人不足

⚫ 高度な科学技術が生活のあらゆる部分で実装される一方、非科学的なデマ・フェイクニュースが急速に拡散する現代社会において、①全国民に科学的な素養を修得させ

つつ、②科学技術・学術を担う専門人材の育成を図る上で、理科教育は一層重要。小学校段階から、理科を学ぶ楽しさや意義を実感させるとともに、学びを着実に積

み重ねるため、小中高の指導の一貫性・系統性・円滑な接続の確保を図ることが必要

背景・課題
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小・中・高における目標・分野等の接続強化

⚫ 指導の一貫性・系統性・連続性を充実するため、小・中・高で教科の目標を統一

⚫ 「見方・考え方」は、メディアリテラシー、クリティカル・シンキングの観点や社会との

接続も踏まえ、小・中・高で統一的に設定

⚫ 学校段階間のつながりや学問的系統性を明確化する観点から、小・中・高の学習

内容を４つの分野（物理・化学・生物・地学）で統一的に整理

中・高における「科学ガイダンス」の新設

⚫ 生徒が理科を学習する意義を実感できるようにするため、科学とは何か、理科と社

会とのつながり等を学ぶ「科学ガイダンス」を中・高で新設

内容の精選等
⚫ 観察、実験のある理科において授業時間の余白は豊かな学びの実現の上で必

要不可欠。「統合的な理解」「総合的な発揮」の獲得に必須でない内容や、学

年・校種間で重複が大きい内容を中心に、学習内容を見直し・精選

⚫ 教科書の記載内容について、扱いの必須性の程度を明示することや、個別事

実・用語・現象例の並列的な例示は精選すること等を教科書会社に要請

高校の科目・必履修の見直し
⚫ 科学を学ぶ意義や面白さを実感させ、社会で必要な科学的な素養を修得させる観点

から、横断的科目「科学と人間生活」(４新単位、内容選択制)について学習内容を

見直し。必履修のパターンとして「科学と人間生活」(８新単位、全内容)を創設

学習・指導・評価の改善
⚫ 理科に対する興味・関心の向上に向け、実体験を

通して学ぶ観察、実験等や科学的な探究活動を一層充実、

そのために必要な器具・機器の整備・更新を推進

⚫ 高校の教育課程の柔軟化により、例えば「○○基礎」と「○○」の組合せ、「○○

基礎」４科目の組合せなど、特色ある理科の教育課程が可能になること等を周知

小学校における分野横断的学習の重視

⚫ エネルギー問題や環境問題など、特定分野・領域に限定できない科学的知見を必

要とする社会課題が増加していることを踏まえ、小学校段階から分野横断的な課

題について学ぶ学習内容「理科と日常生活」を新設

物理基礎(4)

化学基礎(4)

生物基礎(4)

地学基礎(4)

科学と人間生活(4)

物理(8)

化学(8)

生物(8)

地学(8)

科学と人間生活(8)

＜選択科目＞

＜選択必履修科目＞

新設

【必履修科目の組合せ】
① 「科学と人間生活(8)」 ←新設
② 「科学と人間生活(4) 」と「○○基礎(4)」
③ 「○○基礎(4)」を３科目

自然事象に対する気付き

課題の設定

仮説の設定

検証計画の立案

分野 （中学校）第１分野 （中学校）第２分野

領域 エネルギー 粒子 生命 地球

分野 物理分野 化学分野 生物分野 地学分野

【見方・考え方(案)】自然や社会の事象・言説を、自然科学的な視点から捉え、観察、
実験の結果や科学的知見などに基づいて、客観的、論理的、批判的に考察すること

主な改善の方向性

観察、実験の実施

結果の処理

考察・結論

表現・伝達

科
学
的
な
探
究
の
過
程



第２部第２章 理数の項目（概要）
⚫ 前回改訂において、将来、知の創出をもたらすことができる創造性豊かな人材の育成を目指し、高校の共通教科「理数科」、科目「理数探究基礎」・「理数探究」を新設。

⚫ 近年、文理にとらわれない幅広い教養等を備えた新しい価値を創造する人材の育成が求められており、「理数科」の価値は一層高まっている。

⚫ 「理数科」の開講率・履修率については必ずしも高いとはいえないが、全国的に開設が進みつつある。一方、本来、学習対象とする事象等として、理科的・数学的なもの

以外にも社会的事象や学際的領域に関するものも想定されているが、学校現場でこうした課題が選択されにくいとの指摘や、指導を担当する教師を数学科や理科を

担当する教師以外にも広げていくべきとの指摘があり、学習指導要領の改訂と併せて一層の改善を図る必要。

③他教科との連携・接続

⚫ 数学科や理科における探究的な学びの成果を「理数科」における探究に活かすた

めには、数学・理科担当教員に限らない全校での指導体制を構築するための仕

掛けづくりが重要。その好事例や、「理数科」における探究と数学科や理科におけ

る探究的な学びとの関係・接続について国が示す。

④ICTの効果的な活用

⚫ 探究の学習過程や指導・評価においてデジタル学習基盤は様々な可能性を有す

ることから、生成AIを含むICTの効果的な活用方法等について国が周知。

⑤外部連携

⚫ 探究の深化・高度化に向けて外部人材・機関との連携は有効であることから、そ

の効用や先進事例等について国が周知。特に大学等との連携に当たっては、⼤

学等が組織的に対応する体制の構築を促すことが有効と考えられることから、国と

して推進方策を検討。

主な改善の方向性

背景・課題

内容の改善

⚫ 探究の対象とする事象等を科学的・数学的なものに偏重せず、文理横断・文理融

合（STEAM）的な課題も充実。数学的事象についても例示への追加を検討。

⚫ 現在の内容は数理的・科学的な探究を行う上で最低限必要なものだが、理科で

新設される「科学ガイダンス」との内容の接続については留意が必要。

目標及び見方・考え方

⚫ 目標や見方・考え方については、社会におけるクリティカル・シンキング（批判的

思考）の重要性の高まりや、社会との接続を踏まえて記載を見直し・充実。

⚫ 見方・考え方の「理数科固有の物事を捉える視点」として、従来の「数学」や「理

科」といった教科ベースの記載ではなく、「数理的・科学的」を明示。

国による支援の充実

①開設・履修の促進

⚫ 積極的な開設・履修を推進するため、引き続き国がその意義等を周知。

⚫ 開設に当たってはコース再編や外部連携・設備整備等にイニシャルコストが必要な場

合があることから、高等学校教育改革促進基金やスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）事業の効果的な活用が期待。

②探究の指導・評価の改善

⚫ 探究の質の向上に当たっては「問い」の設定が重要であるが、問いの設定の指導や

探究の評価に困難さを感じている教師もいることから、国が先行事例等を周知。

⚫ 探究の実施に当たっては、

✓理数探究基礎又は理数探究の履修をもって、総合的な探究の時間の一部

又は全部に代替できる仕組み（現行）

✓単位数を細分化（倍加）し、きめ細かく増単・減単ができる仕組み

等の活用が有効と考えられることを国が積極的に周知。
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第２部第２章 生活の項目（概要）
⚫ 児童の興味・関心を生かした授業改善に進捗が見られる一方、直接体験の機会が減少し、児童の思いや願いに基づく必然性のある学習活動を展開しにくい状況が見ら

れる。また、こうした学習活動を「深い学び」につなげることや、幼児教育、中学年以降の学びとの接続、各教科等との資質・能⼒のつながりに課題。また、適切な環境

確保や継続性など様々な観点から動物飼育の在り方や外部人材・地域との連携にも課題。

⚫ デジタル技術が進展する中、児童が身近な人々、社会及び自然を実感を伴って認識し、能動的に関わりながら、自らの変容や成長を実感することが重要。そのためには、

身体性を伴う体験と多様な表現活動の往還を通して「深い学び」を実現するとともに、幼児教育や中学年以降との接続、各教科等との関連を明確にする必要。

生活科の「本質的意義」の再定義
⚫ AIで代替できない「実感を伴う知」を育み、「深い学び」を実装する人間的な学び方

を体得する教科として、生活科の本質的意義を4つで整理し、目標等に反映。

生活科で育成する資質・能⼒の構造化
⚫ 生活科における資質・能力は、身体性を伴う体験と、

言葉・絵・動作などによる多様な表現活動を通して、相

互に関わり合いながら一体的に育成することを改めて

整理。この趣旨を明確にするため、資質・能⼒は引き続

き３つの柱で書き分けず一体的に示し、生活科の特

質が発揮されやすくする。（「統合的な理解・総合的

な発揮」に相当する部分についても同様）

幼児教育、中学年以降との接続と教科横断の改善・充実
⚫ 架け橋期のカリキュラムを、幼児教育施設における5歳児のカリキュラムと小学校

における１年生のカリキュラム（スタートカリキュラム）の総称として位置付け、概念

を整理するとともに、スタートカリキュラムを1年間を見通して実施できるよう改善。

⚫ また、過度な負担なく地域の実情に応じた取組が可能となるよう、学校現場がそ

のまま活用できるような多様なモデルを国として示しつつ、それらに留まらない更に

豊かな実践を支援する。

⚫ 更に、各教科等との関連を年間指導計画に位置付け、接続を「見える化」するこ

とや、各教科等の資質・能力とのつながりを意識して学習過程を構想することがで

きるよう、必要な見直しを行うとともに、実践事例等で示すことを検討。

生活科固有の課題の改善
⚫ 動物飼育の価値は引き続き重視。その上で、適切な環境確保や継続性等様々

な観点に配慮する必要があることを踏まえ、学校での飼育を基本としつつ、他の所

有者からの借用や地域の施設等との連携による継続的な触れ合いも同等の学

習活動として位置付ける。また、教師用手引きの見直し等も行う。

⚫ 教職員の過度な負担が生じないよう配慮しつつ、継続的な連携体制、準備時間

の確保・調整の仕組み、設置者及び学校としての組織的な連携体制の構築など

を促すことにより、外部人材や地域との連携強化をより一層図る。

身体性を伴う体験活動と多様な表現活動の重視
⚫ 身体性を伴う体験活動は、対象への興味・関心を広げ、新たな気付き・驚き・感動等を

生み、継続的に関わろうとする意欲等を育むことにつながり、デジタル端末が普及する中、

より一層必要性が高まっていることから、充実を図る必要。

⚫ さらに、身体性を伴う体験と、多様な表現活動との往還により対象への気付きを深め、

自らの変容や成長を実感することで、言葉による認識を促し、教科等での深い学びへ

円滑に繋がる。

⚫ こうした指導の充実を図るため、実践事例等を示すなど、解説の充実を図る。

主な改善の方向性

背景・課題

生活科の特質を踏まえたICT活用の充実
⚫ ICT活用は、身体性を伴う体験をより一層豊かにしていくものであり、直接体験を

代替するものではないことを前提とした上で、生活科におけるICT活用を、生活科

の本質的意義をより深化させ、体験・認識・表現の質を高めるための補助・促

進する手段として位置付ける。

①身体性 ②対象と自分との関わり
③他者と自分との関わり ④自己認識
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1. 捉えたり感じたりしたことを、要素や特徴、背景
にある文化などとの関わりで理解したり思考、
判断、表現したりすることができるようにする

2. 表現したいことをどのように形にできるか、他者
に伝えることができるか、という自分の思いや考
えをもつことと、諸感覚を働かせつつ身体性を
伴った技能により表現することを一連の過程
として重視する

3. 表現及び鑑賞の学習において、心が動く体験
を大切にし、唯一の答えに導くのではなく、児
童生徒一人一人のありようが尊重されるよう
にする

4. 感じたことや工夫したことを伝え合うなどの言語
活動等や他者とともに協働する学習を通じて、
他者に共感し感じ方や考え方を深めたり、多
様な視点で考えたりすることができるようにする

5. 生活や社会の中の芸術や芸術文化などと関
わり、意味や価値を見いだしたり、つくりだしたり
することなどを重視し、豊かな社会の創造や幸
福な人生につなげていくことができるようにする

第２部第２章 芸術の項目（概要）
（背景）●文化芸術は人と人との心のつながりを強め、心豊かで多様性と活⼒のある社会を形成する源泉となるもの

●文化芸術は特別なものや限られた人のものではなく、日々の生活や社会の中で全ての人の生きることと関わりながら息づく、人間固有の本来的営み

（課題）✓正解のない問いや予測困難な課題に対処できる⼒、身体性を伴った技能について、芸術系教科・科目での育成が一層求められていること
✓芸術系教科・科目を学ぶ意義について、児童生徒が十分に実感できている状況に至っていないと考えられること
✓思いや考えを身体を用いて具現化し、新たなものやことをつくりだしていくという学びの過程を一体的に捉えられるようにすること

高等学校芸術科における芸術そのものについて学ぶ機会の設定
⚫ 卒業後も芸術や芸術文化と豊かに関わっていけるよう、選択する科目に関わらず、Ⅰを付した科目（選択必

履修科目）の導入段階や、科目のまとめの段階などにおいて、芸術そのものについて学ぶ機会を設定

背景・課題

主な改善の方向性

内容の精選等
⚫ 題材や単元に取り組むことを繰り返しながら、資質・能力の定着を図り、「深い学び」を実現していく芸術系教

科・科目の特性を一層効果的に生かすことができるよう、複数の区分の統合や指導内容の重点化、具体性の
高い記述の精査を行うなど学習内容を見直し・精選

芸術系教科・科目を学ぶ「本質的な意義」としての感性、創造性、文化等の重視
⚫ 知性と一体化して創造性の根幹をなす「感性」、豊かな社会の創造と幸福な人生の実現につなげていく「創造

性」を基盤とする意味や価値の追求、文化を継承、発展、創造していくという「文化」に関する視点等を重視
（見方・考え方等に反映）

外部人材、文化施設等や地域と連携した学習の重視

⚫ 本物との出会いや地域課題を自分のこととして捉え、地域連携の意義を明確化できるよう示し方を改善

自ら意味や価値をつくりだしていく学びを重視した資質・能⼒の整理
⚫ 児童生徒が思いや意図をもったり発想や構想をしたりすることと、工夫しながら表現する過程を一連のものと

して捉えられるよう、「思考力、判断力、表現力等」を整理

⚫ その際に活用する「知識及び技能」について、一人一人が感性などを働かせて考えることにつながるもの、諸

感覚を働かせつつ身体性を伴って表現したり鑑賞したりすることにつながるものとして整理

⚫ 「学びに向かう力、人間性等」について、自ら進んで対象や事象などと関わり、他者と協働して活動に取り組む

ことや、よりよい社会や幸福な人生につなげていくことを重視

伝統と文化に関する教育やメディア芸術などの多様な芸術や文化に関する学びの改善
⚫ 伝統と文化を尊重し、その意義を実感できるよう改善

⚫ 映画、漫画、アニメーションなどのメディア芸術や舞台芸術等を通した表現の多様性を実感する機会の充実

⚫ これらの改善や充実を見据え、教科等を連携した学習を通じて、学校での学びと社会とのつながりへの意識
を高め、児童生徒の豊かな学びの実現を図る
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領域の再編

⚫ 家庭科における「深い学び」を実現するため、領域における学習の特質を明確化し、

資質・能力の育成とその深まりの過程をより具体的に示すため領域を再編。

内容の整理

⚫ 社会変化への対応と生活文化の継承の観点から内容を見直し。

➢ 少子高齢化や電子マネーの普及など、社会変化に伴う家庭生活の変化に対応した内容の充実
【認知症、生活習慣、社会制度、消費者教育や金融経済教育 等】

➢ 生活文化の継承と創造を図る内容の充実 【行事食・郷土料理、和服 等】

高校「家庭基礎」「家庭総合」の見直し
⚫ 個人や家族のよりよい生活、持続可能な社会の形成に向けて、科学的な根拠に

基づく理解や、問題解決的な学習を通して、多様なライフスタイルに応じて実践す

る⼒の育成を図るため、次のとおり見直し。

➢ 家庭基礎

・ 自らの生活を営み、家庭や地域の生活を支える⼒を育成する科目

・ 科学的根拠に基づく知識を基礎的に理解し、生活上の課題を適切に捉
え、改善のために判断し、実践する⼒を育成

➢ 家庭総合

・ 家庭基礎で培う力に加え、多面的に生活を捉え、家庭や地域の生活を向
上させる⼒を育成する科目

・ 科学的根拠に基づく知識を総合的に理解し、地域の実情を踏まえた生活上
の複合的な課題を適切に捉え、改善のために判断し、実践する⼒を育成

⚫ これまでの実践的・体験的な活動の中で獲得した科学的な知識の理解を基に、実

践活動をより身近な実生活に落とし込み、より深い理解に繋げるため、「家庭総

合」に地域の実情を踏まえた生活上の課題について、問題解決的な学習を行う

新領域（「総合生活実践（仮称）」）を新設。

⚫ 高等学校の「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」は、各領域の指導項目と関

連付け、効果的かつ柔軟に問題解決的な学習を行うために、中学校と同様に各

領域に位置付ける形に見直し。

目標・内容項目の整理

⚫ 小・中・高等学校の系統性や、空間軸・時間軸の観点から学習対象が広がってい

くことを分かりやすく示せるよう、目標や内容項目を整理。

主な改善の方向性

第２部第２章 家庭の項目（概要）
⚫ 現行の学習指導要領では、①生活をよりよくするために、考えたり工夫したりする学習、②問題解決的な学習を取り入れた授業、③生活の中から問題を見いだして課

題を設定して取り組む活動といった視点からの授業改善が進んでいる。

⚫ 一方で、「深い学び」の実現を一層推進するため、小・中・高等学校の系統的な学びの観点から目標等について必要な整理を行うとともに、各領域の特質を踏まえた領

域の再編、社会変化への対応や生活文化の継承を踏まえた内容の見直しも必要となっている。

⚫ また、高等学校の「家庭基礎」と「家庭総合」については、各科目の学習内容に明確な差異が見いだしにくく、教科書記述についても科目間で⼤きな差異が見られない

現状がある。さらに、「ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動」について、学習が形骸化しており現状十分な指導が行われていない実態もみられる。

背景・課題

A 家族・家庭生活 B 衣食住の生活 C 消費生活・環境
Dホームプロジェクトと

学校家庭クラブ活動※

※高等学校のみ

A 家族・家庭と
生涯発達(仮称)＊

B 生活の経営と
消費生活(仮称)＊

C 食生活
(仮称)＊

D 衣生活
(仮称)＊

E 住生活
(仮称)＊

F 総合生活
実践(仮称)※

※高等学校「家庭総合」のみ
＊高等学校のみ、個人探究(ホームプロジェクト)(仮称)、協働探究(学校家庭クラブ活動)(仮称)をA～Eに位置付け

小学校 中学校 高等学校(家庭基礎) 高等学校(家庭総合)

空間軸 自分と家族・家庭 自分と家族・家庭、地
域

自分と家族・家庭、地
域、社会

自分と家族・家庭、地域、
社会、社会を俯瞰する

時間軸 現在及びこれまでの
生活

これからの生活を展望し
た現在の生活

生涯を見通した生活 生涯やその先を見通した
生活

内容の精選
⚫ 「統合的な理解・総合的な発揮」の育成に支障がない事項の整理や、学習内容をま

とめて行うことで効率的かつ効果的に学習が可能となる事項を統合するなど、学習内
容を精選。

（例：小学校「布を用いた製作」を統合的な理解等を踏まえて事項をスリム化、中学校「金銭の管理と購入」を「消費者
の権利と責任」と統合、小・中学校の住まいの働きや家庭内事故の防ぎ方を、高等学校へ移管・統合等） 1049



すべての子供たちに一定程度以上の情報活用能⼒を育み※、
✓ 情報技術の賢い使い手を育てる（裾野の拡⼤）とともに、
✓ できる限り多くの情報技術を活用したイノベーションの創り手を育てる（頂の高まり）

第２部第２章 情報・技術、情報の項目（概要）
⚫ AIなどの情報技術が社会・経済の基盤となる一方、偽・誤情報の拡散が人々の価値観の偏りを生じさせるなど、民主主義社会の分断を招きかねない課題も顕在化して

いる中、こうした負の側面に適切に対処し、情報技術の恩恵を最大限に生かすためには、すべての子供たちに情報活用能⼒を確実に育成することが不可欠

⚫ 一方で、学校教育においては、小・中・高等学校を通じた育成体系が十分整理されていないこと、情報モラルやメディアリテラシー等の指導に学校間の差が見られること、
探究的な学習との連携や指導体制が十分でないことなどの課題

⚫ こうした状況を踏まえ、次期学習指導要領で学ぶ子供たちが2040年代の社会※1を支えるために重視すべき方向性※2を見据え、そこからバックキャストして、「情報活用能
⼒の抜本的向上」を柱とした教育課程の改善が急務

背景・課題

目指す姿

※ 具体的には、高等学校卒業までに全ての生徒が数理・データサイエンス・AIを「日常の生活や仕事等の場で使いこなす」ことができる「リテラシーレベル」の資質・能力を身に付けられるようにする

主な改善の方向性

Ⅱ．新教科・領域等の学習内容の整理

⚫ 新教科・領域等は、各学校段階の特色を踏まえつつ、小学校総合「情報の領域」は
探究的な学びを支える情報活用能⼒を育成できる、中学校「情報・技術科」は情報
技術と生産技術を一体的に学び技術による課題解決・価値創造を実践できる、高
等学校「情報科」は義務教育の基礎の上で、より高度な情報技術による課題解決・
価値創造を実践できる構造とし、学年毎・各コマ毎の学習内容に至るまで整理

⚫ また、メディアリテラシー、AIを使いこなす⼒、プログラミング的思考といった情報活用
能力の中核をなす内容は、一気通貫で育成するため個別に整理

Ⅲ．各教科等の学びの充実と内容の精選への寄与

⚫ 情報活用能力育成の「要」となる新教科・領域において集中的・体系的な育成を図
ることで、各教科等における端末等の活用方法や、プログラミング、タイピングを含
む情報技術等に関連する内容※の精選に寄与するとともに、各教科等は固有の学
びを深めることできるようになり、教育課程全体の学びの質を向上

Ⅳ．条件整備に向けた取組の加速
⚫ 新教科・領域等の確実な実施に向け、国の責任の下、条件整備を抜本的に推進

Ⅰ．育成すべき資質・能⼒

⚫ 2040年代の社会で誰もが情報技術を使いこなせるようになるため、情報活用能⼒
を構成する３つの要素を発達段階に応じてバランスよく着実に育成できるよう、小学
校総合的な学習の時間に「情報の領域」を付加、中学校に「情報・技術科」を新設
した上で、それらを踏まえた高等学校「情報科」を充実を図るとともに、これら情報活
用能⼒育成の「要」となる教科等で育成すべき資質・能⼒を体系的・系統的に整理

✓ 授業でそのまま活用可能な授業動画を含む学習者用教材
の開発や少なくとも１年に１度程度のアップデート

✓ オンラインかつ全国規模の免許法認定講習の実施

✓ 小学校・中学校・高校担当のすべての教員の指導力向上
に資する研修の⼤規模な展開

✓ 3Dプリンター等を含む学習環境の整備策の検討

✓ PC教室の環境維持・更新に向けた財政措置の整理

✓ 情報・技術科の特定期間での集中実施と複数校指導・遠隔
授業を組み合わせた実証、免許制度の在り方の検討 等

※1 AI・ロボットによる雇用構造の変化、労働市場の流動化、マルチステージ型社会への転換等による変化の激しい社会
※2 健全な民主主義社会を支える主権者、アクティブラーナー、アドバンスト・エッセンシャルワーカー、世界トップレベルのイノベーター

① 情報技術を活用して探究的に課題を解決し、新たな価
値を創造することができる力

② 情報技術のリスクを適切に判断し、ルールやマナーを守
るとともに、他者や社会への責任を考えて行動できる力

③ 情報技術の科学的な特性を理解し、課題の解決策を
構想・表現できる力

Ⅴ．新教科・領域の先行実施の考え方

⚫ 経過措置は、先行実施に向けた条件整備を計画的に進めつつ、小学校は令和10年度から、中学校は令和11年度から段階的に講ずる方向で具体の内容等は今後精査

情報活用能力の３要素 情報の領域 情報・技術科

※ その他、映像メディアの操作、グラフの作り方、データ活用、産業と情報の関わりや情報機器と健康との関わり等
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第２部第２章 体育、保健体育の項目（概要）
⚫ 人口構造の変化や社会のデジタル化が加速する中、健康長寿社会や共生社会の実現、人との豊かなつながりの創出などに向けて、運動やスポーツを通じた社会課題解

決への期待が高まる一方で、運動やスポーツを肯定的に捉える児童生徒の二極化等の課題があり、体⼒調査のスコアも全体としてコロナ禍前の水準には戻っていない

⚫ 健康･安全に関する課題は絶え間なく変化しつつ多岐にわたって存在し、そうした健康等を取り巻く状況の変化に対応できる資質・能⼒の育成が一層求められている

⚫ 全ての児童生徒が、運動やスポーツに安心して取り組み、体育・保健に関する課題を主体的に受け止められる学習を通して、運動やスポーツの多様な楽しみ方を自身の

人生に豊かに取り入れたり、健康等に関する課題に柔軟かつ持続的に対処したりできるようにし、自他の人生や社会を豊かにしていくという方向性を重視

体育・保健の関連や学びの連続性を見通した系統性

⚫ 発達の段階を踏まえつつ、心と体を一体として捉え体育・保健の関連を図る観点

から、「目標」の柱書と「見方・考え方」は小学校・中学校・高校で統一

⚫ 体育の学習の系統性は大きく４年ごとで捉え、以下の時期の考え方で再整理。

➢ 「各種の運動の基礎を培う時期」（小４まで）
全ての児童が夢中になって試行錯誤したり他者と関わったりしながら運動の良さ等を味わう中で多
様な動きを身に付けたり磨いたりできるよう「遊び」の要素を取り入れる

➢ 「多くの領域の運動を経験しスポーツの基礎に触れる時期」（中２まで）
全ての児童生徒が安心して様々な運動に取り組む機会を豊かに保障する

➢ 「卒業後も運動やスポーツに多様な楽しみ方で豊かに関わることができるようにする時期」
（中３以降）
生涯スポーツの視点を持ちつつ理論を踏まえて一層スポーツ等を楽しむことができるようにする

⚫ 保健の学習の系統性は、以下の通り、学校段階をまたぎながらスパイラルで学びを深

めていく形とし、内容相互の関連性が明確となるよう再整理。

➢ 小学校では「身近な生活を中心とした健康・安全に関する基礎的な内容」を実践的に学ぶ

➢ 中学校では抽象的な概念も理解できるようになる観点から「個人生活を中心とした健康・安
全に関する内容」を科学的に学ぶ

➢ 高校ではライフステージや社会との関わりを意識しながら学ぶ観点から「個人及び社会生活に
おける健康・安全に関する内容」を総合的に学ぶ

背景・課題

主な改善の方向性

態度に関する要素（運動との関わり方）の指導と評価の実質化

⚫ 「学びに向かう力、人間性等」に位置付けていた体育における態度に関する指導事項は、

指導と評価の具体化を図るため「運動との関わり方」として「知・技」を中心として再整理

保健の学習の中核となる「概念」と「それに関わる原則」を明確化

⚫ 保健に関する「概念」や「それに関わる原則」を「統合的な理解」で分かりやすく示すとともに、

それらの実生活との関連について「総合的な発揮」で端的に示す

内容の精選等

⚫ 体育において、小４までの段階は具体的な運動の種類を示すのを改め、どのような「動き」

ができるようになってほしいかを軸に示し、具体的な運動等を網羅的に実施することによる

負担の解消を図る。また、各領域の学習は２年間のまとまりごとに計画的に学ぶことを基

本とし、運動等の種類を毎年網羅的に実施する趣旨ではないことを明確化。

⚫ 求める運動技能の水準が過度に高度なものとなり過ぎないよう全体の系統性を調整

⚫ 体育と保健で共通性が高い指導内容や、学習指導要領や解説で示す以上に教科書

等で繰り返し丁寧に示されている内容については、適切な取扱いとなるよう改善を促す

指導と評価の改善・充実

⚫ 体育・保健の両分野を相互に関連付けたり往還したりしながら深い学びの実装を図る

⚫ 改正スポーツ基本法の考え方等を踏まえた内容の改善等を行い、中高の「体育理論」を

「スポーツ理論」に改めるとともに、高等学校の専門学科「体育」を「スポーツ」に改める

⚫ 技能の差等に関わらず全ての児童生徒が豊かに運動やスポーツに取り組むことができるように

する観点から１次的支援の考え方を基本とした基礎的環境整備を推進する

⚫ 水泳授業は、持続可能性の観点から検討しつつ、安全確保に関する指導の充実や幅広

い活動の可能性の検討を進める

卒業後も運動やスポーツに多様な楽しみ方で
豊かに関わることができるようにする時期

多くの領域の運動を経験し
スポーツの基礎に触れる時期

各種の運動の基礎を培う時期

心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する

身近な生活を中心とした
健康・安全に関する基礎的な内容

個人生活を中心とした
健康・安全に関する内容

個人及び社会生活における
健康・安全に関する内容

実践的に 科学的に 総合的に

体育

保健

系
統
性
イ
メ
ー
ジ
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第２部第２章 外国語活動、外国語の項目（概要）
⚫ 外国語でコミュニケーションを行う活動を中心とした指導の必要性が浸透し、一定の英語⼒を有する生徒の割合が増加

⚫ 一方で、教科書における語彙のばらつき、中学校の内容の高度化、段階的な指導・校種間の接続や、小学校における「書くこと」、中高における「話すこと」「書くこと」の

発信の領域が課題

⚫ AIの飛躍的な発展により手軽に高精度の翻訳が可能になる中、英語を学ぶ動機が弱まっている可能性も踏まえ、AIの活用が当たり前となる社会を前提として、外国語を

学ぶ本質的意義を再定義する必要

AI時代に外国語を学ぶ「本質的意義」
⚫ 「言葉、文化、コミュニケーションへの深い理解を育むこと」と「自分の考えが磨かれ

て思考が深まるとともに、人間関係が豊かになること」を柱に要素を整理
（見方・考え方等に反映）

②資質・能⼒をベースとした活動の見直し
⚫ 「言語活動」を通した指導の推進に一定の進捗が見られる一方、資質・能力との

関係が十分に整理されておらず、 「知・技」を育成するための段階的な指導の必要

性や具体的な方法が分かりにくいなどの課題があることを踏まえ、必要な活動を

「コミュニケーション活動」（主に思・判・表を育成する活動）と「コミュニケーション

活動を支える活動」（主に知・技を育成する活動）に再整理

育成すべき資質・能⼒と活動の整理

①資質・能⼒の構造化
⚫ 「外国語を使って何ができるようになるか」の段階的な高度化を「思考力、判断力、

表現力等」の深まりとして示し、観点別評価も行いやすくするため、現行の領域別の
目標の要素（聞くこと、読むこと、話すこと［やり取り］、話すこと［発表］、書くこと）を「思考
⼒、判断⼒、表現⼒等」の内容に移行し、学年段階の目安とともに示す

高校の科目の見直し
⚫ 英語によるコミュニケーションを中核とする科目趣旨を示しつつ、５領域を総合的に

扱う「英語コミュニケーション」は「英語コミュニケーション（総合）」に、話すことや
書くことを中心に扱う「論理・表現」は、発信⼒を一層強化する趣旨を明示するため
「英語コミュニケーション（発信）」に変更

思考⼒、判断⼒、表現⼒等

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

聞くこと 読むこと 書くこと話すこと[発表] 話すこと[やり取り]

知識及び技能

内容

英語の
目標

※技能は5領域と関連付けて示す

総合的な発揮

（理解する） （表現する） （伝え合う）

統合的な理解

音声/符号/語、連語及び慣用表現/文、文構造及び文法事項 など

英語の目標は３つの柱で整理

領域別目標の要素を「内容」に
位置付け、段階的な高度化と
資質・能力の深まりを示す

CEFRの分類も参照し３つに整理

コミュニケーション活動（主に思・判・表を育成）

コミュニケーション活動を支える活動（主に知・技を育成）

＞＞

＞＞

知・技と思・判・表の
資質・能⼒を一体的に育成

背景・課題

主な改善の方向性

内容の精選と基盤語彙リストの作成
⚫ 話題について、「社会的な話題」を「身近な社会的な話題」にする等、難易度を

適正化し、学年段階の目安を示すとともに、身近なものから段階的に抽象的なも
のを取り扱うようにする

⚫ 中学校の文法事項について、使用頻度の高いもの等を本文で具体的に明示し、
指導対象の焦点化、難易度の適正化を図る

⚫ 重要な語彙を様々な場面等で繰り返し扱い、児童生徒が活用することができるよ
う、指導すべき語彙数の精選も含めて、国が基盤語彙リストを整備

※教科書発行者に対して、当該リストに掲載されている語を教科書で使用することを推奨



第２部第２章 産業教育の項目（概要）

⚫ 地域や産業界等との連携について、約90％の専門高校において取り組まれるなど一定の成果が上がっている一方で、その内容が数回の出前授業等にとどまるなど、連携

の深さに課題。また、デジタルを活用した実践が進みつつある一方で、社会が加速度的に進展していく中、時代の変化に伴い柔軟に対応していく必要。

⚫ 経済産業省が示す「2040年の就業構造推計（改訂版）」では、今後、専門的技術的職業を担う人材や高卒人材が不足するなど、職種間、学歴間におけるミスマッ

チの発生リスクが指摘されている。こうした中、専門高校には、アドバンスト・エッセンシャルワーカーをはじめとする社会や産業のニーズに応じた人材の育成が求められてお

り、その機能強化・高度化が不可欠。

実践的・探究的な学びの実現
⚫ 「何ができるようになるか」を意識した教育課程の編成が行われるよう、各教科にお

ける領域や分野の学びの系統・体系を整理するとともに、現在「指導項目」ベース
で示されている内容を抜本的に見直し、「資質・能⼒」ベースに改める。

背景・課題

主な改善の方向性

⚫ 原則履修科目である「課題研究」について、今後は履修学年は示さず、教育課程
の柔軟な編成により探究的な学びの深まりを構想しやすくする。

⚫ 探究的な学びは、自己の在り方生き方に関わる課題を自ら発見し、解決していくこ
とが重要であることに鑑み、「課題研究」の導入段階で実社会・実生活に関わる課
題を探究する活動を取り入れる。

産業界等との連携・協働の一層の推進
⚫ 理論と実践を往還させながら、必要な資質・能力を身に付けていくという専門高校の

学びの充実のためには、産業界等との連携・協働が不可欠。「課題研究」等の科
目を中心として、その取扱いを明示する。

情報活用能⼒の一層の充実
⚫ 専門教科における情報活用能力の育成強化のため、「情報Ⅰ」の学びを基盤とし

つつ、専門分野への応用・活用、現実の課題解決や価値創造といった視点から、
各教科における情報に関する科目の改善を図る。

⚫ 今後、専門教科・科目の履修による「情報Ⅰ」の代替について、安易な代替が行わ
れないよう、現行学習指導要領解説に記載されている代替の例示を見直す。

各教科における内容の改善
⚫ 職業に関する全ての教科において、関連の深い科目を中心に、経営管理やビジネ

スに関する内容の充実を図る。

⚫ 職業に関する全ての教科において、AIやデータサイエンス等、情報技術を活用し
た学びに関する内容の充実を図る。

⚫ 各教科において、産業構造の変化や情報技術の加速度的な進展等に対応できる
職業人を育てる観点から、必要な内容の改善・充実を図る。

（例）・ スマート農業をはじめとする先端的な技術等に関する学習（農業）
・ 伝統技術への理解を深め、現代技術との融合による創造的なものづくりに

関する学習（工業）
・ 小中学校における情報活用能力の抜本的充実や高校の「情報Ⅰ」、高

等教育段階等との接続を踏まえた学習（専門情報）
・ 外国人介護従事者など多様な人材との協働を支えるチームマネジメントや

              組織運営に関する学習（福祉） など

評価の改善・充実
⚫ 産業界等との連携・協働が進むことにより、今後益々、外部人材による指導場面が

増えていくことが見込まれることから、産業界等の外部人材からの評価材料を積極
的に加味していく。

⚫ 専門高校の学びは理論と実践の往還により深まっていくものであることから、ペーパー
テスト等の結果にとどまらず、論述やレポートの作成、発表、グループでの話し合い、
作品の製作（制作）などのパフォーマンス課題を用いた評価を積極的に取り入れ
る。

⚫ 科目の構造化・体系化に基づく統廃合等を行いつつ、必要に応じて内容の精選
等を行う。
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実社会 【社会に開かれた教育課程】

「確かな民主主義の担い手を育み、
共生社会を実現する基盤」としての特別活動の実現

学びを豊かな人生やよりよい社会に向けていく

人間性の涵養を重視

「多様な子供たちの質の高い探究を、
確かなものに」

道徳、総合、特別活動に関わる今次改訂の基本的な考え方

<改善の方向性>

<基本的な考え方>

<改善の方向性>

<基本的な考え方>

<基本的な考え方>

<道徳、総合、特別活動に共通の特質>

自己の在り方生き方の思索

①「深い学び」の実装：

②「多様性」の包摂 ：

③「実現可能性」の確保：

① 「包摂性」：

② 「創造性」：

③ 「当事者性」：

① 「深さ志向」 ：

② 「多様性志向」：

③ 「連携志向」 ：

<改善の方向性>

教育課程上の「出島」
(実社会・実生活との関わりの中で見いだす課題を探究)

<改善の方向性>

× 当事者意識を持って、自分の意見を
形成し、対話と合意ができる

「好き」を育み、「得意」を伸ばす
（興味・関心）

自らの人生を舵取りする⼒自らの人生を舵取りする⼒ 民主的で持続可能な社会の創り手民主的で持続可能な社会の創り手と 育成

総合的な探究の時間 特別活動

特別の教科 道徳

「考え、議論する道徳への転換」から、

「考え、議論する道徳の実装」へ

道徳科における「深い学び」の明確化

「指導方法の工夫」や教材の精選・充実の推進

情報モラル等現代的な課題への対応の改善

「深い学び」に向けた多様な実践の推進

道徳科の学びと「道徳的実践」との接続を推進

「探究の質」の明確化と、目標・評価の改善

各教科等との相互関係の明確化と、連携の推進

「情報の領域」創設と、情報技術との連携の強化

多様な「興味・関心」の包摂 多様な「探究」の包摂

学校教育目標・学校運営に関する「基本的な方針」との連動

「社会との連携」による質の高い探究の推進

指導計画や学習評価に関わる精選・重点化と、好事例の共有等

合意形成に関わる整理

キャリア教育の改善

学校運営、地域等への参画の推進

意思決定に関わる整理

学級（※）経営、生徒指導、特別支援教育の教育課程上の
「要」としての役割の明確化

特別活動の「三つの視点」の再整理 各教科等との連携の強化用語の整理、内容の精選・改善等

特別活動の特質を踏まえた資質・能⼒の構成の整理と、目標・評価の改善充実
※ その他：

個性の発揮を前提とした

社会の創造を重視

多様な個性
の発揮を重視

※道徳教育は、特別の教科 道徳を要として各学校の教育活動全体を通じて行う

（※）ホームルームを含む
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「考え、議論する道徳」の実装
基本的な考え方

⚫ 道徳科の「深い学び」の手がかりとなる
要素として、①多面化・多角化(多面的・
多角的な見方へと発展すること)、②自我
関与(自分自身との関わりで道徳的価値
の理解が深まること)を整理

主な改善の方向性

道徳科における「深い学び」の明確化 「指導方法の工夫」や教材の精選・充実の推進

⚫ 「じっくりと深く学ぶ」学びの実現に向け、「複数時間」を活用した指導
や、「問題解決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学習」を
はじめとする指導方法の工夫等の考え方を明確化

⚫ 発達の段階に応じて教科書の読み物教材数を精選し 「深める教材
(※)」を展開

⚫ 「複数時間」「指導方法の工夫」「多様な教材の活用」「同時に
取り扱う内容項目」「デジタル学習基盤の活用」など、多様な創
意工夫を例示し、実践事例の共有・発信や研究・研修を推進

⚫ 指導力の向上等のため、学校の実態に応じ、教師が交代で学年、
学級を回って授業を行う方策（「チームで行う道徳授業」）が導
入可能であることや、その際の留意事項を明確化

⚫ 道徳教育推進教師の優れた取組事例を発信 等

道徳科の学びを各教科等や実生活
と接続し、更なる学びの深まりへ

情報モラル等現代的な課題への対応の改善
⚫ 道徳的実践と関連の深い情報モラルについて、子供を取り

巻く環境の変化を踏まえ、発達の段階に応じ、心の弱さ等と
の関係で考え、議論する、単純な正誤だけでは判断しにく
い問いと向き合う機会を設ける等のアップデートを図る

⚫ AIの惹起する道徳的課題について、発達の段階を踏まえつ
つ、道徳科の教材の中で取り扱うことを明確化 等

道徳科の学びと「道徳的実践」との接続を推進

道徳科の「深い学び」を整理し、「じっくりと深く学ぶ」学びの充実へ

第２部第２章 道徳教育の項目（概要）背景・課題

基本的な考え方

(※)Ethical, Legal and Social Issues: 倫理的・法的・社会的課題

⚫ 社会全体の構造的な変化の中で、とりわけAIをはじめとするデジタル技術の発展は、偽情報や誤情報の氾濫、フィルターバブルやエコーチェンバーによる価値観への影響のみ
ならず、AIへの過度の依存やELSI (※)をはじめとする新たな道徳的課題も惹起。人間としての価値判断や責任が一層重要となる中、 「民主的で持続可能な社会の実
現」及び「AI時代の自らの人生の舵取り」の観点から、 自己を見つめ、自己の生き方についての考えを深める道徳教育が、一層重要性を増している

⚫ 一方、読み物教材の登場人物の心情理解に偏った授業、道徳的価値を表面的に確認して終わるといった予定調和的な授業が未だ相当数見られるなど、「考え、議論する
道徳」への転換は道半ば。更には、子供たちが道徳科の学びを実生活における判断や実践につなげていけるよう、教育課程全体として捉え改善を図っていく必要

多様な子供たちの「深い学び」に向け、型にはまった指導を避け、創意工夫の推進へ

「深い学び」に向けた多様な実践の推進

相互補完的・一体的に実現

②多様性志向

➀深さ志向

(※) 読み物教材との関連を図りつつ「深い学び」を支える多様な教材
     （教科書発行者が開発）

往還

(※) 学級や学校のルール形成等、「特活」での身近な社会をよりよくする活動と連携、
「総合」を道徳教育の「実践の場」と整理、主権者教育の観点から社会科と連携 等

③連携志向

⚫ 「複数時間」との組み合わせ等で推進する「問題解決的な学
習」「体験的な学習」を、道徳科の学びと実生活における「道
徳的実践」とのなめらかな接続に寄与する役割を担うものと位
置付け

⚫ 特別活動をはじめとする各教科等の学びとの関係においても、
道徳教育の「要」としての道徳科との役割分担を明確化した
上で、適切かつ効果的な連携を推進(※)多様に実装
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第２部第２章 総合的な探究の時間の項目（概要）
⚫ AIが人間の知的活動の在り方を含め、社会の在り方を構造的に変容させつつある中で、自らの興味・関心に基づき問いを見いだし、必要な知識や方略を活用し、試行

錯誤を通じて新たな意味や価値の創造につなげていく「探究」は、子供たちが自らの学びと人生を「舵取り」していく上で、その重要性を格段に増している

⚫ 一方、探究に関わる考え方や、発達段階に応じた質の高まりについての共通理解が十分ではなく、探究のプロセスを形式的に回すことの目的化や、インターネット上の
情報を切り貼りする調べ学習にとどまる例も見られるほか、子供の興味・関心や問題意識が十分に考慮されないケースや、テーマ設定の偏り、探究に相性のよいデジタル
学習基盤が十分に活用されているとは言い難い状況、特定の教師に負担が偏りやすいといった課題もあり、「質の高い探究」の実現に向け、総合的に改善を図る必要

背景・課題

多様な子供たちの質の高い探究を、確かなものに
基本的な考え方

③実現可能性の確保

①「深い学び」の実装

往還

改訂全体の三つの柱に沿って、
教育課程全体の改善をよりよく実現主な改善の方向性

総合における「質の高い探究」の実装とともに、
各教科の「深い学び」の実装を支え、牽引

「探究の質」の明確化と、目標・評価の改善

各教科等との相互関係の明確化と、連携の推進

⚫ 情報活用能⼒を探究の質向上に不可欠な基盤と位置付け、小
学校に情報の領域を創設、中高では「要」となる教科との連携を
深め、探究における情報技術の適切で効果的な活用を推進 等

⚫ 行事やキャリア教育等での特別活動との連携とともに、 「学び
に向かう⼒」「学習の基盤となる資質・能⼒」の育成、各教科で
の「探究的な学び」との役割分担や一層の連携を通じて、教育
課程全体としての「深い学び」の実装を支え、牽引 等

「好きや得意」、「自分なりの考えの深まり」等を
重視し、多様な興味・関心、多様な探究を包摂

⚫ 「テーマ探究」のみならず、個人の
興味・関心を起点とする「マイ探
究」への発達の段階も踏まえた
広がりを重視 等

多様な「興味・関心」の包摂

多様な「探究」の包摂
⚫ 課題に着目した探究の形態として

「研究系」「行動系」「創作系」と
いった在り方を示し、課題に応じて
探究の過程が異なることを示した
上で、子供や学校の実態に応じ
た多様な探究を推進 等

➀「深い学び」の実装、➁「多様性」の包摂が学校現場で実装可能なものとなるよう、負担感に配慮しつつ教育課程を改善

学校教育目標・学校運営に関する

「基本的な方針」との連動
⚫ 学校教育目標に加え、学校の運営に関する

「基本的な方針」と総合の目標・内容とを関
連付け、学校運営に関する方向性をよりよ
くカリキュラムに反映するとともに、学校運営
協議会との一層の連携を図る 等

「社会との連携」による

質の高い探究の推進
⚫ 総合を教育課程上の「出島」として捉え、外部人

材の学校教育への関わり方や、社会教育との連
携を含むコーディネート体制についての考え方等
を示し、多様な地域人材や団体、企業等との質
の高い探究に向けた連携の足場をつくる 等

指導計画や学習評価に関わる精選・

重点化と、好事例の共有等

⚫ 全体計画や評価規準の作成等に関し、質
の高い探究の実現に向けて真に必要なもの
へと精選・重点化を図り、よりシンプルなも
のへと見直すほか、多様な実践事例の共
有を含めた条件整備を推進 等

支える 支える

「情報の領域」の創設と、情報技術との連携の強化

⚫ 「探究」や「探究の質」に関わる考え方の共通理解を図り、目標や評
価の在り方を見直すとともに、特に「課題の質」の明確化を図る 等

②「多様性」の包摂
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第２部第２章 特別活動の項目（概要）背景・課題

基本的な考え方

➀包摂性

往還

日本の学校教育の特色としての
特別活動の意義・役割を再構成

主な改善の方向性

対立や葛藤と向き合い、「対話と合意」や「協働」を通じて、
学級や学校、自他の生活をよりよいものへとつくりかえる

特別活動の「三つの視点」の再整理
⚫ 特別活動で育む資質・能力に

関わる「三つの視点」について、
「人間関係形成」を基盤とし
て、「社会創造」と「自己実
現」を含む３つが往還的に高
まっていく関係として再整理

自己と向き合い、他者や社会と関わる中で自己の価値観を
更新し、身近な社会を創る「当事者」としての自己を形成

合意形成に関わる整理 キャリア教育の改善

安心して意見を表明したり、失敗したりできる関係性を育み、
すべての子供の安心を支え、学校生活の充実に寄与

⚫ 特別活動が、学校の教育活動全体を下支えする「学級
経営」、全ての児童生徒を対象とする発達支持的生徒
指導等の「生徒指導」や「特別支援教育」における「多様
性・包摂性を尊重した生活づくり」の、教育課程上の
「要」の役割を担うことを明確化

各教科等との連携の強化
⚫ 特別活動が各教科等における深い学びを支える

「包摂性」の基盤となるとともに、各教科で育む
「対話と合意」等に関わる資質・能⼒を活用

⚫ 学校行事やキャリア教育において、特別活動が
「舞台」や「要」の役割を果たしつつ、総合との一
層の連携を推進

⚫ 学校行事において、各教科等で育んだ「好きや
得意」の発表の機会を設ける選択肢を明確化

⚫ 「合意形成」「意思決定」を道徳的実践として道
徳の学びを生かす等、道徳教育との連携を推進

用語の整理、内容の精選・改善等
⚫ 我が国の学校教育の強みである協調性の涵養

や規律の確保が、ともすれば集団性の過度な
強調に陥り、「同調圧力」への偏りを生む場合が
あることを踏まえ、「集団」 「適応」 等の用語の
考え方を整理

⚫ 学級活動の内容項目数を精選し、小中高の
内容の系統性を一層高めるとともに、現代的な
課題への対応を明確化

⚫ 効果的と考えられるデジタル学習基盤の活用
イメージとその際の留意事項を整理

学校運営、地域等への参画の推進
⚫ 児童会・生徒会活動について、ルール形成など学

校運営に対する意見表明に関わる記載を新設
⚫ 学校行事が企画運営を含め「子供が主体的に創

造する」活動であることやその際の留意点を明確化
⚫ 学校運営協議会、学校評価、教育委員会など行

政の取組等への子供たちの参画を推進

特別活動の特質を踏まえた資質・能⼒の構成の整理と、目標・評価の改善充実

⚫ これまでの目標準拠評価を改め個人内評価とし、総括的
評価では「思・判・表」の過程で一体的に表出する「学びに
向かう⼒」に係る成長が顕著な場合に「〇」で評価。

⚫ 過度な評価材料収集を抑制・簡素化し、形成的評価
（※）、子供自身による自己評価や相互評価を一層重視

⚫ 不確実かつ激しい変化の時代にあって、社会分断の可能性も指摘される中、当事者意識を持って自分の意見を形成しつつ、異なる価値観を有する多様な他者と「対話や合
意」ができることがこれまで以上に重要。また、我が国の積年の課題である過度な「同調圧⼒」への偏りから脱却し、民主的かつ公正な社会の基盤として学校を機能させること
で、社会の分断を防ぎ、秩序ある共生社会の実現に貢献していくことが、今次改訂で向き合うべき喫緊の課題

⚫ こども基本法も踏まえ、身近な社会である学級・学校をフィールドに、意見表明、合意形成、参画の機会を一層充実させる必要。また「TOKKATSU」が国際的にも注目され
る中、特別活動の意義や役割を問い直し、「集団」か「個人」かといった二項対立を超えた全人的な教育に関わるモデルを、日本から国際社会に対して示していくことが必要

「確かな民主主義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤」としての特別活動の実現

⚫ 「学びに向かう⼒、
人間性等」がとりわ
け重視される特質等
を踏まえ、資質・能力
の構成を整理し、目
標等を見直し

意思決定に関わる整理

基盤として支える

学級経営、生徒指導、特別支援教育の

教育課程上の「要」としての役割の明確化

⚫ 「合意形成」の考え
方や要素、プロセス、
意思決定との
関係について
整理

⚫ 「意思決定」の考え
方や要素、プロセス、
合意形成との
関係について
整理

⚫ 「基礎的・汎用的能⼒」の再整理を求めるとともに、各
教科等と特別活動の役割分担を明確化し、社会との
連携等の条件整備を推進。また、 「キャリア・パスポー
ト」について、例示資料を廃止。デジタル活用を推進し、
実態に合った「見通し、振り返る」多様な取組へと進化
させるほか、学校による引継ぎを求めないことを明確化

(※)見取りを踏まえた適時の声掛けや指導・支援等

②創造性 ➂当事者性
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不登校児童生徒一人一人の実態に応じた特別の教育課程を編成し、
教師と児童生徒がともに作成した計画のもとで学びを積み重ね、
その学んだ内容に応じて、柔軟に評価される新たな仕組みを創設する。

第２部第３章 不登校児童生徒に係る特別の教育課程の項目（概要）
⚫ 令和６年度における小・中学校の不登校児童生徒数は約35万人と過去最多となっており、極めて憂慮すべき状況。

⚫ 不登校児童生徒の多様な学びの場の１つである校内外教育支援センターでは、居場所機能のみならず、児童生徒の資質・能力の向上に繋がるような組織的・計画的指
導の充実が求められるが、状態が変化しやすく、学習に向かうことが難しいことが多い不登校児童生徒に対し、こうした指導に向けた方策は必ずしも十分に行われていない。

⚫ また、下学年の学び直しなどに懸命に取り組んだ場合においても、通常の教育課程（在籍学年の教育課程）に基づく現行の学習評価では、「１」や「－」といった評定の記
載となり、そのことが児童生徒（や保護者）の学習意欲や自己肯定感の低下に繋がるとの指摘もある。

対象となる児童生徒
⚫ 全ての不登校児童生徒を対象とするものでは

なく、特別の教育課程の編成・実施が、当該
児童生徒に効果的と考えられる場合に活用。

⚫ 具体的には、学びよりも休養を優先すべき時期
を除き、休み始め・回復期のいずれにも着目し、
休み始めだが適切な伴走支援があれば学びに
向かうことができる児童生徒や、心身の状態が
回復してきた時期に学びに向かいつつある児
童生徒を想定した上で、総合的に判断する。

教育内容・授業時数
⚫ 本特例で実施する教育活動は、以下２つに分類。

学習評価
⚫ 下学年の学び直しなども含め、不登校児童生徒が取り組んだ学習内容や頑張りを

可能な限り受け止め、学習意欲や自己肯定感の向上に繋げられるよう、一人一人
の学んだ内容等に応じて柔軟な評価を行うことを可能に。

背景・課題

制度の方向性 個別の指導計画 ※いわゆる「２階」の特例に基づく複数の指導計画を一体的に運用する様式も検討

⚫ 本特例では、単に的確な指導計画が作成・実施されれば良いのではなく、子供自身
が計画の作成過程に関わり、学びを積み重ねることで学習意欲や自己肯定感を取
り戻していくという視点が極めて重要。

⚫ こうした新たな性質の指導計画を学校が作成するにあたり、
• 盛り込む要素は、「学びにおいて意識したい視点」「教育内容（順序を含む）」「目標やねら

い」「指導方法（指導期間・教材を含む）」「授業時数」「振り返り」「フィードバック」とする。

• 見通しを持ち、工夫しながら学習を進め、振り返って次の学習に繋げるという「学びのサ
イクル」を小さなステップで積み重ねつつ実感・経験できるよう、記載する内容や作成プロ
セスは柔軟に運用。（最初から長期的な見通しを立てるのではなく、学習の過程で徐々に作っていくなど）

実施場所・体制
⚫ 本特例の主たる実施場所は校内外教育支援センターとしつつ、特例の実施にあたっ

ては、指導員の派遣やオンラインの活用を含め、特例の実施体制全体で保有すべき
機能を保有することに。また、一定の要件を満たす指導員等が、学級担任等の管理
の下で密接に連携し、本特例の指導にあたることも可能に。

（A）各教科等の目標・内容に基づきつつ、柔軟に実施する教育活動
【例】下学年等の学び直しや、オンライン配信等による原籍級への授業の参加など

（B）（各教科等には該当しない）不登校児童生徒の実態に応じた、特に効果的な教育活動
【例】個々の関心等に応じた体験活動や、コミュニケーション能力の習得等を含むSSTなど

⚫ 授業時数は、「①不登校の期間や現在の出欠状況といった児童生徒の状態」、
「②学びへの意欲や求める支援といったアセスメントに基づく児童生徒の在り方」
を総合的に勘案し、本人や保護者の意向も踏まえながら、標準授業時数を下回
る、柔軟な授業時数の設定が可能。

※対象学校種は、当面、義務教育諸学校（小学校、中学校（中等教育学校前期課程を含む）、義務
教育学校、特別支援学校の小学部・中学部）

教科A 教科B
※下学年

教科C
※一部のみ

実施

体験活動
やSST等

※効果的な
独自の活動

教科D・・・

1015単位時間（例）

※時数削減も可

制度趣旨

学んだ内容に応じて柔軟に評価（今後、制度の詳細について「運用の手引き」を作成）
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第２部第３章 特定分野に特異な才能のある児童生徒に係る特別の教育課程の項目（概要）

⚫ 特定分野に特異な才能のある児童生徒（特才児童生徒）は、学習・生活上の困難を抱えることが非常に多く、適切な支援なしには才能の伸長が阻害されたり、将来への
意欲や希望を失う場合がある。 例）学習のレベルが合わず頻繁に苦痛を感じる、言動が誤解を招き周囲の同級生・教師との人間関係が悪化するなどし、結果として不登校に陥ることも

⚫ 学習上・生活上の困難や才能等に応じた教育活動は、通常の教育課程のみでは実施が難しい場合があるため、特別の教育課程の仕組みを創設する。（今後制度の詳
細について「運用の手引き」を整備）

背景・課題

制度の方向性

特才児童生徒の支援の必要性

①才能や特性と環境との関係の中で生じる、学習・生
活上の困難の軽減・解消を図る

②一人一人の「好き」（興味・関心）を育み、「得意」
を伸ばす観点から才能の伸長を支援する（独自の発想

や視点の価値を重視）

③本人の困難の軽減や自己実現を支えつつ、社会全
体の活力や創造性の向上を通じた経済社会の発展
にも繋げる

①まず通常の教育課程における支援の可能性を検討し、通常の教育課程のみでは支援が十分にできない児童生徒を特
別の教育課程の対象とする

②特異な才能の伸長の支援と、学習上・生活上の困難の軽減・解消の双方をバランス良く目指す

③ 「実現可能かつ持続可能な仕組みを創設する」観点から、まずは一定数の事例を創出し、運用上の成果・課題を踏ま
えて随時仕組みを改善し、徐々に事例を増やしていく

④特別の教育課程で実施する高度な学習内容（対象活動」）以外は、他の児童生徒とともに通常の教育課程の中で学ぶ

制度構築に当たっての基本的な考え方

特別の教育課程の内容（対象活動） 対象となる児童生徒の考え方

学習評価・指導要録等における取扱い

個別の指導計画

相談支援体制

• 入試対策への過度な活用等を避けるため、特別の教
育課程を実施している旨は指導要録に記載せず

• 対象活動の学習成果や必要に応じ事前のアセスメン
トで得た材料等を用いつつ、通常の教育課程の評価
規準で相当教科等の観点別評価・評定を実施

• 日常的な見取りや、必要に応じた面談・WISC等の心
理検査などにより、学習・生活上の困難の状況を整理

• 通常の教育課程での支援を検討した上で、対象活
動を実施する方が効果的か、以下の観点から総合的
に検討・判断

①児童生徒が実施を希望し、実現可能性が認められ
る対象活動があるか

②対象活動を実施することで、学習上の困難の軽減・
解消が期待できるか

③学級での他の児童生徒や教師との関係構築の観点
から効果的か

• 指導・支援に関わる多様な関係者が簡易に確認・共
有・改善できるよう国が様式を作成
※特別支援・不登校など他の特例に基づく複数の指導計画を一体的に

運用する「２階シート」を作成。

• 特別の教育課程の要否や効果的な対象活動の内容等
について学校や教育委員会のみで判断することは困難な
場合が多く、相談支援体制の構築が重要

• 知見を有する複数の⼤学等によって構成される相談支
援に対応可能なプラットフォームの構築などについて、国
による積極的支援が必要

※対象学校種は、当面、義務教育諸学校を想定

• 以下を満たす場合、相当する教科等の一部・全部に替
え、特別の教育課程が編成・実施可能

① 相当する教科等（相当教科等）で育成する資質・能
⼒について、おおむね適切に身に付けられる/既に
身に付いていると判断できる場合

② 対象活動を実施する方が学習・生活上の困難の
軽減・解消に効果的と総合的に判断できる場合

• 対象活動は高度な内容が想定されるため、在籍校以外
の機関（実施機関）が実施することも想定
※大学、高校等の上位の学校種での学習の部分的な早修や、大学・研

究機関や民間等のプログラムやコンテストへの参加等

• 在籍校でオンラインを活用して学ぶ、実施機関に実際
に赴いて学ぶなど多様な実施場所を想定
※大学等、高校、公的研究機関、社会教育施設、一定の要件を満たす

民間団体等

特才児童生徒

相談支援拠点（大学に設置）

教育委員会

学校

相談支援
（適切な実施機関と
つなげる支援を含む） 相談支援

実施機関

特性等に応じた
学習・支援

プログラムを実施

プログラム実施機関と連携

学校への必要な
指導助言

情報収集

特別の教育課程
の編成・実施
（相当する教科等の一部を免除）

相談

必要に応じて
プログラム等に参加

（対象活動）
※オンライン・対面

（大学、研究機関,
社会教育施設等）

制度の趣旨・基本的な考え方
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